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ƸじǊに 

 

わたしたちのǇち、網走市と小清水ထƸ、ǪホȸȄǯ海に面し、５ƭの湖Ტ濤沸湖、網

走湖、能取湖、藻琴湖、Ȫヤウシ湖Უと多くの河川、広大Ƴ森林、農地に׊ǇǕƯおǓ、

その美しく豊ƔƳ自然の恵ǈととǋに、発展をしƯǇいǓǇしたŵ 

ƳƔưǋ、࠯成Ძ７年ᲫᲫ月にȩムサȸル条約にႇ録ƞǕた汽水湖ưあǔ濤沸湖Ƹ、᣼

鳥や昆虫、植物、魚ƳƲ、多くの生物にとƬƯ貴᣻Ƴ生息地ưあǔほƔ、昔ƔǒスǸエビ

やワカサǮ、カǭƳƲƕ獲Ǖǔ内水面漁業の漁場としƯǋ利用ƞǕƯおǓ、後背地の河川

周辺域ưƸ、農業や酪農ƕ盛ǜưすŵ 

Ǉた、湖の近くにƸ、᣼鳥ƕ近くư観察ưƖǔ“白鳥公園”のほƔ、約 ブ画 種類の᣼生の

花々ƕ咲く“小清水原生花園”ƳƲǋあǓ、知床半島や斜᣺岳ƳƲを背景にした濤沸湖の

美しい景観を眺Ǌに多くの人々ƕ訪ǕƯいǇすŵ 

一方、近年ưƸ、廃棄物の増大、水質汚染、地球温暖化ƳƲ、生活の身近ƳとƜǖƔǒ

地球規模にいたǔǇư、自然環境をǊƙǔ課題ƕǯロȸǺアップƞǕƯいǇすŵ 

濤沸湖と周辺地域においƯǋ、景観を阻害すǔ状況、自然現象や外的要因と考えǒǕǔ

地勢や水環境、植生の変化、生物の生息域の減少懸念ƳƲƕ各方面Ɣǒ指摘ƞǕƯいǇすŵ 

美しい自然景観を残し、貴᣻Ƴ自然資源を保全し、生物を慈しǈ、自然と調和した持ዓ

可能Ƴ社会を築Ɩ、次世代に引ƖዒƙƜとƸ私たちの大ƖƳ使命ưすŵ 

ƜのようƳ背景のǋと、網走市と小清水ထƸ、長期的総合的視点ư、濤沸湖と周辺地域

においƯ、自然資源の保全と再生、賢明Ƴ利用を図Ǔ、次世代にዒ承すǔたǊ、ƀ濤沸湖環

境保全活用ビǸョンᲢ以下、ᳺ計画᳻というᲣƁを策定しǇしたŵ 

Ɯの計画Ƹ、Ჭƭの基本理念Ტ保全と再生、交流と学習、賢明Ƴ利用Უをǋとに、ƀ自然

の保全と再生、うǔおう空間づくǓと賢明Ƴ利用を進ǊƯ、次世代にዒ承すǔƜとƁを未

来像Ტ全体目標Უとし、自然、生物、社会、行動の各分᣼ư、目標Ტ展開方向Უや取Ǔ組

ǈを掲ƛƯ、住民、団体、事業所、行政ȷ研究機関ƕ一体とƳƬƯ推進しƯいくたǊの指

針を整理しǇしたŵ 

今後Ƹ、Ɯの計画に基づƖ、様々取Ǔ組ǈを進ǊƯǇいǓǇすのư、皆ƞǜのご理解と

取Ǔ組ǈへの積極的Ƴ参加をお願いいたしǇすŵ 

最後に、Ɯの計画の策定にあたǓ、熱心にご審議をいたƩいたƀ濤沸湖環境保全活用計

画策定委員会Ɓの委員、貴᣻Ƴご意見やご提言をいたƩいたƀ濤沸湖環境保全活用計画住

民会議Ɓにご参加の皆ƞǜ、ご協力いたƩいた多くの皆ƞǜに感謝申し上ƛǇすŵ 

 

 成ᲬᲭ年Ჭ月࠯

                           網走市長  水 谷 洋 一 

                           小清水ထ長 林   直 樹 
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1章 現況Ტ特性Უと課題 

I 濤沸湖と周辺地域の現況 

1 自然分᣼の特性 

ᲢᲫᲣ地形ȷ地質 

Ĭ 流域の諸元－濤沸湖の流域図Ტ⑦バ培Უ 

ǪホȸȄǯ海のҤ部沿岸にƸ҅Ɣǒサロマ湖、能取湖、藻琴湖、濤沸湖の四湖沼の存在ƕ

あǔŵƜǕǒの湖沼ƸすǂƯ海跡湖ưあǓ、ǪホȸȄǯ海に湖口をǋƭ汽水湖ưあǔŵ 

 

湖沼の諸元

1Უ 

 濤沸湖 藻琴湖 能取湖 サロマ湖 

成 因 海跡湖 海跡湖 海跡湖 海跡湖 

高 度 1.0m 1.0m 1.0m 3.0m 

湖面積 9.01 km2 1.1 km2 58.51 km2 150.0 km2 

湖体積 9,960千m3 1,930千m3 500,000千m3 1,300,000千m3 

最大水深 2.5m 5.8m 21.2m 19.5m 

 均水深 1.1m 1.7m 8.5m 8.7m࠯

周׊長 30km 5.5km 32km 72km 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-1拡Უ 

 

湖沼流域の諸元

培Უ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-ブᲣ 

 

 

濤沸湖ƸƜのうち最ǋ東に位置すǔ湖ư東西に長くҤ҅に短い形をしƯおǓ、҅西端の湖

口によƬƯǪホȸȄǯ海と接ዓしƯいǔŵ水深Ƹ四湖沼のうちư最ǋ浅いŵ 

濤沸湖の流域Ƹ藻琴山山頂を最高点とし、丸万川、ǪンネȊイ川、浦士別川ƳƲの河川ƕ

Ҥ岸よǓ流入すǔŵ 

 濤沸湖 能取湖 藻琴湖 サロマ湖 

集水面積 187.6 km2 199.4 km2  187.3 km2  881.0 km2 

流域関連 

市ထ村 

網走市 

大空ထ東藻琴 

小清水ထ 

網走市 

網走市 

大空ထ東藻琴 

大空ထ女฼別 

留辺蘂ထ 

湧別ထ 

佐呂間ထ 

常呂ထ 
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濤沸湖の流域図

基Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-拠Უ 

ǪホȸȄǯ海
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ĭ 地形ȷ地質 

周辺地形と土地利用 点周辺土地利用図Ტ⑦バ基Უ 

濤沸湖Ƹ、網走市と小清水ထとの境界のǪホȸȄǯ海岸に位置し、西҅西側に海に通じǔ

水路ƕあǔŵ濤沸湖のǪホȸȄǯ海側の҅҅東側Ƹ、幅 基画画m 高ƞ 1拠m の砂߸によƬƯせ

ƖഥǊǒǕ、原生花園とƳƬƯいǔŵ 

集水域の土地利用Ƹ、山林や湿地ƳƲの自然地ƕあǔ一方ư、酪農や畑作ƳƲの農業活動

ǋ盛ǜưあǔŵ 

 

濤沸湖周辺土地利用図

1Უ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-拡Უ 

濤沸湖

台東藻琴村Ƹ࠯成ᲫᲲ年Ჭ月に女฼別ထと合併しƯ大空ထとƳƬたŵ 
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周辺地質 点周辺地質概略図Ტ⑦バブᲣ 

濤沸湖周辺の地質にƸ堆積物によǔ沖積地市ܦ新統布ƕ多く見ǒǕǔƕ、後背地ưƸ火砆流

堆積物ƔǒƳǔ丘陵性山地市更新統布ƕ広ƕǔŵとǋに新生代第四紀ư 1 万年くǒい前Ǉưの

新しい地質ƕܦ新統、18画 万年前ǇưのややӞい地質ƕ更新統ưあǔŵ 

 

周辺地におけǔ地質概略図

培Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
培Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-1拠Უ 

 



 - 拠 -

湖沼地形 

濤沸湖Ƹ、東西に長くҤ҅に短い形をしƯおǓ、ǪホȸȄǯ海とƸ҅西端の短い水路ư結

ƹǕƯいǔŵ全域にわたǓ水深Ƹ 1ｍ前後と浅く、開口部と湖心を繋ƙ位置に澪筋状の深場

Ტ最大水深 培バ拠mᲣƕ見ǒǕǔŵ࠯成 ブ 年Ɣǒ 8 年にわたǓ澪筋等の浚渫ƕ行わǕたŵ 

地形図上ư確認ưƖǔ昭和 ブ画市1ホ拡拠布年以降の湖岸の経年変化としƯƸ、Ҥ西側の実豊付

近におけǔฺ入部市ȝント布の閉塞ȷ分ᩉと、Ҥ東端市浦士別川ȷスッȝチ川流入部布におけǔ˯

湿地のਘ大ƕ顕著ưあǔŵ点湖沼地形の経年変化Ტ⑦バ拠Უ 

 

                湖沼地形の経年変化

基Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-1基Უ 

 

ᖹ成 1～11 ᖺ 昭和 52～ᖹ成 1ᖺ 

昭和 40～52 ᖺ 昭和 40 ᖺ 

Ƹ、変化の顕著Ƴ部分 
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ᲢᲬᲣ気象 

湖沼周辺ưの気象Ƹ周Ǔの山によǓ雨雲ƕƞえƗǒǕǔたǊ、降水᣽Ƹ少Ƴく、日照時間

ƕ長いといƬた特徴ƕあǔŵ 

年࠯均気温Ƹ約 拡～7ォとƳƬƯおǓ、8 月に最ǋ高く、1～培 月ƕ最ǋ˯くƳǔ傾向ƕ見

ǒǕǔŵ降水᣽Ƹ年間約 8画画ｍｍư 7～ホ 月に多くƳǔ傾向ƕ見ǒǕǔŵ 

風Ƹ冬季Ɣǒ春季にƔけƯ風ᡮƕ強くƳǔ傾向ƕ見ǒǕ、風向ƸҤ西ƔǒҤҤ西の風ƕҢ

越しƯいǔŵ濤沸湖ưƸ冬季に҅寄Ǔの風ƕ強く吹Ɩ、漂砂ƕ湖口に堆積しƯ水路の閉塞ƕ

見ǒǕǔŵ 

日照時間Ƹ、1培画～18画 時間Ჩ月と高い値を示しƯおǓ、拠 月Ɣǒ 拡 月にƔけƯ最高値

を示すŵ 

 

月別気象観ย結果 台アȡȀス観ยȇȸǿᲢ࠯成７年～࠯成ᲫᲰ年の࠯均値Უ

1Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ1-培Უ 

 

観測

地点

㻝月 㻞月 㻟月 㻠月 㻡月 㻢月 㻣月 㻤月 㻥月 㻝㻜月 㻝㻝月 㻝㻞月

ᖺᖹ均

䠄計䠅

降水量 䠄mm䠅 㻠㻠㻚㻤 㻞㻥㻚㻠 㻞㻤㻚㻥 㻟㻝㻚㻝 㻡㻞㻚㻤 㻠㻡㻚㻣 㻝㻝㻞㻚㻠 㻥㻠㻚㻤 㻝㻝㻢㻚㻥 㻢㻜㻚㻥 㻡㻟㻚㻡 㻠㻠㻚㻥 㻣㻝㻢㻚㻝

降雨日数 䠄日䠅 㻝㻠㻚㻠 㻝㻝㻚㻝 㻝㻞㻚㻝 㻝㻜㻚㻞 㻝㻜㻚㻜 㻝㻝㻚㻝 㻝㻠㻚㻤 㻝㻟㻚㻢 㻝㻟㻚㻝 㻝㻝㻚㻢 㻝㻝㻚㻣 㻝㻞㻚㻜 㻝㻞㻚㻝

気温 ᖹ均䠄℃䠅 㻙㻤㻚㻤 㻙㻥㻚㻟 㻙㻟㻚㻣 㻠㻚㻢 㻝㻜㻚㻠 㻝㻠㻚㻞 㻝㻣㻚㻥 㻝㻤㻚㻤 㻝㻡㻚㻞 㻤㻚㻥 㻝㻚㻥 㻙㻢㻚㻠 㻡㻚㻟

日照時間 月計䠄時間䠅 㻝㻜㻜㻚㻤 㻝㻞㻣㻚㻝 㻝㻡㻥㻚㻟 㻝㻢㻜㻚㻣 㻝㻢㻜㻚㻟 㻝㻠㻟㻚㻤 㻝㻝㻤㻚㻜 㻝㻟㻥㻚㻣 㻝㻠㻣㻚㻝 㻝㻠㻜㻚㻢 㻝㻝㻟㻚㻞 㻝㻜㻟㻚㻣 㻝㻟㻠㻚㻡

風速 ᖹ均䠄m㻛s䠅 㻞㻚㻟 㻞㻚㻞 㻞㻚㻣 㻞㻚㻤 㻞㻚㻤 㻞㻚㻝 㻝㻚㻤 㻝㻚㻤 㻞㻚㻝 㻞㻚㻠 㻞㻚㻡 㻞㻚㻞 㻞㻚㻟

降水量 䠄mm䠅 㻠㻢㻚㻥 㻞㻠㻚㻜 㻟㻜㻚㻣 㻟㻢㻚㻥 㻡㻡㻚㻟 㻡㻠㻚㻢 㻝㻜㻣㻚㻞 㻥㻣㻚㻠 㻝㻞㻞㻚㻡 㻢㻤㻚㻣 㻡㻡㻚㻟 㻠㻡㻚㻥 㻣㻠㻡㻚㻠

降雨日数 䠄日䠅 㻝㻟㻚㻤 㻥㻚㻞 㻝㻜㻚㻜 㻤㻚㻤 㻝㻜㻚㻠 㻝㻜㻚㻣 㻝㻟㻚㻤 㻝㻞㻚㻠 㻝㻞㻚㻤 㻝㻝㻚㻣 㻝㻞㻚㻝 㻝㻞㻚㻟 㻝㻝㻚㻡

気温 ᖹ均䠄℃䠅 㻙㻢㻚㻢 㻙㻣㻚㻤 㻙㻞㻚㻤 㻠㻚㻢 㻝㻜㻚㻜 㻝㻟㻚㻢 㻝㻣㻚㻞 㻝㻤㻚㻥 㻝㻡㻚㻥 㻝㻜㻚㻝 㻟㻚㻟 㻙㻠㻚㻝 㻢㻚㻜

日照時間 月計䠄時間䠅 㻝㻜㻤㻚㻤 㻝㻠㻣㻚㻟 㻝㻣㻢㻚㻡 㻝㻢㻤㻚㻥 㻝㻢㻥㻚㻣 㻝㻢㻝㻚㻠 㻝㻞㻤㻚㻜 㻝㻡㻡㻚㻣 㻝㻡㻤㻚㻡 㻝㻠㻡㻚㻜 㻝㻝㻜㻚㻞 㻝㻜㻤㻚㻢 㻝㻠㻠㻚㻥

風速 ᖹ均䠄m㻛s䠅 㻟㻚㻠 㻞㻚㻢 㻟㻚㻝 㻟㻚㻞 㻟㻚㻜 㻞㻚㻟 㻝㻚㻤 㻞㻚㻝 㻞㻚㻟 㻞㻚㻤 㻟㻚㻟 㻟㻚㻡 㻞㻚㻤

降水量 䠄mm䠅 㻡㻤㻚㻤 㻟㻣㻚㻜 㻠㻜㻚㻣 㻡㻜㻚㻝 㻡㻤㻚㻟 㻡㻝㻚㻟 㻝㻜㻞㻚㻟 㻥㻥㻚㻜 㻝㻞㻡㻚㻥 㻢㻣㻚㻝 㻢㻠㻚㻤 㻡㻤㻚㻤 㻤㻝㻟㻚㻥

降雨日数 䠄日䠅 㻝㻡㻚㻝 㻤㻚㻡 㻝㻜㻚㻤 㻥㻚㻝 㻥㻚㻡 㻥㻚㻝 㻝㻞㻚㻜 㻝㻜㻚㻟 㻝㻝㻚㻜 㻝㻜㻚㻡 㻝㻝㻚㻞 㻝㻞㻚㻣 㻝㻜㻚㻤

気温 ᖹ均䠄℃䠅 㻙㻡㻚㻟 㻙㻢㻚㻝 㻙㻞㻚㻜 㻠㻚㻣 㻥㻚㻥 㻝㻟㻚㻡 㻝㻣㻚㻞 㻝㻤㻚㻥 㻝㻢㻚㻠 㻝㻜㻚㻥 㻟㻚㻥 㻙㻟㻚㻜 㻢㻚㻢

日照時間 月計䠄時間䠅 㻝㻝㻟㻚㻤 㻝㻠㻣㻚㻡 㻝㻢㻤㻚㻝 㻝㻣㻢㻚㻜 㻝㻤㻤㻚㻢 㻝㻤㻝㻚㻜 㻝㻡㻜㻚㻝 㻝㻢㻠㻚㻟 㻝㻢㻝㻚㻞 㻝㻠㻤㻚㻟 㻝㻞㻜㻚㻜 㻝㻞㻞㻚㻞 㻝㻡㻟㻚㻠

風速 ᖹ均䠄m㻛s䠅 㻠㻚㻜 㻟㻚㻟 㻟㻚㻣 㻟㻚㻡 㻟㻚㻜 㻞㻚㻣 㻞㻚㻠 㻞㻚㻣 㻟㻚㻝 㻟㻚㻡 㻟㻚㻤 㻟㻚㻥 㻟㻚㻟

降水量 䠄mm䠅 㻡㻡㻚㻞 㻞㻣㻚㻡 㻠㻢㻚㻜 㻡㻠㻚㻡 㻢㻟㻚㻡 㻢㻜㻚㻥 㻝㻜㻤㻚㻣 㻝㻝㻝㻚㻝 㻝㻟㻤㻚㻜 㻢㻟㻚㻥 㻢㻡㻚㻤 㻡㻞㻚㻤 㻤㻠㻣㻚㻥

降雨日数 䠄日䠅 㻝㻠㻚㻤 㻥㻚㻢 㻝㻠㻚㻜 㻝㻝㻚㻞 㻝㻝㻚㻜 㻝㻝㻚㻥 㻝㻠㻚㻥 㻝㻟㻚㻟 㻝㻞㻚㻤 㻝㻝㻚㻞 㻝㻞㻚㻝 㻝㻞㻚㻢 㻝㻞㻚㻠

気温 ᖹ均䠄℃䠅 㻙㻣㻚㻜 㻙㻣㻚㻤 㻙㻞㻚㻣 㻠㻚㻣 㻝㻜㻚㻞 㻝㻟㻚㻤 㻝㻤㻚㻜 㻝㻤㻚㻥 㻝㻡㻚㻣 㻥㻚㻥 㻞㻚㻤 㻙㻠㻚㻥 㻢㻚㻜

日照時間 月計䠄時間䠅 㻥㻤㻚㻥 㻝㻟㻜㻚㻣 㻝㻡㻝㻚㻝 㻝㻡㻝㻚㻣 㻝㻡㻟㻚㻞 㻝㻠㻤㻚㻥 㻝㻞㻡㻚㻞 㻝㻟㻢㻚㻡 㻝㻟㻡㻚㻡 㻝㻟㻠㻚㻤 㻝㻜㻟㻚㻣 㻝㻜㻡㻚㻜 㻝㻟㻝㻚㻟

風速 ᖹ均䠄m㻛s䠅 㻝㻚㻤 㻝㻚㻢 㻝㻚㻤 㻝㻚㻥 㻝㻚㻤 㻝㻚㻡 㻝㻚㻟 㻝㻚㻟 㻝㻚㻟 㻝㻚㻡 㻝㻚㻢 㻝㻚㻢 㻝㻚㻢

䠅 䝎 観測デ ᖺ 均値䠄統計 䠄 䠅 䠄 䠅ᖺ䠅

網走 

小清水 

項　目

常呂

佐呂間
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ᲢᲭᲣ水象点流入河川図Ტ⑦バ8Უ 

濤沸湖の主Ƴ流入河川ƸҤ岸Ɣǒのǋのに限ǒǕƯおǓ、主Ƴ河川Ƹ西Ɣǒ東にĬ丸万川、

ĭǪンネȊイ川、ĮウカルシュベȄ川、į浦士別川、İスッȝチ川の 拠 本ƕあǔŵ河川流᣽

ƸĬ丸万川、į浦士別川ư多く、他Ƹ少Ƴいŵ 

河川の水質Ƹ網走市環境白書市࠯成 18 年度布によǔと丸万川市湖畔橋布、ǪンネȊイ川市音根

内橋布、浦士別川市境橋布、湖口市濤沸橋布においƯ࠯成 8 年Ɣǒ毎年のȇȸǿƕ集積ƞǕƯいǔŵ

項目Ƹ pﾒ、正⑥、ヤ⑥正、ﾍ⑥正、SS、大腸菌群数、T-⑤、T-⑦ ưあǔŵ 

 

 流入河川および湖口部の水質経年変化

1Უ分 培Უ

 

丸万川 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 8.5 8.7 8.3 7.8 7.2 7.6 7.6 7.5 7.5 7.5 7.3 7.6 7.6 7.4

DO 10.1 10.4 11.0 10.6 10.9 10.7 10.4 11.5 10.6 10.0 10.9 10.9 11.0 10.2

BOD 0.9 0.6 1.0 0.4 1.1 0.7 1.5 1.0 0.9 1.6 0.7 0.6 0.6 0.8

COD 7.0 6.1 6.5 6.1 5.2 － 5.9 4.9 6.1 6.2 5.5 5.9 6.3 6.6

SS 2 2 3 3 2 5 6 3 6 6 3 4 5 4

大腸菌群数 27 77 58 28 12 970 510 780 130 78 1300 1100 12000 700

T-N 0.76 0.86 1.00 1.10 1.30 1.30 1.40 1.10 1.10 1.10 1.30 1.20 1.30 1.40

T-P 0.052 0.053 0.046 0.052 0.046 0.052 0.070 0.044 0.054 0.057 0.054 0.050 0.058 0.054

ǪンネȊイ川 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 8.7 8.6 8.4 7.8 7.1 7.5 7.4 7.4 7.3 7.4 7.3 7.5 7.5 7.3

DO 10.6 9.3 10.4 11.3 10.4 9.9 10.2 11.0 9.8 9.5 10.3 10.1 10.2 10.0

BOD 0.8 0.7 0.9 1.1 1.1 0.9 1.5 0.9 0.8 1.0 0.9 0.5 0.8 0.8

COD 8.3 9.1 7.9 8.3 9.7 － 7.5 6.7 7.6 7.6 7.5 7.0 9.3 8.2

SS 3 8 4 2 3 6 8 5 5 7 5 4 9.5 7

大腸菌群数 90 95 44 13 71 420 230 250 99 190 890 1800 18000 750

T-N 0.50 0.70 0.87 0.81 1.00 0.88 1.10 0.75 0.80 0.71 0.84 0.81 0.88 0.96

T-P 0.055 0.069 0.054 0.045 0.055 0.056 0.074 0.044 0.057 0.061 0.060 0.053 0.064 0.056

浦士別川 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 9.1 9.5 8.7 8.6 7.3 7.7 7.6 7.5 7.5 7.6 7.4 7.6 7.6 7.4

DO 11.4 10.1 10.9 8.6 10.5 10.8 11.0 11.7 10.5 10.1 10.9 10.7 10.8 10.9

BOD 0.6 0.6 0.9 0.2 0.9 1.2 1.2 0.8 0.9 1.1 0.7 0.6 0.7 1.0

COD 4.8 5.1 5.5 4.6 4.6 － 4.8 4.0 4.8 4.6 4.4 4.7 5.6 5.7

SS 2 4 4 2 3 5 5 5 7 6 5 9 7 8

大腸菌群数 26 50 100 190 70 980 1000 480 850 1000 990 3800 27000 2300

T-N 0.51 0.62 0.85 0.81 1.00 0.80 0.82 0.68 0.66 0.62 0.72 0.74 0.74 0.98

T-P 0.045 0.054 0.045 0.047 0.050 0.057 0.064 0.045 0.053 0.055 0.055 0.052 0.060 0.057

湖口 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 8.2 8.2 7.7 8.0 8.0 8.1 8.3 7.5 7.6 8.0 7.8 8.0 8.1 8.0

DO 10.4 8.3 10.1 8.5 9.7 9.4 9.8 9.7 8.9 8.2 9.2 9.1 8.1 8.5

BOD 0.9 1.4 3.2 1.6 3.8 1.2 2.4 2.5 1.4 1.5 1.9 1.6 1.0 2.9

COD 3.7 4.3 4.5 4.4 6.7 － 5.6 4.4 3.9 4.3 5.5 5.5 4.3 5.0

SS 9 10 12 4 12 11 7 7 34 9 12 18 11 12

大腸菌群数 2 8 400 13 17 150 1.3 3 3.9 2.2 59 210 250 150

T-N 0.61 1.10 1.00 0.80 0.98 0.21 0.30 0.75 0.24 0.35 0.59 0.49 0.50 0.58

T-P 0.056 0.051 0.053 0.041 0.047 0.046 0.042 0.044 0.057 0.052 0.054 0.059 0.046 0.053

台 pﾒ、大腸菌群数Ტ平⑦⑤ｹ1画画m景Უを除Ɩ、ҥ位Ƹ m離ｹ景 ưあǔŵ 

1Უ網走市市民部生活環境課Ტ培画画拡Უ 網走市環境白書第 培 ዻ調査ȷย定࠯成 18 年度 

培Უ網走市市民部生活環境課Ტ培画11Უ 網走市環境白書第 培 ዻ調査ȷย定࠯成 培培 年度 

 



 
-
 
8

 
-

                                    

台社団法人 ҅海道土木協会 監修 ҅海道土木部河川課 ҅海道河川一覧 河川図ዻ、 ҅海道 ࠯成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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ᲢᲮᲣ水質 

Ĭ 水質分布特性 

濤沸湖ưƸ汽水湖ưあǔたǊ、海水の流入ƕ見ǒǕ、湖内ưの塩分濃度差ƕ生じƯいǔŵ

塩分供給源ưあǔ湖口Ɣǒの距ᩉ、流入河川の流᣽の差によǔ希釈率のᢌいƳƲƕその原因

と考えǒǕǔŵ 

濤沸湖Ƹ浅く、海水の進入状況ƕ大Ɩく変化すǔたǊ、湖口市St-培布、湖央市St-基布、湖奥

市St-拠布のᲭ地点ưの水質調査結果によǔと pﾒ、ﾍ⑥正 Ƹ湖奥に行くほƲ上ଞすǔ傾向ƕうƔ

ƕえǔŵ 

 

水質調査地点位置図

1Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ拡-1基Უ 
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濤沸湖におけǔ水質変化Ტ࠯成Ჭ年５月～࠯成Ხ年Ხ月Უ

ᲬᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

培Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ拡-1ブᲣ 

 

 

 

ｐＨ
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㻤㻚㻜

㻤㻚㻡

㻥㻚㻜

㻥㻚㻡
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㻯O㻰

㻜

㻡

㻝㻜

㻝㻡

㻞㻜

㻞㻡
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月
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St㻚㻡

㸦mg/l㸧 
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ĭ 水質経年変化 

҅海道環境科学研究センǿȸ市培画画拠布ž҅海道の湖沼ſ市改訂版布によǔと濤沸湖ưƸ昭和

拡1 年Ɣǒ࠯成 ホ 年にƔけƯƸ ﾍ⑥正、T-⑤、T-⑦ とǋに湖奥部ư増加すǔ傾向ƕ見ǒǕ、

湖央部ưƸ棒ƹい、湖口付近ưƸ減少傾向ƕ見ǒǕたŵ澪筋の浚渫によǔ水質改善効果ƕう

ƔƕわǕたŵ 

成࠯ 1画 年以降Ƹ社団法人҅海道栽培漁業振興公社市1ホホホ～培画画ブ布斜網西部地区濤沸湖

漁業影響調査報告書に記載のȇȸǿによǓ湖奥部、湖口付近ưƸ、ﾍ⑥正、T-⑤、T-⑦ とǋに

減少傾向ƕ見ǒǕƯいǔŵ 

 

湖口部および湖奥部におけǔ水質の変化

1Უ 

項目 湖 口 部Ტ濤 沸 橋Უ 湖 奥 部Ტ࠯ 和 橋) 

pH 

 

 

 

 

 

COD 

 

 

 

 

 

T-N 

 

 

 

 

 

T-P 

 

 

 

 

 

 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ拡-基拡～拡-基ホᲣ 

 

pH

㻢㻚㻜

㻢㻚㻡

㻣㻚㻜

㻣㻚㻡

㻤㻚㻜

㻤㻚㻡

㻥㻚㻜

㻥㻚㻡

㻝㻜㻚㻜

S㻢㻝 S㻢㻞 S㻢㻟 S㻢㻠 H㻞 H㻟 H㻠 H㻡 H㻢 H㻣 H㻤 H㻥 H㻝㻜 H㻝㻝 H㻝㻞 H㻝㻟 H㻝㻠 H㻝㻡 H㻝㻢

pH

㻢㻚㻜

㻢㻚㻡

㻣㻚㻜

㻣㻚㻡

㻤㻚㻜

㻤㻚㻡

㻥㻚㻜

㻥㻚㻡

㻝㻜㻚㻜

S㻢㻝 S㻢㻞 S㻢㻟 S㻢㻠 H㻞 H㻟 H㻠 H㻡 H㻢 H㻣 H㻤 H㻥 H㻝㻜 H㻝㻝 H㻝㻞 H㻝㻟 H㻝㻠 H㻝㻡 H㻝㻢

㻯O㻰

㻜

㻞

㻠

㻢

㻤

㻝㻜

㻝㻞

㻝㻠

㻝㻢

㻝㻤

㻞㻜

S㻢㻝 S㻢㻞 S㻢㻟 S㻢㻠 H㻞 H㻟 H㻠 H㻡 H㻢 H㻣 H㻤 H㻥 H㻝㻜 H㻝㻝 H㻝㻞 H㻝㻟 H㻝㻠 H㻝㻡 H㻝㻢

m
g
㻛
l

㻯O㻰

㻜

㻞

㻠

㻢

㻤

㻝㻜

㻝㻞

㻝㻠

㻝㻢

㻝㻤

㻞㻜

S㻢㻝 S㻢㻞 S㻢㻟 S㻢㻠 H㻞 H㻟 H㻠 H㻡 H㻢 H㻣 H㻤 H㻥 H㻝㻜 H㻝㻝 H㻝㻞 H㻝㻟 H㻝㻠 H㻝㻡 H㻝㻢

m
g
㻛
l

㻞㻠㻚㻤

㻞㻞㻚㻞

㻞㻝㻚㻜

窒素

㻜㻚㻜

㻜㻚㻞

㻜㻚㻠

㻜㻚㻢

㻜㻚㻤

㻝㻚㻜

㻝㻚㻞

㻝㻚㻠

㻝㻚㻢

㻝㻚㻤

㻞㻚㻜

S㻢㻝 S㻢㻞 S㻢㻟 S㻢㻠 H㻞 H㻟 H㻠 H㻡 H㻢 H㻣 H㻤 H㻥 H㻝㻜 H㻝㻝 H㻝㻞 H㻝㻟 H㻝㻠 H㻝㻡 H㻝㻢

m
g
㻛
l

窒素

㻜㻚㻜

㻜㻚㻞

㻜㻚㻠

㻜㻚㻢

㻜㻚㻤

㻝㻚㻜

㻝㻚㻞

㻝㻚㻠

㻝㻚㻢

㻝㻚㻤

㻞㻚㻜

S㻢㻝 S㻢㻞 S㻢㻟 S㻢㻠 H㻞 H㻟 H㻠 H㻡 H㻢 H㻣 H㻤 H㻥 H㻝㻜 H㻝㻝 H㻝㻞 H㻝㻟 H㻝㻠 H㻝㻡 H㻝㻢

m
g
㻛
l

㻞㻚㻥㻤

㻞㻚㻠㻟 㻞㻚㻟㻟

リン

㻜㻚㻜㻜

㻜㻚㻜㻞

㻜㻚㻜㻠

㻜㻚㻜㻢

㻜㻚㻜㻤

㻜㻚㻝㻜

㻜㻚㻝㻞

㻜㻚㻝㻠

㻜㻚㻝㻢

㻜㻚㻝㻤

㻜㻚㻞㻜

㻜㻚㻞㻞

㻜㻚㻞㻠

㻜㻚㻞㻢
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Į 流域汚濁᝟荷 

流域ư発生すǔ汚濁物質にƭいƯ、以下の発生᝟荷源Ɣǒの発生᝟荷᣽を原ҥ位法によǓ

算出した結果を以下に示すᲢ࠯成 17 年度網走管内におけǔ湖沼環境保全推進業務報告書よ

Ǔ抜粋Უŵ 

 

               ȷ生活系排水 

              ȷ畜産系排水 

              ȷ工場ȷ事業場系排水Ტ工場排水、その他の事業所排水Უ 

汚濁᝟荷発生源   ȷ水ဋȷ畑地᝟荷 

              ȷ山林᝟荷 

             ȷ市街地、原᣼、牧場、種雑地、その他用地᝟荷 

 

 

 

発生᝟荷᣽算出結果

1Უ

 

濤沸湖㸦（O）) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 4.5 175.7 18.0 333.4 915.9 1,447.5

4.5 175.7 18.0 333.4 915.9 1,447.5

0.3 12.1 1.2 23.0 63.3 100.0

濤沸湖㸦T-N) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 2.0 92.6 2.8 658.7 142.3 898.4

2.0 92.6 2.8 658.7 142.3 898.4

0.2 10.3 0.3 73.3 15.8 100.0

濤沸湖㸦T-P) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 0.3 18.0 0.5 6.9 9.5 35.2

0.3 18.0 0.5 6.9 9.5 35.2

0.9 51.1 1.4 19.6 27.0 100.0

濤沸湖㸦BO）) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 6.8 217.2 26.5 75.4 269.7 595.6

6.8 217.2 26.5 75.4 269.7 595.6

1.1 36.5 4.4 12.7 45.3 100.0

比ࠉ率㸦%)

流ࠉ域ࠉ名

合ࠉ計

流ࠉ域ࠉ名

合ࠉ計

比ࠉ率㸦%)

比ࠉ率㸦%)

合ࠉ計

合ࠉ計

比ࠉ率㸦%)

流ࠉ域ࠉ名

流ࠉ域ࠉ名

  

 

各発生᣽ư ﾍ⑥正分ヤ⑥正 とǋ山林、市街地等、窒素Ƹဋȷ畑地、ȪンƸ畜産系Ɣǒの᝟荷の

割合ƕ高いƜとƕわƔǔŵ 

 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ基-1拡Უ 
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į 海水交換特性 

浚渫工事前の海水交流･塩分分布の特徴にƭいƯƸ次のように述ǂǒǕƯいǔᲢ網走市

市1ホホブ布濤沸湖漁業振興対策基礎調査報告書Უŵ

 

 

○外海潮差に比較し、感潮水系市潮の฼ち引Ɩの影響をӖけǔ河川布の水深ƕ浅すƗǔたǊ、外

海の潮汐振幅ƕ増大すǔ時期Ʃけ湖内流入᣽ƕ流出᣽を上回Ǔ、湖内の࠯均水位ƕ上ଞすǔŵ 

○湖内の塩分分布Ƹ周年を通じƯ、湖西部ưƸ外海水の影響をӖけƯ高く、湖東部に行くに

従い漸減すǔ傾向にあǓ、࠯和橋付近ưƸ塩素᣽Ƹ 1‰以下とƳǓ浦士別ฺưƸ海水の進入

ƕほとǜƲǈǒǕƳいŵ 

○丸万川方面Ƹ潮汐残差流、ǋしくƸ湖口に向Ɣう帯状の流ǕによǓ誘発ƞǕǔ循環流ƕǈ

ǒǕ、相対的に高い塩分を示しƯいǔŵ 

○湖口水路底レベルƸ、外海の࠯均水位レベルよǓ高いたǊ、湖口Ɣǒ濤沸橋間の湖面レベ

ルƸ、その位置の湖底ƕ湖口水路レベルよǓǋ高く、Ɣƭ広い面積を有すǔ濤沸湖に属すǔ

たǊ、外海潮汐の約 培画％しƔ感じƯいƳいŵ 

○湖奥࠯和橋の水位変動Ƹ、河川流᣽ƕ大ƖくƔƭ外海潮差ƕ大Ɩい場合にのǈ起Ɯǔŵ 

○湖底レベルƸ湖奥に向Ɣうに従ƬƯ高くƳƬƯいǔたǊ、潮流ƕ湖奥ほƲ弱ǇǓ、湖内の

密度構造Ƹʚ成層に近い緩混合形式とƳƬƯいǔŵ 

○塩水くƞびの到ᢋ距ᩉƸ、流入河川の出水時期を除Ɩ、外海潮位振幅の増減によǓ、湖口

Ɣǒ 基～拠 ɛほƲの範׊にあǔŵ 

 

 

 

 濤沸湖の浚渫箇所

1Უ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტブ-1基Უ 
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湖口を通じƯの海水交流᣽にƭいƯƸ、昭和 拠拠市1ホ8画布年 8 月 拠 日Ɣǒ 拡 日にƔけƯ算

定した結果ƕ示ƞǕƯいǔᲢ社団法人҅海道栽培漁業振興公社市1ホ8培布斜網西部地区濤沸湖漁

業影響調査報告書Უŵ海水交流᣽を算定した期間を含ǉ昭和 拠拠市1ホ8画布年 拠 日Ɣǒ 8 日にƔ

けƯの水位変動状況Ƹ下記ǰȩȕに示すとおǓưあǔŵ 

 

Ɯの湖口流路の水位変動に伴う断面積の変化を考慮し、流᣽を求Ǌた結果を下図に示すŵ

拠 日 18 時Ɣǒ 拡 日 1ホ 時Ǉưに湖内に流入した᣽Ƹ 拠バ培8不1画

拠

ｍ

基

、流出した᣽Ƹ 培バ1拡

不1画

拠

ｍ

基

と計算ƞǕたŵその差 培バ1培不1画

拠

ｍ

基

ƕ湖内に残留し、流入河川水と合わせた流

᣽Ƹ ブバ基基不1画

拠

ｍ

基

とƳǓ、ƜǕƕ湖内に一様に広ƕǔとすǔと ブバブ ɚの湖面水位の上ଞに

相当すǔŵ実ᨥにƸƜǕほƲの࠯均水位ƸǈǒǕƯいƳいƕ、潮汐振幅ƕ増大すǔ時期にƸ

確Ɣに湖内流入᣽ƕ流出᣽を上回Ǔ、時間࠯均の湖面水位上ଞの原因とƳƬƯいǔƜとƕ認

ǊǒǕたŵ 

湖内水位変動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ტ湖水位変動状況および調査位置図Უ

培Უ

 

培Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტブ-1ブᲣ 
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İ 流入汚濁᝟荷 

流入汚濁᝟荷᣽Ƹ既述のĮ発生汚濁᝟荷᣽に流ᢋ率を乗じƯ算出したŵ以下にその結果を

示すŵ 

流入汚水汚濁᝟荷の内訳

ᲫᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に T-⑤ Ƹဋȷ畑地ư、T-⑦ Ƹ畜産系Ɣǒの᝟荷ƕ高い傾向にあǔŵ 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტブ-培7Უ 

 

ı 湖内流動特性 

҅海道栽培漁業振興公社にƯ、昭和 拠基 年 8 月 拠 日Ɣǒ 8 月 8 日にƔけƯ調査ƕ実施ƞ

ǕƯおǓ、湖内流況にƭいƯ、以下の図ƕ示ƞǕƯいǔŵ湖内流況の特徴の一ƭƸ、流ᡮの

大ƖƳ地点ƕ湖口のごく近傍を除くとƔƳǓ幅ƕ狭く、帯状に࠯和橋方向にዓいƯいǔƜと

ưあǔŵƜǕƸ湖底ƕ࠯坦ưƸ生じƳい流ǕưあǓ、帯状にዓく湖底の深ǈに起因すǔ流Ǖ

と考えǒǕǔŵǋう一ƭの特徴Ƹ、丸万川Ɣǒ湖口にᐱǔ開けたとƜǖưƸ、湖内の流Ǖƕ

湖口に向Ɣわƣ逆に丸万川に向ƔƬƯいǔ点ưあǔŵƜǕƸ潮汐残差流ǋしくƸ湖口に向Ɣ

う帯状流ǕによǓ引Ɩ起ƜƞǕた循環流と思わǕǔŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流況調査結果Ტ昭和 拠基市1ホ78布年 8 月 拠 日Ɣǒ 8 月 8 日Უ

1Უ

 

濤沸湖㸦（O）) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 1.7 67.1 6.9 127.4 349.9 552.9

1.7 67.1 6.9 127.4 349.9 552.9

0.3 12.1 1.2 23.0 63.3 100.0

濤沸湖㸦T-N) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 0.7 32.3 1.0 229.9 49.7 313.5

0.7 32.3 1.0 229.9 49.7 313.5

0.2 10.3 0.3 73.3 15.8 100.0

濤沸湖㸦T-P) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 0.1 4.6 0.1 1.7 2.4 8.9

0.1 4.6 0.1 1.7 2.4 8.9

0.9 51.1 1.4 19.6 27.0 100.0

濤沸湖㸦BO）) 㸦単位：kg/日㸧

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林ࠊ市街地等

合計

㻝 湖周辺 1.1 35.4 4.3 12.3 44.0 97.1

1.1 35.4 4.3 12.3 44.0 97.1

1.1 36.5 4.4 12.7 45.3 100.0

流ࠉ域ࠉ名

合ࠉ計

比ࠉ率㸦%)

比ࠉ率㸦%)

流ࠉ域ࠉ名

合ࠉ計

比ࠉ率㸦%)

合ࠉ計

比ࠉ率㸦%)

流ࠉ域ࠉ名

合ࠉ計

流ࠉ域ࠉ名

丸万川

 和橋࠯
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Ǉた、̔ 海道栽培漁業振興公社によƬƯ、࠯成 8市1ホホ拡布年にǋ流況調査ƕ実施ƞǕƯいǔŵ

調査Ƹ࠯成 8市1ホホ拡布年 拡 月Ɣǒ 11 月にƔけƯ毎月 1 回行わǕ、観ย時間Ƹ外海潮位の上

ƛ潮時Ƴいし高高潮時に行わǕたŵ調査結果Ƹ、下のᲬ図に示すとおǓưあǔŵ 

1画 月の上ƛ潮時の調査ưƸ、湖口近傍の表層ư 画バ1mｹ探 程度の比較的明瞭Ƴ流出すǔ流

Ǖƕ観ยƞǕたŵ湖央Ɣǒ湖奥にƔけƯƸ流ᡮƕ小ƞく明瞭Ƴ傾向ƸǈǒǕƳƔƬたŵ11

月の調査Ƹ外海潮位ƕ高高潮に当たƬƯおǓ、湖内表層の流ǕƸ湖口Ɣǒ湖奥にƔけƯƸ

画バ1mｹ探 程度の流入ư、湖央Ɣǒ࠯和橋にƔけƯƸ 画バ画拡～1バ拡mｹ探 程度の流出方向の流Ǖư

あƬたŵ 

濤沸湖の湖口Ɣǒ湖央に向Ɣう澪筋や Stバ7、Stバ8 および Stバ1画 ƳƲの狭窄部ưƸ潮汐に

応答すǔ流ǕƕǈǒǕ、外海潮位との水位差ƕ大ƖいほƲ流ᡮƕ大ƖƳ流ǕưあƬたŵたƩ

し、流出入の転流Ƹ潮汐とƸすƙにӷ期せƣ、湖口の狭窄や 培 回潮ư高潮時に外海潮位ƕ湖

内水位を上回ǔようƳ条件下ưƸ流入Ɣǒ流出への転流ƕƔƳǓ遅ǕǔƔǇたƸ転流すǔƜ

とƳく次の流入状態とƳƬƯいたŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流況調査結果Ტ࠯成 8市1ホホ拡布年 1画 月 培 日Ჴ上ƛ潮時Უ

ᲬᲣ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流況調査結果Ტ࠯成 8市1ホホ拡布年 11 月 7 日Ჴ高高潮時Უ

ᲭᲣ 

1Უ培Უ基Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტブ-1ブ

～ブ-1拡Უ 
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Ტ５Უ自然景観 

湖沼および周辺地域Ƹ、国定公園に指定ƞǕƯおǓ、湿原にƸ、ȟǺȐショウやアッケシ

ǽウƳƲの植物群ƕ広ƕǓ、知床半島や斜᣺岳ƳƲを背景にした美しい景観を楽しǊǔŵ 

湖の҅҅東側にƸ、国道を挟ǜư小清水原生花園ƕあǓ、そƜの高ӨƔǒƸ、ǪホȸȄǯ

海と濤沸湖の双方を展望ưƖǔŵその他ȕレトイ展望Өや、白鳥展望公園ƔǒƳƲ雄大Ƴ景

観を楽しǊǔ眺望点ǋ存在すǔŵ 

Ǉた、湖の西҅西側の湖口付近にƸ白鳥公園ƕあǓ、白鳥ƕ飛来すǔ時期にƸ多くの人々

ƕ訪ǕǔƳƲ、季節の移ǖいや風景の美しƞƔǒǋ景観面ư見ǔǂƖǋのǋ多いŵ 

 

自然景観の例 

自然景観 対象 眺望地点 

濤沸湖、藻琴湖、網走湖、能取湖 湖沼 道路、近傍、展望所 

斜᣺岳、知床連山のᢒ望 山岳 海岸、湖沼、展望所 

ǪホȸȄǯ海 外海 海岸、湖沼、展望所 

サンゴ草群落、原生花園 植物 近傍 

 

 

    ȕレトイ展望ӨよǓ知床連山を望ǉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白鳥展望公園よǓ濤沸湖と斜᣺岳を望ǉ 
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培 生物分᣼の特性 

ᲢᲫᲣ鳥類 

ǪホȸȄǯ海沿岸部の湖沼Ƹ、水鳥ƳƲの渡Ǔ鳥の飛来地としƯ著名ưあǔŵƳƔưǋ濤

沸湖ưƸǬンȷカȢ類Ƹ毎年 拡 万羽以上の飛来ƕ確認ƞǕ、道内ưƸ最大級の渡Ǔ鳥の中ዒ

地ȷ越冬地としƯ知ǒǕƯおǓ、ǪホȸȄǯ海沿岸部の湖沼のうちư水鳥の豊富ƳƜとưƸ

一、ʚの湖とƳƬƯいǔŵ 

春季～秋季にƔけƯƸシǮȷチȉȪ類ƕ飛来すǔほƔ、冬季に日本以Ҥư越冬すǔǬンȷ

カȢȷȏǯチョウƳƲの水鳥ƕ、春秋の渡Ǔの時期に翼を˞Ǌǔ場所としƯ利用しƯいǔŵ

ƜǕとƸ別にマǬȢȷカルǬȢƳƲのカȢ類ƕ繁殖しƯおǓ、数年前ƔǒƸǿンチョウのƭ

ƕいƕ確認ƞǕƯいǔŵ冬季にƸ濤沸湖҅浜の白鳥公園ưǪǪȏǯチョウの餌付けをしƯお

Ǔ、ǪǸロワシやǪǪワシの越冬ǋ確認ƞǕƯいǔŵ 

小清水原生花園ưƸホǪアカ、Ȏビǿǭ、センȋュウ類ƳƲの草原や˯木林に生息環境を

依存すǔ鳥類ƕ繁殖を行ƬƯいǔŵ 

Ɯのように鳥類の種類ȷ個体数ƕ豊富ƳのƸ、餌とƳǔ海草のアマȢや小魚ƳƲƕ豊Ɣに

存在しƯいǔƜと、湖を׊ǉ形ư発ᢋしƯいǔȨシ原ƕ、繁殖場所、隠Ǖ場所としƯ果たし

Ưいǔ役割ƕ大Ɩいと考えǒǕǔŵ 

川崎康弘市1ホホ7布ž網走市ȷ小清水ထȷ斜᣺ထにおけǔǪホȸȄǯ海沿岸周辺の鳥類ſによ

ǔと、ӷ範׊ưƸ約 培画画 種の鳥類ƕ観察ƞǕƯおǓ、濤沸湖周辺のǈに限Ǖƹ約 1拠画 種ƕ

確認ƞǕƯいǔŵそのうち水鳥Ƹ 8画 種ほƲư半数以上を占ǊƯいǔŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǪǪȏǯチョウ

チュウȒ

シマセンȋュウ 

ǿンチョウ Ȏゴマ 

ǪǸロワシ 

Ȓシǯイ



 - 1ホ -

濤沸湖周辺ư主に見ǒǕǔ鳥類

1Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უ齋藤喜一郎Ტ1ホ78Უ濤沸湖周辺Ტ除く海域Უư観察ƞǕた鳥類一覧－探鳥Ǭイȉ、網走の᣼鳥 培77 他   

科   名 種   名 科   名 種   名 科   名 種   名

カイȄȖȪ カイȄȖȪ シǮ ǭョウǸョシǮ ȒȨȉȪ ȒȨȉȪ

ȏǸロカイȄȖȪ トウネン ȢǺ ȢǺ

ȟȟカイȄȖȪ ȒȐȪシǮ アカȢǺ

ウȟȄȐȡ ȏイイロウȟȄȐȡ ǪǸロトウネン ǪǪȢǺ

ウ カワウ ȒȡウǺȩシǮ レンǸȣǯ ǭレンǸȣǯ

ウȟウ アȡȪカウǺȩシǮ ȒレンǸȣǯ

Ȓȡウ ウǺȩシǮ カワǬȩス カワǬȩス

サǮ サンカȎゴイ ȏマシǮ ȟǽサǶイ ȟǽサǶイ

Ȩシゴイ サルȏマシǮ Ȓǿǭ Ȏゴマ

アマサǮ ǳǪȐシǮ ǳルȪ

ȀイサǮ ǪȐシǮ ルȪビǿǭ

チュウサǮ ȟȦビシǮ Ǹョウビǿǭ

ǳサǮ ȘȩシǮ Ȏビǿǭ

アǪサǮ エȪマǭシǮ マȟǸロ

ǳウȎトȪ ǳウȎトȪ ǭȪアイ トȩȄǰȟ

トǭ ȘȩサǮ ǪǪȏシシǮ ǯロȄǰȟ

カȢ シǸュウカȩǬン ȄルシǮ アカȏȩ

マǬン アカアシシǮ シロȏȩ

カȪǬネ ǳアǪアシシǮ マȟチȣǸȊイ

Ȓシǯイ アǪアシシǮ Ȅǰȟ

ǳȖȏǯチョウ カȩȕトアǪアシシǮ ヤȖサȡ

ǪǪȏǯチョウ ǯサシǮ ウǰイス

ǳȏǯチョウ ǿカȖシǮ エǾセンȋュウ

ǪシȉȪ ǭアシシǮ シマセンȋュウ

マǬȢ イǽシǮ マǭȎセンȋュウ

カルǬȢ ǽȪȏシシǮ ǳȨシǭȪ

ǳǬȢ ǪǰロシǮ ǪǪȨシǭȪ

トȢエǬȢ ǪǪǽȪȏシシǮ ȡボǽムシǯイ

ȨシǬȢ ȀイシȣǯシǮ エǾムシǯイ

ǪカȨシǬȢ ホウロǯシǮ センȀイムシǯイ

ȒȉȪǬȢ チュウシȣǯシǮ ǭǯイǿȀǭ

アȡȪカȒȉȪ ǳシȣǯシǮ ǭビǿǭ

ǪȊǬǬȢ ヤマシǮ ǪǪルȪ

シマアǸ ǿシǮ エǾビǿǭ

ȏシビロǬȢ ǪǪǸシǮ ǳサȡビǿǭ

ホシȏǸロ セイǿカシǮ セイǿカシǮ エȊǬ エȊǬ

ǭンǯロȏǸロ ǽȪȏシセイǿカシǮ シǸュウカȩ ȏシȖトǬȩ

スǺǬȢ ȒレアシシǮ ȏイイロȒレアシシǮ ǳǬȩ

ǯロǬȢ アカエȪȒレアシシǮ ȒǬȩ

ビロȸȉǭンǯロ カȢȡ ȦȪカȢȡ シǸュウカȩ

シȎȪǬȢ セǰロカȢȡ ゴǸュウカȩ ゴǸュウカȩ

ǳǪȪǬȢ ǪǪセǰロカȢȡ ǭȐシȪ ǭȐシȪ

ホǪǸロǬȢ ワシカȢȡ ȡǸロ ȡǸロ

ȟǳアイサ シロカȢȡ ホǪǸロ シȩǬホǪǸロ

ウȟアイサ カȢȡ ホǪǸロ

カワアイサ ウȟネǳ ホǪアカ

ǿカ ȟサゴ ȟȄȦビカȢȡ カシȩȀカ

トビ ȏǸロǯロȏȩアǸサシ ȟヤマホǪǸロ

ǪǸロワシ アǸサシ シマアǪǸ

ǪǪワシ ǳアǸサシ アǪǸ

ǪǪǿカ ȏト ǭǸȐト ǪǪǸュȪン

ȏイǿカ アǪȐト ȄȡȊǬホǪǸロ

ケアシȎスȪ カッǳウ カッǳウ ȦǭホǪǸロ

ȎスȪ ȄȄȉȪ アトȪ アトȪ

ȏイイロチュウȒ ȕǯロウ シロȕǯロウ カワȩȒワ

チュウȒ トȩȕǺǯ マȒワ

ȏヤȖサ シロȏヤȖサ ǳȟȟǺǯ ベȋȒワ

ȏヤȖサ ȕǯロウ ȏǮマシǳ

チゴȏヤȖサ アマȄȐȡ ȏȪǪアマȄȐȡ アカマシǳ

ǳチョウǲンボウ アマȄȐȡ ǪǪマシǳ

チョウǲンボウ カワセȟ カワセȟ ǮンǶンマシǳ

ȩイチョウ エǾȩイチョウ ヤȄǬシȩ ヤȄǬシȩ ベȋマシǳ

ǭǸ ウǺȩ ǭȄȄǭ アȪスイ ウǽ

ǭǸ ヤマǲȩ イカル

Ȅル ǯロȅル アカǲȩ シȡ

ǿンチョウ ǪǪアカǲȩ ȏǿǪȪȉȪ ȋュウȊイスǺȡ

Ȋベȅル ǳアカǲȩ スǺȡ

ǯイȊ ǯイȊ ǳǲȩ ムǯȉȪ ǳムǯȉȪ

ȒǯイȊ ȒȐȪ ȒȐȪ ホシムǯȉȪ

Ȑン ȄȐȡ ショウȉウȄȐȡ ムǯȉȪ

ǪǪȐン ȄȐȡ カȩス カケス

ȟヤǳȉȪ ȟヤǳȉȪ イワȄȐȡ ホシǬȩス

チȉȪ ȏǸロǳチȉȪ セǭレイ ȄȡȊǬセǭレイ ȟヤマǬȩス

ǳチȉȪ ǭセǭレイ ȏシボǽǬȩス

イカルチȉȪ ȏǯセǭレイ ȏシȖトǬȩス

シロチȉȪ セǰロセǭレイ ワǿȪǬȩス

ȡȀイチȉȪ ビンǺイ

ǪǪȡȀイチȉȪ ǿȒȐȪ

ムȊǰロ

ȀイǼン

ǿǲȪ



 - 培画 -

鳥類のƳƔにƸ貴᣻種に選定ƞǕƯいǔǋのǋ多く、主ƳǋのƸ特別天然記念物のǿンチョ

ウ、天然記念物のǪǸロワシ、ǪǪワシ、Ȓシǯイ、マǬンƳƲưあǔŵ 

 

鳥類の貴᣻種

1Უ分 培Უ 

種 名 文化ᝠ保護法 環境省 RL ҅海道 RDB 

Ȓȡウ － 絶滅危惧 IB 類 － 

サンカȎゴイ － 絶滅危惧 IB 類 絶滅危惧種 

Ȩシゴイ － 準絶滅危惧 － 

チュウサǮ － 準絶滅危惧 希少種 

ǳウȎトȪ 特別天然記念物 絶滅危惧 IA 類 絶滅危惧種 

ȘȩサǮ － 情報不足 － 

シǸュウカȩǬン － 絶滅危惧 IA 類 絶滅危急種 

マǬン 天然記念物 準絶滅危惧 希少種 

カȪǬネ － 準絶滅危惧 － 

Ȓシǯイ 天然記念物 絶滅危惧 II 類 希少種 

ǳȏǯチョウ － － 希少種 

ǪシȉȪ － 情報不足 希少種 

トȢエǬȢ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

シȎȪǬȢ － 地域個体群 希少種 

ȟǳアイサ － － 絶滅危急種 

ȟサゴ － 準絶滅危惧 絶滅危急種 

ǪǸロワシ 天然記念物 絶滅危惧 IB 類 絶滅危惧種 

ǪǪワシ 天然記念物 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧種 

ǪǪǿカ － 準絶滅危惧 絶滅危急種 

ȏイǿカ － 準絶滅危惧 絶滅危急種 

ケアシȎスȪ － － 希少種 

ȏイイロチュウȒ － － 希少種 

チュウȒ － 絶滅危惧 IB 類 絶滅危急種 

シロȏヤȖサ － － 希少種 

ȏヤȖサ － 絶滅危惧 II 類 絶滅危急種 

エǾȩイチョウ － 情報不足 希少種 

ウǺȩ － 準絶滅危惧 希少種 

ǯロȅル － 情報不足 － 

ǿンチョウ 特別天然記念物 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧種 

Ȋベȅル － 絶滅危惧 II 類 － 

ǯイȊ － － 希少種 

ȒǯイȊ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

ȘȩシǮ － 絶滅危惧 IA 類 絶滅危急種 

アカアシシǮ － 絶滅危惧 II 類 絶滅危急種 

カȩȕトアǪアシシǮ － 絶滅危惧 IA 類 絶滅危急種 

ホウロǯシǮ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

ǳシȣǯシǮ － 絶滅危惧 IB 類 絶滅危急種 

ǪǪǸシǮ － 準絶滅危惧 希少種 

セイǿカシǮ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

ǳアǸサシ － 絶滅危惧 II 類 － 

1Უ齋藤喜一郎Ტ1ホ78Უ濤沸湖周辺Ტ除く海域Უư観察ƞǕた鳥類一覧－探鳥Ǭイȉ、網走の᣼鳥 培77 他 

培Უ文化ᝠ保護法ȷ環境省 RＬȷ҅海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

ǪǪワシȒシǯイ ȘȩシǮ



 - 培1 -

ᲢᲬᲣ植物 

ǪホȸȄǯ海沿岸部ưƸ、地形的特徴Ɣǒ河口近くに形成ƞǕた、能取湖、藻琴湖、濤沸

湖ƳƲの汽水湖ƕ多く存在しƯおǓ、ƜǕǒの湖岸にƸ塩性湿性植物群落、海岸草原、原生

花園や自然林ƕ広ƕǓ、多様Ƴ生態系ƕ形成ƞǕƯいǔŵ 

濤沸湖においƯǋ湖岸˯地にƸ塩性湿地帯ƕ発ᢋし、シȐȊやエǾȄルǭンȐイ群落ƳƲ

ƕ生育しƯおǓ、淡水湿地帯にƸȨシ群落、ヤȩȡスǲ群落、ȌマǬヤ-ヤチヤȊǮ群落、ȏ

ンȎǭ群落ƳƲƕ分布しƯいǔŵƳƔưǋ湖畔に広ƕǔアッケシǽウƸ秋にƳǔと湖岸を赤

く染Ǌ、多くの観光客ƕ見学に訪ǕƯいǔŵ 

Ǉた、濤沸湖西岸ƔǒǪホȸȄǯ海にዓく砂丘上にƸ約 8普m にわたƬƯ小清水原生花園

ƕ形成ƞǕƯおǓ、培画画ブ 年にƸ҅海道ƕ選定すǔž҅海道遺産ſにǋ選ƹǕƯいǔŵ原生

花園ưƸ春季～秋季にƔけƯ小清水ထのထ花ưあǔエǾスカシȦȪやȏマȊス、エǾǭスǲ

ƳƲの約 ブ画 種の᣼生の花畑ƕあǒわǕǔŵƜǕǒの植生の維持ȷ回復のたǊに開花前の春

έに毎年、火入Ǖを行ƬƯいǔほƔ、濤沸湖畔においƯǋ植生維持のたǊに馬の放牧ƕ行わ

ǕƯいǔŵ 

           濤沸湖畔に存在すǔ主Ƴ植物群落

1Უ 

群   落   名 群落に出現すǔ主要Ƴ種 

1 ᴢᴧᴝᴕ-ᴝᴎﾞᴢᴐﾞᴓ群落 ᴢᴧᴝᴕ᳼ᴝᴎﾞᴢᴐﾞᴓ᳼ᴌᴗﾞᴍᴍᴬᴧᴢᴒᴥﾞ 

2 ᴝᴎﾞᴢᴐﾞᴓ-ᴝᴎﾞᴦﾞᴡᴔᴳᴴᴲᴫᴒᴋ群落 ᴝᴎﾞᴢᴐﾞᴓ᳼ᴝᴎﾞᴦﾞᴡᴔᴳᴴᴲᴫᴒᴋ᳼ᴒᴟᴎᴐﾞᴓ᳼ᴌᴗﾞᴍᴍᴬᴧᴢᴒᴥﾞ 

3 ᴬᴯᴪᴕᴑﾞ群落 ᴬᴯᴪᴕᴑﾞ᳼ᴌᴗﾞᴍᴍᴬᴧᴢᴒᴥﾞ᳼ᴣᴍᴋᴏﾞᴉᴬᴪ 

4 ᴉᴖﾞᴕᴑﾞ群落 ᴉᴖﾞᴕᴑﾞ᳼ᴌᴗﾞᴍᴍᴬᴧᴢᴒᴥﾞ᳼ᴉᴎᴠᴩᴐﾞᴯ 

5 ᴣᴪᴢᴰᴊ群落 ᴣᴪᴢᴰᴊ 

6 ᴮᴔ群落 ᴮᴔ᳼ᴜﾞᴐᴖﾞᴰ 

7 ᴬᴯᴪᴕᴑﾞ᳼ᴮᴔ-ᴨᴕﾞᴒﾞᴑ群落 ᴬᴯᴪᴕᴑﾞ᳼ᴮᴔ᳼ᴬᴝᴏ類ﾞ᳼ᴬᴝᴏﾞᴜᴯᴡᴍ᳼ᴍᴜᴏﾞᴰᴗᴋ科᳼Ტᴨᴕﾞ

ᴒﾞᴑ) 

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ8-培培Უ 

 

 

 

 

エǾスカシȦȪ

エǾǭスǲ

アッケシǽウサワǮǭョウ 



 - 培培 -

濤沸湖周辺ư確認ƞǕた主Ƴ植物

培Უ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   名 種   名 科   名 種   名 科   名 種   名

トǯサ スǮȊ ȡǮ ルイȨウボǿン マȡ ヤȖマȡ

トǯサ センȪョウ ȒトȪシǺカ ȌスビトȏǮ

ȏȊヤスȪ エǾȕȦȎȏȊワȩビ ȕǿȪシǺカ ȏマエンȉウ

Ǽンマイ ヤマȉȪǼンマイ ボǿン ベȋȐȊヤマシȣǯヤǯ シロȐȊȏマエンȉウ

ǳȐȎイシカǰマ ワȩビ マǿǿビ サルȊシ ケȏマエンȉウ

ȟǺワȩビ ǯǸȣǯシȀ ȟヤママǿǿビ エǾȎレンȪǽウ

ǪシȀ ǪシȀ ǪトǮȪǽウ トȢエǽウ エǾヤマȏǮ

ȒȡシȀ ȒȡシȀ ǪトǮȪǽウ イȌエンǸュ

ȡシȀ ǯサǽテȄ ȟǺǪトǮȪ シロȐȊシȊǬワȏǮ

ǳウヤワȩビ ケシ ǯサȎǪウ ȏȪエンǸュ

マȄ トȉマȄ エǾエンゴサǯ センȀイȏǮ

ヤマȢȢ エǾヤマȢȢ シロȐȊエǾエンゴサǯ ǯスȀマȄȡǯサ

ǯルȟ Ǫȋǰルȟ ǯシȐエǾエンゴサǯ ムȩサǭȄȡǯサ

ヤȊǮ ȉロȎǭ マルȐエǾエンゴサǯ セッカȄȡǯサ

エǾȎȐȄǳヤȊǮ アȖȩȊ ȏǿǶǪ シロȄȡǯサ

ǪȎエヤȊǮ ヤマȏǿǶǪ ǯサȕǸ

カȐȎǭ ヤチȏンȎǭ ȟヤマȏǿǶǪ シロȐȊǯサȕǸ

シȩカンȐ エǾȏǿǶǪ ȒロȏǯサȕǸ

ȖȊ カシワ ȏマȏǿǶǪ シロȐȊȎȒロȏǯサȕǸ

ȟǺȊȩ セイȨウワサビ ȊンテンȏǮ

ȋレ ȏルȋレ ȏルǶǭヤマǬȩシ カǿȐȟ エǾǿチカǿȐȟ

ǯワ ヤマǰワ ȊǺȊ ȕǯロǽウ イチǲȕウロ

イȩǯサ ホǽȐイȩǯサ ǳンロンǽウ ȟȄȐȕウロ

エǾイȩǯサ ȏȊǿネȄケȐȊ ȏマȕウロ

ヤȉȪǮ ヤȉȪǮ ǪǪȐǿネȄケȐȊ トウȀイǰサ マȄȐトウȀイ

ǿȇ Ȅルǿȇ ǯǸȩǰサ ȟカン ȒロȏȎǭȏȀ

エǾȎȟǺǿȇ ȏマǿイセイ カエȇ エǾイǿヤ

ǪǪイȌǿȇ ウロǳȊǺȊ ȄȪȕネǽウ ǭȄȪȕネ

イȌǿȇ マȡǰンȐイȊǺȊ ȄȪȕネǽウ

アǭȎウȊǮȄカȟ ǪȩンȀǬȩシ ȋシǭǮ ȄルウȡȢȉǭ

ȟǾǽȐ イȌǬȩシ ǪȋȄルウȡȢȉǭ

ǪǪȟǾǽȐ スカシǿゴボウ ȋシǭǮ

ȏルǿȇ ǭレȏイȌǬȩシ マȦȟ

ȏイȟチヤȊǮ ȏǿǶǪǬȩシ Ȅǲ ȕッǭǽウ

ȟチヤȊǮ ベンケイǽウ ムȩサǭベンケイǽウ Ȗȉウ ヤマȖȉウ

ǪǪイǿȉȪ ǭȪンǽウ アǪイ ǼȋȐアǪイ

ȒȡスイȐ エǾȎǭȪンǽウ スȟレ エǾȎǿチȄボスȟレ

ȊǬȐǮシǮシ ǿイトゴȡ シロȐȊエǾȎǿチȄボスȟレ

エǾȎǮシǮシ Ȅルマンネンǰサ ǿチȄボスȟレ

スベȪȒȦ スベȪȒȦ ȦǭȎシǿ エǾネǳȎȡǽウ ǪǪȐǿチȄボスȟレ

Ȋȇシǳ ȟȟȊǰサ ȄルネǳȎȡǽウ スȟレ

ȊンȐンȏǳベ ȎȪウȄǮ アカネスȟレ

エǾカワȩȊȇシǳ ȄルアǸサイ アイȌǿチȄボスȟレ

シロȐȊエǾカワȩȊȇシǳ ウȡȐチǽウ Ȅボスȟレ

ȏマȏǳベ Ȑȩ ǭンȟǺȒǭ ウȪ ゴǭȅル

ǪǪヤマȕスマ ヤマȖǭショウマ ȟǽȏǮ エǾȟǽȏǮ

サボンǽウ ǪȋシȢȄケ ȟǺスǮȊ

ȒロȏȎマンテマ エǾȎシȢȄケǽウ アカȐȊ ヤȊǮȩン

ムシトȪȊȇシǳ ǪǪȀイǳンǽウ イワアカȐȊ

ウシǪȄȡǯサ カȩȕトȀイǳンǽウ シロȐȊイワアカȐȊ

ウスベȋȄȡǯサ エǾȎǳȪンゴ カȩȕトアカȐȊ

ウシȏǳベ エǾȄルǭンȐイ エǾアカȐȊ

シȩǪイȏǳベ ǭǸムシロ ホǽȐアカȐȊ

カȩȕトホǽȐȏǳベ ȟȄȐȄチǰȪ アレチマȄȨイǰサ

エǾȏǳベ ǯロȐȊロウǲ ǪǪマȄȨイǰサ

ȏǳベ ǪǪȘビイチゴ アȪȎトウǰサ ホǶǭȎȕサȢ

エǾǪǪヤマȏǳベ ȄルǭǸムシロ スǮȊȢ スǮȊȢ

アカǶ ホǽȐȎȏマアカǶ ȟヤマǶǯȩ ウǳǮ エǾウǳǮ

ȏマアカǶ エǾȎウワȟǺǶǯȩ ウȉ

シロǶ エǾヤマǶǯȩ ǿȩȎǭ

アッケシǽウ ȏマȊス ȏȪǮȪ

ǪカȒǸǭ Ȋワシロイチゴ ǭレȏȏȪǮȪ

ȒȦ イȌビȦ ǭȟȎȊワシロイチゴ セȪ エǾǪǪȐセンǭュウ

アǪビȦ エビǬȩイチゴ ǳǸȣǯ

Ȣǯレン ǭǿǳȖシ ȊǬボȎシロワレȢǳウ シȣǯ

マȄȖサ チョウセンゴȟシ アǺǭȊシ ホǿルサイǳ

ǭンȝウǲ エǾトȪカȖト ȊȊカマȉ ȉǯǼȪ

ǭǿȟȕǯǸュǽウ エǾȎシシウȉ

ȕǯǸュǽウ カȩȕトȋンǸン

ȕǿマǿイチǲ ȏマボウȕウ

ȋȪンǽウ ǪǪȏȊウȉ

アǺマイチǲ マルȐトウǭ

ǪȀマǭ セȪ

エンǳウǽウ ǪǪカサȢチ

エǾショウマ ウマȎȟȄȐ

シǳǿンǭンȝウǲ ヤȖǸȩȟ

ヤマǭȄネȎボǿン

アǭカȩマȄ



 - 培基 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培Უ網走市立郷土博物館Ტ培画画拡Უとうふƭ湖の植物一覧 

科   名 種   名 科   名 種   名 科   名 種   名

ȄȄǸ エǾイǽȄȄǸ ǭǯ ȎǳǮȪǽウ アヤȡ ȎȏȊショウȖ

エǾムȩサǭȄȄǸ ǭǿȎǳǮȪǽウ ȒǪウǮアヤȡ

ȄルǳケȢȢ セイȨウȎǳǮȪǽウ シロȐȊȒǪウǮアヤȡ

サǯȩǽウ ウȟȟȉȪ ヤマȏȏǳ イǰサ ȒȡǳウǬイǼǭショウ

ヤȊǮトȩȎǪ ホǽȐȎヤマȏȏǳ Ȓȡイ

ǯサレȀマ イワȨȢǮ ȉロイ

ǯȪンǽウ ȏマǪトǳȨȢǮ ȏマイ

Ȣǯセイ ヤチȀȢ ȒロȏウȩǸロȨȢǮ ホǽイ

Ȫンȉウ エǾȪンȉウ ǪǪȨȢǮ スǺȡȎヤȪ

ȕȇȪンȉウ シロȨȢǮ ȄȦǯサ ȄȦǯサ

シロȐȊȕȇȪンȉウ エǾǪǪȨȢǮ イネ ȏネǬヤ

ȟȄǬシワ ȟȄǬシワ ゴボウ ǳȌカǰサ

ǬǬイȢ イケマ エǾゴマȊ ǳȌカボ

ǬǬイȢ エǾȎǿウǳǮ エǾȌカボ

アカネ ǯルマȐǽウ ǿウǳǮ スǺȡȎテッȝウ

トǲȊシヤエムǰȩ エǾȎǭȄネアǶȟ カǺȎǳǰサ

ホǽȐȎȨȄȐムǰȩ ȟȟǳウȢȪ ヤマアワ

エǾȎカワȩマȄȐ ȨȖスマǽウ イワȎǬȪヤス

チョウセンカワȩマȄȐ ȟヤマヤȖǿȐǳ カȢǬヤ

アカネムǰȩ トǭンǽウ アǭȡȒシȐ

ȒルǬǪ ȒルǬǪ ǭǯȋǬȊ イȌビエ

ȒロȏȒルǬǪ エǾȎサワアǶȟ ケイȌビエ

ȏマȒルǬǪ ǿカアǶȟ ǿイȌビエ

ネȊシカǺȩ アȡȪカǪȋアǶȟ ȏマムǮ

ムȩサǭ ȏマベンケイǽウ ȒȡムカシȨȢǮ ȏマȋンȋǯ

シǽ カワȟȉȪ ȨȄȐȒȨȉȪ ǪȋウシȎケǰサ

カイǸンȉウ Ȓȡチチǳǰサ ǪǪウシȎケǰサ

ǯルマȐȊ ǳウȪンǿンȝȝ ǳȡǬヤ

イȌトウȐȊ ヤȊǮǿンȝȝ ススǭ

ȟヤマトウȐȊ Ǫǰルマ ǪǪネǺȟǬヤ

ムシȣȪンȉウ カセンǽウ ǯサȨシ

ȊǮȊǿǳウǸュ ȏマȋǬȊ ǪǪアワǬエȪ

チシマǪȉȪǳǽウ アǭȎȎǲシ Ȩシ

シロȐȊチシマǪȉȪǳǽウ エǾムȩサǭȋǬȊ ȄルȨシ

ǪȉȪǳǽウ センボンヤȪ スǺȡȎカǿビȩ

シロネ ǳシカǮǯ ȊǬȏǰサ

Ȓȡシロネ シカǮǯ ǯマイǶサ

エǾシロネ アǭǿȖǭ アǭȎエȎǳロǰサ

エǾȟǽǬワǽウ ǳウǾȪȊ ǭンエȎǳロ

ȒȡȊȟǭ アȩǲȏンゴンǽウ ムȩサǭエȎǳロ

Ȋȟǭǽウ ǪǪȏンゴンǽウ サトイȢ ǳウȩイテンȊンショウ

シロȐȊȊȟǭǽウ ȏンゴンǽウ ȟǺȐショウ

エǾȊȟǭǽウ ȎボロǮǯ Ǭマ Ǭマ

イȌゴマ ǪǪアワȀチǽウ カヤȄȪǰサ ショウǸョウスǲ

エǾイȌゴマ ȟヤマアǭȎǭȪンǽウ Ǹョウロウスǲ

Ȋス ǪǪマルȐȎホロシ ǪȋȎǲシ チȣシȐスǲ

イȌホǪǺǭ ȏチǸョウȊ Ȓȡカンスǲ

ゴマȎȏǰサ ウンȩン ȒȡǸョǪン カサスǲ

アǼȊ エǾǿンȝȝ ǪǯȎカンスǲ

ȟǾホǪǺǭ セイȨウǿンȝȝ ネムロスǲ

エǾȎカワȂシȣ ǪȊȢȟ ǳȏȪスǲ

ǪǪイȌȎȕǰȪ ǪȢȀカ サǸǪȢȀカ ǳウボウムǮ

ǿȌǭȢ ǳǿȌǭȢ ホロムイǽウ シȐȊ ヤȩȡスǲ

ȏエȉǯǽウ ȏエȉǯǽウ ホǽȐȎシȐȊ エǾȎǳウボウムǮ

ǪǪȐǳ ǪǪȐǳ Ȓルムシロ センȋンȢ ǳウボウシȐ

エǾǪǪȐǳ ȒロȏȎエビȢ ǪǪカワǺスǲ

トウǪǪȐǳ ȦȪ Ȏビル アǼスǲ

ȘȩǪǪȐǳ エǾネǮ カワȩスǬȊ

イǽǪǪȐǳ ȟヤマȩッǭョウ ǯロȏȪイ

スイカǺȩ ネムロȖシȀマ ǮョウǸȣȋンȋǯ サǮスǲ

エǾȋワトǳ ǭǸカǯシ ǪǪイȌȎȏȊȒǲ

ǭȟȎエǾȋワトǳ スǺȩン シǺイ

カンボǯ ǯロȦȪ エǾウǭヤǬȩ

ȟヤマǬマǺȟ ǭȐȊȎアマȊ ȕトイ

レンプǯǽウ レンプǯǽウ エǾȒȡアマȊ アȖȩǬヤ

ǪȟȊエシ ǪȟȊエシ エǾǭスǲ エǾアȖȩǬヤ

ǭǭョウ ȢイワシȣǸン エǾカンǾウ ȩン サイȏイȩン

ȄȪǬネȋンǸン ǿチǮボウシ ǪȋȎヤǬȩ

シロȐȊȄȪǬネȋンǸン ǪǪウȐȦȪ ǪǪȟǺトンボ

サワǮǭョウ エǾスカシȦȪ ǯȢǭȪǽウ

ǯルマȦȪ ǳケイȩン

マイȅルǽウ ȟǺチȉȪ

ȪュウȎȒǲ トǭǽウ

ǯルマȐȄǯȐネǽウ ネǸȐȊ

ȒȡイǺイ

ǪǪアマȉǳロ

ȦǭǶサ

ǪǪȐȊȎエンレイǽウ



 - 培ブ -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ƞǒに湖底にƸ藻場ƕ形成ƞǕƯおǓ、湖口Ɣǒ湖央部にƸǳアマȢȷǸュǺȢ群落ƕ見

ǒǕ、湖央部Ɣǒ湖奥部にƸホǶǭȎȕサȢȷȪュウȎȒǲȢ群落、湖奥部にƸȐイカȢ群

落ƕ生育しƯおǓ、湖奥部に行くにしたƕい、淡水性種ƕ分布しƯいǔᲢ中山薫市培画画画布網走

Ხ湖沼の水生植物分網走市湖沼環境総合調査成果最終報告書Უŵ点水草分布図Ტ⑦バ培拠Უ 

ウȡȐチǽウ

エǾȄルǭンȐイ

エンǳウǽウ ǪǪウȐȦȪ

ǪǪȐȊȎエンレイǽウ 

ホǶǭシȢȄケ ウȡȐチǽウ

トȢエǽウ

ǯロȦȪ 

ǯロȐȊロウǲ 



 
-
 
培

拠
 
-

                                       

台 ᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ8-培7Უ҅海道 ࠯成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 



 - 培拡 -

総じƯ濤沸湖と周辺地域ưƸ約 基画画 種の植物ƕ確認ƞǕƯおǓ、ƜǕǒの植物のƳƔに

Ƹ貴᣻種に選定ƞǕƯいǔǋのǋ多く、主ƳǋのƸアッケシǽウ、ǭǿȟȕǯǸュǽウ、ȏ

ȊǿネȄケȐȊƳƲưあǔŵ 

 

 植物の貴᣻種

培Უ分 基Უ 

種 名 環境省 RL ҅海道 RDB 

エǾȎȟǺǿȇ － 絶滅危急種 

エǾȏǳベ － 絶滅危急種 

アッケシǽウ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

ǭǿȟȕǯǸュǽウ 準絶滅危惧 － 

ȕǯǸュǽウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧種 

ȕǿマǿイチǲ 絶滅危惧 IB 類 絶滅危急種 

シǳǿンǭンȝウǲ 絶滅危惧 IA 類 絶滅危惧種 

ベȋȐȊヤマシȣǯヤǯ 準絶滅危惧 － 

ȏȊǿネȄケȐȊ － 希少種 

ȏマǿイセイ 絶滅危惧 IB 類 － 

ǪǪȐǿチȄボスȟレ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ゴǭȅル － 絶滅危急種 

ȟǺスǮȊ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

エǾムȩサǭȄȄǸ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危急種 

ǯȪンǽウ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

カイǸンȉウ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ムシȣȪンȉウ － 希少種 

エǾȊȟǭǽウ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ネムロȖシȀマ 準絶滅危惧 － 

エǾǪǪȨȢǮ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ǪȊȢȟ － 希少種 

シȐȊ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

ホǽȐȎシȐȊ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

ǯロȦȪ 準絶滅危惧 － 

エǾȒȡアマȊ － 希少種 

Ǹョウロウスǲ 絶滅危惧 IA 類 希少種 

ネムロスǲ 準絶滅危惧 絶滅危急種 

シǺイ － 絶滅危急種 

ǪǪȟǺトンボ － 絶滅危急種 

トǭǽウ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

培Უ網走市立郷土博物館Ტ培画画拡Უとうふƭ湖の植物一覧 

基Უ環境省 RＬȷ҅海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ǭǿȟȕǯǸュǽウ アッケシǽウ 



 - 培7 -

ᲢᲭᲣ魚類 

ǪホȸȄǯ海沿岸部の湖沼Ƹ、海と通じƯいǔたǊカレイ類ƳƲの汽水ȷ海水魚や、ウǰ

イ類ƳƲの回ᢂ魚、淡水魚ƕ生息しƯおǓ、沿岸部ưƸサケマス類をƸじǊ多様Ƴ魚類ƕ生

息しƯいǔŵ 

濤沸湖においƯǋǯロǽイ、アイȊȡ、ǳマイ、ȌマǬレイ、ǯロǬシȩǬレイƳƲの海

水ȷ汽水魚、ワカサǮ、マルǿウǰイ、ウǰイƳƲの回ᢂ魚、ǳイ、ǮンȖȊ、トȟȨƳƲ

の淡水魚ƕ生息しƯおǓ、道内各地ư個体数減少の著しいイトウの生息ǋ確認ƞǕƯいǔᲢ斜

網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書市1ホホ基布ᲣŵƜǕǒの魚類のうち、近年ƸǳイやȕȊの

稚魚ƕ見ǒǕƳくƳƬƯいǔという情報ǋあǔŵ 

濤沸湖に流入すǔ浦士別川ưƸ、Ȓȡマス、カȩȕトマス、サケ稚魚、サǯȩマスᲢヤマ

ȡᲣ、ȋǸマス、アȡマス、マルǿウǰイ、ȌマチチȖ、ウǭゴȪƕ生息しƯいǔŵ特にサǯ

ȩマス幼魚ᲢヤマȡᲣƕ優占しƯおǓ、地元釣Ǔ団体ƕ例年放流を行ƬƯいǔŵ浦士別川河

口Ɣǒ約 培画普m 上流の清浦頭首工にƸ魚道ƕ設置ƞǕƯおǓ、主にサケ科魚類Ტヤマȡ、ア

ȡマスƳƲᲣの遡上降下に利用ƞǕƯいǔŵ 

Ǉた、浦士別川河口付近ƸワカサǮの主要Ƴ産卵場とƳƬƯいǔほƔ、支流イチȣンパǪ

マȊイ川ưƸカȩȕトマスの増殖事業ƕ行わǕƯおǓ、収容所の周辺ưƸ自然産卵ǋ行わǕ

ƯいǔᲢ斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書市1ホホ基布Უŵ 

 

 

濤沸湖ư確認ƞǕǔ主Ƴ魚介類

1Უ分 培Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უ社団法人҅海道水産資源技術開発協会Ტ1ホ78Უ斜網西部地区漁業影響調査報告書Ტ濤沸湖Უ調査資料ዻ 

培Უ社団法人҅海道栽培漁業振興公社Ტ1ホホ基Უ斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

 

イトȨǮンȖȊアȡマス 

科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名

ヤȄȡウȊǮ カワヤȄȡ テȊǬエビ スǸエビ サケ アȡマス テȊǬエビ スǸエビ

ȋシン ȋシン イǽスǸエビ

サケ イトウ エビǸȣǳ エビǸȣǳ

アȡマス イワǬȋ ȢǯǺǬʚ カȩȕトマス

ǭュウȪウǪ ワカサǮ ウȟȋȊ ホǽウȟȋȊ サケ

シȩウǪ シȩウǪ マルスȀレǬイ アサȪ

ǳイ ウǰイ ȒȡアサȪ

マルǿウǰイ シǸȟ ヤマトシǸȟ アマゴ

ǳイ ȋǸマス

ǮンȖȊ ǭュウȪウǪ ワカサǮ

ȕȊ ǳイ ウǰイ

サȨȪ サȨȪ マルǿウǰイ

トǲウǪ イトȨ ȉǸョウ ȕǯȉǸョウ

トȟȨ トǲウǪ イトȨ

ȨウǸウǪ ȨウǸウǪ トȟȨ

ボȩ ȡȊȀ ȏǼ チチȖ

サȐ サȐ ȌマチチȖ

ȏǼ ȌマチチȖ ウǭゴȪ

アシシロȏǼ ビȪンゴ

ウǭゴȪ

イサǶ

ビȪンゴ

ǸュǺカケȏǼ

ȌイȡǬǸ ȌイȡǬǸ

ȕサカサゴ ǯロǽイ

アイȊȡ アイȊȡ

ケムシカǸカ イǽȐテンǰ

ǯサウǪ ǯサウǪ

カレイ ǯロǬシȩǬレイ

ȌマǬレイ

トウǬレイ

ǿȩ ǳマイ

サǯȩマス

Ტヤマȡ含ǉᲣ

Ȓȡマス

ᲢベȋǶケの陸ݥȷ湖沼

濤沸湖 流入河川

魚ų類 エビȷカȋȷ貝類 魚ų類 エビȷカȋȷ貝類



 - 培8 -

確認ƞǕƯいǔ魚類のƳƔにƸ貴᣻種に選定ƞǕƯいǔǋのǋ多く、主ƳǋのƸイトウ、サ

ǯȩマスᲢヤマȡᲣ、シȩウǪ、マルǿウǰイƳƲưあǔŵ 

  魚類の貴᣻種

1Უ分 培Უ分 基Უ

 

種 名 環境省 RL ҅海道 RDB 確認位置 

カワヤȄȡ 絶滅危惧Ⅱ類 － 濤沸湖 

イトウ 絶滅危惧 IB 類 絶滅危機種 濤沸湖 

Ȓȡマス － 絶滅危機種 浦士別川 

サǯȩマスᲢヤマȡᲣ 準絶滅危惧 留意種 浦士別川ȷ丸万川 

シȩウǪ － 希少種 濤沸湖 

マルǿウǰイ － 留意種 濤沸湖ȷ浦士別川 

ヤマトシǸȟ 準絶滅危惧 － 濤沸湖 

1Უ社団法人҅海道水産資源技術開発協会Ტ1ホ78Უ斜網西部地区漁業影響調査報告書Ტ濤沸湖Უ調査資料ዻ 

培Უ社団法人҅海道栽培漁業振興公社Ტ1ホホ基Უ斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

基Უ環境省 Rﾖȷ҅海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᲢᲮᲣ底生動物 

濤沸湖ưƸ、湖内の塩分濃度に対応した種類ƕ分布しƯおǓ、塩分ƕ高い湖口Ɣǒ丸万川

Ǉưの水域ưƸホǽウȟȋȊ、ȋホンȉロǽǳエビ、イǽǳȄȖムシ、イトゴカイƳƲƕ多

く、塩分ƕ˯くƳǔ湖央部Ɣǒ湖奥部ưƸ淡水性のȦスȪカ類ƕ多く生息しƯいǔᲢ桑原連

市培画画画布網走Ხ湖沼の底生動物市マǯロベントス布の分布分網走市湖沼環境総合調査成果最終報

告書Უŵ 

浦士別川ưƸカǲロウ類ᲢエルȢンȒȩǿカǲロウ、ȕǿマǿマȀȩカǲロウƳƲᲣ、カワ

ǲȩ類Ტアȟȡカワǲȩ、ȟȉȪカワǲȩƳƲᲣ、トビケȩ類ᲢȒǲȊǬカワトビケȩ、ヤマ

トビケȩƳƲᲣ、ǬǬンボȷȦスȪカ類ƳƲの水生昆虫類のほƔ、カワシンǸュǬイやȨǳエ

ビ類、ȟȟǺ類ƳƲ約 拡画 種の生息ƕ確認ƞǕƯいǔŵ浦士別川の中流域ưƸ河川改修ƕ行

わǕƯいǔƕ、上流部の自然河川区間と比較しƯǋ遜色Ƴい種類および生息᣽ƕ確認ƞǕƯ

おǓ、改修区間の底生動物の多様化ƕ進ǜưいǔǋのと考えǒǕǔᲢ斜網西部地区濤沸湖漁

業影響調査報告書市1ホホ基布Უŵ 

イトウ 

サǯȩマスᲢヤマȡᲣ



 - 培ホ -

濤沸湖内と流入河川の主Ƴ底生動物

1Უ分 培Უ分 基Უ分 ブᲣ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უ社団法人҅海道水産資源技術開発協会Ტ1ホ78Უ斜網西部地区 漁業影響調査報告書Ტ濤沸湖Უ 調査資料ዻ 

培Უ社団法人҅海道栽培漁業振興公社Ტ1ホホ基Უ࠯成 拠 年度斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

基Უ桑原連Ტ培画画画Უ網走Ხ湖沼の底生動物ᲢマǯロベントスᲣの分布分網走市湖沼環境総合調査成果最終報告書 

ブᲣ網走市Ტ1ホ78Უ網走市水産振興基本計画ᲢǪホȸȄǯȷマȪンȷプロǸǧǯト イン 網走Უ 

 

 

上記以外の種ưƸ、東京農業大学アǯアȐイǪ学科市故布鈴木淳志教授Ɣǒ、ž特定外来生物

に指定ƞǕƯいǔウチȀǶȪǬȋƕ数年前に濤沸湖においƯ確認ƞǕ、周辺域にǋその分布

を広ƛƯいǔ可能性ƕあǔŵſと報告ƞǕƯいǔŵ 

確認種のうちưƸカワシンǸュǬイƕ貴᣻種に選定ƞǕƯいǔŵ 

 

底生動物類の貴᣻種

培Უ分 拠Უ

 

種 名 環境省 RL ҅海道 RDB 確認位置 

カワシンǸュǬイ 絶滅危惧Ⅱ類 － 浦士別川 

培Უ社団法人҅海道栽培漁業振興公社Ტ1ホホ基Უ࠯成 拠 年度斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

拠Უ環境省 RＬȷ҅海道 R正ヤ

科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名

ȦスȪカ ǪǪȦスȪカ ȕǿǪカǲロウ マエǰロȒȡȕǿǪカǲロウ アȟカ アȟカ科

ȦスȪカ類 培 ǳカǲロウ シロȏȩǳカǲロウ ȖȦ ȖȦ科の一種

ȦスȪカ類 基 ǳカǲロウ属 Ȍカカ Ȍカカ科の一種

ȦスȪカ類 ブ ȕǿȐǳカǲロウ属 ȦスȪカ ȦスȪカ科

ȦスȪカ類 拠 チȩカǲロウ チȩカǲロウ ȟǺアȖ ȟǺアȖ科

ȦスȪカ類 拡 Ȓȩǿカǲロウ ȟヤマǿȋǬワカǲロウ属 シǮアȖ シǮアȖ科の一種

ǳȄȖムシ イǽǳȄȖムシ ǿȋǬワカǲロウ属 ȊǬレアȖ ȊǬレアȖ科

Ȧンボǽǳエビ ȋホンȉロǽǳエビ ȦȟȢンȒȩǿカǲロウ アȖ アȖ科

ǭǿȨǳエビ トǲǪȨǳエビ エルȢンȒȩǿカǲロウ ǪȉȪȐエ ǪȉȪȐエ科

ウエȎȒȩǿカǲロウ ヤマトビケȩ ǳヤマトビケȩ

Ȓȩǿカǲロウ属 イȎプスヤマトビケȩ

ゴカイ ゴカイ ȒȡȒȩǿカǲロウ ヤマトビケȩ属

イトゴカイ イトゴカイ ȒȡȒȩǿカǲロウ属 ȊǬレトビケȩ ȒロアǿマȊǬレトビケȩ

トビイロカǲロウ Ȋȟトビイロカǲロウ ホッカイȉウȊǬレトビケȩ

カワサンショウǬイ カワサンショウǬイ トビイロカǲロウ属 カワムȩȊǬレトビケȩ

ǿマǭビǬイ ǿマǭビǬイ Ȣンカǲロウ ȕǿスǸȢンカǲロウ ムȊǰロȊǬレトビケȩ

ウȟȋȊ ホǽウȟȋȊ Ȣンカǲロウ属 トȩンスǯǣȩȊǬレトビケȩ

マルスȀレǬイ ȒȡアサȪ マȀȩカǲロウ ǯロマȀȩカǲロウ ȊǬレトビケȩ属

ȕǿマǿマȀȩカǲロウ ȄȡȊǬȊǬレトビケȩ

ȨシȎマȀȩカǲロウ ȒǲȊǬカワトビケȩ ȒǲȊǬカワトビケȩ

ȟȄトǲマȀȩカǲロウ シマトビケȩ

マȀȩカǲロウ属

ǯシǲマȀȩカǲロウ シロȕȄヤトビケȩ

アカマȀȩカǲロウ ǳǬǿシマトビケȩ

サȊエトンボ サȊエトンボ科 ウルマȸシマトビケȩ

ȟǸカǪカワǲȩ ȟǸカǪカワǲȩ科の数種 シマトビケȩ属

ǪȊシカワǲȩ ȕサǪȊシカワǲȩ属 ȟヤマシマトビケȩ属

ǪȊシカワǲȩ属 エǰȪトビケȩ ȋンǮョウトビケȩ

ȦビǪȊシカワǲȩ属 ȋンǮョウトビケȩ属

ǪȊシカワǲȩ科の一種 ǸョウǶンエǰȪトビケȩ

アȟȡカワǲȩ アȟȡカワǲȩȢȉǭ属 ǳエǰȪトビケȩ属

アȟȡカワǲȩ科 アȄȐエǰȪトビケȩ属

カワǲȩ ǳǬǿȕǿȄȡカワǲȩ属 トビȢンエǰȪトビケȩ

トウゴウカワǲȩ属 エǰȪトビケȩ亜科

カワǲȩ属 カǯȄȄトビケȩ ǳカǯȄȄトビケȩ属

ȟȉȪカワǲȩ ȟȉȪカワǲȩ科 カǯスイトビケȩ アȡȪカカǯスイトビケȩ

Ǭムシ Ǭムシ科の一種 カǯスイトビケȩ属

Ȓȡȉロムシ Ȓȡȉロムシ科 マルȄȄトビケȩ属

ȊǬȉロムシ ȊǬȉロムシ属

ǬǬンボ Tipu景a属の一種 ǭǿȨǳエビ トǲǪȨǳエビ

ȒȡウスȐǬǬンボ属

正ic採anota属

ȀイȟョウǬǬンボ

ǪǪȒǲȊǬǬǬンボ属 カワシンǸュǬイ カワシンǸュǬイ

ǬǬンボ科 マȡシǸȟ マȡシǸȟ属

プȩȊȪア類

Ȩǳエビ類

貧毛類

アȟȡシマトビケȩ属

ᲢシロȕȄヤトビケȩ属Უ

トビケȩ目

貧毛類

濤沸湖 流入河川

無針網

多毛網



 - 基画 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȟȉȪカワǲȩのᲫ種    エルȢンȒȩǿカǲロウ 

 

 

 

 

Ტ５Უ陸上昆虫類 

ǪホȸȄǯ海沿岸部の湖沼ưƸ、その良好Ƴ自然環境Ɣǒ昆虫類ƕ数多く生息しƯおǓ、

濤沸湖と周辺地域においƯǋ、チョウ類ᲢセセȪチョウ、アǲȏチョウ、シǸȟチョウƳƲᲣ、

ǳウチュウ類Ტǲンゴロウ、ȟǺスマシ、ǯワǬǿムシ、ǳǬネムシ、カȟǭȪムシƳƲᲣ、

Ȑッǿ類ᲢȐッǿ、ǭȪǮȪス、ǳǪロǮƳƲᲣ、トンボ類Ტイトトンボ、ヤンマƳƲᲣƳƲ

の約 培拠画 種の多様Ƴ昆虫類ƕ生息しƯいǔŵƜǕǒの昆虫類のうち、ǭǿイトトンボやエ

ǾアカネƳƲ好寒種ƕ多く生息しƯいǔƜとƕ特徴的ưあǔᲢ濤沸湖の昆虫一覧 培画画拡Უŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワシンǸュǬイ 

ȏネȊǬǭȪǮȪス 

Ǭムシ 

エǾルȪイトトンボ 

ǯǸȣǯチョウ 



 - 基1 -

 濤沸湖周辺ư確認ƞǕǔ主Ƴ昆虫類

1Უ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Უ網走市立郷土博物館Ტ培画画拡Უ 濤沸湖の昆虫一覧 濤沸湖の自然

科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名 科ųų名 種ųų名

イトトンボ ǯロイトトンボ ǲンゴロウ カȩȕトマルǬǿǲンゴロウ ǪトシȖȟ ǪǪȒȡǳȖǪトシȖȟ

セスǸイトトンボ シマǲンゴロウ Ǿウムシ ȏȊウȉǾウムシ

ǭǿイトトンボ ǳシマǲンゴロウ シȩȕȒョウǿンǾウムシ

エǾイトトンボ ȟǺスマシ ǪǪȟǺスマシ ǪǪゴボウǾウムシ

ルȪイトトンボ ȟǺスマシ ǳȊȩシǮǾウムシ

ゴトウアカȡイトトンボ Ǭムシ エンマȏȐビロǬムシ ǪサǾウムシ ǪǪǾウムシ

エǾルȪイトトンボ スǸȒȡǬムシ
アȪ

アカヤマアȪ

アǪイトトンボ アǪイトトンボ エǾǳǬムシ ǯロヤマアȪ

ǪȄネントンボ Ǭムシ
スǺȡȐチ

トǬȪȕǿȢンアシȊǬȐチ

ヤンマ ルȪボシヤンマ シȇムシ ǪǪȢȢȖトシȇムシ ȢンスǺȡȐチ

ǪǪルȪボシヤンマ ȨȄボシȒȩǿシȇムシ ǪǪスǺȡȐチ

Ǯンヤンマ Ȓȩǿシȇムシ ケȖカスǺȡȐチ

エǾトンボ ǭȐネȢȪトンボ ȏネカǯシ シȩǪビシȇムシȢȉǭ ȟȄȐチ ǪǪマルȏȊȐチ

エǾトンボ ǪǪȏネカǯシ エǾǪǪマルȏȊȐチ

トンボ ȨȄボシトンボ アカȐȏネカǯシ セイȨウǪǪマルȏȊȐチ

シǪカȩトンボ
ǯワǬǿムシ

ȄヤȏȀǯワǬǿ トȩマルȏȊȐチ

シǪヤトンボ ȟヤマǯワǬǿ ȨウシュウȟȄȐチ

ウスȐǭトンボ ǳǯワǬǿ ケȐエ ȡスアカケȐエ

ムȄアカネ スǸǯワǬǿ アȖ ゴマȕアȖ

ȊȄアカネ アカアシǯワǬǿ アカウシアȖ

マȦǿテアカネ ǪȋǯワǬǿ ウシアȖ

エǾアカネ ȎǳǮȪǯワǬǿ ȏȊアȖ ムȄȢンホǽȒȩǿアȖ

アǭアカネ
センチǳǬネ

ǪǪセンチǳǬネ ǳǬǿȎȒȩǿアȖ

Ȏシȡトンボ センチǳǬネ ヤマトȒǲȊǬȏȊアȖ

ȟヤマアカネ
ǳǬネムシ

マエカȉǳエンマǳǬネ シロスǸベッǳウȏȊアȖ

カマȉウマ マȀȩカマȉウマ ȄȎǳǬネ ǪǪシマȏȊアȖ

ケȩ ケȩ ȨȄボシマǰǽǳǬネ シマȏȊアȖ

カンǿン カンǿン ȄマベȋマǰǽǳǬネ ȏȊアȖ

ǭȪǮȪス エǾȄȦムシ マǰǽǳǬネ アシȖトȏȊアȖ

ȄȦムシ シロスǸǳǬネ ȕǿǬǿȏȊアȖ

ȏネȊǬǭȪǮȪス カȩȕトチȣイロǳǬネ スǺǭȊǬȏȊアȖ

イȖǭȒȡǮス ȉウǬネȖイȖイ
セセȪチョウ 

ǳǭマȀȩセセȪ

ウスイロササǭȪ ȒȡǳǬネ ǪǪチȣȐネセセȪ

ȒȡǯサǭȪ ȄヤスǸǳǬネ ǳチȣȐネセセȪ

カȩȕトǭȪǮȪス ȒȡスǸǳǬネ アǲȏチョウ カȩスアǲȏ

Ȑッǿ ȒȊȐッǿ ǭンスǸǳǬネ ȟヤマカȩスアǲȏ

チシマȒȊȐッǿ スǸǳǬネ ǭアǲȏ

トȎサマȐッǿ マȡǳǬネ Ȋȟアǲȏ

ȕǭȐッǿ トȩȏȊムǰȪ ȒȡウスȐシロチョウ

ȟヤマȕǭȐッǿ アǪȏȊムǰȪ
シロチョウ

Ȅマǭチョウ

ȒシȐッǿ ȒシȐッǿ アǪカȊȖン エǾシロチョウ

ǯǮȌǭȏサȟムシ ǳȖȏサȟムシ カȖトムシ Ȣンǭチョウ

ǯǮȌǭȏサȟムシ ǿマムシ ȕǿǪǿマムシ エǾȒȡシロチョウ

セȟ エǾȏルǼȟ ǳȡȄǭムシ サビǭǳȪ スǸǰロシロチョウ

ǳエǾǼȟ ベȋǳȡȄǭ エǾスǸǰロシロチョウ

アワȕǭムシ マルアワȕǭ エǾȒȩǿǳȡȄǭ Ȣンシロチョウ

アȡンボ アȡンボ アイȌアカǳȡȄǭ ǪǪȢンシロチョウ

セアカアȡンボ カȐイロǳȡȄǭ
シǸȟチョウ

ルȪシǸȟ

ǳǪイムシ ǪǪǳǪイムシ
ベȋボǿル

ǭǿベȋボǿル アイȎȟȉȪシǸȟ

ǿイǳウチ ȟǺカマǭȪ ホǽベȋボǿル ȄȐȡシǸȟ

カスȟカȡムシ ȏȊアカカスȟカȡ
ホǿル

Șイケボǿル カȐイロシǸȟ

ホǽȘȪカȡムシ ǭベȪȘȪカȡムシ Ǹョウカイボン Ǹョウカイボン ベȋシǸȟ

ȘȪカȡムシ ȘȪカȡムシ アǪǸョウカイ ゴマシǸȟ

カȡムシ アカスǸカȡムシ テントウムシ アカホシテントウ ȟȉȪシǸȟ

ムȩサǭカȡムシ カȡȎǳテントウ ȒȡシǸȟ

ȖチȒǲカȡムシ ȊȊホシテントウ ムȢンアカシǸȟ

ȊǬȡ Ȋȟテントウ
ǿテȏチョウ

ǳȒǪȉシ

ǪǪトǲシȩホシカȡムシ ȋǸュウヤホシテントウ ǳムȩサǭ

エǾアǪカȡムシ
アカȏネムシ

アカȏネムシ サカȏチチョウ

ȄȎアǪカȡムシ Ȅチȏンȟョウ マルǯビȄチȏンȟョウ アカマȀȩ

ȏンȟョウ ȋワȏンȟョウ カȩȕトȄチȏンȟョウ ȟȉȪȒョウȢン

ȟヤマȏンȟョウ ゴȟムシȀマシ カǯスȊゴȟムシȀマシ ウȩǮンスǸȒョウȢン

Ǫサムシ エǾカǿビロǪサムシ ホネゴȟムシȀマシ ǳȒョウȢン

エǾマイマイカȖȪ ホǽǯビǭマワȪ カȩȕトȒョウȢン

セスǸアカǬネǪサムシ ǭマワȪ ウȩǮンȒョウȢン

ǭンȊǬゴȟムシ
カȟǭȪムシ

ȎǳǮȪカȟǭȪ ǯǸȣǯチョウ

ǪǪǭンȊǬゴȟムシ ǪǪǯロカȟǭȪ ȕǿスǸチョウ

エǾǭンȊǬゴȟムシ アカȏȊカȟǭȪ ǳȟスǸ

セボシȒȩǿゴȟムシ ȖチȒǲȏȊカȟǭȪ エルǿテȏ

マルǬǿゴȟムシ ȨȄスǸȏȊカȟǭȪ シȸǿテȏ

ゴȟムシ エǰȪトȩカȟǭȪ ǮンボシȒョウȢン

ǳȨȄボシゴȟムシ エǾカȟǭȪ ǸȣȎȡチョウ シロǪビȒȡȒカǲ

アǪゴȟムシ センȎǭカȟǭȪ ǯロȒカǲ

ǳȄȖǲンゴロウ ǳȄȖǲンゴロウ ȏンȎǭカȟǭȪ ǸȣȎȡチョウ

ǲンゴロウ カȩȕトシマケシǲンゴロウ ȏンȎアǪカȟǭȪ サトǭマȀȩȒカǲ

ǯロǺマȡǲンゴロウ シȩホシカȟǭȪ ǪǪȒカǲ

マȡǲンゴロウ ȏムシ ȏッカȏムシ ȒȡウȩȊȟǸȣȎȡ

ǭベȪǯロȒȡǲンゴロウ ルȪȏムシ ヤママȦǬ ǪǪȟǺアǪ

ȨȄボシǯロȒȡǲンゴロウ ȏンȎǭȏムシ ǪȊǬȟǺアǪ

Ȓȡǲンゴロウ アǶȟǪǪȏムシ

ǲンゴロウȢȉǭ カǿǯȪȏムシ

マルǬǿǲンゴロウ ȒȡǸンǬサȏムシ
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確認ƞǕƯいǔ昆虫類のƳƔにƸ貴᣻種に選定ƞǕƯいǔǋのǋ多く、主ƳǋのƸゴマシ

Ǹȟ、エǾカȟǭȪ、セスǸイトトンボ、ゴトウアカȡイトトンボƳƲưあǔŵカȩȕト

ǭȪǮȪスƸ国内ưƸ小清水原生花園ư初ǊƯ確認ƞǕた種ưあǔŵその後稚内市内ưǋ

確認ƞǕたƕ、現状ưƸ小清水原生花園ƕ最ǋ生息数ƕ多いŵ 

 

陸上昆虫類の貴᣻種

1Უ分 培Უ 

種 名 環境省 RL ҅海道 RDB 

セスǸイトトンボ － 希少種 

ゴトウアカȡイトトンボ 準絶滅危惧 絶滅危急種 

ȊȄアカネ － 希少種 

エǾアカネ 準絶滅危惧 希少種 

カȩȕトǭȪǮȪス － 希少種 

ǪǪǳǪイムシ － 希少種 

マルǬǿǲンゴロウ 準絶滅危惧 － 

カȩȕトマルǬǿǲンゴロウ － 希少種 

シマǲンゴロウ － 希少種 

ȟǺスマシ － 希少種 

エǾǳǬムシ 準絶滅危惧 留意種 

エǾカȟǭȪ － 希少種 

ゴマシǸȟ 絶滅危惧 II 類 － 

ウȩǮンスǸȒョウȢン 準絶滅危惧 － 

カȩȕトȒョウȢン 準絶滅危惧 － 

1Უ網走市立郷土博物館Ტ培画画拡Უ 濤沸湖の昆虫一覧 濤沸湖の自然 

培Უ環境省 RＬȷ҅海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カȩȕトǭȪǮȪス ゴトウアカȡイトトンボ 

エǾカȟǭȪ
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基 社会分᣼の特性 

ᲢᲫᲣ交通 

Ĭ 道路、鉄道－交通࠯面図Ტ⑦バ基ブᲣ 

道路ưƸサロマ方面Ɣǒ国道 培基8 号、美幌方面Ɣǒ国道 基ホ 号、網走Ɣǒ斜᣺Ǉưの国

道 培ブブ 号、やや内陸ư美幌～斜᣺を結ƿ国道 基基ブ 号ƳƲ多くの国道ƕ存在し、ǪホȸȄǯ

地域の物流や観光に寄ɨしƯいǔŵ道道ǋ内陸の高Өを走ǔ道道 1画培 号市小清水女฼別線布

や能取湖と網走市街を結ƿ道道 7拡 号ƳƲ景観や観光施設へのアǯセスにǋ利用ƞǕǔǋの

ƳƲƕネットワȸǯしƯいǔŵ 

鉄道Ƹ美幌方面Ɣǒ レR 石҅本線を経Ư網走駅よǓ斜᣺方面へ向Ɣう釧網本線ƕ敷設ƞǕ

Ưいǔŵ世界自然遺産ưあǔ知床の玄関口としƯ レR 網走駅ƕ位置づけǒǕǔŵ 

濤沸湖周辺ưƸ҅浜、原生花園、浜小清水の各駅を持ƭ レR 釧網本線、鉄道と࠯行しƯ走

ǔ国道 培ブブ 号を中心に、湖Ҥ側を走ǔ道道小清水女฼別線、国道と道道を結ƿ道道浦士別

小清水停車場線や道道明生҅浜線ƳƲ濤沸湖の周׊を道路ƕ巡ƬƯいǔŵ 

 

ĭ 港ฺ 

網走におけǔ海上輸送の拠点としƯ網走港ƕあǔŵ網走港Ƹ᣻要港ฺに指定ƞǕ、Ǫホȸ

Ȅǯ海の水੬ƛや物流に欠ƔせƳいǋのとƳƬƯいǔŵ入港すǔ船舶Ƹ内外の商船や漁船を

合わせƯ 1培分画画画 隻市࠯成 17 年布ƕ数えǒǕƯいǔŵ 

漁港ưƸ鱒浦漁港、呼人漁港市以上第 1 種漁港を利用範׊ƕ地元の漁業を主とすǔ布、能取

漁港市第 ブ 種漁港を漁場の開発、漁船の避難上特に必要Ƴ漁港布ƕあǔŵ濤沸湖周辺ưƸいく

ƭƔの船着場を除いƯƸ漁港ƸƳいŵ 



 
-
 
基

ブ
 
-

                             

台ǪホȸȄǯ総合振興ޅ 網走建設管理部 斜᣺出張所管内図、҅海道 ࠯成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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ᲢᲬᲣ環境関連 

Ĭ 自然公園等点国定公園等位置図Ტ⑦バ基ホᲣ 

国定公園 

網走国定公園Ƹサロマ湖、能取湖、Ȫヤウシ湖、網走湖、藻琴湖、濤沸湖、ഥ別斜᣺海岸

およびその周辺においƯ指定ƞǕƯおǓ、そのうち特別保護地区としƯ各種行ໝに関しƯ道

知事の許可ƕ必要とƳǔ地区としƯ小清水原生花園、斜᣺草原のᲬヶ所ƕあƛǒǕǔŵ 

 

網走国定公園 

地域地区名

1Უ 内      容 規           制 

特別保護地区 
特に優Ǖた自然景観原始状態を

保持しƯいǔ地区 

特別地域ưの規制(下記)に加えƯ植栽、放牧、

落葉落௑の採取、たƖ火ƳƲǇưƕ規制対象

とƞǕǔŵ地区内ưの現状変更行ໝƸ原則と

しƯ認ǊǒǕƳいŵ 

第Ძ種特別地域 
現在の景観を極力保護すǔƜと

ƕ必要Ƴ地域 
土地の形状変更、工作物の設置、木竹の伐採

ƳƲ自然環境を改変すǔ各種行ໝにƭいƯ都

道府県知事の許可を得ƳけǕƹƳǒƳいŵᲢ自

然公園法第13条Უŵ 

第Წ種特別地域 
農林漁業活動にƭいƯ努ǊƯ調

整を図ǔƜとƕ必要Ƴ地域 

第Ჭ種特別地域 
通常の農林漁業にƭいƯ風ᐲの

維持に影響ƕ少Ƴい地域 

୍通地域 上記以外の区域 
各地域指定地に接すǔǪホȸȄǯ海汀線Ɣǒ

沖合1,000ｍǇưの海中区域ƕ該当ŵ 

1Უ自然公園法 

網走国定公園区域のうち濤沸湖に係わǔ指定としƯ、小清水原生花園海側点特別保護地区、

小清水原生花園湖側点第 1 種特別地域、湖＋砂洲点第 培 種特別地域、ǪホȸȄǯ海Ტ汀線Ɣ

ǒ沖合 1画画画ｍǇưの区域Უ点୍通地域ƕ指定ƞǕƯいǔŵ 

 

鳥獣保護区 

周辺地域ưƸサロマ湖の沿岸部の森林や網走湖呼人や能取湖ƳƲƕ道指定の鳥獣保護区に

指定ƞǕƯいǔƕ、国指定鳥獣保護区Ƹ濤沸湖のǈưあǔŵ 

 

国指定鳥獣保護区 

名称

培Უ 目的等 行ໝの制限 その他 

鳥獣保護区 鳥獣の保護繁殖を図ǔƜとを

目的としƯ、ž鳥獣の保護及び

狩猟の適ദ化に関すǔ法ࢷ

Ტ鳥獣保護法Უſに基づいƯ環

境大臣ƕ指定すǔ区域ŵ 

鳥獣保護区の区域内

ưƸ狩猟ƕ禁ഥƞǕ

Ưいǔŵ 

多様Ƴ鳥獣の生息環境を保全

すǔたǊに、管理及び整備を

行うƕ、地棑者にƸ鳥獣保護

施設ƕ設置ƞǕǔƜとにƭい

ƯのӖ認義務ƕ生ƣǔŵ 

特別保護地区 鳥獣保護区内ư特別に鳥獣の

保護繁殖を図ǔ必要ƕあǔ場

合にƸ、環境大臣ƕ特別保護

地区を指定すǔƜとƕưƖ

ǔŵ 

木竹の伐採、水面の埋

立･࠮拓、工作物の設

置にƸ環境大臣の許

可ƕ必要 

その他木竹以外の植物の伐採

Ტ農林漁業除くᲣ、火入Ǖ、動

力船Ტ漁業除くᲣの航行、鳥

獣の生息に支ᨦとƳǔようƳ

観察、犬等の放逐、球技等レ

ǯȪエȸションƳƲの行ໝに

ƭいƯǋ許可ƕ必要とƳǔŵ

培Უ鳥獣の保護及び狩猟の適ദ化に関すǔ法ࢷ 

濤沸湖においƯƸ国によǓ鳥獣保護区ƕ指定ƞǕƯおǓ、湖Ҥ側後背地および湖、砂洲の

範׊ƕそǕにあたǔƕ、そのうち湖水面のǈƕ特別保護地区に設定ƞǕƯいǔŵ 
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ȩムサȸル条約湿地 

濤沸湖Ƹ˯層湿原および湖沼を中心に大規模ƳǪǪȏǯチョウȷȒシǯイ等渡来地としƯ

成࠯ 17 年 11 月にȩムサȸル条約湿地にႇ録ƞǕたŵ約 ホ画画ha の湖水面ƕその範׊にあ

たǓ、指定ƞǕǔたǊの国ᨥ基準を฼足しƯいǔƜとによƬƯႇ録ƞǕたŵȩムサȸル条約

Ƹ各締約国にそǕƧǕの国内法によƬƯ条約湿地を保全ȷ管理すǔƜとを求ǊƯおǓ、すư

に濤沸湖においƯƸ国指定鳥獣保護区の特別保護地区に指定ƞǕ、地区内ưの土地改変ƳƲ

の行ໝƕ制限ƞǕƯいǔƕ、現在行わǕƯいǔ漁業や適ദƳ活動ƳƲに新たƳ規制ƕ加わǔ

ƜとƸƳいŵ 

濤沸湖の選定の根拠としƯƸȩムサȸルႇ録湿地検討会においƯ、以下に掲ƛǔ５ƭの基

準を฼たした湿地としƯ選定ƞǕƯいǔŵ 

基準Ძ 各生物地理区内においƯ代表的Ƴ湿地Ĭ 

基Უ

 

 
湿 原 河 川 湖 沼 

候

補

地

選

定

ؕ

準 

○ ᣻要湿地 拠画画 のž湿地ǿイプſにž湿原ſƕ含

ǇǕǔƜとŵ 

○ 一定以上の規模とǇとǇǓを有しƯいǔƜとŵ

Ტ第 拠 回自然環境保全基礎調査、湿地調査におい

Ư、原則としƯ 培画画ha 以上Ტ҅海道ᲣǇたƸ

1画画haᲢ҅海道以外Უ以上ưあǓҥ一ư一定程

度のǇとǇǓを有しƯいǔƜとŵᲣ 

○ 選定理由ƕ᣻要湿地 拠画画 の選定基準ĭᲢ希少種

等の生育生息ᲣのǈưƳいƜとŵ 

○ 湿原に保護区ƕ᣻複すǔƜとŵ 

○ 湿原のǿイプᲢ高層湿原、˯層湿原、中間湿原Უ

のȐȩンス 

○ ᣻要湿地 拠画画 のž湿地ǿイプſにž河川ſ

ƕ含ǇǕǔƜとŵ 

○ 河川ƕ主Ƴ選定対象ưあǔƜとŵ 

○ 一定以上の規模を有しƯいǔƜとᲢ長ƞ

拠 ɛ以上Უŵ 

○ 選定理由ƕ᣻要湿地 拠画画 の選定基準ĭ

Ტ希少種等の生育生息ᲣのǈưƳいƜとŵ

○ 河川に保護区ƕ᣻複すǔƜとŵ 

○ ᣻要湿地 拠画画 のž湿地ǿイプſにž湖沼ſ

ƕ含ǇǕǔƜとŵ 

○ 一定以上の規模を有しƯいǔƜとᲢ原則とし

Ư 拠画画ha 以上Უŵ 

○ 人工湖岸率ƕ 拠画％未฼Ტ第Ხ回自然環境保

全基礎調査、湖沼調査ᲣưあǔƜとŵ 

○ 選定理由ƕ᣻要湿地 拠画画 の選定基準ĭᲢ希

少種等の生育生息ᲣのǈưƳいƜとŵ 

○ 湖沼に保護区ƕ᣻複すǔƜとŵ 

○ 地域のȐȩンス 

候

補

地

Ӹ 

拡 サロベȄ原᣼Ტ҅海道ᲣᲢ高層Უ 

1ブ 濤沸湖Ტ҅海道ᲣᲢ˯層Უ 

18 ᣼付半島ȷ᣼付ฺȷރ岱沼Ტ҅海道ᲣᲢ˯層Უ 

培基 風蓮湖Ტ҅海道ᲣᲢ˯層Უ 

基ホ 沼の原ȷ沼の࠯Ტ҅海道ᲣᲢ高層Უ 

7画 屏風山湿原池沼群Ტ青森県ᲣᲢ中間Უ 

7培 οဍဋ山湿原群Ტ青森県ᲣᲢ高層Უ 

7拠 ο幡࠯周辺湿原群Ტ岩手県ȷ秋ဋ県ᲣᲢ高層Უ 

1培7 ރ瀬ヶ原ȷރ瀬沼Ტ福島県ȷ群馬県ȷ新潟県Უ

Ტ高層Უ 

1ブ基 湯の湖ȷ戦場ヶ原ȷ小ဋ代ヶ原湿原Ტ栃木県Უ

Ტ高層Უ 

178 苗場山周辺湿原Ტ新潟県ȷ長᣼県ᲣᲢ高層Უ 

培画基 立山周辺湿原群Ტ富山県ᲣᲢ高層Უ 

ブ画培 九᣻火山群湿原Ტ大分県ᲣᲢ中間Უ 

ブホ基 仲間川Ტ沖縄県Უ 

ブホ8 浦内川Ტ沖縄県Უ 

11 サロマ湖Ტ҅海道Უ汽水 

1培 能取湖Ტ҅海道Უ汽水 

1ブ 濤沸湖Ტ҅海道Უ汽水 

培基 風蓮湖Ტ҅海道Უ汽水 

基培 阿寒湖Ტ҅海道Უ淡水 

拠8 大沼Ტ҅海道Უ淡水 

拡ホ 十三湖ȷ岩木川Ტ青森県Უ汽水 

1培画 裏磐梯湖沼群Ტ桧原湖ᲣᲢ福島県Უ淡水

1培1 猪苗代湖Ტ福島県Უ淡水 

 

基準Წ 絶滅のおそǕのあǔ種ǇたƸ生態学的群集の存在にとƬƯ᣻要

基Უ

 

᣻要 

湿地 

拠画画 

 ǿンチョウ マȊȅル Ȋベȅル

ǯロȄȩ

ȘȩサǮ

Ǻǰロ

カȢȡ

ȘȩサǮ ǪǪセッカ 

カȩȕトア

ǪアシシǮ

国内稀少᣼生動植物種 ○        

ﾓ・ﾍ⑤ レッȉȪスト ー・ ー・ ー・ ﾏ⑤ ー・ ー・ ー・ ﾍR 

環境省 R正ヤ ー・ ー・ ー・ ﾍR ー・ ﾏ⑤ ﾏ⑤ ﾍR 

1基 網走湖Ტ҅海道Უ ○        

1ブ 濤沸湖Ტ҅海道Უ ○        

18 ᣼付半島ȷ᣼付ฺȷރ岱沼Ტ҅海道Უ ○        

培基 風蓮湖Ტ҅海道Უ ○     ○   

基培 阿寒湖Ტ҅海道Უ ○        

拡拠 仏沼Ტ青森県Უ       ○  

拡ホ 十三湖ȷ岩木川Ტ青森県Უ       ○  

1基1 

利根川下流部 

Ტ茨城県ȷ千葉県Უ 

      ○  

基Უ第 培 回ȩムサȸル条約ႇ録湿地検討会資料 
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基準Ჭ 生物地理区の生物多様性を維持すǔのに᣻要

基Უ

 

○ 専門家に対すǔアンケȸトにおいƯ、基準ᲭにあƯƸǇǔと回答ƕあƬた湿地 

○ 湿地に保護区ƕ᣻複すǔƜと 

拡 サロベȄ原᣼Ტ҅海道Უ 

11 サロマ湖Ტ҅海道Უ 

1ブ 濤沸湖Ტ҅海道Უ 

培基 風蓮湖Ტ҅海道Უ 

基ホ 沼の原ȷ沼の࠯Ტ҅海道Უ 

ブ1 雨竜沼湿原Ტ҅海道Უ 

 

 

基準５ 水鳥Წ万羽を定期的に支えǔ湿地

基Უ 

○ 定᣽的基準をᲭ年連ዓ又Ƹ５年うちのᲭ年を฼たしƯいǔ湿地のȇȸǿ 

日本の᣻要 

湿地 拠画画 

湿地名 

環境省ǬンȷカȢ類生息調査においƯ、過去５年間の 

ǬンȷカȢ類の渡来数 

1998 1999 2000 2001 2002 

88 蕪栗沼Ტ宮城県Უ 13,898 10,424 23,304 24,846 24,342

1拠ホ 三番瀬Ტ千葉県Უ 74,992 43,181 71,543 107,314 101,739

18ホ 瓢湖Ტ新潟県Უ 34,697 28,289 24,158 8,911 20,793

基画画 中海Ტ鳥取県ȷ島根県Უ 19,921 62,723 74,534 49,082 65,324

基画1 ܧ道湖Ტ島根県Უ 25,208 21,375 48,615 26,480 18,107

すưに国指定鳥獣保護区特別保護地区に指定ƞǕƯいǔƔ、計画ƕあǔとƜǖƔǒ検討 

 

○ 渡Ǔの時期に基準を฼たしƯいǔ湿地のȇȸǿᲢ最大値Უ 

日本の᣻要湿地 拠画画 湿地名 最大渡来数 

1ブ 濤沸湖Ტ҅海道Უ 66,935 

18 ᣼付ฺᲢ҅海道Უ 28,180 

培基 風蓮湖Ტ҅海道Უ 54,839 

すưに国指定鳥獣保護区特別保護地区に指定ƞǕƯいǔƔ、計画ƕあǔとƜǖƔǒ検討 

 

 

基Უ第 培 回ȩムサȸル条約ႇ録湿地検討会資料 
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最大値 1998 1999 2000 2001 2002 2003

○ ǪǪȒシǯイ 550 渡Ǔ 2,700

○ ǳȏǯチョウ 860 渡Ǔ 1,196

11 サロマ湖Ტ҅海道Უ ○ ǪǪȏǯチョウ 600 渡Ǔ 800

1培 能取湖Ტ҅海道Უ ○ ǪǪȒシǯイ 550 渡Ǔ 1,000

○ ǪǪȏǯチョウ 600 渡Ǔ 1,467

○ ǪǪȒシǯイ 550 渡Ǔ 1,200

○ ȒȉȪǬȢ 7,500 渡Ǔ 58,912

○ ȟǳアイサ 1,000 渡Ǔ 3,141

○ ウȟアイサ 1,000 渡Ǔ 1,599

○ ǭアシシǮ 400 秋 － － 1,193 1,924 364 993

○ ǿンチョウ 8 夏ȷ秋 － 28 20 40 36 36 巣数不ブ

○ ǪǪȏǯチョウ 600 渡Ǔ 3,155

○ ǳǯǬン 50 渡Ǔ 3,500

○ ȒȉȪǬȢ 7,500 渡Ǔ 11,323

○ スǺǬȢ 3,000 渡Ǔ 7,842

○ ホǪǸロǬȢ 750 渡Ǔ 2,360

○ ǭアシシǮ 400 秋 － － 1,621 － 1,766 1,691

○ ǿンチョウ 8 夏ȷ秋 － 64 72 84 72 92 巣数不ブ

○ ǪǪȏǯチョウ 600 渡Ǔ 10,331

○ Ȓシǯイ 550 渡Ǔ 1,800

○ ǳǯǬン 50 渡Ǔ 2,000

○ ȒȉȪǬȢ 7,500 渡Ǔ 8,673

○ ǪȊǬǬȢ 7,500 渡Ǔ 11,442

○ スǺǬȢ 3,000 渡Ǔ 19,076

○ ホǪǸロǬȢ 750 渡Ǔ 1,517

備ų考

ȇȸǿ

シǮȷ

チȉȪ

Ǭンȷ

カȢ

湿地

日本の

᣻要湿地

拠画画

季節1％基準種Ȅル

濤沸湖Ტ҅海道Უ1ブ

サロベȄ原᣼

Ტ҅海道Უ

拡

風蓮湖Ტ҅海道Უ培基

᣼付半島ȷ᣼付ฺȷ

岱沼Ტ҅海道Უރ

18

基準Ჰ  水鳥の個体数のᲫ％を定期的に支えǔ湿地

基Უ
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台 環境庁自然保護ޅ 網走国定公園区域及び公園計画図、環境省Ტ培画画拠Უ 日本のȩムサȸル条約湿地-豊ƔƳ自然ȷ多様Ƴ湿地と賢明Ƴ利用、҅海道 ࠯成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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ᲢᲭᲣ産業 

Ĭ 農業 

濤沸湖の後背地においƯ網走開発建設部によǔ国営畑地帯総合土地改良パイロット事業

ž斜網西部地区ſƕ進ǊǒǕ、麦、馬鈴しǐ、Ưǜ菜を基幹作物とした十数戸ҥ位の営農集

団によǔ大規模農業によǓ畑作経営ƕ行わǕƯいǔŵӷ事業ưƸ浦士別川ƳƲᲭヶ所Ɣǒ農

業用水としƯ取水を行ƬƯいǔᲢブ～8 月Უŵ 

Ǉた農業公共施設としƯ音根内地区に総合管理センǿȸや飲料水供給施設、栽培研究ȏウ

スƳƲƕ設置ƞǕ、周辺の農業の基地とƳƬƯいǔŵ 

小清水ထưƸӷ様に国営畑地帯総合土地改良パイロット事業ž小清水地区ſƕ進ǊǒǕ、

酪農を中心に麦、馬鈴しǐ、Ưǜ菜を基幹作物とした大規模農業によǓ畑作経営ƕ行わǕƯ

いǔŵ酪農ư生じǔ尿や農産物加工場Ɣǒの廃液を培地にした微生物群を含ǜƩ液体をžゆ

う水ſと呼び、土壌改良に利用しƯいǔŵ以下に網走市と小清水ထにおけǔ主要農作物の生

産状況にƭいƯ示すŵ 

   網走市、小清水ထの農業生産Ტ࠯成 培Ძ年度Უ

ᲫᲣ分培Უ 

網走市 作付面積(ha) 生産᣽(t) 生産᫇ (ό) 小清水ထ 作付面積(ha) 生産᣽(t) 生産᫇ (ό)

麦類 3,990 21,100 25.2 億 麦類 2,720 14,288 7.31 億

豆類 296 362 1.0 億 豆類 196 336 0.17 億

馬鈴しǐ 2,991 116,411 30.9 億 馬鈴しǐ 2,218 28,016 17.58 億

Ưǜ菜 3,529 212,495 34.1 億 Ưǜ菜 2,800 183,391 18.33 億

᣼菜 331 5,943 7.1 億 ᣼菜 543.7 11,625 6.11 億

飼料作物 1,385 56,985 を 飼料作物 1,079 点  － 億

1Უ網走市勢要覧資料ዻ 培画1画Ტ⑦拡Უ 

培Უ小清水ထ産業課 主要作物動向調査 

 

ĭ 畜産業 

畜産業ưƸ乳牛、肉牛および豚、鶏の飼養頭数ƕ四湖沼の流域ごとに概ƶ以下の表のよう

に示ƞǕƯいǔŵ 

各湖沼流域の飼養頭数Ტ࠯成 1拠 年Უ

1Უ 

 サロマ湖流域 能取湖流域 藻琴湖流域 濤沸湖流域 

乳牛＋肉牛 27,000 頭 1,200 頭 6,500 頭 3,000 頭

豚 3,700 頭 0 頭 7,000 頭 1,000 頭

養鶏 0 羽 0 羽 0 羽 0 羽

1Უᝠ団法人河川環境ᝠ団Ტ培画画拠Უ࠯成 17 年度施行網走管内におけǔ総合的Ƴ湖沼環境推進業務報告書Ტ培-17～培-培ブᲣ 

 

網走市および小清水ထưの家畜飼育頭数Ტ࠯成ᲬᲫ年ᲣƸ以下のようにƳǔ

培Უ分 基Უ

ŵ 

 

網走市 生産᣽Ტ頭Უ 生産 Ტ᫇όᲣ 小清水ထ 農家数Ტ戸Უ 生産᣽Ტ頭Უ 生産 Ტ᫇όᲣ

乳用牛 1,147 0.9 億 乳用牛 41 3,597 0.8 億

肉用牛 950 3.4 億 肉用牛 29 2,306 3.1 億

廃用牛 433 0.5 億 豚 7 1,112 0.4 億

馬 1 90 万 馬 3 89 98 万

培Უ網走市勢要覧資料ዻ 培画1画Ტ⑦拡Უ 

基Უ小清水ထ産業課 家畜等の飼養状況調査 

 

家畜のふǜ尿Ƹ堆肥やスȩȪȸƳƲにしƯ畑や牧草地に散布し、循環型農業ƕ実践ƞǕƯ

いǔŵ 

網走市ưƸ、共ӷư堆肥舎を設け、堆肥を生成しƯいǔ営農集団ƕあǔŵ 

小清水ထ営牧場ưƸふǜ尿を自然ƹƬ気によǓ堆肥化し、基 年間ưのǂ 1 万 ha の畑に散

布しƯいǔŵ 
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Į 林業 

網走市の森林面積Ƹ約 1拡分画画画ha ưうち民有林ƕ約 1画分画画画ha ư 拡 割強を占Ǌǔŵƞ

ǒに、毎年、民有林のうち人工造林を 拠画～拡画ha ዒዓしƯ行ƬƯいǔŵ 

 

網走市の民有林人工林と造林実績

1Უ 

 

 

 

 

ᲫᲣ網走市勢要覧資料ዻ 培画1画Ტ⑦拡Უ 

 

小清水ထの民有林人工林と造林実績

ᲬᲣ 

 

 

 

 

ᲬᲣ小清水ထᲴ培画1画 森林調査簿 

 

小清水ထưƸ全森林面積約 1ブ分画画画ha のうち 8 割ƕ人工林ưあǓ、ထ有林ǋしくƸ民有

林Ƹ約 基分画画画ha ưそのうち約 1分7画画ha ƕ人工林ưあǔŵ 

濤沸湖の後背地の民有林ưƸ網走地区森林組合によƬƯ森林施業ƕ行わǕƯおǓ、皆伐、

間伐、皆伐後の植林ƳƲƕ行わǕƯいǔŵ 

 

į 水産業 

濤沸湖ưƸ汽水環境を活ƔしƯカǭの養殖、ワカサǮの採卵、ȋシン、スǸエビƳƲの漁

獲ƕ中心とƳƬƯいǔŵ特にワカサǮƸ人工孵化事業によǓӖ精卵ƕ阿寒湖、大沼、洞爺湖

ƳƲ҅海道内の河川、湖沼、Ȁム湖をƸじǊ全国各地の湖に移植ƞǕ、各地域ưの᣻要Ƴ役

割を担ƬƯいǔŵ 

 

培画ᲫᲪ年網走支庁管内の内水面漁業   Ტ数᣽Ჴトン、金᫇Ჴ千όᲣ

ᲫᲣ分培Უ

 

市ထ名 
湖沼 

(河川) 

漁業棑 

設定の 

有無 

成࠯ 21 年生産᫇ 

主要魚類 
増養殖事業

実施魚種 

湖沼の概要 

数᣽ 金᫇ 
面積 

Ტɛ 2Უ

最大水深

ᲢmᲣ 
湖水型 

注 入 

河川数 

排 出

河川数

網走市 

濤沸湖 
内共 

内区 
49.6 23,887 

ワカサǮ 
ワカサǮ 

カǭ 
8.25 2.4 汽水 5 1エビ 

カǭ 

藻琴湖 
内共 

内区 
22.7 16,395 

ワカサǮ ワカサǮ 

0.98 5.6 汽水 3 1シǸȟ シǸȟ 

カǭ カǭ 

網走湖 

網走川 
内共 1,013 634,846 

シǸȟ 

ワカサǮ 32.33 16.1 汽水 3 1ワカサǮ 

シȩウǪ 

能取湖 
内共 

内区 
5,045 913,251 

ホǿテ 

カレイ 58.41 23.1 汽水 11 1
カレイ 

ウȋ 

チカ 

1Უ҅海道網走支庁 ࠯成 17 年度版 

培Უ網走市水産統計 ࠯成 培1 年度版Ტ⑦1基Უ 

森林面積 

ha 

ＨᲬᲪ年度人工林 

面積 ha 

最近 拠 年間の造林実績  ha 

H17 H18 H19 H20 H21 

16,395 8,112 52 54 62 43 52 

森林面積 

ha 

ＨᲬᲪ年度人工林 

面積 ha 

最近 拠 年間の造林実績  ha 

H17 H18 H19 H20 H21 

14,126 6,983 5 11 29 43 47 
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ブ 行動分᣼の特性 

ᲢᲫᲣ観光、イベント、環境教育点観光施設࠯面図Ტ⑦バブブᲣ 

Ĭ 観光 

観光ưƸž東ǪホȸȄǯシȸȋッǯȐイウǧイſƕ推進ƞǕ、知床Ɣǒ網走にƔけƯの観

光資源を有機的にǉすびƭけƯ地域の活性化を図ǖうとすǔ活動ưあǓ、そǕǒƕǇとǇƬ

ƯよǓ魅力のあǔ観光の醸成ƕ行わǕǔƜとƕ期待ƞǕǔŵ 

網走国定公園の園地への入込ǈ者数の࠯成 17 年Ɣǒ࠯成 培1 年のȇȸǿưƸ毎年 1画画

万人前後の利用者ƕカウントƞǕƯいǔŵ卯原内ƳƲƸ近年その数を増大ƞせƯいǔƕ、反

面濤沸湖を訪Ǖǔ人数Ƹ、現在ưƸ ブ 年間ư 7 割減とƳǓ ブ 万人をЏƬƯいǔ状況ưあǔŵ 

濤沸湖に関連すǔ観光施設としƯ小清水原生花園Ტインȕǩȡȸションセンǿȸﾒana を

含ǉᲣ、白鳥公園ƕあƛǒǕǔŵ 

白鳥公園ưƸ秋にᲬ分画画画～Ჭ分画画画 羽のǪǪȏǯチョウƕ飛来、そのうち数ႊ羽ƕ越冬し

人気ƕ高く、࠯成 17 年ǇưƸ年間 1画 万人に近い入込ǈƕあƬたƕ࠯成ᲬᲫ年度ƸᲭ

Ჭ分画画画 人と減少しƯいǔŵ小清水原生花園Ƹ 7画～8画 万人の年間入込ǈƕあǓ、国定公園

全体の半分以上を占ǊƯいǔŵ 

 

網走国定公園の各園地におけǔ利用状況市入込ǈ者数Ჴ人布

ᲫᲣ

 

園地 ࠯成 17 年 ࠯成 18 年 ࠯成 19 年 ࠯成 20 年 ࠯成 21 年 

呼人浦 324,193 506,874 481,238 384,603 359,371

天都山 349,597 349,470 304,255 249,649 218,446

能取岬 76,626 72,335 58,470 45,871 39,946

ʚȄ岩 20,395 18,714 15,520 14,770 18,222

卯原内 86,712 213,338 232,363 201,063 190,695

濤沸湖 118,327 81,419 62,861 49,565 33,055

合計 975,850 1,242,150 1,154,707 945,521 859,735

 

主要園地施設の入込ǈ者数市人布

 1Უ

 

園地 ࠯成 17 年度 ࠯成 18 年度 ࠯成 19 年度 ࠯成 20 年度 ࠯成 21 年度 

天都山 368,293 340,990 281,536 245,760 210,831

能取岬 75,945 70,583 50,970 44,846 39,169

白鳥公園 92,108 63,753 54,684 34,756 31,737

1Უ網走市経済部商工労働課ȷ観光課 ࠯成 培1 年度版商工労働観光概要Ტ⑦培7～培8Უ 

 

 

網走市観光振興計画Ტﾒ17ᲣにおいƯƸ観光基本戦略の 1 ƭにžエǳロǸカルƳ観光地の

ȇǶインſƕあƛǒǕ、濤沸湖のȩムサȸル条約ႇ録と観光面ưの活用ƕうたわǕƯいǔŵ 

小清水ထにおいƯǋ近年Ƹ観光事業ƕ活発に行わǕ、小清水原生花園をƸじǊ、ȪȪȸパ

ȸǯ、藻琴山のȏイȩンȉ小清水 7培拠 ƳƲ年間の観光客の入込ǈ者数の合計ƕ約 8画 万人

にǇư増加しƯいǔŵǇた、ǪホȸȄǯの村ƳƲに見ǒǕǔ、ȊショȊルトȩスト運動やထ

民の畑作と連動した農業体験ƳƲ体験型観光への取Ǔ組ǈǋ盛ǜにƳƬƯいǔŵ 
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ĭ イベント 

各市ထưƸ観光客誘ᐲとǇちの活性化のたǊにƞǇƟǇƳイベントƕ行わǕƯいǔŵ 

網走市ưƸǪホȸȄǯ流氷ǇƭǓ、ǪホȸȄǯ夏ǇƭǓ、ƞǜご草祭ǓƸ定着しƯƖたた

ǊƔ最近 拠 年間ư入込ǈ数ƕ安定しƯいǔŵ会場Ƹ網走湖上や卯原内地区、網走商港や市中

心部ƳƲに集中しƯおǓ、よǓ広域的Ƴ展開ƕ必要とƳƬƯくǔŵ 

 

網走市の主Ƴイベントと内容

1Უ 

行 催 事 名 

期  間 

ᲢﾒᲬ培 年度実績Უ 

場  所 内  容 

҅の新大陸発見 

あƬたƔ網走 

Ძ月ᲬᲳ日～Ჭ月Ჰ日 

網走湖呼人浦ǭȣン

プ場 

冬のアウトȉア体験 

氷上原生花園の演出 

あƹしǓǪホȸȄǯ 

流氷ǇƭǓ 

培 月 1画 日～培 月 1基 日 網走商港 

雪像、氷彫刻、屋Ө 

ステȸǸ 

ȕȩワȸǬȸȇン 

žƸƳȷƯǜとſ 

Ჰ月 1 日～ᲫᲪ月ᲭᲫ日 

天都山網走レイǯビ

ュȸスǭȸ場山頂ロ

ッǸ付近 

基バ拠ha にサルビアƳƲ

Ჲ万株の花園 

 

Ǫロチョンの火祭Ǔ ７月 ブ 日 

網走湖呼人浦ǭȣン

プ場 

҅方系民族の儀式を 

取Ǔ入Ǖたイベント 

あƹしǓǪホȸȄǯ 

夏ǇƭǓ 

7 月ᲬᲬ日～7 月Წ５日 

網走 ブ 条通商店街区、

網走商港 

花火 

流氷おƲǓ 

網走感動朝市 7 月ᲫᲲ日～1画 月 1Ძ日 網走商港漁港区 海の࠳山の࠳販売 

あƹしǓ七福神ǇƭǓ ホ 月Ხ日～ホ 月５日 網走 ブ 条通Ǔ 宝船運行 

ƞǜご草ǇƭǓ ホ 月ᲫᲲ日～ホ 月ᲫᲳ日 卯原内能取湖畔 ƞǜご草 

網走ȢȨロの夜ǇƭǓ Ჳ月Წ５日～ᲫᲪ月ᲭᲫ日 

網走湖呼人浦ǭȣン

プ場 

サケの遡上、火祭Ǔ 

ǪホȸȄǯ網走ȕǣルム

ȕǧステǣȐル 

11 月Წ７日～11 月ᲬᲲ日 エǳȸセンǿȸほƔ 

地元ロケƳƲ映画上映、

ロケ地ǊƙǓ、映画監督

トȸǯショȸほƔ 

1Უ網走市経済部商工労働課ȷ観光課 ࠯成ᲬᲬ年度版商工労働観光概要Ტ⑦培ホ～基画ᲣほƔ 

 

小清水ထưƸ藻琴山ƔǒȪȪȸパȸǯ、ထ内の施設を利用したထの特性に合Ƭたイベント

ƕ企画、実施ƞǕƯいǔŵ 

 

小清水ထのイベントの内容 

         

 

Į 環境教育 

網走市ưƸ環境教育行事としƯ᣼鳥観察会、自然観察会の実施、観察Ǭイȉマップの作成、

他条約湿地ưのƜƲǋȩムサȸル活動への支援ƳƲを推進しƯいǔŵ 

 

小清水ထưƸӷ様に共催ư᣼鳥観察会を、小清水原生花園ưƸごǈ拾いや火入ǕƳƲをዒ

ዓしƯ行ƬƯいǔŵ 

行 催 事 名 

期  間 

Ტ࠯成ᲬᲬ年度実績Უ 

場  所 内  容 

藻琴山小清水高原峠開Ɩ ࠯成 培培 年 拡 月 1培 日 

小清水高原ȏイȩンȉ

小清水７Წ５ 

藻琴山開Ɩ安全祈願祭

自然観察ႇ山会 

ゆǓȕǧステǣȐル ࠯成 培培 年 8 月 1 日 ȪȪȸパȸǯ 

ステȸǸ 

ȦȪ鑑賞 

じǌƕいǋ 

ȕǧステǣȐル 

成࠯ 培培 年 8 月 培培 日 開基 1画画 年記念公園

ǲȸム、花火大会 

青空市 



 
-
 
ブ

ブ
 
-

 

 

台҅海道 ࠯成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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II 濤沸湖と周辺地域の課題 

濤沸湖周辺環境の現状、濤沸湖環境保全活用計画ž住民会議ſおよびž策定委員会ſの意

見を踏Ǉえ、今後の活用計画策定に向けƯの課題を整理しǇした－現状課題࠯面図Ტ⑦バブホᲣŵ 

 

1 自然分᣼の課題 

自然分᣼の課題Ƹ、景観および地形や水質に関すǔƜとのʚƭに集約ƞǕǇすŵ景観にƭ

いƯƸ、在来植物の減少によǔ景観の変化、地形や水質にƭいƯƸ湖底への土砂堆積ƕ課題

とƳƬƯいǇすŵいƣǕの課題においƯǋ現象に対すǔ調査等ƕ不足しƯいǔのƕ現状ưすŵ 

課題にƭいƯƸ、以下の課題市1布～課題市拡布に記しǇすŵ 

課題市1布 自然環境の保全 

濤沸湖および周辺地域Ƹ自然環境に恵ǇǕたとƜǖưあ

Ǔ、多くの人ƕ訪ǕƯいǇすŵƜのたǊ、近年Ɯの自然環

境ƕ損ƳわǕǔようƳ傾向ǋあǔƜとƔǒ、今後Ɯの地域

の現状を把握し、適Џに自然環境を保全すǔたǊの方策を

検討すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市培布 汽水湖の維持 

汽水湖Ƹ淡水と海水ƕ混ƟǓ合ƬƯいǔ湖ư、水質の

変動構造ǋ海域や淡水域とƸ異ƳƬた特性をǋƬƯおǓ、

多種類の生物ǋ生息しƯいǇすŵƜの汽水湖としƯの特

性や歴史を調査研究し、将来汽水湖としƯのあǔǂƖ姿

を定ǊǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市基布 漂砂によǔ堆積 

海Ɣǒ流入すǔ漂砂の堆積ƕあǔという声ǋあǓ、漂

砂Ƹ湖浅化の原因にƳǓ得ǔƜとƔǒ、今後Ƹ調査研究

を進ǊǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市ブ布 湖の水質と底質の保全 

濤沸湖Ƹ近郊の湖沼の中ư、特に富栄養化ƕ進ǜưい

ǔと考えǒǕ、湖内の状況変化を把握すǔたǊ、水質、

底質調査を行い、保全すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市拠布 水環境のȢȋǿȪンǰ 

湿地としƯの湖の状況を把握すǔたǊ、ዒዓ的Ƴ調査

を実施すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市拡布 河川等の適ദƳ管理 

湖に流入すǔ河川Ƹ、下流に位置すǔ湖の環境へ影響

をɨえǔƜとƕ懸念ƞǕǔƜとƔǒ、河川流域の農地や

森林Ɣǒ流出すǔ汚濁᝟荷の軽減に向けƯ、関係機関等

と連携を深ǊƯ取Ǔ組Ǌǔ方策の検討ƕ必要ưすŵ 

 

丸万川の河口 

湖口の国道と鉄橋 

濤沸湖畔のセンȀイȏǮ群落 

濤沸湖の外観 
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培 生物分᣼の課題 

生物分᣼の課題Ƹ、生態系保全に関すǔƜと、情報に関すǔƜと、施設整備に関すǔƜと

の三ƭに集約ƞǕǇすŵ生態系保全ưƸ生物および生息環境の調査と保全、情報の収集と発

信体制の整備、施設整備ưƸ᣼生生物と観察者双方に配慮した整備ƕ課題ưすŵ 

課題にƭいƯƸ、以下の課題市7布～課題市1拠布に記しǇすŵ 

課題市7布 湖畔の緩衝帯の保全 

水辺Ɣǒ陸地にƔけƯの湖畔の緩衝帯Ƹ、生物の生息環

境としƯ、Ǉた、そǕの持ƭ水質෋化作用ƳƲƕ᣻要ưすŵ

そのたǊ、保全対策を検討すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市8布 原生花園の植生保全 

近年、外来種の侵入やイネ科植生の優勢ƕ表面化し、火

入ǕƳƲによǔ植生保全ƕ行わǕƯいǇすŵしƔしƳƕǒ、

在来植生の劣化ƕ引ƖዓƖ見ǒǕǇすのư、植生保全を進

ǊǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市ホ布 淡水魚の生息環境の保全 

塩水のේ入ƳƲに伴い淡水魚への影響ƕ懸念ƞǕƯいǇ

すŵ魚類調査を実施すǔほƔ、保全策の検討ƕ必要ưすŵ 

課題市1画布 自然生物情報の集積と発信 

観察の拠点ƕ必要ưあǔととǋに、情報の収集や発信に

関すǔ体制ȷ施設等の検討ƕ必要ưすŵ 

課題市11布 Ǿȸȋンǰの検討 

᣼生動植物保護のたǊ、適ദƳ立入Ǔ区域を選定すǔǾ

ȸȋンǰと、その周辺ư保全すǂƖ自然の再生ȷ復元を図

ǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市1培布 ふǕあい環境の整備 

白鳥公園や࠯和橋のようƳ᣼鳥とのふǕあいの場ưƸ、

過密Ƴ生息域解消、餌付け方法の検討、ごǈの発生抑制Ƴ

Ʋの検討を進ǊǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市1基布 既存施設の改善 

冬季間の利用者の利便を図ǔたǊ、駐車場、トイレの通

年利用を検討すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市1ブ布 観察施設とアǯセスの整備 

濤沸湖周辺Ƹ豊富Ƴ植物、鳥類相に恵ǇǕƯおǓ、観察

のたǊの施設、木道、散策路の設置ƕ必要ưすŵ 

課題市1拠布 交流拠点の整備 

濤沸湖と周辺の自然探訪、観光、情報提供、学習ƳƲ、

訪Ǖǔ人や地域住民の交流拠点市ネイチȣȸセンǿȸ等布を

整備すǔƜとƕ必要ưすŵ 

 

白鳥公園 

馬の放牧 

原生花園 Hana 

原生花園の火入Ǖ 

᣼鳥観察会 

ȕǯȉǸョウ 
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基 社会分᣼の課題 

社会分᣼におけǔ課題Ƹ、交通、産業ƳƲ多岐に渡ƬƯいǇすŵそǕƩけに、Ɯの分᣼の

課題Ƹ多くの住民、団体、事業所等の利害にǋ関係しƯおǓ、主体間ư調整を図Ǔ対応すǔ

Ɯとƕ求ǊǒǕǇすŵǇた、住民生活や産業活動Ƹ、自然との調和を念頭に置Ɩ、解決策を

検討すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題にƭいƯƸ、以下の課題市1拡布～課題市培ブ布に記しǇすŵ 

課題市1拡布 周辺景観の保全 

建築物や工作物ƕ周׊の景観と調和すǔよう景観保全を

施しƯいく必要ƕあǓǇすŵ 

課題市17布 遺跡ȷ史跡の調査ȷ保全 

湖周辺にƸ、歴史的Ƴ遺跡や史跡ƕ多数分布しƯいǇすŵ

そǕǒƸ、地域の貴᣻Ƴ文化ᝠとしƯ、調査ȷ保全を行う

Ɯとƕ必要ưすŵ 

課題市18布 浅化状況ȇȸǿの必要性 

湖Ƹ土砂堆積ƕ進ǈ、浅くƳƬƯいǔと言わǕƯいǇすƕ、

その裏付けとƳǔȇȸǿƸ不十分ưすŵ浅化状況のȢȋǿȪ

ンǰを行い、ȇȸǿを蓄積ƞせƯいくƜとƕ必要ưすŵ 

課題市1ホ布 土砂流出対策 

河川Ɣǒの流入ƳƲによǓ土砂ƕ湖へ流出し、浅化の懸念

ƕ生じƯいǇすŵ湖の浅化を抑制すǔたǊ、発生源Ɣǒの土

砂流出防ഥ対策を検討すǔƜとƕ必要ưすŵ 

課題市培画布 漂流ごǈの対策 

湖や海岸ư漂流ごǈやプȩスチッǯごǈƕ増えƯいǇすŵ

漂流ごǈの抑制にƸ、発生Ɣǒ搬出Ǉưの総合的Ƴ対策ƕ必

要ưすŵ 

課題市培1布 その他のごǈの対策 

湖流入河川の橋下ƳƲưƸ、不法投棄によǔ多くのごǈƕ

確認ƞǕƯいǇすŵƜǕǒのごǈの対策を検討すǔƜとƕ必

要ưすŵ 

課題市培培布 地場産品の地域Ȗȩンȉ化 

濤沸湖周辺ưƸ、個性的Ƴ地場産品ƕ生産ƞǕƯいǇすŵ

そǕǒの高付加価値化、Ȗȩンȉ化を図Ǔ、産業と観光の一

体的Ƴ振興に取Ǔ組ǉƜとƕ必要ưすŵ 

課題市培基布 公共交通アǯセスの充実 

公共交通機関ƕ少ƳいたǊ、地域へのアǯセスƸ自家用車

に頼ǓƕちƳ傾向ƕ見ǒǕǇすŵ湖ƳƲへの観光アǯセスを

検討し、レＲやȐスƳƲの公共交通の利用̟進を図ǔƜとƕ

必要ưすŵ 

課題市培ブ布 レǯȪエȸション機能の充実 

夏季のカȌȸや冬季の歩くスǭȸƳƲ、濤沸湖周辺ưƸ四

季にわたǓ様々Ƴ親水体験ƕ可能ưすŵƜǕǒのȡȋュȸを

活用し、体験ȷ滞在型のǰȪȸンȄȸȪǺムを̟進ƞせǔ取Ǔ

組ǈƕ必要ưすŵ 

湖҅岸の展望牧舎 

žゆう水ſによǔゴボウ栽培

釧網本線を走ǔ 正平ー 

原生花園の清掃活動 

道の駅 小清水 

浦士別川河口の土砂浚渫 
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ブ 行動分᣼の課題 

行動分᣼におけǔ課題Ƹ、住民ȷ産業活動に関すǔƜとと、啓発ȷ୍及に関すǔƜとưすŵ

住民ȷ産業活動ưƸ環境保全関連情報の集積や活動団体への支援、啓発と୍及ưƸ環境学習

機会の創出ƕ課題とƳƬƯいǇすŵƜの分᣼の課題への対応Ƹ、学校や研究者等の協力ƕ不

可欠にƳǓǇすŵ 

課題ƭいƯƸ、以下の課題市培拠布～課題市培拡布に記しǇすŵ 

課題市培拠布 住民ȷ産業活動の取Ǔ組ǈと支援 

環境保全を進ǊǔたǊにƸ、住民と行政の協働、産学官との

連携、役割分担ƕ᣻要ưすŵǇた、住民や事業者ƳƲの主体的

Ƴ取Ǔ組ǈに対すǔ支援や協力体制の確立ƕ必要ưすŵ 

課題市培拡布 啓発と୍及 

環境保全の意識を啓発し୍及すǔたǊにƸ、住民ƕ感心をǋ

ƭ情報を提供すǔほƔ、イベントư環境学習の機会を増やすƳ

Ʋ、有識者や関係団体との連携や協力ƕ必要ưすŵ 

Ǉた、様々Ƴ主体によǔ調査ȷ研究の拠点とƳǔ施設を整備

すǔƜとƕ必要ưすŵ 

 

環境教育 
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培章 計画の理念と未来像 

I 計画の背景と理念 

1 計画の基本背景 

網走市Ƹ、ǪホȸȄǯ海に面し、５ƭの湖Ტ濤沸湖、網走湖、能取湖、藻琴湖、Ȫヤウシ湖Უ

や網走川ƳƲの多くの河川、森林ƳƲ豊ƔƳ自然環境を有し、Ǉた動植物ǋ数多く生息すǔ

ƳƲ、多様Ƴ生態系を形成しƯいǇすŵ 

小清水ထƸ、1分画画画m の藻琴山Ɣǒ始ǇǓ、森、防風林、農地、湖、海Ǉưዓく、恵ǇǕ

た土地を有しƯいǇすŵ 

成࠯ 17 年 11 月、ȩムサȸル条約湿地にႇ録ƞǕた網走市と小清水ထにǇたƕǔ濤沸湖

Ƹ、砂߸の発ᢋưƭくǒǕた細長い砂丘によƬƯǪホȸȄǯ海と遮断ƞǕ、湖の҅西端ưわ

ƣƔに海とƭƳƕǔ汽水湖ưあǓ、周׊ 培7普m、面積Ƹ ホ画画ha、࠯均水位Ƹ 画バ7m ư、最

深部ưǋ 培バ拠m と浅くƳƬƯいǇすŵ 

ǬンȷカȢ類Ƹ毎年 拡 万羽以上ƕ飛来し、特に᳼Ȓシǯイ、ǪǪȏǯチョウ、ȒȉȪǬȢ、

ȟǳアイサ、ウȟアイサƸ、東アǸア地域個体群の個体数の 1％以上を支えƯおǓ、絶滅危

惧種のǪǸロワシ、ǪǪワシ、ǿンチョウのほƔ、シマアǪǸǋ繁殖すǔƜとƕあǓǇすŵ 

湖岸の˯地にƸ、塩性湿地帯ƕ発ᢋし、ǪǪシȐȊ、エǾȄルǭンȐイの群落、淡水湿地

帯にƸȨシ群落᳼ȏンȎǭ林ƕ分布しƯいǇすŵ 

ƳƔưǋ、ȟǺȐショウ、アッケシǽウ、ȒǪウǮアヤȡの群落、Ǉた、濤沸湖の西岸Ɣ

ǒǪホȸȄǯ海にƭづく砂丘上の 8普m、面積 培7拠ha の湿原植生群落－ᳺ原生花園᳻にƸ、ȏ

マȊス᳼エǾスカシȦȪ᳼エǾǭスǲƳƲ、約 ブ画 種の᣼生の花々ƕ咲Ɩ乱Ǖ、知床半島や斜

᣺岳ƳƲを背景にした濤沸湖の美しい景観を眺Ǌに多くの方ƕ訪ǕƯいǇすŵ 

Ǉた、濤沸湖Ƹ、ǳアマȢの藻場ƕ形成ƞǕ、スǸエビやワカサǮのほƔ、ヤマトシǸȟ

ƳƲの魚貝類ǋ生息しƯいǔƜとƕǒ、内水面漁業の漁場としƯ利用ƞǕƯいǇすŵ 

近年、廃棄物の増大、水質汚染、地球温暖化ƳƲ、住民生活の身近ƳとƜǖƔǒ地球規模

にいたǔǇư、環境をǊƙǔ課題ƕǯロȸǺアップƞǕƯいǇすŵ 

濤沸湖と周辺地域においƯǋ、美しい景観を阻害すǔ状況、自然現象、ǇたƸ外的要因と

考えǒǕǔ地勢や水環境、植生の変化、生態の生息域の減少懸念ƳƲƕ多方面Ɣǒ指摘ƞǕ

ƯおǓ、貴᣻Ƴ自然環境の保護Ტ保全Უと再生ƕ必要とƞǕƯいǇすŵ 

濤沸湖の周辺地域の人々Ƹ、ƜǕǇư、湖口に土砂ƕたǇǓ湖水の流Ǖƕ停滞すǔ春έに

Ƹ、ƀ潮ЏǓᲢ湖口を開くƜとᲣƁを行い、湖内環境を維持しƯいǔほƔ、湖畔の植生維持

のたǊの馬の放牧、開花前の春に小清水原生花園前ư᣼焼Ɩを行うƳƲ、保全活動をዓけƯ

いǇすŵ 

Ǉた、地域住民や関係機関ƳƲư組織すǔƀ濤沸湖および周辺域の環境保全推進協議会Ტ以

下ᳺ協議会᳻ᲣƁưƸ、ごǈ拾いƳƲの美観活動ǋ進ǊƯいǇすŵ 

 

美しい自然景観を残し、貴᣻Ƴ自然資源を保全し、生物を慈しǈ、自然と調和した持ዓ

可能Ƴ社会を築Ɩ、次世代に引ƖዒƙƜとƸ私たちの大ƖƳ使命ưすŵ 

濤沸湖と周辺域の環境保全と賢明Ƴ利用を進ǊǔたǊにƸ、各分᣼Ɣǒの活動を̟進し、

住民、団体、事業所、行政ȷ研究機関ƳƲƕ連携しƯ積極的に取Ǔ組ǉƜとƕ必要ưすŵ 

住民のƻとǓ一人ƕ、次の基本理念を共有し、地域の自然環境の保全と再生、豊ƔƳ環

境づくǓを意識し、参加ȷ協力すǔƜとƕ大Џưすŵ 
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培 計画の基本理念 

ȩムサȸル条約ưうたわǕƯいǔᲭƭの目的に沿ƬƯ、濤沸湖と周辺地域の保全と活用計

画の理念を次のように設定しǇすŵ尚、ƜƜư言う自然環境とƸ、主に湿地と周辺域を指し

Ǉすŵ 

 

ᲢᲫᲣ自然環境の保全と再生 

豊ƔƳ自然環境、多様Ƴ生態系を大ЏƳ資源としƯ保全し、次世代にዒ承しǇすŵ美しい

自然環境を後世に残し、現在、脅ƔƞǕƯいǔ自然環境の再生、復元を図Ǔ、貴᣻種をƸじ

Ǌ、動植物の生息地をܣǓǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ自然環境の交流と学習 

自然資源や動植物に関すǔ情報を集約し、住民、団体、事業所、行政ȷ研究機関ƳƲと

共通認識を深ǊǔƳƲ、交流を進ǊǇすŵǇた湿地保全に対すǔ意識啓発を多面的に行うた

Ǌ、教育機関ƳƲと連携した環境学習の̟進、水鳥ȷ湿地センǿȸƳƲ自然とふǕあえǔ場

の整備を行い、交流と学習の拠点としǇすŵ 

 

ᲢᲭᲣ自然環境の賢明Ƴ利用 

自然環境の恵ǈと賢明Ƴ利用方法を確認し、住民生活や産業活動との調和を進ǊƯ、自然

環境をዒዓ的に活用しǇすŵ 
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II 計画の目標と位置づけ 

1 計画の未来像Ტ全体目標Უ 

 

培 分᣼別の未来像Ტ目標ȷ展開方向Უ 

計画の目標や展開方向を設定すǔにあたƬƯƸ、住民会議や策定委員会ưの意見、特性、

課題ƳƲを踏ǇえƯ、自然、生物、社会、行動の各分᣼にƭいƯ検討を行いǇしたŵ以下に

分᣼毎の課題、未来像、展開方向にƭいƯ概要を記しǇすŵ 

 

ᲢᲫᲣ自然分᣼ 

自然の分᣼ưƸ、景観、地形、地質、湖沼、水質、河川ƳƲを取Ǔ上ƛƯいƖǇすŵ 

Ƃ課題ƃ自然景観の保全、汽水湖の維持、漂砂によǔ堆積、湖の水質と底質の保全、水環境

のȢȋǿȪンǰ、河川等の適ദƳ管理 

＜未来像Ტ目標Უ＞ 

美しい景観を形成しƯいǔ自然環境と多様Ƴ生態系を大ЏƳ資源としƯ保全し、次世代にዒ

承しǇすŵ 
Ǉた、自然環境に親しǉ取Ǔ組ǈを進ǊǔほƔ、汽水湖の維持を図ǔたǊ、水源地の確保や

自然と調和した川づくǓƳƲを進ǊǇすŵ 

ż展開方向Ž 

◆᣻要Ƴ自然景観資源の保全と再生 

◆農山漁村景観の保全と活用 

◆自然景観に対すǔ意識向上と啓発 

◆汽水湖の地形維持 

◆汽水湖の水環境の保全 

◆周辺環境に配慮した水環境の確保 

 

ᲢᲬᲣ生物分᣼ 

生物の分᣼ưƸ、植物、哺乳類、鳥類、昆虫類、魚貝類ƳƲを取Ǔ上ƛƯいƖǇすŵ 

Ƃ課題ƃ湖畔の緩衝帯の保全、原生花園の植生保全、淡水魚の生息環境の保全、自然生物情

報の集積と発信、Ǿȸȋンǰの検討、ふǕあい環境の整備、既存施設の改善、観察

施設とアǯセスの整備、交流拠点の整備 

＜未来像Ტ目標Უ＞ 

地域の貴᣻Ƴ自然環境と生態系を調査し、動植物と生息地の保護と再生を図ǓǇすŵ 

Ǉた、地域の核とƳǔ拠点施設の整備や多様ƳふǕあい空間を創出し、住民、団体、事業所、

行政ȷ研究機関ƳƲƕ自然保護への共通認識を深ǊǔƳƲ、連携と交流を進ǊǇすŵ 

ż展開方向Ž 

◆地域の核とƳǔ拠点施設の整備 

◆多様Ƴ観察施設とアǯセスの整備 

◆᣻要Ƴ緩衝帯の保全 

◆湖の生態系の保全 

◆情報の収集と発信 

濤沸湖と周辺地域の自然Ƹ、保全ȷ再生ととǋに、人ƕ交流すǔ空間づくǓや賢明Ƴ

利用を進ǊƯ、次世代にዒ承しǇすŵ 

住民、団体、事業所、行政ȷ研究機関ƳƲƕ連携しƯ自然の保護と賢明Ƴ利用を図Ǔ、

ž人と自然ƕ共生すǔǇちſをǊƟしǇすŵ 
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ᲢᲭᲣ社会分᣼ 

社会の分᣼ưƸ、交通、観光、産業、浅化、文化ᝠƳƲを取Ǔ上ƛƯいƖǇすŵ 

Ƃ課題ƃ周辺景観の保全、遺跡ȷ史跡の調査ȷ保全、浅化状況ȇȸǿの必要性、土砂流出対

策、漂流ごǈの対策、その他のごǈの対策、地場産品の地域Ȗȩンȉ化、公共交通

アǯセスの充実、レǯȪエȸション機能の充実 

＜未来像Ტ目標Უ＞ 

自然環境の恵ǈと賢明Ƴ利用方法を確認し、自然と調和した景観づくǓと交通アǯセス、環

境共生型の産業活動を進ǊƯ、自然環境をዒዓ的に活用しǇすŵ 

Ǉた、地域Ȗȩンȉによǔ特産品や自然体験ȡȋュȸの充実によǔ観光振興ƳƲを進Ǌ、ご

ǈのƳい湖畔環境と史跡ƳƲの保全を進ǊǇすŵ 

ż展開方向Ž 

◆自然と調和すǔ景観づくǓ 

◆公共交通基Ⴔの整備 

◆自然体験ȡȋュȸの充実 

◆環境に配慮した産業振興 

◆河川流域Ɣǒの土砂流出抑制 

◆ごǈのƳい環境の実現 

◆地域Ȗȩンȉによǔ観光振興 

◆歴史的文化ᝠの保全 

 

ᲢᲮᲣ行動分᣼ 

行動の分᣼ưƸ、パȸトȊȸシップ、支援、啓発、୍及ƳƲを取Ǔ上ƛƯいƖǇすŵ 

Ƃ課題ƃ住民ȷ産業活動の取Ǔ組ǈと支援、啓発と୍及 

＜未来像Ტ目標Უ＞ 

多様Ƴ主体によǔ環境保全ネットワȸǯを形成し、湿原保全の意識啓発を多面的に行うたǊ、

教育機関ƳƲと連携した環境学習の̟進、水鳥ȷ湿地センǿȸƳƲ自然とふǕあえǔ場の提

供を行い、交流と学習を進ǊǇすŵ 

ż展開方向Ž 

◆環境保全のパȸトȊȸシップの形成 

◆地球温暖化対策へのᝡ献 

◆湿原保全意識の啓発 

◆多様Ƴ環境学習の推進 

 

基 計画の基本的事項 

ᲢᲫᲣ計画期間 

本計画の計画期間Ƹ࠯成 培基 度Ɣǒ概ƶᲫᲪ年間としǇすŵ 

 

ᲢᲬᲣ計画の位置づけ 

本計画Ƹ、ȩムサȸル条約に基づƖ、水鳥をƸじǊとした広義ưの自然環境の保全と再生、

活用と創造に関すǔ長期的目標の基本的Ƴ方向を示すǋのưすŵ 

具体的にƸ環境保全と賢明Ƴ利用、交流と学習の理念に基づƖ濤沸湖と周辺地域をǊƙǔ

環境課題を解決すǔたǊの分᣼別未来像Ტ展開方向Უと取Ǔ組ǈを示すǋのưすŵ課題や未

来像に関しƯƸ、市Ძ布自然分᣼、市Წ布生物分᣼、市Ჭ布社会分᣼、市Ხ布行動分᣼Ტ各種活動Უの

Ხƭの視点ごとに分類し、取Ǔ組ǈを進ǊǇすŵ 
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Ⅲ 計画の理念と未来像の体系 

未来像

市7布地域Ȗȩンȉによǔ観光振興

市ブ布湖の生態系の保全

多様Ƴ主体によǔ環境保全ネッ

トワȸǯを形成し、湿原保全の

意識啓発を多面的に行いǇす

自然環境の恵ǈと賢明Ƴ利用方

法を確認し、景観づくǓと交通

アǯセス、環境共生型の産業活

動を進ǊǇす

市ブ布多様Ƴ環境学習の推進

市拡布ごǈのƳい環境の実現

市ブ布環境に配慮した産業振興Ტ農業Უ

市1布環境保全のパȸトȊȸシップの形成

自然環境と生態系を調査し、保

護と再生を図ǔと共に、関係者

間の連携と交流を進ǊǇす

ブバ行動分᣼

Ჭバ社会分᣼

培バ生物分᣼

Ძバ自然分᣼
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空
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Ǔ
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Ƴ

利

用

を

進

Ǌ

Ư

、

次

世

代

に

ዒ

承

し

Ǉ

す

美しい景観を形成しƯいǔ自然

環境と多様Ƴ生態系を大ЏƳ資

源としƯ保全し、次世代にዒ承

しǇす

Ĭ文化ᝠの調査と保全対策の検討市8布歴史的文化ᝠの保全

Ĭ地産地消の推進と啓発

市拠布河川流域Ɣǒの土砂流出抑制

ĭ特産品の開発

市ブ布環境に配慮した産業振興Ტ林業Უ

Ĭ流下土砂調査と抑制対策の検討

Ĭ環境学習機会の場の創出

市培布地球温暖化対策へのᝡ献 Ĭ地球温暖化防ഥの取Ǔ組ǈ

市基布湿原保全意識の啓発 Ĭ湿原の価値の認識と啓発

Ĭごǈ問題の啓発と減᣽対策の推進

ĭ木育の推進

市ブ布環境に配慮した産業振興Ტ開発行ໝᲣ

市ブ布環境に配慮した産業振興Ტ生活排水対策Უ Ĭ環境に配慮した排水対策

ĭƭくǓ育Ưǔ漁業の推進

Į漁場環境の保全と多面的利用

市ブ布環境に配慮した産業振興Ტ漁業Უ

ĭ在来植生の保全と再生

Ĭ親水空間体験や滞在を楽しǉ観光の推進

Ĭ多様Ƴ情報の体制づくǓ

市培布公共交通基Ⴔの整備

Ĭ自然と調和のとǕた施設整備

Ĭ湖の生態系調査の実施と対策

ĭ木道や小屋ƳƲ、多様Ƴ観察施設の整備市培布多様Ƴ観察施設とアǯセスの整備

Ĭ自然環境調査の実施

市基布᣻要Ƴ緩衝帯の保全

Ĭ緩衝帯保全への取組ǈ

ĮふǕあい施設の環境衛生と安全の確保

ĭ水鳥ȷ湿地センǿȸの整備

Ĭ水源地の保全と安全ư良質Ƴ水の確保

Į人஬の配置と養成

Ĭ観察施設の要望

Ĭ環境保全の多様Ƴネットワȸǯの形成

Ĭ交通手段の多様化

į水産物の高付加価値化

Ĭ家畜排せƭ物の適ദ管理

ĭ廃プȩスチッǯの適ദ処理

Į環境保全型農業の実践

Ĭ環境に配慮した開発行ໝ

į農産物の高付加価値化

Ĭ環境と調和の取Ǖた森林施業

Ĭ資源管理型漁業の推進

分 ᣼ 別 未 来 像

市基布自然体験ȡȋュȸの充実

市基布自然景観に対すǔ意識向上と啓発

市拠布情報の収集と発信

市1布᣻要Ƴ自然景観資源の保全と再生

市1布自然と調和すǔ景観づくǓ

市培布農山漁村景観の保全と活用

市ブ布汽水湖の地形維持

市拠布汽水湖の水環境の保全

市1布地域の核とƳǔ拠点施設の整備

施 策 の 方 向展ų開ų方ų向

Ĭ浅化の調査と防ഥ策の検討

İ流入河川の水質調査と改善

į流入河川沿いにおけǔ植生保全の実施

Į保全すǂƖ生態の保全と再生

Ĭ水環境のዒዓ的ƳȢȋǿȪンǰの実施

ĭ湖の汚濁防ഥ対策の実施

ĭ確保すǂƖ土地の管理

Ĭ自然景観資源調査の実施

Ĭ農山漁村景観の保全

ĭ自然と調和した川づくǓの推進

市拡布周辺環境に配慮した水環境の確保

Ĭ景観意識の向上に向けたイベントの開催

Į住民、研究機関と連携した監視
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基章 計画の分᣼ごとの施策と手法 

I 自然分᣼ 

1 ᣻要Ƴ自然景観資源の保全と再生 

濤沸湖周辺Ɣǒ眺望すǔ景観Ƹ優ǕƯおǓ、᣻要Ƴ景観を形成しƯいǔ湖畔林や草花類Ƴ

Ʋƕ損ƳわǕƵよう保全ƕ必要ưすŵǇた、原生花園や流氷ư知ǒǕǔ、美しい砂߸の海岸

線ƳƲǋ保全しƯ景観資源の維持に努ǊǇすŵそのたǊにƸ保全すǂƖ資源Ტ植生等Უの調

査を行い、景観スȝットの整備ᲢアǯセスᲣを施し、᣻要Ƴ資源Ƹトȩスト運動ƳƲの方策

を検討しƯいƖǇすŵ 

 

培 農山漁村景観の保全と活用 

濤沸湖周辺の防風林や自然地形ƳǓに展開ƞǕた農地Ƹ、周辺の森と湖に調和しƯ美しい

農村景観を形成しƯいǇすŵ原生花園や流氷ƕ接岸すǔ海浜とǋ調和すǔ漁村景観の保全と

活用を図ƬƯいƖǇすŵそのたǊにƸ畑や放牧地ƳƲ、営農環境の維持と保全に努Ǌǔとと

ǋに、環境配慮型農業を推進しƯいƖǇすŵ 

 

基 自然景観に対すǔ意識向上と啓発 

住民活動をዒዓƞせƯいくたǊにƸ、景観と緑に対すǔ関心を高Ǌ、意識の向上を図ǔƜ

とƕ大ЏưすŵそのたǊにƸ多様Ƴイベントƕ開催ƞǕ、ボȩンテǣアƳƲの人஬育成と教

育ƳƲの୍及に努ǊƯいƖǇすŵ 

 

ブ 汽水湖の地形維持 

濤沸湖の特徴Ƹ汽水湖特有の生物種の多様性や豊ƔƳ漁業資源ƳƲưすƕ、湖の浅化に伴

ƬƯ発生すǔ水質や魚類の生息環境の悪化を引Ɩ起ƜƞƳいたǊにǋ、底質ƳƲ地形変化の

調査や漂砂等によǔ堆積の防ഥを図Ǔ、湖の地形を維持すǔƜとƕ᣻要ưすŵそのたǊにƸ

堆積状況と原因のዒዓ的調査を行い、土砂の浚渫の実施や湖口の形状変更ƳƲを検討しƯい

ƖǇすŵ 

 

拠 汽水湖の水環境の保全 

水環境Ƹ、水生植物や底生生物の健全Ƴ繁殖に影響すǔたǊ、湖の水質を調査すǔととǋ

に、湖や河川に流出すǔ生活排水や農業排水等、汚濁ȷ汚染物質を防ƙ必要ƕあǓǇすŵ 

Ǉた、近年、濤沸湖の浅化に伴い湖水の塩分濃度ƕ高ǇǓ、改善を要すǔと言わǕƯいǇ

すŵ水位や流᣽ƳƲの経年変化を把握すǔほƔ、河畔の植生を含Ǌた水環境の保全を推進し

ƯいƖǇすŵ 

 

拡 周辺環境に配慮した水環境の確保 

地域ưの健全Ƴ水循環を確保すǔにƸ、海Ɣǒ湖、河川、森林等との水環境や生態的繋ƕ

Ǔƕ確保ƞǕƯいǔ必要ƕあǓǇすŵしƔし現状ưƸ、落差工の設置によǓ魚類の遡上ƕ困

難Ƴ箇所ƕあǓ、上流に設けǒǕた頭首工ưƸ、Ɣǜƕい用の取水ƕ行わǕƯいǇすŵ今後

Ƹ、河川流域におけǔ河川の水源地の保全や自然と調和した川づくǓに努ǊƯいƖǇすŵ 
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表 自然分᣼におけǔ環境保全活用計画の施策体系 

 

 

 

未来像 

Ტ展開方向Უ 

取Ǔ組ǈ 

Ტ施策案Უ 

保

全

Ʊ

再

生

 

交

流

Ʊ

学

習

 

賢

明

Ƴ

利

用

 

手法 

Ტ事例Უ 

住民 

ȷ 

住民

団体 

民間

企業

ȷ事

業所

行政

ȷ 

研究

機関

市1布᣻要Ƴ自然景観

資源の保全と再生 

Ĭ自然景観資源調

査の実施 

○ ○  

□ 各種自然Ტ地形、地質、水質、

景観要素等Უ調査の実施 

○ ○ ○ 

□ 景観計画区域の指定の検討 

○ ○ ○ 

ĭ確保すǂƖ土地

の管理 

○ ○ ○

□ トȩストᲢ᣺親Უ制度の推進

と適ദƳ管理 

○ ○ ○ 

□ 植生等の保護管理 

○  ○ 

Į保全すǂƖ生態

の保全と再生 

○ ○ ○

□ 塩湿性植物の保全と再生 

○ ○ ○ 

□ 森林や防風林ƳƲの整備と

管理 

○ ○ ○ 

市培布農山漁村景観の

保全と活用 

Ĭ農山漁村景観の

保全 

○ ○ ○

□ 畑や放牧地ƳƲ農村景観の

保全 

○ ○ ○ 

□ 環境配慮型農業の推進 

○ ○ ○ 

市基布自然景観に対す

ǔ意識向上と啓発 

Ĭ景観意識の向上

に向けたイベン

トの開催 

 ○ ○

□ 各種イベントの実施によǔ

啓発と୍及 

○ ○ ○ 

□ 自然景観に親しǉ環境教育

の推進 

○ ○  

市ブ布汽水湖の地形維

持 

Ĭ浅化の調査と防

ഥ策の検討 

○ ○ ○

□ 堆積状況と原因のዒዓ的調

査 

○ ○ ○ 

○ ○ ○

□ 湖口の最適形状の検討と堆

積土砂対策の実施 

 ○ ○ 

市拠布汽水湖の水環境

の保全 

Ĭ水環境のዒዓ的

ƳȢȋǿȪンǰ

の実施 

○ ○ ○

□ 湖内水質調査の実施 

 ○ ○ 

ĭ湖の汚濁防ഥ対

策の実施 ○ ○ ○

□ 近隣工場Ɣǒの排出水の水

質調査  ○  

Į住民、研究機関と

連携した監視 ○ ○ ○

□ 多様Ƴ主体によǔ監視活動

の実施 ○ ○ ○ 

į流入河川沿いに

おけǔ植生保全

の実施 

○ ○ ○

□ 河畔林の植生とȨシ原の保

全 

○ ○  

İ流入河川の水質

調査と改善 ○ ○ ○

□ 河川の水質環境基準調査の

実施   ○ 

市拡布周辺環境に配慮

した水環境の確保 

Ĭ水源地の保全と

安全ư良質Ƴ水

の確保 

○ ○ ○

□ 水源地周辺におけǔ針広混

交林化の推進 

○ ○ ○ 

ĭ自然と調和した

川づくǓの推進 
○ ○ ○

□ 河川の環境保全に配慮した

整備方法の検討 
○ ○ ○ 
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II 生物分᣼ 

1 地域の核とƳǔ拠点施設の整備 

自然環境を調査研究し、動植物とふǕあい、地域の人々ƕ交流し活動すǔ場を湖の

周辺に確保すǔ必要ƕあǓǇすŵ濤沸湖のイȡȸǸにふƞわしい拠点施設の配置ȷ整

備を要望し、動植物の現況調査や観察ルȸトを検討しƯいƖǇすŵ 

Ǉた、環境教育の実践と୍及のたǊの人஬育成の向上に努ǊƯいƖǇすŵ 

 

培 多様Ƴ観察施設とアǯセスの整備 

種類ƕ豊富Ƴ鳥類ƳƲの᣼生生物を調査や動植物を観察ưƖǔ、木道ƳƲの観察路

の整備ƕ望ǇǕƯいǔ一方、᣼鳥ƳƲとの過度Ƴ接触を防ƙƜとǋ必要ưあǓ、適ദ

Ƴ観察空間検討に努ǊƯいƖǇすŵ 

 

基 ᣻要Ƴ緩衝帯の保全 

湖畔の緩衝帯Ƹ湖と陸との移行部としƯ、生態的にǋ水質෋化ƳƲ᣻要ƳǾȸンư

あǔと考えǒǕǇすŵ湖畔エȪアの現況調査を行うととǋに、専門家や研究機関と連

携し、その機能の保全や外来種の除去に向けた手法を検討しƯいƖǇすŵ 

 

ブ 湖の生態系の保全 

湖と周辺域の豊富ư健全Ƴ生態系を保全すǔƜとƕ望ǇǕƯいǇすŵ生態の現況を

ዒዓ的に調査すǔととǋに、生態系の保全と再生へ住民参加を̟しƯいƖǇすŵ 

 

拠 情報の収集と発信 

交流拠点においƯƸ᣼生生物分᣼に関すǔ情報の集約と発信ƕ行わǕǔようにしǇ

すŵそのたǊにƸ、動植物のዒዓ的Ƴ調査や環境学習の成果ƳƲをとǓǇとǊ、公表

ưƖǔ体制づくǓを行ƬƯいƖǇすŵ 
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表 生物分᣼におけǔ環境保全活用計画の施策体系 

未来像 

Ტ展開方向Უ 

取Ǔ組ǈ 

Ტ施策案Უ 

保

全

Ʊ

再

生

 

交

流

Ʊ

学

習

 

賢

明

Ƴ

利

用

 

手法 

Ტ事例Უ 

住民 

ȷ 

住民

団体 

民間

企業

ȷ事

業所

行政

ȷ 

研究

機関

市1布地域の核とƳǔ

拠点施設の整備 

Ĭ観察施設の要望 

○ ○ ○

□ 観察施設の目的、整備概要、

運営体制ƳƲの検討 

○ ○ ○ 

ĭ水鳥ȷ湿地センǿ

ȸの整備 

○ ○ ○

□ 水鳥ȷ湿地センǿȸの整備と

運営 

○ ○ ○ 

□ 運営に対すǔ協力と支援 

○ ○ ○ 

Į人஬の配置と養成 

○ ○ ○

□ 専門員、ボȩンテǣアǬイȉ

の育成 

○  ○ 

□ 環境教育の実施 

○ ○ ○ 

市培布多様Ƴ観察施設

とアǯセスの整備 

Ĭ自然環境調査の実

施 

○ ○  

□ 多様Ƴ主体によǔ自然環境調

査の実施 

○ ○ ○ 

ĭ木道や小屋ƳƲ、

多様Ƴ観察施設の

整備 

 ○ ○

□ 観察しやすい空間の整備 

○ ○ ○ 

□ 既存施設の整備改善 

○ ○ ○ 

□ 施設を利用した各種観察会の

実施と交流の推進 

○ ○ ○ 

ĮふǕあい施設の環

境衛生と安全の確

保 

○ ○ ○

□ 餌付けの方法ƳƲの検討 

○ ○ ○ 

□ 洗い場ƳƲ衛生設備の確保 

○ ○ ○ 

□ 専門家によǔ指ݰ体制の構築 

○ ○ ○ 

市基布᣻要Ƴ緩衝帯の

保全 

Ĭ緩衝帯保全への取

Ǔ組ǈ 

○ ○ ○

□ 指定区域の見直しとǾȸȋン

ǰの検討 

○ ○  

□ 専門家によǔ緩衝帯の調査 

○ ○ ○ 

□ 植生ȷ植林活動の実施と緩衝

帯の適ദ管理 

○ ○ ○ 

ĭ在来植生の保全と

再生 

○ ○  

□ 外来種を除去し在来植生の保

全と再生 

○ ○ ○ 

□ ᣼焼ƖƳƲ保全と再生への参

加 

○ ○ ○ 

□ 保全ȷ再生計画づくǓの検討 

○ ○ ○ 

□ 専門家ȷ研究機関によǔ再生

手法の検討 

○ ○ ○ 

市ブ布湖の生態系の保

全 

Ĭ湖の生態系調査の

実施と対策 

○ ○ ○

□ 湖の生態調査 

○ ○ ○ 

□ 保全と再生への協力と参加 

○ ○ ○ 

市拠布情報の収集と発

信 

Ĭ多様Ƴ情報の体制

づくǓ 

 ○ ○

□ 情報の体制づくǓへの参加と

協力 

○ ○ ○ 

□ 各分᣼の専門家の招聘および

解析 

○ ○ ○ 
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III 社会分᣼ 

1 自然と調和すǔ景観づくǓ 

湖と周辺域ưƸ、自然公園法の規制を遵ܣすǔほƔ、建物、看板等の人工物と周׊

の自然との調和を図ǓǇすŵ 

 

培 公共交通基Ⴔの整備 

濤沸湖周辺にƸ、海岸線沿いに レR 釧網本線および国道 培ブブ 号ƕ走ƬƯおǓ、自

家用車に頼ǓƕちƳ傾向ƕ見ǒǕǔたǊ、専用レȸンの確保によǔ自転車利用やȐス

ƳƲの公共交通網の整備と多様Ƴ交通手段によǓ、多くの人ƕ濤沸湖に訪ǕǔƜとƕ

ưƖǔように検討しƯいƖǇすŵ 

Ǉた、拠点施設ƳƲưƸ、駐輪場や駐車場を確保すǔほƔ、トイレの通年開放を検

討しǇすŵ 

 

基 自然体験ȡȋュȸの充実 

濤沸湖と周辺域においƯ、四季にわたǓ様々Ƴ自然体験ƕ可能とƳǔよう、自然体

験ȡȋュȸを調査し、活用方法を検討しǇすŵ 

Ǉた、自然体験ȡȋュȸを発信すǔほƔ、環境学習のたǊの施設整備や親水性に配

慮した河川整備ƳƲを行い、観光客ƕ自然と気軽にふǕあえǔ場所を提供し、滞在ȷ

体験型のǰȪȸンȄȸȪǺムの̟進にƭいƯ、検討しƯいƖǇすŵ 

 

ブ 環境に配慮した産業振興 

Ɔ漁業Ƈ 

濤沸湖においƯ、ワカサǮの採卵、カǭƳƲの養殖、スǸエビの採捕ƳƲの水産資

源の持ዓ的Ƴ利用を図ǔたǊ、適ദƳ個体数の調査や増殖手法の検討を行い、漁場の

環境保全と地場産魚介類の安定供給に努ǊǇすŵǇた、漁業者、釣Ǔ愛好家の双方ƕ

漁場を利用すǔたǊの施設整備を検討し、地場水産物のȖȩンȉ化に向けた水産物加

工研究や消費ਘ大の活動を支援しǇすŵ 

 

Ɔ農業Ƈ 

後背地域ưの農業Ƹ、小麦、馬鈴しǐ、Ưǜ菜を基幹作物とした大規模畑作経営や、

牛と豚を飼養すǔ酪農畜産経営ƕ行わǕƯいǇすŵ家畜排せƭ物や農業生産によǓ排

出ƞǕǔプȩスチッǯ類を適ദに処理すǔととǋに、堆肥を活用した土づくǓ、農薬

の使用を˯減すǔž環境保全型農業ſをǊƟしǇすŵǇた、産地や農産物のȖȩンȉ

化の取Ǔ組ǈや地場産品を活用した加工製品開発に対すǔ支援、農産物の高付加価値

化を進ǊǇすŵ 

 

Ɔ林業Ƈ 

後背地域の民有林ưƸ、森林組合等によǔ間伐や植林ƳƲの森林施業ƕ行わǕƯお

Ǔ、民有林所有者に対しƯ森林の生態系を保全すǔ啓発ƕ求ǊǒǕƯいǇすŵǇた、

森林の持ƭ多面的Ƴ機能を確保し、住民の理解を̟進すǔたǊ、植樹祭の開催、緑化

活動の推進、森とふǕあえǔ空間づくǓƳƲを進ǊǇすŵ 

 

Ɔ開発行ໝƇ 

農地開発や林地開発等の開発行ໝƕ土砂流出を誘発し、環境への悪影響ƕ懸念ƞǕ

ƯいǇすŵ開発行ໝの確認体制を充実ƞせǔととǋに、環境に配慮した開発行ໝの୍

及̟進に努ǊǇすŵ 
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Ɔ生活排水対策Ƈ 

家庭や事業所Ɣǒの排水処理の適ദ化を図ǔƜとƕ求ǊǒǕǔたǊ、家庭Ɣǒの生

活排水Ƹ合併෋化槽をݰ入すǔƜとによǓ、発生源によǔ水質の悪化防ഥに努ǊǇすŵ 

 

拠 河川流域Ɣǒの土砂流出抑制 

河川流域Ɣǒ土砂ƕ流出し、河川を経由しƯ湖に流入すǔƜとによǓ浅化の̟進ƕ

懸念ƞǕƯいǇすŵ土砂の発生源調査を行うととǋに、土砂流入状況の監視、土砂流

出を抑制すǔ森林の整備と保全、耕地Ɣǒの表土流出抑制、河川におけǔ土砂の除去

ƳƲ、流域ưの発生源対策と流出対策の取Ǔ組ǈを検討しƯいƖǇすŵ 

 

拡 ごǈのƳい環境の実現 

湖や海岸ưƸ漂流ごǈ、不法投棄のごǈƕ増加し、環境や景観への悪影響ƕ懸念ƞ

ǕƯいǇすŵ漂流ごǈにƭいƯƸ、ボȩンテǣア活動ƳƲを通しƯ海岸や湖岸の清掃

活動を行うととǋに、効率的Ƴ搬出方法を検討しƯいƖǇすŵ 

不法投棄のごǈƳƲƸ、地域住民ƹƔǓưƳく観光客に対しƯǋごǈの減᣽化や持

ち࠙Ǔの啓発に努Ǌ、ごǈのƳい美しい環境を実現しǇすŵ 

 

7 地域Ȗȩンȉによǔ観光振興 

地産地消を推進すǔたǊ、観光客ƳƲƕ地場産品を味わえǔようƳ機会を増やすと

とǋに、地場産品を活用した名物料理や特産品の開発を行い、高付加価値の地域Ȗȩ

ンȉ商品としƯ販売すǔƳƲ、産業と観光の一体的Ƴ振興の推進にƭいƯ検討しǇすŵ 

 

8 歴史的文化ᝠの保全 

湖周辺にあǔ遺跡や史跡ƳƲ調査し、専門家や住民を交えƯ、地域と文化ᝠの一体

的Ɣƭ効果的Ƴ保全と活用策を検討しǇすŵ 
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表 社会分᣼におけǔ環境保全活用計画の施策体系 － 1 

未来像 

Ტ展開方向Უ 

取Ǔ組ǈ 

Ტ施策案Უ 

保

全

Ʊ

再

生

 

交

流

Ʊ

学

習

 

賢

明

Ƴ

利

用

 

手法 

Ტ事例Უ 

住民 

ȷ 

住民

団体 

民間

企業

ȷ事

業所

行政

ȷ 

研究

機関

市1布自然と調和すǔ

景観づくǓ 

Ĭ自然と調和の取Ǖ

た施設整備 

○  ○

□ 公共施設ƳƲの緑化と景観改

善 

○ ○ ○ 

市培布公共交通基Ⴔの

整備 

Ĭ交通手段の多様化 

 ○ ○

□ 交通体系や既存施設の改善 

 ○ ○ 

市基布自然体験ȡȋュ

ȸの充実 

Ĭ親水空間体験や滞

在を楽しǉ観光の

推進 

○ ○ ○

□ 道内のイベント調査と場所確

保 

○ ○ ○ 

□ 親水と環境に配慮した河川整

備 

○ ○ ○ 

市ブ布環境に配慮

した産業振

興 

๤

 

業

 

Ĭ資源管理型漁業の

推進 

○ ○ ○

□ 関係機関によǔ資源動態調査

の実施 

 ○ ○ 

□ 資源評価手法の開発 

 ○ ○ 

□ 資源の維持安定対策の検討 

 ○ ○ 

ĭƭくǓ育Ưǔ漁業

の推進 

○ ○ ○

□ ホǿテ、サケ、マス、ȋシン

等の増殖手法の検討 

 ○ ○ 

Į漁場環境の保全と

多面的利用 

○ ○ ○

□ 漁場環境保全の啓発୍及と勉

強会の実施 

 ○ ○ 

į水産物の高付加価

値化 

 ○ ○

□ 地産地消の推進によǔ地域内

消費のਘ大 

 ○ ○ 

□ 水産物の高次加工の研究、研

修に対すǔ支援 

 ○ ○ 

農

 

業

 

Ĭ家畜排せƭ物の適

ദ管理 

○  ○

□ 家畜ふǜ尿管理施設の整備 

 ○ ○ 

ĭ廃プȩスチッǯの

適ദ処理 

○  ○

□ 収集運搬体制構築によǔ不法

投棄の防ഥ 

 ○ ○ 

□ 廃プȩスチッǯの再資源化と

適ദ処理方法の検討 

 ○ ○ 

Į環境保全型農業の

実践 

○  ○

□ 耕畜連携の推進 

 ○ ○ 

□ 環境配慮型農業の推進 

 ○ ○ 

□ ǯȪȸン農業の取Ǔ組ǈと減

農薬や有機栽培の推進 

 ○ ○ 

□ 環境保全型農業への支援 

 ○ ○ 

į農産物の高付加価

値化 

 ○ ○

□ 産地や農産物のȖȩンȉ化の

取Ǔ組ǈと支援 

 ○ ○ 

□ 地場産品を活用した加工製品

開発に対すǔ支援 

 ○ ○ 
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表 社会分᣼におけǔ環境保全活用計画の施策体系 － 培 

未来像Ტ展開方向Უ 取Ǔ組ǈᲢ施策案Უ 

保

全

Ʊ

再

生

 

交

流

Ʊ

学

習

 

賢

明

Ƴ

利

用

 

手法Ტ事例Უ 

住民 

ȷ 

住民

団体 

民間

企業

ȷ事

業所

行政

ȷ 

研究

機関

市ブ布環境に配慮

した産業振興 

林

 

業

 

Ĭ環境と調和の取Ǖ

た森林施業 

○  ○

□ 森林の生態系を保全すǔ鳥

獣被害防ഥ策の検討 

 ○ ○ 

□ 民有林所有者に対しƯの環

境保全の啓発 

 ○ ○ 

ĭ木育の推進 

○ ○ ○

□ 植樹祭の開催と緑化活動の

推進 

○ ○ ○ 

□ 住民ƕ気軽に森とふǕあえ

ǔ森林空間の創出 

○ ○ ○ 

開

ႆ

行

ໝ

Ĭ環境に配慮した開

発行ໝ 

○  ○

□ 環境配慮型開発行ໝの୍及

̟進 

 ○ ○ 

□ 開発行ໝの確認体制の充実 

  ○ 

生

活

排

水

対

策

Ĭ環境に配慮した排

水対策 

○  ○

□ 事業所Ɣǒの排水処理の適

ദ化  ○ ○ 

□ 合併෋化槽のݰ入ƳƲ生活

排水෋化対策の実施 ○  ○ 

市拠布河川流域Ɣǒの土

砂流出抑制 

Ĭ流下土砂調査と抑

制対策の検討 

○ ○ ○

□ 土砂の発生源の調査と流出

抑制対策 

○  ○ 

○  ○

□ 河川におけǔ土砂の除去 

 ○ ○ 

市拡布ごǈのƳい環境の

実現 

Ĭごǈ問題の啓発と

減᣽対策の推進 ○ ○  

□ 環境美化活動の推進と支援 

○ ○ ○ 

市7布地域Ȗȩンȉによ

ǔ観光振興 

Ĭ地産地消の推進と

啓発 

 ○ ○

□ 地場産品販売体制の構築 

○ ○ ○ 

□ 観光イベントの見直しと新

規イベントの創出 

○ ○ ○ 

ĭ特産品の開発 

 ○ ○

□ 豊富Ƴ地場食஬を利用した

名物料理の開発 

○ ○ ○ 

□ 濤沸湖の土産品としƯ親し

ǇǕǔ特産品の開発 

○ ○ ○ 

市8布歴史的文化ᝠの保

全 

Ĭ文化ᝠの調査と保

全対策の検討 

○ ○ ○

□ 専門家によǔ文化ᝠの調査

と保全 

 ○ ○ 

□ 協働によǔ保全、活用策の検

討 

○ ○ ○ 
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IV 行動分᣼ 

1 環境保全のパȸトȊȸシップの形成 

濤沸湖および周辺域の環境保全を推進しƯいく上ư、住民をƸじǊとすǔ関係団体

や関係機関ƕ相互に連携すǔ協働体制ᲢパȸトȊȸシップᲣを確立し、そǕƧǕの立

場ưの情報を共有し、互いに協力しƯ保全活動ƕưƖǔよう努ǊƯいƖǇすŵ 

 

培 地球温暖化対策へのᝡ献 

ȩムサȸル条約ႇ録湿地の濤沸湖Ƹ、ǪǪȏǯチョウƳƲの渡Ǔ鳥の中ዒ地としƯ

位置づけǒǕƯいǇすŵ 

Ɯの湿地の状況をưƖǔƩけ長く保持しƯいくたǊにƸ、ž日頃Ɣǒ私たちƕ環境に

やƞしい地球温暖化防ഥに向けた取Ǔ組ǈを実践しƯくƜとƕ大ЏưあǔſというƜ

との周知を図Ǔ、地球規模ưの環境保全の意識の向上に努ǊƯいƖǇすŵ 

 

基 湿原保全意識の啓発 

水鳥や湿原に生息すǔ動植物ƳƲƸ、Ɯの地域の自然の中ư生態系を形成しƯƖƯ

おǓ、湿原の持ƭ役割Ƹたいへǜ᣻要ưあǓǇすŵƜの恵ǇǕた状況をዒዓƞせƯい

くƜとƕ私たちの使命と考え、湿原の大Џƞを多くの方に周知しƯいくƜとに努ǊƯ

いƖǇすŵ 

 

ブ 多様Ƴ環境学習の推進 

ȩムサȸル条約ႇ録湿地としƯの濤沸湖の紹介や貴᣻Ƴ動植物の生息ƳƲを、子供

の頃Ɣǒ教育しƯいくƜとƕ᣻要ư、ž水鳥ȷ湿地センǿȸſƳƲの環境教育の拠点施

設を整備し、地域住民や来訪者ƳƲƕ参加ưƖǔようƳ環境学習の機会の提供に努Ǌ

ƯいƖǇすŵ 
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表 行動分᣼におけǔ環境保全活用計画の施策体系 

未来像 

Ტ展開方向Უ 

取Ǔ組ǈ 

Ტ施策案Უ 

保

全

Ʊ

再

生

 

交

流

Ʊ

学

習

 

賢

明

Ƴ

利

用

 

手法 

Ტ事例Უ 

住民 

ȷ 

住民

団体 

民間

企業

ȷ事

業所

行政

ȷ 

研究

機関

市1布環境保全のパȸト

Ȋȸシップの形成 

Ĭ環境保全の多様

Ƴネットワȸǯ

の形成 

○ ○  

□ 環境保全に関すǔ情報ƳƲの

集積と公開 

○ ○ ○ 

□ 環境保全型産業の取Ǔ組ǈと

支援 

○ ○ ○ 

□ 環境保護活動団体の育成 

○ ○ ○ 

□ ボȩンテǣアやǬイȉの養成

と活動の充実化 

○  ○ 

□ 住民、⑤⑦⑥、企業、研究機関

と連携した環境保全活動 

○ ○ ○ 

市培布地球温暖化対策へ

のᝡ献 

Ĭ地球温暖化防ഥ

の取Ǔ組ǈ 

○ ○  

□ 地球環境対策への意識の向上

と実践 

○ ○ ○ 

□ 地球温暖化防ഥȪȸȕレット

の作成と配布 

○ ○ ○ 

市基布湿原保全意識の啓

発 

Ĭ湿原の価値の認

識と啓発 

○ ○ ○

□ 湿原に関すǔ情報の収集と公

開 

○ ○ ○ 

□ 湿原の生態を体感ưƖǔカȪ

ǭュȩムの実施 

○  ○ 

□ ȩムサȸル湿地市ထ村ƳƲと

の連携 

○ ○ ○ 

市ブ布多様Ƴ環境学習の

推進 

Ĭ環境学習機会の

場の創出 

○ ○ ○

□ 環境学習機会やレǯȪエȸシ

ョンの場の提供 

○  ○ 

□ 水鳥ȷ湿地センǿȸƳƲの拠点

施設整備と管理運営体制の確

立 

○  ○ 
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V ᣻点的に取Ǔ組ǉǂƖ施策 
本計画ưƸ、施策体系表に示した施策のうち、ž自然ſ、ž生物ſ、ž社会ſ、ž行動ſそ

ǕƧǕの分᣼にƭいƯ、以下の施策を᣻点施策としƯ位置づけ、取Ǔ組ǜưいƖǇすŵ 

 

1 自然分᣼の᣻点施策 

ᲢᲫᲣ᣻要Ƴ自然景観資源の保全と再生 

Ĭ 確保すǂƖ土地の管理 

ĭ 保全すǂƖ生態の保全と再生 

 

ᲢᲬᲣ汽水湖の地形維持 

Ĭ 浅化の調査と防ഥ策の検討 

 

ᲢᲭᲣ汽水湖の水環境の保全 

Ĭ 水環境のዒዓ的ƳȢȋǿȪンǰの実施 

ĭ 住民、研究機関と連携した監視 

 

ᲢᲮᲣ周辺環境に配慮した水環境の確保 

Ĭ 自然と調和した川づくǓの推進 

 

培 生物分᣼の᣻点施策 

ᲢᲫᲣ地域の核とƳǔ拠点施設の整備 

Ĭ 観察施設の要望 

 

ᲢᲬᲣ多様Ƴ観察施設とアǯセスの整備 

Ĭ 自然環境調査の実施 

ĭ 木道や小屋ƳƲ、多様Ƴ観察施設の整備 

 

ᲢᲭᲣ᣻要Ƴ緩衝帯の保全 

Ĭ 緩衝帯保全への取Ǔ組ǈ 

 

ᲢᲮᲣ湖の生態系の保全 

Ĭ 湖の生態系調査の実施と対策 

 

Ტ５Უ情報の収集と発信 

Ĭ 多様Ƴ情報の体制づくǓ 

 

基 社会分᣼の᣻点施策 

ᲢᲫᲣ自然体験ȡȋュȸの充実 

Ĭ 親水空間体験や滞在を楽しǉ観光の推進 
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ᲢᲬᲣ環境に配慮した産業振興 

Ĭ 資源管理型漁業の推進 

ĭ 環境保全型農業の実践 

Į 環境に配慮した開発行ໝ 

 

ᲢᲭᲣ河川流域Ɣǒの土砂流出抑制 

Ĭ 流下土砂調査と抑制対策の検討 

 

ᲢᲮᲣごǈのƳい環境の実現 

Ĭ ごǈ問題の啓発と減᣽対策の推進 

 

Ტ５Უ地域Ȗȩンȉによǔ観光振興 

Ĭ 特産品の開発 

 

ブ 行動分᣼の᣻点施策 

ᲢᲫᲣ環境保全のパȸトȊȸシップの形成 

Ĭ 環境保全の多様Ƴネットワȸǯの形成 

 

ᲢᲬᲣ湿原保全意識の啓発 

Ĭ 湿原の価値の認識と啓発 

 

ᲢᲭᲣ多様Ƴ環境学習の推進 

Ĭ 環境学習機会の場の創出 

 

 

 

VI 計画の進Ǌ方 
本計画の取Ǔ組ǈや活動を効果的に推進しƯいくたǊ、以下の点に留意しǇすŵ 

 

1 推進の担い手 

計画Ƹ、住民のƻとǓ一人ƕ基本理念と未来像を共有し、計画策定時とӷ様、担い

手としƯ住民や事業者、大学ƳƲの教育機関、地域の有識者ƳƲとの協働ᲢパȸトȊ

ȸシップᲣによǓ進ǊǔƜとƕ᣻要ưすŵ 

取Ǔ組ǈƸ、現在のƀ濤沸湖環境保全推進協議会Ტ以下ž協議会ſᲣƁを中心に、様々

Ƴ立場の関係者と連携しƯ進ǊǔほƔ、各分᣼Ɣǒの積極的Ƴ活動を̟進すǔたǊ、

取Ǔ組ǈ情報の公開や発信ƳƲを進ǊƯ、誰ǋƕ気軽に参画ưƖǔ環境を整えǇすŵ 

 

培 計画の進行管理 

計画の進行状況を管理すǔたǊ、協議会ƳƲを活用すǔほƔ、必要に応じƯ庁内部

 を設けǇすŵޅ

Ǉた、協議会を中心に、必要Ƴ協議や情報交換を行う場を設けǔƳƲ、推進体制を

整えǇすŵ 

特に、取Ǔ組ǈの᣻要Ƴ原動力としƯ期待ưƖǔボȩンテǣア活動を̟進すǔほƔ、

⑤⑦⑥ ƳƲへの組織化ƳƲ、取Ǔ組ǈに参画しやすい体制づくǓを支援しǇすŵ 
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ブ章 計画の施策体系と取Ǔ組ǈ 

I 取Ǔ組ǈ方針の全体体系 



 
-
 
7

培
 
-

                                  

I
 

 

I
I
 

 

    

Ჾ ◆地域の核とƳǔ拠点施設の整備 
Ĭ 観察施設の要望 

ȷ観察施設の目的、整備概要、運営体制ƳƲの検討 

ĭ 水鳥ȷ湿地センǿȸの整備 

ȷ水鳥ȷ湿地センǿȸの整備と運営 

ȷ運営に対すǔ協力と支援 

Į 人஬の配置と養成 

ȷ専門員、ボȩンテǣアǬイȉの育成 

ȷ環境教育の実施 

Ჿ ◆情報の収集と発信 
Ĭ 多様Ƴ情報の体制づくǓ 

ȷ情報の体制づくǓへの参加と協力 

ȷ各分᣼の専門家の招聘および解析 

᳀ ◆公共交通基Ⴔの整備 
Ĭ 交通手段の多様化 

ȷ交通体系や既存施設の改善 

᳁ ◆歴史的文化ᝠの保全 
Ĭ 文化ᝠの調査と保全対策の検討 

ȷ専門家によǔ文化ᝠの調査と保全 

ȷ協働によǔ保全、活用策の検討 

Ｈ ◆環境保全のパȸトȊȸシップの形成 
Ĭ 環境保全の多様Ƴネットワȸǯの形成 

ȷ環境保全に関すǔ情報ƳƲの集積と公開 

ȷ環境保全型産業の取Ǔ組ǈと支援 

ȷ環境保護活動団体の育成 

ȷボȩンテǣアやǬイȉの養成と活動の充実 

ȷ住民、⑤⑦⑥、企業、研究機関の連携 

᳃ ◆地球温暖化対策へのᝡ献 
Ĭ 地球温暖化防ഥの取Ǔ組ǈ 

ȷ地球環境対策への意識の向上 

ȷ地球温暖化防ഥȪȸȕレットの作成と配布 

᳄ ◆湿原保全意識の啓発 
Ĭ 湿原の価値の認識と啓発 

ȷ湿原に関すǔ情報の収集と公開 

ȷ湿原の生態を体感ưƖǔカȪǭュȩムの実施化 

ȷȩムサȸル湿地市ထ村ƳƲとの連携した環境保 
全活動 

᳇ ◆農山漁村景観の保全と活用 
Ĭ 農山漁村景観の保全 

ȷ畑や放牧地ƳƲ農村景観の保全 

ȷ環境配慮型農業の推進 

᳈ ◆汽水湖の水環境の保全 
Ĭ 水環境のዒዓ的ƳȢȋǿȪンǰの実施 

ȷ湖内水質調査の実施 

ĭ 湖の汚濁防ഥ対策の実施 

ȷ近隣工場Ɣǒの排出水の水質調査 

Į 住民、研究機関と連携した監視 

ȷ多様Ƴ主体によǔ監視活動の実施 

į 流入河川沿いにおけǔ植生保全の実施 

ȷ河畔の植生とȨシ原の保全 

İ 流入河川の水質調査と改善 

ȷ河川の水質環境基準調査 

᳉ ◆周辺環境に配慮した水環境の確保 
Ĭ 水源地の保全と安全ư良質Ƴ水の確保 

ȷ水源地周辺におけǔ針広混交林化の推進 

ĭ 自然と調和した川づくǓの推進 

ȷ河川の環境保全に配慮した整備方法の検討 

᳊ ◆᣻要Ƴ緩衝帯の保全 
Ĭ 緩衝帯保全への取Ǔ組ǈ 

ȷ指定区域の見直しとǾȸȋンǰの検討 

ȷ専門家によǔ緩衝帯の調査 

ȷ植生ȷ植林活動の実施と緩衝帯の適ദ管理 

ĭ 在来植生の保全と再生 

ȷ外来種を除去し在来植生の保全と再生 

ȷ᣼焼ƖƳƲ保全と再生への参加 

ȷ保全ȷ再生計画づくǓの検討 

ȷ専門家、研究機関によǔ再生手法の検討 

᳋ ◆湖の生態系の保全 
Ĭ 湖の生態系調査の実施と対策 

ȷ湖の生態調査 

ȷ保全と再生への協力と参加 

Ｒ ◆自然と調和すǔ景観づくǓ 
Ĭ 自然と調和の取Ǖた施設整備 

ȷ公共施設ƳƲの緑化と景観改善 

᳍ ◆自然体験ȡȋュȸの充実 
Ĭ 親水空間体験や滞在を楽しǉ観光の推進 

ȷ道内のイベント調査と場所確保 

ȷ親水と環境に配慮した河川整備 

᳎ ◆環境に配慮した産業振興 
Ტ漁業Უ 

Ĭ 資源管理型漁業の推進 

ȷ関係機関によǔ資源動態調査の実施 

ȷ資源評価手法の開発 

ȷ資源の維持安定対策の検討 

ĭ ƭくǓ育Ưǔ漁業の推進 

ȷホǿテ、サケ、マス、ȋシン等の増殖手法の検討 

Į 漁場環境の保全と多面的利用 

ȷ漁場環境保全の啓発୍及と勉強会の実施 

į 水産物の高付加価値化 

ȷ地産地消の推進によǔ地域内消費のਘ大 

ȷ水産物の高次加工の研究、研修に対すǔ支援 

Ტ農業Უ 

İ 家畜排せƭ物の適ദ管理 

ȷ家畜ふǜ尿管理施設の整備 

ı 廃プȩスチッǯの適ദ処理方法の検討 

ȷ収集運搬体制構築によǔ不法投棄の防ഥ 

ȷ廃プȩスチッǯの再資源化と適ദ処理 

ȷ耕畜連携の推進 

Ĳ 環境保全型農業の実践 

ȷ環境配慮型農業の推進 

ȷǯȪȸン農業の取Ǔ組ǈと減農薬や有機栽培の推進 

ȷ環境保全型農業への支援 

ĳ 農産物の高付加価値化 

ȷ産地や農産物のȖȩンȉ化の取Ǔ組ǈと支援 

ȷ地場産品を活用した加工製品開発に対すǔ支援 

Ტ林業Უ 

Ĵ 環境と調和の取Ǖた森林施業 

ȷ森林の生態系を保全すǔ鳥獣被害防ഥ策の検討 

ȷ民有林所有者に対しƯの環境保全の啓発 

ĵ 木育の推進 

ȷ植樹祭の開催と緑化活動の推進 

ȷ住民ƕ気軽に森とふǕあえǔ森林空間の創出 

Ტ開発行ໝᲣ 

Ķ 環境に配慮した開発行ໝ 

ȷ環境配慮型開発行ໝの୍及̟進 

ȷ開発行ໝの確認体制の充実 

Ტ生活排水対策Უ 

ķ 環境に配慮した排水対策 

ȷ事業所Ɣǒの排水処理の適ദ化 

ȷ合併෋化槽のݰ入ƳƲ生活排水෋化対策の実施 

᳏ ◆河川流域Ɣǒの土砂流出抑制 
Ĭ 流下土砂調査と抑制対策の検討 

ȷ土砂の発生源の調査と流出抑制対策 

᳐ ◆ごǈのƳい環境の実現 
Ĭ ごǈ問題の啓発と減᣽対策の推進 

ȷ環境美化活動の推進と支援 

ȷ河川におけǔ土砂の除去 

᳑ ◆多様Ƴ環境学習の推進 
Ĭ 環境学習機会の場の創出 

ȷ環境学習機会やレǯȪエȸションの場の提供 

ȷ水鳥ȷ湿地センǿȸƳƲ拠点施設整備と管理運 
営体制の確立 

Ｌ ◆地域Ȗȩンȉによǔ観光振興 
Ĭ 地産地消の推進と啓発 

ȷ地場産品販売体制の構築 

ȷ観光イベントの見直しと新規イベントの創出 

ĭ 特産品の開発 

ȷ豊富Ƴ地場食஬を利用した名物料理の開発 

ȷ濤沸湖の土産品としƯ親しǇǕǔ特産品の開発 

᳅ ◆多様Ƴ観察施設とアǯセスの整備 
Ĭ 自然環境調査の実施 

ȷ多様Ƴ主体によǔ自然環境調査の実施 

ĭ 木道や小屋ƳƲ、多様Ƴ観察施設の整備 

ȷ観察しやすい空間の整備 

ȷ既存施設の整備改善 

ȷ施設を利用した各種観察会の実施と交流の推進 

Į ふǕあい施設の環境衛生と安全の確保 

ȷ餌付けの方法ƳƲの検討 

ȷ洗い場ƳƲ衛生設備の確保 

ȷ専門家によǔ指ݰ体制の構築 

᲻ ◆᣻要Ƴ自然景観資源の保全と再生 
Ĭ 自然景観資源調査の実施 

ȷ各種自然Ტ地形、地質、水質、景観要素等Უ調査の実施 

ȷ景観計画区域の指定の検討 

ĭ 確保すǂƖ土地の管理 

ȷトȩストᲢ᣺親Უ制度の推進と適ദƳ管理 

ȷ植生等の保護管理 

Į 保全すǂƖ生態の保全と再生 

ȷ塩湿性植物の保全と再生 

ȷ森林や防風林ƳƲの整備と管理 

᲼ ◆汽水湖の地形維持 
Ĭ 浅化の調査と防ഥ策の検討 

ȷ堆積状況と原因のዒዓ的調査 

ȷ湖口の最適形状の検討と堆積土砂対策の実施 

Ჽ ◆自然景観に対すǔ意識向上と啓発 
Ĭ 景観意識の向上に向けたイベントの開催 

ȷ各種イベントの実施によǔ啓発と୍及 

ȷ自然景観に親しǉ環境教育の推進 

Ⅱ 未来像･取Ǔ組ǈ･手法の全体図 
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5章 参考資料 

I 計ဒƷ策定経緯 

1 ң議会Ტ࠴ʙ会ᲣƷӕǓ組ǈ経過 

঺࠯ ࠰17 3உ 30日Ŵ濤沸湖Ǜ中心ƱƠƨ地域Ʒ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ǜ׋ǔƨǊŴƀ濤

沸湖ƓǑƼ周辺域Ʒ環境保全ਖ਼進ң議会Ტˌɦᳺң議会᳻ᲣƁǛ設置ƠŴ銫̞者Ტ簨走ࠊŴ小清

水ထŴ農ңŴ๤ңŴ森林組ӳŴ観ήң会Ŵ自඙会ᲣƓǑƼя言者Ტ環境省Ŵ開ႆŴ支庁Უƕ

検討やң議Ǜ行ƬƯいǔŵ 

ӷң議会Ʒ࠴ʙ会ƸŴH17࠰度ƴᲬ回(3᳽11உ)ŴH18࠰度Ʊ 度ƴƦǕƧǕ࠰19 1回

Ტ6ȷ8உᲣ開催ƠƯいǔŵ 

ʙ会ưƸŴ濤沸湖Ʒ現況Ʊң議会Ʒ運営方法Ǜ確認ƠƨǄƔŴ銫̞機銫ƷӕǓ組ǈᲢʙ࠴

業Უ状況Ʒ把握Ŵ現状Ʊ課題Ʒ再整理Ŵң議会ȡンȐȸƴǑǔ現地視察Ŵ環境保全Ʊ美観Ʒ

ਖ਼進ᲢƝǈ拾いᲣǛ行ƬƯいǔŵ 

ң議会ưƸŴƜǕǇưƷ会議ƴǑǓŴĬ現状Ʊ課題Ŵĭ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ方向性Ŵ

Į環境保全対策Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ検討ŴƱいうᲭƭǛ軸ƴ検討ƢǔƜƱƱƠƯいǔŵ 

ң議会ƸŴ࠴ʙ会Ʒ開催や現地視察ƳƲƴǑǓŴ“現況Ʊ課題綱ƕ明ǒƔƴƳƬƯƖƨƕŴ

“環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ方向性綱や“環境保全対策Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ検討綱Ǜ進Ǌǔ方法Ǜ

明示ƠƯいƳいƨǊŴʻࢸŴң議会ƱƠƯƲƷǑうƴ進ǊƯいƘƔƕ課題ưあǔŵ 

濤沸湖ƓǑƼ周辺域Ʒ現況Ʊ課題ƸŴң議会Ტ࠴ʙ会ᲣƓǑƼя言者ƔǒƷ情報提供Ტ各

種報告書や周辺域Ʒʙ業ᲢӕǓ組ǈᲣ計ဒ表Ʒ提出等ᲣŴ並Ƽƴ現地視察ƴǑǓŴ概略Ǜ整理

Ơƨŵ 

 

ᲢᲫᲣ現状把握 

ȷ湖Ʒ地勢Ტ種類Ŵ面積Ŵ水深Ŵ地形等Უ 

ȷ水質環境Ტ生҄学等Უ 

ȷ水資源Ტ魚ŴȗȩンǯȈン等Უ 

ȷ生態Ტ鳥類等Ʒ実態等Უ 

ȷ周辺域Ʒౡ生 

ȷ堆積Ʒ進行 

 

ᲢᲬᲣ課題ਁ出 

ȷ湖Ʒ地勢Ʒ変҄Ტ河川ƔǒƷ土砂流入やෙƔǒƷ๥砂流入ƴǑǔ堆積Ʒ進行等Უ 

ȷ水資源Ʒ変҄Ტ魚類Ʒ変҄等Უ 

ȷ生態ƴǑǔ被害Ტ畑地ưƷ鳥類被害Ŵ公園ưƷ糞ƴǑǔ୎観悪҄等Უ 

ȷౡ生Ʒ変҄ᲢȒǪǦǮǢȤȡƷ減少等Უ 

ȷƝǈƷ投棄Ტ環境悪҄Ŵ୎観阻害等Უ 

 

ᲢᲭᲣ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ方向性 

環境保全Ʒ方向性ƸŴƀ当面ƸŴ現状Ǜ維持ƢǔƜƱǛ基ஜƴŴʻࢸƷ湖Ʒ環境ƮƘǓǛ੕

ǔƁƱ仮定ƠƨƕŴʻࢸƷ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ǜ׋ǔƨǊŴƲƷǑうƳ未来像Ŵ目標Ტ方

向性Უƕ望ǇƠいƔƸ議論ƠƯƓǒƣŴ必ƣƠǋ明確ƴƳƬƯいƳいŵ 

 

2 計ဒƷ目的 

঺࠯ 17 ƴȩȠǵȸȫ条約฻地ƴႇ録ƞǕƨ“濤沸湖綱Ʒ価値Ǜ認識ƠŴƦƷ周辺域Ǜ࠰

含ǊƯŴ自然環境Ʒ保全Ʊ賢明Ƴ利用ᲢワǤǺȦȸǹᲣǛ׋ǔƨǊŴ未来像Ტ方向性ᲣƱ環

境目標Ǜ設定ƠŴ˰民Ŵʙ業者Ŵ行૎ƕ効果的ƳӕǓ組ǈǛ進ǊǔƜƱǛ目的ƴ᳼ƀ濤沸湖環

境保全活用計ဒƁǛ策定Ƣǔŵ 
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3 考慮項目 

ᲢᲫᲣ計ဒ対象Ʒ範׊ 

濤沸湖Ტ約ᲳᲪᲪhaᲣƓǑƼ周辺地域 
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ᲢᲬᲣ考慮Ƣǔ法ˋ等 

ஜ業務ƸŴഏƷ銫連法ˋƦƷ他銫連資料ƴ基ƮƖ行うŵ 

 

Ĭ 日ஜƷȩȠǵȸȫ条約 

ĭ 自然環境保全法 

Į 自然公園法 

į 鳥獣保護ӏƼ狩猟ƴ銫Ƣǔ法ࢷ 

İ 絶滅Ʒ恐ǕƷあǔ動ౡ物Ʒ種Ʒ保全ƴ銫Ƣǔ法ࢷ 

ı 文҄ᝠ保護法 

Ĳ ƦƷ他Ʒ銫連法規制 

 

4 調査内容 

ᲢᲫᲣ目的 

濤沸湖環境保全活用計ဒ策定Ʒ目的Ʊ性格Ǜ整理Ƣǔŵ 

 

ᲢᲬᲣ環境Ტ現況Უ調査 

濤沸湖ƓǑƼ周辺地域ƴƓƚǔ各種Ʒ環境調査Ǜ項目ƝƱƴ整理ƠŴӕǓǇƱǊǔŵ 

 

Ĭ 文献調査 

統計ƓǑƼ研究機銫Ŵ公的機銫ƴǑǔ論文ȷ調査等ƴǑǓˌɦƷ項目ƴƭいƯŴ資料Ǜ整

理Ƣǔŵ 

自然的環境 

ȷ地形ȷ地質Ტ面積Ŵ地形ȷ地質Ŵ堆積状況等Უ 

ȷ気象Ტ気温Ŵ฻度Ŵ降水᣽Ŵ風向ȷ風ᡮ等Უ 

ȷ水象Ტ流入河川等Უ 

ȷ水質 

ȷ自然୎観 

生物的環境 

ȷ鳥類 

ȷౡ物Ტౡ物相Უ 

ȷ魚類Ŵ底生生物等 

社会的環境 

ȷ交通Ტᢊ路Ŵ鉄ᢊŴ港ฺ等Უ 

ȷ環境銫連社会資ஜ(公園ȷ簶地Ŵɦ水ᢊŴ廃棄物処理施設等) 

ȷ産業Ტ農業Ŵ畜産業Ŵ๤業等Უ 

ȷ観ήȷȬǯȪǨȸǷȧン等ŴǤșンȈ等 

濤沸湖Ʒ෌҄状況 

ȷ経࠰変҄Ʒ状況Ტ水深ȷ水際線Ŵౡ生Ŵ動物種Ŵ๤獲᣽Ŵ浚ม等Უ 

ȷ底質等Ʒ状況 

ȷƦƷ他 

環境保全活動ǁƷӕǓ組ǈ状況 

ȷ環境保全活動団体等 

ȷ環境保全銫連ƷǤșンȈ等Ʒ実施状況 
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ĭ 現地調査 

濤沸湖Ʒ෌҄問題ƳƲǛ把握ƢǔƨǊƴŴ流域Ʒ土地利用状況Ŵ河川流入部等Ʒ現地踏査

ƓǑƼ聞ƖӕǓ調査Ǜ実施ƠŴƜǕǒƷ結果Ǜ踏ǇえŴˊ表的Ƴ河川流入部ƴƓいƯ林齢調

査ƓǑƼȨǷЎࠋ調査Ǜ実施ƠŴౡ生変҄Ʊ文献調査結果Ɣǒ解析Ǜ行うŵ 

 

Į 追ь調査項目Ʒ検討 

濤沸湖ƴƓƚǔ保全Ʊ利用Ʒ良好Ƴ銫̞Ǜ維持ƠƯいƘƨǊƴŴ現地調査結果Ǜ踏Ǉえഏ

 度ˌ降Ʒ環境調査Ʒ必要性Ʊ調査計ဒǛ明ǒƔƴƢǔŵ࠰

 

ᲢᲭᲣ環境課題Ʒਁ出 

Ĭ 環境特性ƷӕǓǇƱǊ 

環境調査Ʒ整理Ǜ踏ǇえƯŴ濤沸湖Ʒ環境特性ǛЎ᣼Ტ項目ᲣƝƱƴӕǓǇƱǊǔŵ 

 

ĭ 問題ໜƓǑƼ課題Ʒਁ出 

環境特性ƷӕǓǇƱǊƓǑƼž環境保全ਖ਼進ң議会ſƴƓƚǔ意見等ƔǒŴ環境ɥƷ問題

ໜや課題Ǜਁ出Ƣǔŵ 

 

ᲢᲮᲣ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ理念Ტ方向性ᲣƱ基ஜ目標Ტ方針ᲣƷ検討 

Ĭ 環境保全Ʒ方向性Ʒ設定Ტ解析ȷ評価Უ 

ʻࢸƷ濤沸湖ƷあǔǂƖ姿ƴƴƭいƯŴ地域振興ƴ寄ɨƢǔ環境保全型利用ᲢワǤǺȦȸ

ǹᲣǛ踏Ǉえƨ環境保全Ʒ方向性Ǜφ体的ƴ設定Ƣǔŵ 

 

ĭ 環境目標Ʒ設定 

濤沸湖Ʒ環境保全Ǜਖ਼進ƢǔƨǊƴŴ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ視ໜƔǒŴ環境目標Ǜ設定

Ƣǔŵ 

 

ᲢᲯᲣ環境保全Ʊ賢明Ƴ利用ƴ銫Ƣǔ施策Ʒ整理 

Ĭ 環境施策Ʒ体系 

基ஜ目標Ǜᢋ঺ƢǔうえưƷ基ஜ的Ƴ方針Ǜ定ǊŴ体系҄Ƣǔŵ 

 

ĭ 環境対策Ŵ保全施策Ʒ設定 

保全Ʒ方向性Ŵ環境目標ƴ基ƮƖŴ施策Ʒφ体的Ƴ検討Ǜ行うŵ 

 

Į ᣻ໜ施策 

濤沸湖Ʒ環境Ǜ保全ƢǔƨǊƴ優έ的ƴ実施ƢǂƖ᣻ໜ施策ƴƭいƯ検討ƠŴφ体的Ƴ行

動指針等Ǜ策定Ƣǔŵ 

 

ᲢᲰᲣ施策Ʒਖ਼進方策 

計ဒǛ実効性ƷあǔǋƷƱƢǔƨǊƴŴɦ記Ʒʙ項ƴƭいƯ検討Ƣǔŵ 

 

Ĭ 計ဒƷਖ਼進方策 

ĭ 計ဒƷਖ਼進体制 

Į 計ဒƷ進行管理 
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II 計ဒƷ策定体制 

1 計ဒƷ策定体制Ʒ考え方 

濤沸湖ƓǑƼ周辺域ƴƓƚǔ環境保全ŴワǤǺȦȸǹŴǨǳȄȸȪǺȠƳƲǛ効果的ƴਖ਼

進ƢǔƨǊƴƸŴ計ဒ段᨞ƔǒƷ˰民参ьƕ必要ɧӧഎưあǔŵ 

現在Ʒᳺң議会Ტ࠴ʙ会Უ᳻ƸŴ地域Ʒ銫̞者ư組織ƠƯいǔƕŴƞǒƴŴ様々Ƴ立場Ɣǒ

Ʒ要望や情報ƕӒପưƖǔ計ဒƷ策定体制Ǜ創設ƢǔƜƱƕ求ǊǒǕǔŵ 

ƦƜưŴƀ濤沸湖ƓǑƼ周辺域Ʒ環境保全ਖ਼進ң議会Ტˌɦᳺң議会Ტ࠴ʙ会Უ᳻ᲣƁƱƸ別

ƴŴ計ဒƷ内容Ǜ審議ȷ整理Ƣǔƀ濤沸湖環境保全活用計ဒ策定委員会Ტˌɦᳺ委員会᳻ᲣƁ並

ƼƴŴ˰民Ʒ意向ǛӒପƞƤǔƀ濤沸湖環境保全活用計ဒ˰民会議Ტˌɦᳺ˰民会議᳻ᲣƁǛ設

置ƠƨǄƔŴ必要ƴ応ơƯŴƀ濤沸湖環境保全活用計ဒ庁内検討委員会Ტˌɦᳺ庁内委員会᳻

ƱいうᲣƁưӕǓ組ǈ内容Ǜ検討ƠŴ計ဒƷ策定Ǜ進Ǌǔŵ 

 

2 策定委員会 

ᲢᲫᲣ設置目的 

計ဒƷ策定ƴ銫ƠƯŴ銫̞機銫Ტ団体ᲣƔǒ広Ƙ意見Ǜ求ǊǔƱƱǋƴŴ計ဒƴ銫Ƣǔʙ

業Ʒ目標ȷ方針ƓǑƼ施策内容ƳƲǛ審議ȷ整理Ƣǔ場ƱƠƯŴ新ƨƴ組織Ƣǔŵ 

 

ᲢᲬᲣ委員構঺ 

ң議会(࠴ʙ会)構঺員ƷǄƔŴ学識経験者ƓǑƼ銫連各団体Ʒਖ਼薦者ƴǑǓ構঺Ƣǔŵ 

台多ƘƷ銫̞者ƕ参ဒưƖǔǑうŴ現在Ʒң議会Ტ࠴ʙ会ᲣƷ構঺員ƴ学識経験者や銫̞団

体ƳƲƷ会員Ǜьえǔŵ 

台必要ƴ応ơƯŴ専門Ў᣼ƔǒƷ意見Ტ要望ᲣǛӒପưƖǔǑう“専門部会綱やȒǢȪンǰ

Ǜ実施ƢǔƳƲŴ多角的Ƴ審議Ტ調整ᲣƕưƖǔǑう工پƢǔŵ 

 

ᲢᲭᲣ会議Ʒ内容 

䞉 会議ƸᲭ回程度開催Ƣǔŵ 

䞉 ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣƷ結果ŴƓǑƼ庁内委員会Ʒ内容Ǜ報告Ƣǔŵ 

䞉 ˰民会議ƓǑƼ庁内委員会Ʒ報告ǛǋƱƴŴ将来像や実現ӧ能Ƴ目標Ტ方針ᲣƷ設定Ŵ

ӕǓ組ǈᲢǢǯǷȧンȗȩンᲣƷ設定Ŵ計ဒƷਖ਼進体制Ʒ検討ŴࠊƷ各施策ƱƷ調整Ǜ

行うŵ 

䞉 委員会ƴƓƚǔ審議結果ƸŴ˰民Ʒ意見ƱƠƯ計ဒƴӒପƢǔŵ 

 

3 ˰民会議 

ᲢᲫᲣ設置目的 

計ဒƴ銫Ƣǔ現状Ʊ課題Ŵʙ業Ʒ方針ƓǑƼ施策内容ƳƲƴƭいƯŴ広Ƙࠊ民Ʒ意見やǢ

ǤȇǣǢǛӓ集ƠŴ計ဒ策定Ʒ基礎資料ƱƢǔŵ 

 

ᲢᲬᲣ構঺ 

簨走ࠊ民Ŵ小清水ထ民 

台一般公募ƷǄƔŴ委員会ƓǑƼ銫̞団体Ɣǒ参ь者Ǜਖ਼薦ƠƯǋǒうŵ 

 

ᲢᲭᲣ会議Ʒ内容 

䞉 会議ƸᲭ回程度開催Ƣǔŵ 

䞉 ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣƷ結果ƸŴ委員会ƓǑƼ庁内委員会ƴ報告Ƣǔŵ 

䞉 ˰民会議Ʒ結果ƸŴ庁内委員会等ƴƓいƯŴࠊ民Ʒ意見ƱƠƯӒପƢǔŵ 
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Š計ဒƷ策定体制 ᲶȕȬȸȠᲸ    

濤沸湖環境保全活用計ဒ策定委員会  

●計ဒƷ目標ȷ方針Ŵ施策内容Ǜ審議Ტң議Უȷ整理Ƣǔŵ 

台学識経験者Ŵ銫̞団体Ŵ簨走ࠊŴ小清水ထƴǑǓ構঺Ƣǔŵ 

ȷ委員Ტ案Უ 

東京農業大学ŴǪțȸȄǯ簨走農業ңӷ組ӳŴ小清水農業ңӷ組ӳŴ簨走๤業ңӷ組ӳŴ簨走ࠊ森林組ӳŴ

小清水ထ森林組ӳŴ簨走ࠊ観ήң会Ŵ小清水ထ観ήң会ŴҤ簨走地区自඙会連ӳ会Ŵ小清水ထ浜小清水自඙

会連ӳ会Ŵ簨走商工会議所Ŵ小清水商工会Ŵ簨走࡫ࠊ設業ң会Ŵ簨走ࠊ青࠰会議所Ŵ簨走ࠊ女性団体ң議会Ŵ

日ஜ᣼鳥Ʒ会ǪțȸȄǯ支部 

ȷʙ務局Ჴ簨走ࠊŴ小清水ထ 

台я言者Ჴ国Ტ環境省Ŵ҅ෙᢊ開ႆ局ᲣŴ҅ෙᢊᲢ簨走支庁Უ 

 調査ȷ計ဒ内容 Ʒ整理ȷ審議  

銫̞団体ǁƷ各種調査Ŵ 

ȒǢȪンǰ等 

台専門部会 
●各Ў᣼ƴƓƚǔ現状Ʊ課題Ŵ環境保

全Ʊ賢明利用Ʒ方法Ǜ整理Ƣǔŵ 

台各Ў᣼Ʒ学識経験者Ŵ銫̞団体Ŵ˰

民Ტ公募ᲣƳƲ 

 

銫̞者ȷ 

 

˰民意向 

˰民会議 

●広Ƙ˰民Ʒ意向ǛӒପƞƤǔŵ 

●現状Ʊ課題Ŵ環境保全Ʊ賢明利用Ʒ方法Ǜ

整理Ƣǔŵ 

台構঺Ჴ銫̞団体Ŵ˰民Ტ公募ᲣƳƲ 

台Ў᣼Ჴ環境保全Ტ動ౡ物ᲣŴ๤業Ŵ農業Ŵ

観ήŴ教育ƳƲ 

    把 握 

        

ɥˮ銫連機銫 

国 

ȷ環境省 

ȷ҅ෙᢊ開ႆ局 

҅ෙᢊ 

ȷ簨走支庁 

ȷ土木現業所 

 

 

ң議調整 

ʙ務局ᲢࠊȷထᲣ 
ȷ調査Ŵ計ဒ案Ʒ整理 

ȷң議会Ტ࠴ʙ会ȷ委員会Უ

Ʒ運営 

ȷ銫̞機銫等ƱƷ調整 

ȷ情報ႆ信 

 

 

ң議調整 

庁内委員会 

銫̞各̞長職ư構঺ 

台必要ƴ応ơƯ開催 

 施策ਖ਼進  施策確認 
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H18࠰度Ტ現況籂Უ 

H19࠰度Ტ計ဒ籂Უ 

III 計ဒƴƓƚǔ˰民会議Ʊ委員会ƷӒପᲢǹǱǸȥȸȫᲣ 

 

ŠǹǱǸȥȸȫᲶȕȭȸᲸƂ委員会Ŵ˰民会議ᲢᴴᴈｸᴔᴆᴇﾌᴷᲣŴ庁内委員会Ŵң議会Ტ࠴ʙ会Უƃ 

 

 

ŠH18.8 

ȷӕǓ組ǈ情報Ʒ整理 

ȷ運営方法Ʒ確認 

ŠH18.10～12 

ȷ記念ȕǩȸȩȠƷ参ь 

ȷ“委員会綱Ʒ開催 

ȷ現地視察Ტ調査ᲣŴƝǈ拾い 

 

 

 

ŠH19.12～H20.1ɦକ 

ȷ現況整理Ŵ各種調査 

方向性Ŵ対策方法Ʒ検討 

 

ŠH20.1～ 

ȷ計ဒ課題Ʒ 

 ਁ出 

 

ŠH20.1～ 

ȷ理念Ტ目標ᲣŴ将来像検討 

 

 

 

ŠH20.2～ 

ȷ方策Ʒ検討Ŵ整理 

 

 

 

 

 

ŠH20.3～ 

ȷ施策Ʒਖ਼進方法Ŵ体制 

 

 

 

 

ŠH20.3～ 

ȷ計ဒᲢ指針Უ策定 

 

 

 

 

計ဒƷ特性ȷ課題整理 

ң議会Ტ࠴ʙ会Უ→台省略 

žң議会Ტ࠴ʙ会Უ構঺団体 銫連ʙ業調査᳻ 

基ஜ理念ȷ将来像 

ӕǓ組ǈȷ体系整理 

ӕǓ組ǈƷਖ਼進体制 
第Ჭ回 ˰民会議Ƃ3உ14日ƃ 

ž᣻ໜ方策Ʊ体制ƸᲹſ 

  ᳺ᣻視ƢǔӕǓ組ǈƱ 

進Ǌ方Ǜ考えǑう！᳻ Ტ9உɥକᲣ 

第Წ回 ˰民会議Ƃ2உ27日Ჴ小清水ထƃ 

ž未来像ƱƦƷ方策ᲢǢǤȇǣǢᲣƸᲹſ 

ž望ǇƠい姿ƱӕǓ組ǈǛ考えǑう！ſ 

 

台Ў᣼Ჴ動ౡ物Ŵ農業᳼๤業Ŵ観ήŴ教育ƳƲ 

庁内委員会ƂᲭஉɦକƃ 

現況Ʒ確認ȷ整理 

策定手法Ʒ検討 

現状Ტʙ業Უ把握 

第Ძ回 ࠴ʙ会Ტ6உ2日Უ 

žӕǓ組ǈƷ現状Ʊң議会Ʒ運営方法Ʒ確認ſ 
ӕǓ組ǈ情報Ʒ整理 

計ဒᲢ指針Უ策定Ŵ 

実施ȗȭǰȩȠ 

ң議会Ტ࠴ʙ会ᲣӏƼя言者 
ᳺ現地視察᳻Ტ11உ15日ᲣᳺƝǈ拾い᳻Ტ12உ5日Უ 

銫̞機銫等ǁƷȒǢȪンǰ 

第Ძ回委員会 

ƂᲬஉᲬᲳ日ƃ 

第Წ回委員会 

ƂᲭஉ 19日ƃ 

第Ჭ回委員会 
ƂᲭஉ 26日ƃ 

銫̞機銫等ƱƷ調整 

第Ძ回˰民会議Ƃ2உ5日Ტ簨走Უ6日Ტ小清水Უƃ 

ž濤沸湖Ʊ周辺Ʒ魅力Ტ特性ᲣŴ課題ໜƸᲹſ 

 ž価値Ტ特性ᲣƱ課題Ǜ੕ǖう！ 

ң議会Ტ࠴ʙ会ᲣᳺƝǈ拾い᳻Ტ4உ14日Უ 



 - 81 - 

IV 策定委員会 

1 委員会Ӹ簿 

 

所  属 職  Ӹ 委員Ӹ 

Ҥ簨走地区自඙会連ӳ会҅浜ထ内会 会長 須藤 智信 

小清水ထ浜小清水自඙会連ӳ会 副会長 宮津 豊 

ǪțȸȄǯ簨走農業ңӷ組ӳ 営農部長 金澤 匡଻ 

小清水ထ農業ңӷ組ӳ 営農部長 真柳 ദ嗣 

簨走๤業ңӷ組ӳ 総務部長 小林 耕一 

簨走地区森林組ӳ 管理課長 中鉢 文男 

簨走ࠊ観ήң会 ʙ務局長 菅原 久 

小清水ထ観ήң会 会長 橘 芳和 

東京農業大学 生物産業学部 ᴉｸᴉﾊᴶᴊᴍ学科教授 臨ෙ研究ᴖᴵᴘᴈ長 谷口 ଖ 

簨走商工会議所 青࠰部会長 朝倉 一好 

小清水ထ商工会 ʙ務局長 立花 民衛 

簨走青࠰会議所 理ʙ長 波岡 英඙ 

簨走ࠊ消ᝲ者ң会 会長 小路 ࡍ子 

日ஜ᣼鳥Ʒ会ǪțȸȄǯ支部 支部長 川崎 ࡍ弘 

ǪțȸȄǯᲬᲫ世紀Ǜ考えǔ会 ᴍﾎᴈᴚｸᴯᴊﾌ委員長 ௅木 俊広 

 

2 濤沸湖環境保全活用計ဒ策定委員会設置要簧 

Ტ目的ƓǑƼ設置Უ 

第Ძ条 

濤沸湖環境保全活用計ဒᲢˌɦž計ဒſƱいうŵᲣƷ策定ƴ銫ƠƯŴ広Ƙ˰民やஊ識者ƳƲƔ

ǒ意見Ǜ聞ƘƜƱǛ目的ƱƠƯŴ濤沸湖環境保全活用計ဒ策定委員会Ტˌɦž委員会ſƱいうŵᲣ

Ǜ設置Ƣǔŵ 

Ტ所掌ʙ項Უ 

第Წ条 

委員会ƸŴഏƷʙ項ƴƭいƯ意見Ǜ述ǂǔŵ 

ᲢᲫᲣ計ဒƷ策定ƴ銫Ƣǔʙ項 

ᲢᲬᲣ計ဒƴ̞ǔ調査並Ƽƴਖ਼進ƴ銫Ƣǔʙ項 

ᲢᲭᲣ前Წӭƴ定ǊǔǋƷƷǄƔŴ前条Ʒ目的Ǜᢋ঺ƢǔƨǊƴ必要Ƴʙ項 

Ტ構঺Უ 

第Ჭ条 

委員会ƸŴ委員ᲫᲱӸˌ内ǛǋƬƯ構঺Ƣǔŵ 

Წ 委員ƸŴ学識経験者Ŵ銫̞団体等ƷうƪƔǒࠊ長ƕ委嘱Ƣǔŵ 

Ჭ 委員Ʒ任期ƸŴ࠯঺Წ3࠰ᲭஉᲭᲫ日ǇưƱƢǔŵ 

Ტ委員長ƓǑƼ副委員長Უ 

第Ხ条 

委員会ƴŴ委員長ƓǑƼ副委員長ᲫӸǛ置Ƙŵ 

Წ 委員長ƸŴ委員Ʒ互選ƴǑǓ選出Ƣǔŵ 

Ჭ 副委員長ƸŴ委員長Ʒ指ӸƴǑǓ選出Ƣǔŵ 

Ხ 委員長ƸŴ委員会Ǜˊ表ƠŴ会務Ǜ総理Ƣǔŵ 

Ჯ 副委員長ƸŴ委員長Ǜ補˱ƠŴ委員長ƴʙ故あǔƱƖŴ又ƸഎƚƨƱƖƸŴƦƷ職務Ǜ

ˊ理Ƣǔŵ 

Ტ会議Უ 

第Ჯ条 

委員会Ʒ会議ƸŴ必要ƴ応ơ委員長ƕ招集ƠŴƦƷ議長ƱƳǔŵ 

Წ 委員会ƸŴ必要ƴ応ơஊ識者Ɣǒ意見Ǜ聞ƘƜƱƕưƖǔŵ 



 - 82 - 

Ტࡌ務Უ 

第 6条 

委員会Ʒࡌ務ƸŴ簨走ࠊࠊ民部生活環境課ƴƓいƯ行うŵ 

Ტ補則Უ 

第 7条 

ƜƷ要簧ƴ定ǊǔǋƷƷǄƔŴ委員会Ʒ運営ƴ銫Ơ必要Ƴʙ項ƸŴƦƷ都度別ƴ定Ǌǔŵ 

附 則 

ƜƷ要簧ƸŴ࠯঺ᲬᲪ࠰ᲫஉᲫᲱ日Ɣǒ施行ƠŴ計ဒƷ策定業務ƕ終了Ơƨ日ƴ廃ഥƢǔŵ 

 

V ˰民会議Ʒ概要報告 

1 ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣƷ目的 

濤沸湖環境保全活用計ဒƷ策定ƴ当ƬƯƸŴ地域Ʒ多様Ƴ主体Ʒң働ᲢȑȸȈȊȸǷȃȗᲣ

ƴǑǓ進ǊǒǕƯいƘ必要ƕあǓǇƢŵワȸǯǷȧȃȗƷ目的ƸŴ濤沸湖Ʊ周辺域ƴ銫Ƣǔ

現状Ʊ課題Ŵ未来像Ŵ方針Ტ目標ᲣƓǑƼӕǓ組ǈ内容ƳƲƴƭいƯŴ広Ƙ˰民Ʒ意見やǢ

ǤȇǣǢǛӓ集ƠŴ計ဒƷ基礎資料ƱƢǔǋƷưƢŵ 

 

2 ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣƷ構঺ 

毎回Ŵ簨走ࠊ民Ŵ小清水ထ民Ǜ対象ƱƠƯ一般公募ƢǔŵǇƨƦƷ他ƴ銫̞Ƣǔ諸団体Ɣ

ǒ参ь者Ǜਖ਼薦ƠƯǋǒうŵ 

 

3 ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣƷ内容 

ワȸǯǷȧȃȗƸ計ဒ策定Ʒ各段᨞ƴӳわƤƯŴ参ь者Ʒ意見Ǜ引Ɩ出ƠやƢƘƢǔǑうŴ

3 回ƴЎƚƯ実施ƠŴ会議Ʒ結果Ƹ策定委員会ƓǑƼ庁内委員会ƴ報告Ǜ行いŴࠊ民Ʒ意見

ƱƠƯӒପƞǕǔŵ 

ワȸǯǷȧȃȗƷ内容等ƴƭいƯƸഏƷƱƓǓŵ 

 

開 催 ଺ 期 ワȸǯǷȧȃȗƷ内容等 

第1回 

H202 ࠰உ5᳽6日 

ƂȆȸȞƃᲴž濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ魅力Ტ特性ᲣƱ課題Ǜ੕ǖう！ſ 

Ƃ目的ƃᲴ200511࠰உƴȩȠǵȸȫ条約ႇ録฻地ƴ指定ƞǕƨ濤沸湖Ʒ良ƞや現在Ʒ姿

ƴƭいƯƷ意見Ǜ様々Ƴ角度Ɣǒ出ƠƯŴ魅力Ʊ課題Ǜ整理Ƣǔŵ 

Ჶ作業内容ᲸᲴ参ь者ƴ濤沸湖ƷǤȡȸǸŴ現状Ʊ課題ƴƭいƯ語ƬƯǋǒいŴƦǕǒǛȆ

ȸȞ別ƴ整理Ǜ行ƬƯいƘŵ濤沸湖ƴ銫Ƣǔ手元Ʒ資料や情報Ȟȃȗǋ参照ƠƯ確認ƠƯい

ƘŵǇƨŴ周辺ư進ǜưいǔ銫連Ʒ計ဒやʙ業Ǜ確認ƠŴ濤沸湖Ʊ周辺域ƸŴƲƷǑうƳ魅

力Ტ特性ᲣƕあǓŴ課題ƕあǔƷƔǇƱǊǔŵ 

第2回 

H202 ࠰உ27日 

ƂȆȸȞƃᲴž濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ望ǇƠい姿ƱӕǓ組ǈǛ考えǑう！ſ 

Ƃ目的ƃᲴ前回ƷWSư出ƞǕƨŴ濤沸湖Ʊ周辺域Ʒ魅力Ტ特性ᲣƱ課題Ტ改善策ᲣǛ踏Ǉ

えƯŴƲƷǑうƳ未来Ʒ姿Ტ目標Უƕ望ǇƠいƔ意見Ǜ確認ƢǔŵƦƠƯŴ実現ƴ向ƚƨӕ

Ǔ組ǈや課題Ʒ解決ƴ必要Ƴ手法ƴƭいƯŴ様々Ƴ角度Ɣǒ考えƯǈǔŵ 

Ჶ作業内容ᲸᲴ現状Ტ特性ᲣƱ課題Ŵ望ǇƠい姿Ტ目標ᲣǛЎ᣼Ტ湖කŴ動物Ŵౡ物Ŵ農業Ŵ

๤業Ŵ観ήŴ教育ƳƲᲣ別ƴŴ未来像ƱƜǕǛ行えƹいいƳあ～Ʊ思うᳺӕǓ組ǈ᳻ᳺ手法᳻

ƴƭいƯŴ意見ǛƱǓǇƱǊǔŵƞǒƴŴ何ǛƲƜǇư進ǊƯいƚƹ良いƔŴƩǕƕ中心ƴ

行うƷƔŴ自ЎƨƪƕưƖǔƜƱŴʻࢸƷ企業ƳƲǁƷ期待Ǜ考えǔŵ 

第3回 

H203 ࠰உ14日 

ƂȆȸȞƃᲴž濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ᣻視ƢǂƖӕǓ組ǈƱ進Ǌ方Ǜ考えǑう！ſ 

Ƃ目的ƃᲴ前回ƷWSư出ƞǕƨ望ǇƠい姿ƱӕǓ組ǈǛ踏ǇえƯ整理ƞǕƨ未来像Ტ全体

目標ᲣŴЎ᣼別未来像Ტ展開方向ᲣŴӕǓ組ǈᲢ施策案ᲣŴ手法Ტʙ例ᲣǛ確認ƠŴ᣻視Ƣ

ǔ視ໜᲢ項目ᲣǛ整理ƢǔŵǇƨŴ効果的ƳӕǓ組ǈƱʙ例Ŵ担い手Ǜ考えǔŵ 

Ჶ作業内容ᲸᲴ自然環境Ʒ保全Ʊ賢明Ƴ利用Ǜ進Ǌǔ環境ƮƘǓƴƭいƯŴ自然ȷ生物Ŵ社

会Ტ๤業Ŵ農業Ŵ林業Ŵ観ήƳƲᲣŴ行動Ʒ各Ў᣼Ʒ未来像Ტ展開方向ᲣŴӕǓ組ǈᲢ施策

案ᲣŴʙ例Ǜ確認ƠŴ᣻視ƢǔӕǓ組ǈƱ誰ƕ何Ǜ行うƜƱƕ効果的ƳƷƔŴƦƷਖ਼進手法

ƴƭいƯƱǓǇƱǊǔŵ 
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ᲢᲫᲣ日程 

 

第1回˰民会議 

Ტ簨走ࠊƱ 

 小清水ထưƷ 

 2回開催Უ 

Ƃ日程ƃ 

簨走࠯  ࠊ঺202࠰உ5日Ტ水Უ 午7ࢸ଺00Ў～午ࢸᲳ଺00Ў 

小清水ထ ࠯঺202࠰உ6日Ტ木Უ 午7ࢸ଺00Ў～午ࢸᲳ଺00Ў 

Ƃ場所ƃ 

簨走ࠊ  Ǩǳȸǻンǿȸ Წ᨞ 大会議ܴ 

小清水ထ 小清水ထ役場会議ܴ 

Ƃ参ь人数ƃ 

簨走28ࠊӸ参ьŵ4ƭƷǰȫȸȗƴЎƚŴᛅƠӳいǛ行いǇƠƨŵ 

小清水ထ14Ӹ参ьŵ3ƭƷǰȫȸȗƴЎƚŴᛅƠӳいǛ行いǇƠƨŵ  

第2回˰民会議 

Ტ小清水ထưƷ 

 共ӷ開催Უ 

Ƃ日程ƃ 

小清水ထ ࠯঺202࠰உ27日Ტ水Უ午7ࢸ଺00Ў～午9ࢸ଺00Ў 

Ƃ場所ƃ 

小清水ထ 多目的研修施設ᳺ愛țȸȫ᳻ 

Ƃ参ь人数ƃ 

28ӸᲢ簨走18ӸŴ小清水9ӸŴ斜᣺1ӸᲣ参ьŵ 

ʙ前Ʒ希望ƴӳƤƯ5ƭƷǰȫȸȗᲢ主ƴ自然ȷ動物系Ŵౡ物系Ŵ農業系Ŵ๤業系Ŵ

観ήȷ教育系ᲣƴЎƚƯŴᛅƠӳいǛ行いǇƠƨŵ 

第3回˰民会議 

Ტ簨走ࠊưƷ 

 共ӷ開催Უ 

Ƃ日程ƃ 

簨走࠯  ࠊ঺203࠰உ14日Ტ金Უ午7ࢸ଺00Ў～午9ࢸ଺15Ў 

Ƃ場所ƃ 

簨走ࠊ  Ǩǳȸǻンǿȸ Წ᨞ 大会議ܴ 

Ƃ参ь人数ƃ 

28ӸᲢ簨走19ӸŴ小清水8ӸŴ斜᣺1ӸᲣ参ьŵ 

前回Ʒ希望ƴӳƤƯ5ƭƷǰȫȸȗƴЎƚƯᛅƠӳいǛ行いǇƠƨŵ 
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4 ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣƷ結果ƷǇƱǊ 

ᲢᲫᲣ第 1回˰民会議結果ƷǇƱǊ 

ž濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ魅力Ტ特性ᲣƱ課題Ǜ੕ǖう！ſ2005࠰ 11உƴȩȠǵȸȫ条約

ႇ録฻地ƴ指定ƞǕƨ濤沸湖Ʒ良ƞや現在Ʒ姿ƴƭいƯƷ意見Ǜ様々Ƴ角度Ɣǒ出ƠƯŴ魅

力Ʊ課題Ǜ整理ƠǇƠƨŵ 

 

Ĭ ȗȭǰȩȠ 

Ჶ第1回ƷȆȸȞᲵ濤沸湖Ʒ“魅力Ტ特性ᲣƱ課題綱Ǜ੕ǖう！Ჸ 

第1回 

作業工程 
作業内容 備考 

Ӗ付 

 
各自ŴǰȫȸȗȆȸȖȫƴ着席ŵ 

台Ӗ付簿 

台Ӹ஝配ࠋ 

ƸơǊƴ 

 

 

 

 

ȷ挨拶 

ȷ第 1回ワȸǯǷȧȃȗƷ趣ଓƳƲ 

ȷȗȭǰȩȠᲢ進行ᲣƷ説明 

 

“濤沸湖Ʒ概要綱ǛȑワȸȝǤンȈư説明Ƣǔ 

 

目的Ŵ委員会ƱƷ銫̞Ŵ会議流Ǖ 

進行役紹ʼŴ進行ɥ注意ƢǔໜƳƲ 

 

台ȑワȸȝǤンȈ資料配ࠋ 

STEP 1 

 

 

 

 

ȷ各ǰȫȸȗ内ư自己紹ʼ 

ȷ第 1回目ƷȆȸȞƷ確認 

ȷ手元Ʒ資料Ʒ説明Ǜ行う 

 

Ჶ作業開始Ჸ 

台Ძ班～4班ƷᲮǰȫȸȗŵ 

 

台文献整理ӏƼ現状把握ƴǑǓ項目別ƴ整理

Ơƨƀ資料Ტ׋面付ᲣƁǛ参ь者ƴ手渡Ƣŵ 

台記録者Ŵႆ表者Ǜ決ǊƯǋ良いŵ 

STEP 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ĭ濤沸湖Ʒ過去Ʊ現在Ʒ姿Ŵ周辺域Ǜ含ǊƯ他ƴƸ無

い良いƱƜǖŴǇƨƦƜƔǒ出ƯƘǔ魅力Ʊ特性ƴ

ƭいƯ各自ƴ語ƬƯいƨƩƘŵ 

 

ĭ濤沸湖Ʊ周辺ƴƭいƯŴӕǓ組ǈや銫連Ʒ計ဒǛ確

認ƠƯŴ現状Ǜ把握Ơ課題Ǜਁ出Ƣǔŵ 

ਁ出ƞǕƨ課題ǛǰȫȸȗЎƚƠŴ原因Ʊ改善方法

ƴƭいƯȔȃǯǢȃȗƢǔŵ 

 

Į特性Ʊ課題ƴƭいƯŴᛅƷ結果Ǜ手際ǑƘŴǸȣン

ȫ別ƴ付箋紙等ƴ整理ƠŴǰȫȸȗƷ模ᡯ紙ƴ張Ǔ

付ƚǔŵ 

 

ȷ結果Ǜ整理ƠŴ記録Ƣǔŵ 

ȷ結果Ʒ記録Ǜ終えƨǒŴႆ表者Ǜ決Ǌǔŵ 

台魅力Ტ特性ᲣƱ課題ƴƭいƯŴ様々Ƴ角度

Ɣǒਁ出Ƣǔŵ 

 

 

自然 

 

 

 

 

 

 

産業 

 

 

 

ƜƜƴ 

 

観ή 

 

 

 

付箋 

 

ETCȷȷȷ 

 

 

 

紙ǛᝳƬƯ 

 

いƘ 

 

台ǸȣンȫЎƚƸ各ǰȫȸȗƔǒ提出ƞǕǔ

意見ƴǑǓ᨟଺行うŵ 

 

STEP 3 

 

 

 

ȷ঺果ႆ表 

台ʻ日Ʒ঺果Ǜ皆ư知ǒƤӳうŵ 

ȷ各ǰȫȸȗƴ模ᡯ紙ǛȜȸȉƴᝳǓƭƚŴႆ表者ƕ

説明Ƣǔŵ 

台各ǰȫȸȗƷ঺果ႆ表ƸŴᲯЎˌ内ŵ 

台模ᡯ紙ƴᝳǒǕƨ意見Ʒ結果ƱŴあǒƔơ

Ǌ配付ƞǕƨ大ƖǊƷ濤沸湖Ʒ地׋Ǜ用意

ƠƯᛅƢŵ 

挨拶 

 

 

ȷ第Ძ回ワȸǯǷȧȃȗƷǇƱǊ 

ȷഏ回開催ƴƭいƯƷ案内 

ȷ終了挨拶 
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ĭ 参ь者配置׋ 

 

第Ძ回ワȸǯǷȧȃȗ ȆȸȖȫ配置׋Ტ簨走ࠊᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銫̞者 

 

銫̞者 

 
ǹǯȪȸン 

白ெ 

1ǰȫȸȗᲢ銫尾Უ 

川崎 ᣺実 

白木 孝行 

鈴木 悌Ӯ 

芹沢 明生 

長嶋 晟 

浜Ӹ ǈǏƖ 

ɤ品 聡 

宮津 豊 

2ǰȫȸȗᲢ˱᣼Უ 

大西 晋࠯ 

棧  χ子 

桜庭 博樹 

梨木 之ദ 

ଔ坂 章 

深谷 Ң生 

馬淵 良子 

山口 Ӵʞ郎 

ŠȆȸȖȫȞǹǿȸƷ手持ƪ資料 

ȷ銫連ʙ業ˮ置׋Ʊ項目ȪǹȈ 

ȷ現況課題࠯面׋ȷ項目ȪǹȈ 

ȷ文献ȪǹȈᲢ一覧表Უ 

●配ࠋȷ提示資料 

Ĭ˰民会議Ʒ概要ᲢȗȭǰȩȠᲣ 

ĭ濤沸湖Ʒ概要ᲢȑワȸȝǤンȈᲣ 

Į濤沸湖Ʊ周辺地域Ʒ概況 

į濤沸湖ȪȸȕȬȃȈ 

İ日ஜƷȩȠǵȸȫ条約฻地 

台管内׋Ტ各ȆȸȖȫƴ 1枚Უ 

ȗȭǸǧǯǿȸ 

Ტ小஭Უ 

3ǰȫȸȗᲢ˱藤Უ 

秋山 恵美子 

ь藤 菊簷 

川崎 ࡍ弘 

˱々木 砂ܪ 

白木 彩子 

前ဋ 和也 

4ǰȫȸȗᲢ国沢Უ 

大芝 泰弘 

小林 耕一 

小森 一঺ 

笹谷 直樹 

清水 晶子 

中஭ 圭 
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第Ძ回ワȸǯǷȧȃȗ ȆȸȖȫ配置׋Ტ小清水ထᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銫̞者 

 

銫̞者 

 
ǹǯȪȸン 

白ெ 

1ǰȫȸȗᲢ銫尾Უ 

ɥ᣼ ࠳男 

川端 英一 

高橋 賢඙ 

小山 敏文 

小林 一঺ 

小林 耕一 

2ǰȫȸȗᲢ˱᣼Უ 

川崎 ࡍ弘 

঺戸 明男 

宮津 豊 

山崎 陽弘 

●配ࠋȷ提示資料 

Ĭ˰民会議Ʒ概要ᲢȗȭǰȩȠᲣ 

ĭ濤沸湖Ʒ概要ᲢȑワȸȝǤンȈᲣ 

Į濤沸湖Ʊ周辺地域Ʒ概況 

į濤沸湖ȪȸȕȬȃȈ 

İ日ஜƷȩȠǵȸȫ条約฻地 

台管内׋Ტ各ȆȸȖȫƴ 1枚Უ 

ŠȆȸȖȫȞǹǿȸƷ手持ƪ資料 

ȷ銫連ʙ業ˮ置׋Ʊ項目ȪǹȈ 

ȷ現況課題࠯面׋ȷ項目ȪǹȈ 

ȷ文献ȪǹȈᲢ一覧表Უ ȗȭǸǧǯǿȸ 

Ტ小஭Უ 

3ǰȫȸȗᲢ˱藤Უ 

梅津 征一 

川崎 ᣺美 

若槻 忠臣 

桜庭 博樹 
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Į 概要報告 

参ь者Ɣǒ出ƞǕƨ意見ƸŴ濤沸湖ƓǑƼ周辺Ʒž自然的環境Ტ地形ȷ汽水湖ȷ自然୎観

等ᲣſŴž生物的環境Ტౡ物ȷ鳥類ȷ魚類等ᲣſŴž社会的環境Ტ交通ȷ産業ȷ観ή等ᲣſŴž濤沸湖

Ʒ෌҄状況Ტ経࠰変҄等ᲣſŴž環境保全活動ǁƷӕǓ組ǈ状況ſƷ大ƖƘ 5 項目Ʒ視ໜưЎ

類ƠŴ魅力や課題ƱƠƯƱǓǇƱǊǇƠƨŵ簨走Ŵ小清水各々ƦƷ概要ǛˌɦƷ表ƴ記ƠǇ

Ƣŵ 

 

簨走ࠊ 

項目 魅 力 課 題 写 真 

自 

然 

的 

環 

境 

䞉 濤沸湖周辺ƸŴǪțȸȄǯ

ෙƱ流൧Ŵ斜᣺Ɣǒ知床半

島Ŵ火山性丘陵地ƳƲ優Ǖ

ƨ自然୎観ƕ眺望ưƖŴ白

鳥公園やȕȬȈǤŴ࠯和橋

ƳƲƷ୎観ǹȝȃȈƴ恵

ǇǕƯいǔŵ 

䞉 湖岸ǁ寄Ǔ付ƚǔ場所ƕ

少ƳいƷư良好Ƴ自然ƕ

保全ƞǕƯいǔ 

䞉 多ƘƷ人々ƕ利用ƠやƢいžȓǸǿȸᲢȍǤȁȣ

ȸᲣǻンǿȸſǛ設置ƠƯ情報Ʒ共ஊや環境教育Ŵ

観ή案内等ƴ使用Ƣǔ必要性ƕあǔƜƱŵ 

䞉 ෙƱƷ潮ЏǓƴǑǓ塩性฻地Ʒ保全Ƹ出来ǔƕŴ

湖ƕ෌いƷư殆Ʋƕෙ水ư占ǊǒǕƯいƘŵ 

䞉 流域Ɣǒ湖ǁƷ汚染や土砂Ʒ流出ƕ懸念ƞǕǔŵ 

 

ȕȬȈǤ展望ӨǑǓ 

流൧᣼Ǜ望ǉ 

生 

物 

的 

環 

境 

䞉 ౡ物ᲢǢȃǱǷǽǦŴȒǪ

ǦǮǢȤȡƳƲᲣŴ鳥類Ტ水

鳥ŴǿンȁȧǦƳƲᲣŴଝ

虫類Ტ蝶類ƳƲᲣ等Ŵ種Ʒ

多様性ƕ濤沸湖Ʒ魅力ư

あǓŴ多ƘƷ生物ƱƷƾǕ

あいƕ持ƯǔƷƕ特色ư

あǔŵ 

䞉 ᣼焼Ɩや馬Ʒ્牧ƳƲƴ

ǑǓ人ໝ的ƴ保全ƞǕƯ

いǔౡ生ƕЎࠋƠƯいǔŵ 

䞉 ǑǓ多ƘƷ人々ƕ鳥類ƱƾǕあえǔž鳥類観察舎ſ

ƕ必要ưあǔŵ 

䞉 生物Ʒ生態情報ƴ乏Ơい面ƕ見ǒǕǔƷưŴ銫連

ȇȸǿƷ積ǈ᣻ƶƳƲƕ必要ưあǔŵ 

䞉 白鳥公園等ư見ǒǕǔǑうƳ餌付ƚƕ᣼生種ƴƱ

ƬƯ良いƷƔƲうƔŴ餌付ƚ方法Ʒ検討ƓǑƼ᣼

鳥ƴǑǔ糞害Ǜ改善ƞƤǔƜƱƕ課題ưあǔŵ 

䞉 ǢȡȪǫǪȋǢǶȟƷǑうƳٳ来種やȍȊǷǫǺ

ȩƷ繁殖ŴǻンȀǤȏǮƷɣƕ˯ƘƳƬƯいǔŵ 

 

白鳥公園Ʒ水鳥 

社 

会 

的 

環 

境 

䞉 沿ᢊƴƸ広い駐車場ƕあ

ǓŴ原生花園や流൧ƷǑう

ƴᢊ路Ɣǒ至近ƷǢȗȭȸ

ȁư自然ƱƾǕあえǔŵ 

䞉 ๤業ƴƓいƯƸŴǫǭƷ養

殖ŴワǫǵǮやȋǷンƳƲ

Ʒ孵҄ʙ業ƕ進ǊǒǕワǫ

ǵǮƷ卵Ƹ全国出荷ƞǕƯ

いǔŵ 

䞉 農業Ʊ๤業ƱƷ銫̞ƸŴ互

いƴ理解Ǜ深ǊӳƬƯƓǓ

良好ưあǔŵ 

䞉 交通手段ƕ自家用車Ʃƚư公共交通ƴǑǔ湖ǁƷ

Ǣǯǻǹɧ便ƴ感ơǔŵ 

䞉 沿ᢊƷ࡫築物ƕ周׊Ʒ୎観Ʊ調和ƠƯいƳいǑう

ƴ思わǕŴ଒駅舎や展望ӨƸǑǓ温Ɣǈƕあǔ質

素ƳǋƷƕ望ǇǕǔŵ 

䞉 散策路やȕȃȈȑǹǛ湖Ʒ҅岸ƴ設置ƠƯŴǑǓ

自然ƱƷƾǕあいƷ機会Ǜ増やƠƨǓҤ岸Ǜ見渡

ƠƨǓƠƯŴ活動Ʒ拠ໜや広報ƴǋ利用ƢǂƖư

あǔŵ 

䞉 ๥流物ƴǑǔෙ岸Ɲǈƕ増えƯいǔŵǇƨ湖流入

河川橋梁ɦưƷƝǈƷ多ƞǋ近࠰目立ƬƯいǔŵ 

䞉 ȤȞȈǷǸȟƕ੔ǕƳƘƳƬƯいǔŵ 

䞉 ž濤沸湖資料館ſƴƸ情報ƕ充実ƠƯいǔƕŴܳ

伝ɧ足ƷƨǊ一般ƴ広Ƙ活用ƞǕƯいƳい面ƕあ

ǔŵ 

 

沿ᢊƷ࡫築物 
 

湖҅岸Ʒ展望Ө 

෌ 

҄ 

状 

況 

 䞉 湖෌҄Ʒ原因ƴƸŴෙƔǒƷ๥砂Ʊ河川ƔǒƷ土

砂ƕ湖ƴ入Ǔ堆積ƕ進ǜưいǔƜƱŴ牧草地等ƕ

湖ƴ近接ƠƯいǔƜƱƕあǓŴ湖Ʒ汚濁や土砂流

入ƕ行わǕƯいǔƱ考えǒǕǔŵ 

 

丸ɢ川Ʒ河口付近 
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項目 魅 力 課 題 写 真 

保 

全 

活 

動 

 䞉 ෙƱ湖Ǜ連絡ƞƤǔ潮ЏǓƸ塩性฻地保全Ʒ

ƨǊƴǋ必要ưあǓŴ流൧ȈȩǹȈƷ̟進や

科学的ȇȸǿƷ積ǈ᣻ƶƕ大ЏưあǔƱ思わ

Ǖǔŵ 

 

湖ƱෙƱƷ連絡水路 

 

 

  

  

 

 

小清水ထ 

項目 魅 力 課 題 写 真 

自 

然 

的 

環 

境 

䞉 濤沸湖周辺ƸŴǪțȸȄǯෙ

Ʊ流൧Ŵ斜᣺Ɣǒ知床半島Ŵ

火山性丘陵地ƳƲ優Ǖƨ自然

୎観ƕ眺望ưƖŴ白鳥公園や

ȕȬȈǤŴ࠯和橋ƳƲƷ୎観

ǹȝȃȈƴ恵ǇǕƯいǔŵ 

䞉 斜᣺Ɣǒଞǔ朝日ƱǪțȸȄ

ǯǁ沈ǉٲ日ƕӷ଺ƴ眺Ǌǒ

Ǖǔ魅力ƕあǔŵ 

䞉 ෙ岸Ʒේ食ƕ進ǈ鳴Ɩ砂ƕ見ǒǕƳƘƳ

Ƭƨŵ 

䞉 湖Ʒ水質悪҄ƕ進ǜưいǔƷưƸƳいƔŵ

塩Ў濃度ƕ高ǇƬƯƖƯいǔƱਖ਼察ƞǕŴ

淡水Ʊෙ水Ʒ境界ƕ無ƘƳƬƯƖƯいǔŵ

水質Ŵ水ˮƳƲƷȇȸǿƕ少ƳいƷưȢȋ

ǿȪンǰƕ必要ưあǔŵ 

䞉 河川ƴƓいƯƸŴ浦士別川ưƸ河川改修ƴ

ǑǓ洪水଺ɦ流側ư溢水ƠƨƕŴ現在ưƸ

ɥ流側Ʒౡ林ƴǑǓܤ定ƠƯいǔŵ 

䞉 丸ɢ川ưƸ落差工ƕ連簚ƠŴ魚ƕ遡ɥưƖ

ƣǵǱƷ密๤ƕ行わǕƯいǔŵ 

 

 日ٲ

 

浦士別川 
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項目 魅 力 課 題 写 真 

生 

物 

的 

環 

境 

䞉 鳥類ƓǑƼ水鳥相Ʒ豊Ɣ

ƞŴ湖西側Ʒ湖畔林ƕ保

全ƞǕƯいǔƜƱŴ浦士

別川ɦ流域ƷȟǺȐǷȧ

Ǧ群落ƳƲ良質Ƴ自然ƕ

あǔŵ 

䞉 簨走Ʊӷ様白鳥公園Ʒ餌付ƚƷ課題ƕあǔŵ 

䞉 ࠯和橋ưƸ多様Ƴ鳥類ƕ見ǒǕŴ観察施設Ʒ必要

性ƕあǔŵ 

䞉 湖畔ƷȨǷƷ保全Ʊ増殖ƕ必要ưあǔ 

䞉 塩水Ʒ侵出ƴ伴ƬƯ淡水魚ƕ減少ƠƯいǔŵ 

䞉 湖畔林ƕ減少ƠƯいǔŵ 

䞉 ǢȞȢƴ銫Ƣǔ情報ƴ乏Ơいŵ 

䞉 原生花園ƴƭいƯƸŴ在来種ƕǤȍ科ౡ生ƴ਀ƞ

ǕƯいǔƜƱŴٳ来種Ʒ種数Ƹワȃǫ原生花園Ǒ

Ǔ多いƜƱŴǨǾȎǳȪンǴƷЎࠋƕ広ƕƬƯい

ǔƜƱŴȏȞȊǹƕˌ前ǑǓ小ƿǓƴƳƬƯƖƨ

ƜƱŴƳƲƕあƛǒǕ土壌ƕ変҄ƠƯƖƨƷưƸ

ƳいƔƱ思わǕǔŵ 

䞉 ̩ ɥƷ課題ƴ対応ƠƯŴ保全再生Ǜ計ဒ的ƴ実施

ƠŴ情報集積施設や観察Ʒ拠ໜƕ必要ƴƳǔƱ考

えǒǕǔŵ 

䞉 立ƪ入Ǔƴ銫ƠƯǋǾȸȋンǰǛ施ƠƯƓƘǂ

Ɩưあǔŵ 

 

 和橋࠯

 

原生花園Ʒෙ岸線Ʊ流൧ 

社 

会 

的 

環 

境 

䞉 濤沸湖ƷǫǭƸ美味ưあ

ǓŴž地域ȖȩンȉſǛ目

指ƠƯいƘǂƖưあǔŵ 

䞉 河川流域ưƷ農業ƴƓい

ƯƸžǏう水ſƴǑǔ土

ƮƘǓƕƞƔǜưŴ流域

Ʒ保水力Ǜ増ƠŴ水Ǜ涵

養ƠƯ土砂流出籃和等ƴ

ᝡ献ƠƯいǔƱ思わǕ

ǔŵ 

䞉 観察施設Ʊ共ƴȍǤȁȣȸǻンǿȸƷ必要性ƕ

簨走Ʊӷ様ƴあƛǒǕƯいǔŵ 

䞉 湖ưƸҤ岸ƴƝǈƕ集ǇǓやƢいƕŴƝǈƷ投棄

ƕ目立ƭƷưஊ料҄ƠƯ回ӓƠƨǒƲうƔŵ 

䞉 ෙ岸ưƸȗȩǹȁȃǯƝǈƕ近࠰増ьƠŴ前浜ƴ

Ƹ集ǇǓやƢいƷư搬出ƕ課題ưあǔŵ 

䞉 湖周辺Ʒ土地利用Ǜ見直ƢǂƖưあǔŵ 

䞉 湖ǛǹǱȸȈ場ƱƠƯ利用ƠƨǒƲうƩǖうŵ 

䞉 現在Ʒž素通Ǔ型ſƷ観ήƔǒž滞在ȷ体験型Ʒ

ǰȪȸンȄȸȪǺȠſǁ転換ƞƤƯいƘǂƖưあ

ǔŵƜǕƴƸ自転車ŴȎȭȃǳӭŴDMVƳƲǛ

活用ƠƯ越冬や風୎移動Ʒ風情Ǜ味わƬƯǋǒ

うƱ良いŵ 

 

žǏう水ſ土ƮƘǓ 

 

Ȏȭȃǳӭ 

෌ 

҄ 

状 

況 

䞉 土砂流出ƕႆ生ƢǔƱ小

清水ထƕ即対応ƠƯƘǕ

ǔƷưяƔƬƯいǔŵ 

䞉 湖Ʒ෌҄ƕ進ǈ現在Ƹ最大水深 1.4mŴ࠯均水深

0.7m ǄƲƴƳƬƯいǔƱ言わǕƯいǔƕŴƜƷ

件ƴ銫ƠƯƸ殆Ʋȇȸǿƕɧ足ƠƯいǔŵ 

䞉 現状Ƹෙ水Ǜ引Ɩ入ǕǔƨǊƷ澪筋ƕ掘ǒǕƯ

いǔƕŴƦƜˌٳƸǫȌȸƕ底ǛƭƖŴǷǮƕ歩

ƚǔǄƲƷ෌҄ƕ見ǒǕǔŵ 

䞉 流入河川Ʒ河口付近ƴ土砂ƕ堆積ƠŴワǫǵǮ孵

҄場や親魚捕獲ƴ影響ǛƓǑǅƠƯいǔŵ 

 

ワǫǵǮ 

保 

全 

活 

動 

 䞉 地球温暖҄ǁƷᝡ献活動ƱƠƯ濤沸湖Ʒ環境Ǜ

良ƘƠƯいƘ方向ư考えǔŵ 

䞉 専門職員Ǜ配置ƞƤƯ調査研究Ǜ充実ƞƤƨǒ

ƲうƔŵ 

䞉 簨走Ʊ小清水Ʒ連携ǛƸƔǔǂƖưあǔŵ 

䞉 産学ܫƓǑƼ多様Ƴ主体ƴǑǔ連携ǛƸƔǓŴ

様々Ƴ課題ƴ対応Ƣǔž横断的組織ſƮƘǓƕ必

要ưあǔŵ 

䞉 行૎Ʊ˰民Ʒң働ƴǑǔӕǓ組ǈǛ行ƬƯいƘŵ  

 

環境保全活動 
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į 第 1回˰民会議Ǜ踏Ǉえƨ結果 

 

˰民意見ǛƾǇえƨ特性Ʊ課題 

˰民意見Ǜ踏Ǉえƨ課題ᲢƦƷᲫᲴ自然的環境Უ 

課題  
˰民意見Ტ第1回ワȸǯǷȧȃȗᲣ 

濤沸湖Ʒ良いƱƜǖȷ魅力 改善ƠƨいƱƜǖ 備考 

 

 

 

自 

 

然 

 

的 

 

環 

 

境 

 

 課題Ĭ 自然୎観Ʒ保全 
 濤沸湖周辺ƔǒƷ眺望୎観Ƹ優Ǖ

ƨǋƷƕあǔƕŴ樹木や草花Ʒ減少

ƳƲƴǑǓ損ƳわǕƵǑう保全ƕ必

要ưƢŵ 

課題ĭ 汽水湖Ʒ維持 
 湖Ʒ෌҄ƴ伴いෙ水ƕ奥ฺǇưේ

出ƠƯ塩Ў濃度ƕ高ǇǓŴ淡水域Ʒ

減少ƕ懸念ƞǕǇƢŵǇƨෙ岸ƴƓ

いƯǋේ食ƕ進ǈŴ湖内ǁƷ๥砂Ʒ

流入ƕ進ǉƜƱƔǒ保全対策Ʒ検討

ƕ必要ưƢŵ 

課題Į 湖Ʒ水質.底質保全 
 土砂ƳƲƷ流入ƴǑǔ汚濁ȷ汚染

ƕ懸念ƞǕƯいǔƷưŴ水質保全ƕ

必要ưƢŵ底質ǋ生物生息環境ƱƠ

ƯƷ適ദƕ求ǊǒǕǔƨǊŴ改善ƕ

必要ưƢŵ 

課題į ๥砂対策 
 湖෌҄Ʒ原因ƷƻƱƭƴෙƔǒƷ

๥砂ƴǑǔ堆積ƕあƛǒǕƯいǔƷ

ưŴ対策Ǜ検討Ƣǔ必要ƕあǓǇƢŵ 

課題İ 水環境ƷȢȋǿȪンǰ 
 湖Ʒ水質や水ˮƳƲƷ経࠰変҄Ǜ

把握ƢǔƨǊƷȇȸǿƕ少ƳいƷ

ưŴȢȋǿȪンǰ調査ƕ必要ưƢŵ 

課題ı 河川等Ʒ整備 
 流入河川ƴƭいƯƸŴ湖Ʊɥ流Ʒ

森林ƱƷ連携ƕ保ƯǔǑう整備ƕ必

要ưƢŵ 

課題Ĳ 交流拠ໜƷ整備 
 濤沸湖Ʊ周辺Ʒ自然੕訪Ŵ観ήŴ

情報提供Ŵ学習ƳƲŴ訪Ǖǔ人や地

域˰民Ʒ交流拠ໜᲢȍǤȁȣȸǻン

ǿȸ等Უƕ必要ưƢŵ 

 ȷ 濤沸湖周辺ƸŴǪțȸȄǯෙ

Ʊ流൧Ŵ斜᣺Ɣǒ知床半島等

優Ǖƨ自然୎観ƕ眺望ưƖŴ

白鳥公園やȕȬȈǤŴ࠯和橋

ƳƲƷ୎観ǹȝȃȈƴ恵Ǉ

ǕƯいǔŵ 

ȷ 斜᣺Ɣǒଞǔ朝日ƱǪțȸ

Ȅǯǁ沈ǉٲ日ƕ一簷ƴ眺

ǊǒǕǔ魅力ƕあǔŵ 

ȷ 火山性ƷӨ地ƕ広ƕƬƯƓ

ǓŴᢊᢊや広域農ᢊǛ走行中

Ƹ変҄Ʒあǔ風୎Ǜ楽ƠǊ

ǔŵ 

ȷ 現在Ʒ状況ưƸ湖岸ǁ寄Ǔ

付ƚǔ場所ƕ限ǒǕƯいǔ

ƷưŴ良好Ƴ自然ƕ保全ƞǕ

Ưいǔŵ 

ȷ ଩空ƕ簭麗ưあǔŵ 

ȷ 湖ƱෙƱƷ連絡水路Ǜ開Ƙ

潮ЏǓƸ湖Ʒ塩性฻地Ʒ保

全ƴ役立ƬƯいǔŵ 

䞉 多ƘƷ人々ƕ利用ƠやƢいžȓǸǿȸ

ᲢȍǤȁȣȸᲣǻンǿȸſǛ設置ƠƯ

情報Ʒ共ஊや環境教育Ŵ観ή案内等ƴ

使用Ƣǔ必要性ƕあǔƜƱŵ 

䞉 ෙƱƷ潮ЏǓƴǑǓ塩性฻地Ʒ保全Ƹ

出来ǔƕŴ湖ƕ෌いƷư殆Ʋƕෙ水ư

占ǊǒǕƯいƘŵ 

䞉 流域Ɣǒ湖ǁƷ汚染や土砂Ʒ流出ƕ懸

念ƞǕǔŵ 

䞉 原生花園ෙ岸Ʒේ食ƕ進ǈŴ鳴Ɩ砂ƕ

見ǒǕƳƘƳƬƨŵ 

䞉 湖Ʒ水質悪҄ƕ進ǜưいǔƷưƸƳい

Ɣŵ塩Ў濃度ƕ高ǇƬƯƖƯいǔƱਖ਼

察ƞǕŴ淡水Ʊෙ水Ʒ境界ƕ無ƘƳƬ

ƯƖƯいǔŵ 

䞉 湖Ʒ水質Ŵ水ˮƳƲƷȇȸǿƕ少Ƴい

ƷưȢȋǿȪンǰƕ必要ưあǔŵ 

䞉 河川ƴƓいƯƸŴ浦士別川ưƸ蛇行Ʒ

直線҄ƴǑǔ河川改修ƴǑǓ洪水଺ɦ

流側ư溢水ƠƨƕŴ現在ưƸɥ流側Ʒ

ౡ林ƴǑǓܤ定ƠƯいǔŵ 

䞉 丸ɢ川ưƸ落差工ƕ連簚ƠŴ魚類Ʒ遡

ɥƕ困難ƱƳƬƯいǔŵ 

䞉 湖ƕ෌҄ư෌ƘƳƬƯƓǓŴ東側奥Ǉ

ưෙ水ƕේ入ƠŴ淡水域ƕࢸ退ƠƯい

ǔŵ 

䞉 ෙ岸ේ食ƕ進ǈŴ原生花園Ʒ砂嘴Ʒ幅

ƕ཰ƘƳƬƯいǔŵ 

䞉 水際Ǉư入Ǖǔ所ƕ限ǒǕƯƓǓŴ水

辺ƷƾǕあいƴഎƚǔŵ 

䞉 自然୎観Ǜ阻害ƢǔǑうƳ࡫築物ƕ存

在Ƣǔŵ 

䞉 湖Ʒ周辺ưƸ草木や花ƳƲƕ少ƳƘƳ

ǓŴ୎観ƕ悪҄ƠƯいǔŵ 

䞉 ȤȞȈǷǸȟƕ੔ǕƳƘƳƬƯいǔŵ 
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˰民意見Ǜ踏Ǉえƨ課題ᲢƦƷᲬᲴ生物的環境Უ 

課題  
˰民意見Ტ第1回ワȸǯǷȧȃȗᲣ 

濤沸湖Ʒ良いƱƜǖȷ魅力 改善ƠƨいƱƜǖ 備考 

 

 

 

生 

 

物 

 

的 

 

環 

 

境 

 課題ĳ 観察施設ƱǢǯǻǹƷ

整備 
 濤沸湖周辺Ƹ豊富Ƴౡ物Ŵ鳥類相

ƴ恵ǇǕƯƓǓŴ観察ƷƨǊƴ観察

舎Ʊ木ᢊŴ散策路ƕ必要ưƢŵ 

課題Ĵ 既存施設ƷƾǕあい環

境 
 白鳥公園や࠯和橋ƷǑうƳ᣼鳥Ʊ

ƷƾǕあいƷ場ưƸŴ過密Ƴ生息域

解消Ŵ餌付ƚ方法Ʒ検討Ŵ糞Ʒ清掃Ŵ

ƝǈƷႆ生抑制ƳƲǛ検討Ƣǔ必要

ƕあǓǇƢŵ 

課題ĵ 湖畔Ʒ籃衝࠘Ʒ保全 
 水辺Ɣǒ陸地ƴƔƚƯƷ湖畔Ʒ籃

衝࠘ƸŴ湖畔林ŴȨǷ原ƳƲ含ǊƯ

生物Ʒ生息環境や水質෋҄ƳƲƴ᣻

要ƳƷư保全ƕ必要ưƢŵ 

課題Ķ 原生花園Ʒౡ生保全 
 近ٳ࠰来種Ʒ侵入やǤȍ科ౡ生Ʒ

優勢ƕ言わǕ᣼焼ƖƳƲưౡ生保全

ƕ行わǕƯいǔƕŴ在来ౡ生Ʒ劣҄

ƕ引Ɩ簚ƖǈǒǕǔƷưŴౡ生保全

Ʒ検討ƕ必要ưƢŵ 

課題ķ 淡水魚Ʒ生息環境Ʒ保

全 
 塩水Ʒේ入ƳƲƴ伴い淡水魚ǁƷ

影響ƕ懸念ƞǕǔƨǊŴ調査Ǜ実施

Ơ保全Ǜ検討ƢǔƜƱƕ必要ưƢŵ 

課題ĸ ǾȸȋンǰƷ検討 
 ᣼生動ౡ物保護ƷƨǊŴ適ദƳ立

入Ǔ区域Ǜ選定ƢǔǾȸȋンǰƱŴ

ƦƷ周辺ư保全ƢǂƖ自然Ʒ再生ȷ

 ǔ必要ƕあǓǇƢŵ׋元Ǜࣄ

課題Ĺ 自然生物情報Ʒ集積Ʊ

ႆ信 
 観察Ʒ拠ໜƕ必要ưあǔƱƱǋ

ƴŴ情報Ʒӓ集やႆ信ƴ銫Ƣǔ体

制ȷ施設等Ǜ検討ƢǔƜƱƕ必要ư

Ƣŵ 

 䞉 ౡ物ᲢǢȃǱǷǽǦŴȒǪǦ

ǮǢȤȡƳƲᲣŴ鳥類Ტ水鳥Ŵ

ǿンȁȧǦƳƲᲣŴଝ虫類Ტ蝶

類ƳƲᲣ等Ŵ種Ʒ多様性ƕ濤

沸湖Ʒ魅力ưあǓŴ多ƘƷ生

物ƱƷƾǕあいƕ持ƯǔƷ

ƕ特色ưあǔŵ 

䞉 鳥類ƓǑƼ水鳥相Ʒ豊ƔƞŴ

湖西側Ʒ湖畔林ƕ保全ƞǕ

ƯいǔƜƱŴ浦士別川ɦ流域

ƷȟǺȐǷȧǦ群落ƳƲ良

質Ƴ自然ƕあǔŵ 

䞉 ᣼焼Ɩや馬Ʒ્牧ƳƲƴǑ

Ǔ人ໝ的ƴ保全ƞǕƯいǔ

ౡ生ƕЎࠋƠƯいǔŵ 

䞉 白鳥公園Ƹ至近ư水鳥ƱƷ

ƾǕあいƕ楽ƠǊŴ観ήǹȝ

ȃȈƱƠƯ良い素஬ƱƳƬ

Ưいǔŵ 

䞉 湖ƷҤ岸ƸŴ段丘林や湖岸林

ƴ恵ǇǕŴ人ƕǊƬƨƴ踏ǈ

込ǇƳいƷưŴ崖地Ʒ動ౡ物

や森林ƕ良好ƴ保全ƞǕƯ

いǔŵ 

䞉 四季折々Ʒ花や鳥ƕ楽ƠǊŴ

夜空ƕ美Ơいŵ 

䞉 水際Ǉư人ƕ入ǕǔƱƜǖ

ƕ少ƳいƨǊŴ᣼鳥Ʒ生活環

境ƕܣǒǕƯいǔŵ 

䞉 白鳥公園付近Ƹ季節ƴƳǔ

ƱȒǪǦǮǢȤȡƷ群落ƕ

見ʙưŴ近ƘƴƸǿンȁȧǦ

ƕ営巣ƠƯいǔŵ 

䞉 丸ɢ川河口ƓǑƼ浜小清水

付近Ʒ҅岸ưƸ数࠰前Ɣǒ

ǢȃǱǷǽǦƕ増えƯいǔŵ 

䞉 音ఌ内ưƸŴ蝶類相ƕ豊Ɣư

林ᢊƔǒ観察ƠやƢいŵ 

䞉 ǪǪワǷŴǪǸȭワǷŴȒǷ

ǯǤƳƲ豊富Ƴ鳥類ƕ観察

ưƖǔŵ 

䞉 ǿンȁȧǦƕ自然ƳǇǇƷ

姿ư観察ưƖǔŵ 

䞉 ȟǺȐǷȧǦŴǢȃǱǷǽ

ǦŴȒǪǦǮǢȤȡŴǯȭȦ

ȪŴǵワǮǭȧǦŴǨǾǭǹ

ǲŴǻンȀǤȏǮƳƲƷౡ物

群落ƕ美Ơいŵ 

䞉 ଝ虫ưƸŴȘǤǱȜǿȫŴǫ

ȩȕȈǭȪǮȪǹƕ見ǒǕ

ǔŵ 

䞉 湖ƴ生息ƠƯいǔȕȊƸ大

型ưあǔŵ 

䞉 ࠯和橋ƴƸ᣼鳥観察用Ʒ橋

ƕあǓ魅力ưあǔŵ 

䞉 ǑǓ多ƘƷ人々ƕ鳥類ƱƾǕあえǔ

ž鳥類観察舎ſƕ必要ưあǔŵ 

䞉 生物Ʒ生態情報ƴ乏Ơい面ƕ見ǒǕǔ

ƷưŴ銫連ȇȸǿƷ積ǈ᣻ƶƳƲƕ必

要ưあǔŵ 

䞉 白鳥公園等ư見ǒǕǔǑうƳ餌付ƚƕ

᣼生種ƴƱƬƯ良いƷƔƲうƔŴ餌付

ƚ方法Ʒ検討ƓǑƼ᣼鳥ƴǑǔ糞害Ǜ

改善ƞƤǔƜƱƕ課題ưあǔŵǇƨ近

 ƸǫȢȡやƝǈƕ多ƘƳƬƯいǔŵ࠰

䞉 ǢȡȪǫǪȋǢǶȟやȍȊǷǫǺȩƷ

繁殖ŴǻンȀǤȏǮƷɣƕ˯ƘƳƬƯ

いǔŵ 

䞉 ࠯和橋ưƸ多様Ƴ鳥類ƕ見ǒǕŴ観察

施設Ʒ必要性ƕあǔŵ 

䞉 湖畔ƷȨǷƷ保全Ʊ増殖ƕ必要ưあ

ǔŵ 

䞉 塩水Ʒ侵出ƴ伴ƬƯ淡水魚ƕ減少ƠƯ

いǔŵ 

䞉 湖畔林ƕ減少ƠƯいǔŵ 

䞉 ǢȞȢƴ銫Ƣǔ情報ƴ乏Ơいŵ 

䞉 原生花園ƴƭいƯƸŴ在来種ƕǤȍ科

ౡ生ƴ਀ƞǕƯいǔƜƱŴٳ来種Ʒ種

数Ƹワȃǫ原生花園ǑǓ多いƜƱŴǨ

ǾȎǳȪンǴƷЎࠋƕ広ƕƬƯいǔƜ

ƱŴȏȞȊǹƕˌ前ǑǓ小ƿǓƴƳƬ

ƯƖƨƜƱŴƳƲƕあƛǒǕ土壌ƕ変

҄ƠƯƖƨƷưƸƳいƔƱ思わǕǔŵ 

䞉 各課題ƴ対応ƠƯŴ保全再生Ǜ計ဒ的

ƴ実施ƠŴ情報集積施設や観察Ʒ拠ໜ

ƕ必要ƴƳǔƱ考えǒǕǔŵ 

䞉 立ƪ入Ǔƴ銫ƠƯǋǾȸȋンǰǛ施Ơ

ƯƓƘǂƖưあǔŵ 

䞉 ǢȃǱǷǽǦƳƲƸŴ陸側ƔǒƸɣƕ

高い雑草ƴ阻ǇǕƯ観察ƕ行いƮǒ

いŵ 

䞉 ౡ物や᣼鳥Ʒ生態ŴǇƨ原生花園Ʒ素

晴Ơƞƴ銫Ƣǔ情報ƕ乏Ơいŵ 

䞉 観ήȐǹƓǑƼ観ήܲ増ьƴǑǓɨえ

ǔ餌Ʒ᣽ƕ増えŴ鳥Ʒ個体数ƕ増ьƠ

生息域ƕ過密ƴƳƬƯいǔŵ 

䞉 ࠯和橋ưƸ᣼鳥Ʒ糞ƕ多Ƙɧ衛生ưあ

ǔƷư糞Ʒ清掃Ǜ一日数回Ʒ᫁度ư行

うŵ 

䞉 浦士別川ɦ流域ƷȟǺȐǷȧǦ群落地

ưƸ鑑賞ƷƨǊƷ木ᢊ整備ƕ望ǇǕ

ǔŵ 

 



 - 92 - 

˰民意見Ǜ踏Ǉえƨ課題ᲢƦƷᲭᲴ社会的環境Უ 

課題  
˰民意見Ტ第1回ワȸǯǷȧȃȗᲣ 

濤沸湖Ʒ良いƱƜǖȷ魅力 改善ƠƨいƱƜǖ 備考 

 

 

 

社 

 

会 

 

的 

 

環 

 

境 

 課題ĺ 周辺୎観Ʒ保全 
Ʒ୎観Ʊ調׊築物や工作物ƕ周࡫ 

和ƢǔǑう୎観保全Ǜ施ƠƯいƘ必

要ƕあǓǇƢŵ 

課題Ļ 公共交通ǢǯǻǹƷ充

実 
 交通手段ƕ自家用車ƴ᫂ǓƕƪƳ

傾向ƴ見ǒǕǔƷưŴ公共交通

ᲢDMV含ᲣƴǑǔ湖等ǁƷ観ήȷ

ǢǯǻǹǛ検討Ƣǔ必要ƕあǓǇ

Ƣŵ  

課題ļ ๥流ƝǈƷ対策 
 湖やෙ岸ư๥流Ɲǈやȗȩǹȁȃ

ǯƝǈƕ増えƯいǔƜƱƔǒŴႆ生

抑制Ɣǒ搬出ǇưƷ対策ƕ必要ư

Ƣŵ 

課題Ľ  ƦƷ他ƷƝǈƷ対策 
 湖流入河川Ʒ橋ɦƳƲưƸɧ法投

棄ƷƝǈƕ目立ƭƷư対策Ǜ検討Ƣ

ǔ必要ƕあǓǇƢŵǇƨ鳥類Ʒ糞ƴ

Ǒǔ汚Ǖǋ改善対象ƱƳǓǇƢŵ 

課題ľ  既存施設Ʒ改善 
 冬季間Ʒ利用者Ʒ利便Ǜ׋ǔƨ

ǊŴ駐車場ŴȈǤȬƷ通࠰利用Ʒӧ

能性Ǜ検討Ƣǔ必要ƕあǓǇƢŵ 

課題Ŀ ﾚｸᴰᴌᴈᴔᴆᴵ機能Ʒ充実 
 冬季湖ƴƓƚǔǹǱȸȈやǫȌȸ

ƳƲƷ利用ǋ考慮ƠŴ滞在ȷ体験型

ƷǰȪȸンȄȸȪǺȠǛ̟進ƞƤǔ

ӕǓ組ǈƕ必要ưƢŵ 

 地場産品Ʒ地域Ȗȩン

ȉ҄ 
 地場産品Ʒܳ伝Ʊ୍ӏƴƭƱǊŴ

地域ȖȩンȉƱƠƯ確立ƞƤǔ必要

ƕあǓǇƢŵ 

 遺跡ȷ史跡Ʒ調査ȷ保

全 
 湖周辺ƴ存在Ƣǔ遺跡や史跡Ʒ調

査ȷ保全Ǜ行う必要ƕあǓǇƢŵ 

 土砂流出対策 
 河川ƔǒƷ流入ƳƲ土砂ƕ湖ǁ流

出ƠƯ෌҄Ʒ懸念ƕ生ơǔƨǊŴႆ

生源ƔǒƷ防ഥ対策Ǜ検討Ƣǔ必要

ƕあǓǇƢŵ 

 ෌҄状況ƷȇȸǿƷ必

要性 
 湖ǁƷ土砂堆積状況ƳƲƷȇȸǿ

ƕɧ足ƠƯいǔƷưŴȢȋǿȪンǰ

ƳƲƴǑǓ蓄積ƞƤƯいƘ必要ƕあ

ǓǇƢŵ 

 䞉 沿ᢊƴƸ広い駐車場ƕあǓŴ

原生花園や流൧ƷǑうƴᢊ

路Ɣǒ至近ƷǢȗȭȸȁư

自然ƱƾǕあえǔŵ 

䞉 ๤業ƴƓいƯƸŴǫǭƷ養

殖ŴワǫǵǮやȋǷンƳƲƷ

孵҄ʙ業ƕ進ǊǒǕワǫǵ

ǮƷ卵Ƹ全国出荷ƞǕƯい

ǔŵ 

䞉 農業Ʊ๤業ƱƷ銫̞ƸŴ互い

ƴ理解Ǜ深ǊӳƬƯƓǓ良

好ưあǔŵ 

䞉 濤沸湖ƷǫǭƸ美味ưあǓŴ

ž地域ȖȩンȉſǛ目指ƠƯ

いƘǂƖưあǔŵ 

䞉 河川流域ưƷ農業ƴƓいƯ

ƸžǏう水ſƴǑǔ土ƮƘǓ

ƕƞƔǜưŴ流域Ʒ保水力Ǜ

増ƠŴ水Ǜ涵養ƠƯ土砂流出

籃和等ƴᝡ献ƠƯいǔƱ思

わǕǔŵ 

䞉 ȝȋȸƷ્牧ƕあǓŴ厩Ʒ屋

ఌƴౡ生ƕ施ƞǕ素朴ư自

然Ƴ感ơƕƔǋƠƩƞǕƯ

いǔŵ 

䞉 保全ƢǂƖ฻地Ʊ๤業Ƹ共

存ƠƯƓǓŴ฻地Ǜ損ƳうƜ

ƱƳƘ湖Ʒ利用ƕ行わǕƯ

いǔŵ 

䞉 昭和31࠰ƴ第一ഏҤ極観ย

隊Ʒ耐寒訓練ƕ行わǕƨŵ 

䞉 ࠯঺19࠰度ƴ濤沸湖Ʊ藻琴

湖Ǜ࡬ǔǳȸǹưDMVƷ試

験運行ƕ行わǕƯいǔŵ 

䞉 ȕȬȈǤ貝塚ƳƲ遺跡ƕ多

いŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

䞉 土砂流出ƕႆ生ƢǔƱ小清

水ထƕ即対応ƠƯƘǕǔƷ

ưяƔƬƯいǔŵ 

䞉 交通手段ƕ自家用車Ʃƚư公共交通ƴ

Ǒǔ湖ǁƷǢǯǻǹɧ便ƴ感ơǔŵ 

䞉 沿ᢊƷ࡫築物ƕ周׊Ʒ୎観Ʊ調和ƠƯ

いƳいǑうƴ思わǕŴ଒駅舎や展望Ө

ƸǑǓ温Ɣǈƕあǔ質素ƳǋƷƕ望Ǉ

Ǖǔŵ 

䞉 散策路やȕȃȈȑǹǛ湖Ʒ҅岸ƴ設置

ƠƯŴǑǓ自然ƱƷƾǕあいƷ機会Ǜ

増やƠƨǓҤ岸Ǜ見渡ƠƨǓƯŴ活動

Ʒ拠ໜや広報ƴǋ利用ƢǂƖưあǔŵ 

䞉 ๥流物ƴǑǔෙ岸Ɲǈƕ増えƯいǔŵ

Ǉƨ湖流入河川橋梁ɦưƷƝǈƷ多ƞ

ǋ近࠰目立ƬƯいǔŵ 

䞉 ž濤沸湖資料館ſƴƸ情報ƕ充実ƠƯ

いǔƕŴܳ伝ɧ足ƷƨǊ一般ƴ広Ƙ活

用ƞǕƯいƳい面ƕあǔŵ 

䞉 湖ưƸҤ岸ƴƝǈƕ集ǇǓやƢいƕŴ

ƝǈƷ投棄ƕ目立ƭƷưஊ料҄ƠƯ回

ӓƠƨǒƲうƔŵ 

䞉 ෙ岸ưƸȗȩǹȁȃǯƝǈƕ近࠰増ь

ƠŴ前浜ƴƸ集ǇǓやƢいƷư搬出ƕ

必要ưあǔŵ 

䞉 湖周辺Ʒ土地利用Ǜ見直ƢǂƖưƖ

ǔŵ 

䞉 湖ǛǹǱȸȈ場ƱƠƯ利用ƠƨǒƲう

Ʃǖうŵ 

䞉 現在Ʒž素通Ǔ型ſƷ観ήƔǒž滞在

体験型ƷǰȪȸンȄȸȪǺȠſǁ転換

ƞƤƯいƘǂƖưあǔŵƜǕƴƸ自転

車ŴȎȭȃǳӭŴDMVƳƲǛ活用ƠƯ

越冬や風୎移動Ʒ風情Ǜ味わƬƯǋǒ

うƱ良いŵ 

䞉 冬季Ƹ国ᢊ沿いƷ駐車場ƕ除雪ƞǕƯ

ƓǒƣŴȈǤȬǋ閉鎖ƞǕƯいǔŵ 

䞉 地場産Ʒǫǭ売Ǔ場ƕ浜小清水ƳƲ限

ǒǕƨ場所ƴƠƔƳƘŴ地域˰民ƕ地

場ƷǋƷǛ味わう機会ƴ乏ƠいŵǇƨ

湖産ƷǫǭƷ美味Ơƞƕ一般ƴ知ǒǕ

ƯいƳいŵ 

䞉 観ήܲǛӖƚ入Ǖǔ場所Ʊ立ƪ入Ǔ禁

ഥƴƢǔ場所Ǜ整理Ƣǔ必要ƕあǔŵ 

 

䞉 湖෌҄Ʒ原因ƴƸŴෙƔǒƷ๥砂Ʊ河

川ƔǒƷ土砂ƕ湖ƴ入Ǔ堆積ƕ進ǜư

いǔƜƱŴ牧草地等ƕ湖ƴ近接ƠƯい

ǔƜƱƕあǓŴ湖Ʒ汚濁や土砂流入ƕ

行わǕƯいǔƱ考えǒǕǔŵ 

䞉 湖Ʒ෌҄ƕ進ǈ現在Ƹ最大水深 1.4mŴ

均水深࠯ 0.7m ǄƲƴƳƬƯいǔƱ言

わǕƯいǔƕŴƜƷ件ƴ銫ƠƯƸ殆Ʋ

ȇȸǿƕɧ足ƠƯいǔŵ 

䞉 現状Ƹෙ水Ǜ引Ɩ入ǕǔƨǊƷ澪筋ƕ

掘ǒǕƯいǔƕŴƦƜˌٳƸǫȌȸƕ

底ǛƭƖŴǷǮƕ歩ƚǔǄƲƷ෌҄ƕ

見ǒǕǔŵ 

䞉 流入河川Ʒ河口付近ƴ土砂ƕ堆積ƠŴ

ワǫǵǮ孵҄場や親魚捕獲ƴ影響ǛƓ

ǑǅƠƯいǔŵ 
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 ˰民意見Ǜ踏Ǉえƨ課題ᲢƦƷᲮᲴ各種活動Ტ保全ȷ活用Უ 

課題  
˰民意見Ტ第1回ワȸǯǷȧȃȗᲣ 

濤沸湖Ʒ良いƱƜǖȷ魅力 改善ƠƨいƱƜǖ 備考 

 

 

 

各 

 

種 

 

活 

 

動 

  ˰民᳼産業活動ǁƷӕǓ

組ǈƱ支援 
 行૎Ʊ˰民Ʒң働Ŵ産学ܫƓǑƼ

多ƘƷ主体間ӷ士Ʒ連携ǛƸƔǓŴ

適ЏƳ役割Ў担ǛƢǔƱƱǋƴң力

体制Ʒ確立や支援Ǜ行う必要ƕあǓ

ǇƢŵ 

  啓ႆƱ୍ӏ 
 流൧ȈȩǹȈƷ̟進ǛǑǓƸƔǔ

ƳƲ銫̞者間Ʒ意識Ʒ向ɥƱ連携Ǜ

高ǊŴ専門職員Ʒ充実ƴǑƬƯ適Џ

Ƴ情報提供Ǜ行うƜƱƴǑǓŴ啓ႆ

Ʊ୍ӏƕ必要ưƢŵ 

  䞉 ෙƱ湖Ǜ連絡ƞƤǔ潮ЏǓƸ塩性฻地

保全ƷƨǊƴǋ必要ưあǓŴ流൧Ȉȩ

ǹȈƷ̟進や科学的ȇȸǿƷ積ǈ᣻ƶ

ƕ大ЏưあǔƱ思わǕǔŵ 
䞉 地球温暖҄ǁƷᝡ献活動ƱƠƯ濤沸湖

Ʒ環境Ǜ良ƘƠƯいƘ方向ư考えǔŵ 
䞉 専門職員Ǜ配置ƞƤƯ調査研究Ǜ充実

ƞƤƨǒƲうƔŵ 
䞉 簨走Ʊ小清水Ʒ連携ǛƸƔǔǂƖưあ

ǔŵ 
䞉 産学ܫƓǑƼ多様Ƴ主体ƴǑǔ連携Ǜ

ƸƔǓŴ様々Ƴ課題ƴ対応Ƣǔž横断

的組織ſƮƘǓƕ必要ưあǔŵ 
䞉 行૎Ʊ˰民Ʒң働ƴǑǔӕǓ組ǈǛ行

ƬƯいƘŵ 

 

 

ᲢᲬᲣ第 2回˰民会議結果ƷǇƱǊ 

ž濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ望ǇƠい姿ƱӕǓ組ǈǛ考えǑう！ſ第 1回ワȸǯǷȧȃȗư出ƞ

Ǖƨ意見ǛǋƱƴਁ出ƞǕƨ 26課題Ǜ軸ƴƠƯŴ未来像ŴӕǓ組ǈŴ担い手ƳƲƴƭいƯŴ

ᛅƠӳいƕ行わǕǇƠƨŵ 

ʙ前Ʒ希望ƴӳƤƯ 5ƭƷǰȫȸȗᲢ主ƴ自然ȷ動物系Ŵౡ物系Ŵ農業系Ŵ๤業系Ŵ観ήȷ

教育系ᲣƴЎƔǕŴਁ 出ƞǕƨ 26Ʒ課題Ǜ記入Ơƨ“視ໜǷȸȈ綱Ǜ各ȆȸȖȫƴ配付ƠŴ

Ў᣼Ტ自然Ŵ୎観Ŵ๤業Ŵ農業Ŵ観ήŴ教育ƳƲᲣ別ƴŴ未来像Ტ目標ᲣŴƜǕƕあǕƹいい

Ƴあ～Ʊ思うӕǓ組ǈᲢ施策ᲣŴƩǕƕ主体ư行うƷƕ望ǇƠいƔǛ考えǇƠƨŵ 

 

Ĭ ȗȭǰȩȠ 

Ჶ濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ望ǇƠい姿ƱӕǓ組ǈǛ考えǑう！Ჸ 

第2回 

作業工程 
作業内容 備考 

Ӗ付 

 
各自ŴǰȫȸȗȆȸȖȫƴ着席ŵ 

台Ӗ付簿 

台Ӹ஝配ࠋ 

ƸơǊƴ 

 

 

ȷ挨拶 

ȷ第 2回ワȸǯǷȧȃȗƷ趣ଓƳƲ 

ȷȗȭǰȩȠᲢ進行ᲣƷ説明 

 

・目的、会議流ࢀ、進行役紹介、進行上注意

すࡿ点࡝࡞･･･ 

STEP 1 

 

 

 

 

 

ȷ各ǰȫȸȗ内ư自己紹ʼ 

ȷ第 2回目ƷȆȸȞƷ確認 

ȷǰȫȸȗ籂঺ 

 

Ჶ作業開始Ჸ 

台Ĭ～İƷİǰȫȸȗᲷ主ƳЎ᣼ 

 Ĭ自然ȷ動物Ტ᣼鳥ȷଝ虫Უ系 

 ĭ自然ȷౡ物Ტ湖畔ȷ原生花園Უ系 

 Į社会ȷ農業Ტ酪農ȷ林業Უ系 

 į社会ȷ๤業系 

 İ社会ȷ観ή系 

STEP 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȷ手元Ʒ資料説明 

Ĭ濤沸湖Ʒ現状Ʊ課題Ŵ理想像Ŵ特ࣉ的ƳƜƱǛ踏ǇえƯŴ

各自ƕ望ǜưいǔ濤沸湖ƷあǓ方や必要Ƴ対策ȷ施策ƳƲ

ǛᛅƠƯいƨƩƘŵ 

ĭ周辺ư進ǜưいǔʙ業や現在Ʒ対策Ŵ計ဒƳƲƷ資料ƷǄ

ƔƴŴ各自ƕ知Ǔうǔ情報Ǜ交換Ơӳうŵ 

Į必要Ƴ施策ǛƩƠƯǋǒいŴ各Ǹȣンȫƴ整理ƠŴ自Ўƨ

ƪư出来ǔƜƱŴ行૎支援ƕ必要ƳƜƱƳƲǛ付箋紙ƴǇ

ƱǊŴ前回Ʊӷ様ƴŴǰȫȸȗƷ模ᡯ紙ƴᝳǓ付ƚǔŵ 

ȷ結果Ǜ整理ƠŴ記録Ƣǔŵ 

ȷ結果Ʒ記録Ǜ終えƨǒŴႆ表者Ǜ決Ǌǔŵ 

ȷ視ໜȗȬȸȈ 

 

台׋面ƴᛆ当箇所ƴ付箋Ǜᝳǔ 

 

課題 未来像 ӕǓ組ǈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 3 

 

 

 

ȷ঺果ႆ表 

台ʻ日Ʒ঺果Ǜ皆ư知ǒƤӳうŵ 

ȷ各ǰȫȸȗƴ模ᡯ紙ǛȜȸȉƴᝳǓƭƚŴႆ 

表者ƕ説明Ƣǔŵ 

 

手短ƴ数Ўưႆ表Ƣǔŵ横ƴ濤沸湖Ʒ大༿

 面Ʒ用意ǛƢǔŵ׋

挨拶 

 

 

ȷ第 2回ワȸǯǷȧȃȗƷǇƱǊ 

ȷഏ回開催ƴƭいƯƷ案内 

ȷ終了挨拶 
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ĭ 参ь者配置׋ 

 

第 2回ワȸǯǷȧȃȗ ȆȸȖȫ配置׋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǢǷǹǿンȈ 小஭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1ǰȫȸȗᲢ˱᣼Უ 

馬淵 良子 

近藤 ή敏 

白木 彩子 

川崎 ࡍ弘 

小森 一঺ 

前ဋ 和也 

2ǰȫȸȗᲢ銫尾Უ 

ଔ坂 章 

大Ӑ 隆 

川崎 ᣺実 

清水 晶子 

梅津 征一 

   

 

ႆ 

表 

用 

白 

ெ 

3ǰȫȸȗᲢ˱藤Უ 

山口 Ӵʞ郎  高橋 賢඙ 

立花 民衛   近ဋ 勉 

大浦 信ٽ郎  深谷 Ң生 

4ǰȫȸȗᲢ国沢Უ 

長嶋 晟 

工藤 孝一 

園ဋ  武 

宮津 豊 

中஭ 圭 

須藤 智信 

5ǰȫȸȗᲢɥ஭Უ 

ɤ品 聡 

伊藤 孝Ӯ 

川端 英一 

山崎 陽弘 

若槻 忠臣 

立花 民衛 

秋山 恵美子 

Š配ࠋ資料 

ȷ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣȗȭǰȩȠ 

ȷ第 1回˰民会議Ʒ結果～概要Ƃ資料Ძ-ĬƃŴ整理Ƃ資料 1-ĭƃ 

ȷ計ဒƷ進Ǌ方～Ƃ資料Წƃ 

ȷ濤沸湖ӏƼ周辺地域Ʒ概要～Ƃ資料Ჭƃ 

ȷ銫連団体ƷӕǓ組ǈ～Ƃ資料ᲮƃƂ׋面Ხƃ 

ȷ濤沸湖ӏƼ周辺地域Ʒ特性Ʊ課題～Ƃ資料ᲯƃƂ׋面Ჯƃ 

šＷＳ進行ƴ必要Ƴ小ᢊφᲢ備品Უ 

模ᡯ紙 10枚Ŵ指示棒等 2ஜŴȍȸȠȗȬȸȈᲢ40枚Ჴ࠙Ǔƕƚƴ回ӓᲣŴ付

箋ᲮǫȩȸᲢ各ȆȸȖȫᲯ束計 100 束ᲣŴȚン 40 ஜŴȝǹǿȸǫȩȸȞȸǫ

ȸᲬ箱ᲢᲭᲪஜᲣŴȆȸȗǳȸȀȸŴǫȡȩŴഥǊφŴ文献他 
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Į 概要報告 

参ь者Ɣǒ出ƞǕƨ意見ƸŴ濤沸湖Ʊ周辺地域Ʒ未来像や目標ŴӕǓ組ǈƷ方向Ʊ担い手

ƴƭいƯ整理Ǜ行いǇƠƨŵˌɦƷ表ƴ記ƠǇƢŵ 

 

ワȸǯǷȧȃȗƷ写真 

資料説明 作業風୎ 1班 作業風୎ 2班 作業風୎ 3班 

作業風୎ 4班 ঺果ႆ表 1班 ঺果ႆ表 2班 ঺果ႆ表 3班 

঺果ႆ表 4班 ঺果ႆ表 5班 閉会挨拶 ஜ日Ʒ感想 

 

 

概要報告 
 

ӕǓ組ǈЎ᣼Ʊ課題 未来像Ტ目標Უ ӕǓ組ǈᲢ施策Უ 担い手(手法) 

自 

然 

的 

環 

境 

 

1.自然୎観Ʒ保全 

2.汽水湖Ʒ維持 

3.湖Ʒ水質Ŵ底質保全 

4.๥砂対策 

5.水環境ƷȢȋǿȪンǰ 

6.河川等Ʒ整備 

7.交流拠ໜƷ整備 

䞉 汽水湖Ƹ貴᣻Ƴ自然ưあǓŴ水ˮ

や水質ǋ含ǊƯŴஜ来Ʒ姿ƕ維持

ƞǕƯいǔƜƱŵ 

 

 

䞉 湖ƴ生息Ƣǔ生物ǛƸơǊƱƠƨ

健全Ƴ生態系ƕ保ƨǕƯいǔ環

境ŵ 

䞉 湖流入河川Ǜ魚類ƕ遡ɥưƖǔ環

境ưあǔƜƱŵ 

 

䞉 湖畔林ƕƠƬƔǓƱ保全ƞǕƯい

ǔ環境ưあǔƜƱŵ 

䞉 昭和 元Ტ原生花ࣄ᪭Ʒ自然ƴ࠰30
園Ƹ一面Ʒ花畑ƩƬƨᲣŵ 

䞉 観ή的Ŵ情報的ƴǋఋƱƳǔ拠ໜ

施設ƕ必要ưあǔŵ個人写真家Ʒ

ႆ表Ʒ場や鳥類等Ʒ観察種やǫǦ

ンȈᡮ報ƴ用いǔ掲示ெ等Ǜ設置

Ƣǔŵ 

䞉 補я金ǛӖƚƯ࡫設Ƣǔ場ӳǋ࡫

築物ƩƚưƳƘஊ効Ƴ人஬Ʒႇ用

ƴƭいƯǋ検討Ƣǔ必要ƕあǔŵ 

䞉 鳥類Ǜ中心ƱƠƨ観察施設Ʒ設置

ƕ必要ưあǔŵ 

 

䞉 水環境ƷȢȋǿȪンǰǛ行いŴ

異常ƕႆ生Ơƨǒ原因Ǜ究明Ơ

Ư対策Ǜ講ơǔŵ 

䞉 現在Ŵ湖ƱෙƱǛ連絡ƠƯいǔ

水路Ǜ൨久的ƳǋƷƱƠƯŴ汽

水湖Ǜ維持ƞƤǔŵ 

䞉 湖Ʒ生態調査Ǜ簙簚的ƴ実施

ƠŴ異常ƕႆ生ƢǕƹŴ銫̞機

銫ưң議Ǜ行い対策Ǜ施Ƣŵ 

䞉 落差工ƴ魚ᢊǛ整備ƢǔƳƲŴ

河川敷地ǋ含Ǌƨ自然ƴやƞƠ

い川ƮƘǓǛ行ƬƯいƘŵ 

䞉 ǾȸȋンǰƳƲƴǑǓ湖畔Ʒ籃

衝࠘Ʒ保全ƴӕǓ組ǜưいƘŵ 

䞉 何଺Ʒ଺ˊƷ自然ƴ近ƮƚǔƷ

Ɣ基準Ǜ定Ǌǔŵ 

䞉 様々Ƴ情報Ǜ集積ƠŴƱǓǇƱ

Ǌǔ装置やǽȕȈƷ検討ŵ 

䞉 自然ƴƭいƯƷȗȭȕǧȃǷȧ

ȊȫƳ人஬Ʒ配置ŵ 

䞉 語Ǔ部ƷǑうƳ解説者Ʒ存在ŵ 

 

 

䞉 設置ˮ置Ŵ構ᡯŴ利用形態Ʒ検

討ŵ 

䞉 ǢȗȭȸȁƷ構ᡯ形式(砂利ᢊŴ
木ᢊ等)や利用方法Ʒ検討ŵ 

䞉 研究機銫 

䞉 自඙体 

 

 

 

 

 

 

 

䞉 ˰民団体 

䞉 ʙ業者 

 

䞉 ˰民団体 

䞉 行૎ 

 

 

䞉 地域˰民 

䞉 旅行者 

䞉 ﾊᴶᴈﾄᴶᴋᴍᴇᴙｬᴈ 

䞉 個人写真家 

䞉 自඙体等 

 

 

䞉 自඙体 

䞉 地域˰民 
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生 

物 

的 

環 

境 

8.観察施設ƱᴉｸᴖᴕƷ整

備 

9.既存施設ƷƾǕあい

環境Ʒ改善 

10.湖畔Ʒ籃衝࠘Ʒ保

全 

11.原生花園Ʒౡ生保

全 

12.淡水魚Ʒ生息環境

Ʒ保全  

13.ǾȸȋンǰƷ検討 

14.自然生物情報Ʒ集

積Ʊႆ信 

䞉 ǢȃǱǷǽǦやȨǷ原ƳƲǋ対象

ƱƠƨ観察路Ǜ兼ƶƨǢȗȭȸȁ

ƴƭいƯǋ整備Ƣǔŵ 

䞉 餌付ƚƴǑǔ鳥類Ʒ生態保全ɥƷ

問題Ʊ観ή利用ƱƷȐȩンǹǛ検

討Ƣǔŵ 

䞉 動ౡ物ƦƷ他環境ƴ銫Ƣǔ情報ӓ

集やႆ信ưƖǔ体制や施設ƮƘǓ

ƕ必要ưあǔŵ 

 

 

䞉 学校Ტ幼児～学生ᲣƱ湖Ǜ近Ʈƚ

ǔŵ 

䞉 ౡ生保全や回ࣄƷƨǊŴ᣼焼Ɩや

馬Ʒ્牧Ʒ簙簚Ǜ検討Ƣǔŵ 

䞉 湖Ҥ岸Ʒ立入Ǔや施設整備ƴƭい

ƯƷ慎᣻Ƴ検討ƕ必要ưあǔ 

 

䞉 餌付ƚƷ種類や方法Ʒ検討ŵ 

䞉 鳥類生息密度管理Ʒ検討ŵ 

䞉 調査等Ƹ総ӳ的ƴ東京農大ƴ監

修ƠƯいƨƩƘŵ 

䞉 水生ଝ虫や鱗翅目ƳƲƷ専門家

Ǜ招聘Ƣǔŵ 

䞉 特筆ƢǂƖ環境ᲢǷȞǢǪǸŴ

ǢȃǱǷǽǦ等ᲣǛ中心ƱƢǔŵ 

䞉 地域Ʒ自然Ǜ体感ưƖǔǫȪǭ

ȥȩȠƷ実施ŵ 

䞉 Ʊǋƴ風物ƴǋƳƬƯいǔƜƱ

Ɣǒӷ様ƴ進ǊƯいƘŵ 

䞉 調査結果や専門家Ʒ意見等ƴǑ

ǓǾȸȋンǰǛ行うŵ 

 

䞉 ﾊᴶᴈﾄᴶᴋᴍᴇᴙｬᴈ 

䞉 ᣼鳥Ʒ会 

䞉 ๤業銫̞者 

 

 

䞉 専門家 

 

 

 

 

 

 

 

社 

会 

的 

環 

境 

15.周辺୎観Ʒ保全 

16.公共交通ᴉｸᴖᴕƷ充

実 

17.๥流ƝǈƷ対策 

18.ƦƷ他ƷƝǈƷ対

策 

19.既存施設Ʒ改善 

20.ﾚｸᴰᴌᴈᴔᴆᴵ機能Ʒ充

実 

21.地場産品Ʒ地域Ȗ

ȩンȉ҄ 

22.遺跡ȷ史跡Ʒ調査ȷ

保全 

23.土砂流出対策 

24.෌҄状況Ʒȇȸǿ

Ʒ必要性 

䞉 英国Ʒ自然保護区ƳƲƷ例ƕ示Ƣ

ǑうƴŴ自然ƴ溶ƚ込ǉǑうƳ施

設整備ƕ施ƞǕƯいǔ状況ŵ 

䞉 地域産業Ʊ観ήƕ一体ƱƳƬƯ地

域振興Ǜ׋ƬƯいƘŵ 

䞉 湖ƴ᝟荷ǛɨえƳい環境保全型農

業ƕ流域ư展開ƞǕƯいǔƜƱŵ 

 

 

 

䞉 濤沸湖産ƷǷǸȟŴǹǸǨȓŴワ

ǫǵǮŴǫǭƳƲƕ地域Ȗȩンȉ

ƱƠƯ୍ӏƠƯいǔƜƱŵ 

䞉 水産資源ƕ減少ƢǔƜƱƳƘ健全

ƴ維持ƞǕƯいǔƜƱŵ 

 

 

 

䞉 ࡫物Ʒ屋ఌƷ簶҄等ƴӕǓ組

ǈŴ周׊Ʒ自然Ʊ調和Ǜ׋Ƭƨ

୎観Ǜ保ƭǑうƴƢǔŵ 

䞉 環境ƴ᝟荷ǛɨえƳい施設整備

ƴӕǓ組ǜưいƘŵ 

䞉 品目横断的経営ܤ定対策ƴǑ

ǔŴƯǜ菜Ŵ小麦Ŵ澱粉Ŵ大豆

ƴ対Ƣǔ交付金Ǜ追ьƠƯŴ簶

肥Ʒ生産ƴ充ƯǔǑうƴƠƯŴ

保水力Ǜ高Ǌǔ土作ǓǛ実施ŵ 

䞉 観ήܲ等ƕ地場産品Ǜ味わえŴ

流通や୍ӏǁƷӕǓ組ǈƱܳ伝

Ǜ行ƬƯいƘŵ 

䞉 ๤場環境Ʊ水産資源Ʒ定期的Ƴ

ȢȋǿȪンǰǛ行いŴ湖流入河

川ƴƓƚǔ土砂Ʒ除去ƱŴ流域

ưƷ土砂ႆ生源対策や流出対策

Ǜ検討Ƣǔŵ 

 

䞉  

䞉 民間企業 

䞉 地域˰民 

 

 

 

䞉 ʙ業者 

䞉 行૎ 

 

 

 

䞉 企業 

䞉 ʙ業者 

 

䞉 自඙体 

䞉 研究者 

䞉 ˰民団体 

 

 

各

種

活

動 

25.˰民ȷ産業活動Ʒӕ

Ǔ組ǈƱ支援 

26.啓ႆƱ୍ӏ 

䞉 湖Ʒ҅岸ưƸ適ദƳౡ生保全や土

地利用ƕ施ƞǕƯいǔ状況ŵ 

 

䞉 国定公園Ʒ利用価値ƕ常ƴ評価 
ƞǕƯƓǓŴ賢明Ƴ利用ƕ施ƞǕ

Ưいǔ状況ŵ 

 

䞉 地域振興ǁƷ支援Ʊ濤沸湖ƓǑƼ

周辺ƴƓƚǔ情報Ʒ集積ȷႆ信ƕ

機能ƠƯƳƞǕƯいǔƜƱŵ 

䞉 現在Ʒ民ஊ地Ǜࠊထƕ購入Ơ

ƯŴౡ生等Ʒ保護管理Ǜ行ƬƯ

いƘŵ 

䞉 ȊǷȧȊȫȈȩǹȈ運動Ǜ̟進

ƞƤŴ自然保護Ʊ賢明Ƴ土地利

用ƴѐǊǔŵ 

䞉 ȜȩンȆǣǢȷǬǤȉƷ養঺Ʊ

活動Ʒ充実҄Ǜ׋ǔŵ 

䞉 総ӳ的ƴ振興ƷƨǊƷǢǤȇǢ

Ǜ常ƴ引Ɩ出ƠŴ情報ӓ集やႆ

信ǁƷӕǓ組ǈƱ体制Ǜ検討Ƣ

ǔŵ 

 

䞉 ˰民団体 

䞉 行૎ 

 

䞉 ˰民団体 

 

䞉 専門家 

 

䞉 全ƯƷ銫̞者 

 

 

全体Ǜ通ƠƯᲢ感想Უ 

 

 

第 1回目ƷワȸǯǷȧȃȗư活ႆƳ意見ǛいƨƩƖŴʻ回Ƹƞǒƴ踏ǈ込ǜƩ形ư色々Ƴ意見ƕ出ƞǕǇƠƨŵ 

ƦǕƸέƣȩȠǵȸȫ条約Ʒ趣ଓưǋあǔž賢明Ƴ利用ᲵワǤǺȦȸǹſƴ則Ƭƨ形Ʒ方向ưŴ例えƹ湖岸Ʒ土地利用

やȊǷȧȊȫȈȩǹȈ運動ƷǑうƳႆ想ưƢŵ 

ƜǕǒǛǑǓ̟進ƞƤƨǓŴあǔいƸ地域Ʒ拠ໜưあǔ農大ƱƷ連携Ǜ׋ƬƯいƘƜƱŴあƱ自然ƷǤンǿȸȗȪǿȸ

Ʒ養঺Ტ地域Ʒ人஬Უƕ大ЏưŴ学校Ʊ湖Ǜ近ƮƚƯいƔƳいƱいƚƳいƳƲŴ地域ƱƠƯƷ᣻要ƳӕǓ組ǈƕ投ƛƔƚ

ǒǕǇƠƨŵ 

ƦƷ他Ŵ地産地消や白鳥展望ӨƷஊ効活用ƳƲǋ意見ƕƩƞǕǇƠƨŵ 

第 3回目ƸƲƷǑうƳ方策Ŵ方法ưƦǕǛ進ǊƯいƚƹ良いƷƔǛᛅƠӳうƜƱƴƳǓǇƢƕŴ参ь者ƕƦǕƴ向ƔƬ

Ư進ǜưいǔ姿勢ƕ強Ƙ感ơǒǕǇƠƨŵ 

 

 



 
-
 9

7
 -

 

   

 

    

į 第 2回˰民会議Ǜ踏Ǉえƨ結果 

濤沸湖環境保全活用計ဒƷ特性(現況)Ʊ課題 
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ᲢᲭᲣ第 3回˰民会議結果ƷǇƱǊ 

ž濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ᣻視ƢǂƖӕǓ組ǈƱ進Ǌ方Ǜ考えǑう！ſ第 3回目ƷワȸǯǷȧ

ȃȗƸŴ2 回目ƷワȸǯǷȧȃȗư出ƞǕƨ望ǇƠい姿ƱӕǓ組ǈǛ踏ǇえƯŴ᣻視Ƣǔӕ

Ǔ組ǈƱ᣻ໜ的ƴӕǓ組ǉʙ項Ǜ整理ƠǇƠƨŵ 

前回Ʒ希望ƴӳƤƯ 5ƭƷǰȫȸȗᲢ主ƴž自然ȷ動物Ტ᣼鳥ȷଝ虫ᲣſŴž自然ȷౡ物Ტ湖

畔ȷ原生花園ᲣŴž社会ȷ農林業ſŴž社会ȷ๤業ſŴž社会ȷ観ήȷ教育ſᲣƴЎƚƯᛅƠӳいǛ

行いǇƠƨŵ 

 

Ĭ ȗȭǰȩȠ 

Ჶ濤沸湖ӏƼ周辺域Ʒ᣻視ƢǂƖӕǓ組ǈƱ進Ǌ方Ǜ考えǑう！Ჸ 

第3回 

作業工程 
作業内容 備考 

Ӗ付 

 
各自ŴǰȫȸȗȆȸȖȫƴ着席ŵ 

台Ӗ付簿 

台Ӹ஝配ࠋ 

ƸơǊƴ 

 

ȷ挨拶 

ȷ第 3回ワȸǯǷȧȃȗƷ趣ଓ 

ȷ前回Ʒ結果ᲢǇƱǊᲣ報告 

ȷ手元Ʒ資料Ʒ説明Ǜ行う 

ȷȗȭǰȩȠᲢ進行ᲣƷ説明 

 

目的ŴȗȭǰȩȠ 

 

台配ࠋ資料 

進行役紹ʼŴ進行ɥ注意ƢǔໜƳƲ 

STEP 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȷ各ǰȫȸȗ内ư自己紹ʼ 

ȷ第 3回目ƷȆȸȞƷ確認 

 

Ჶ作業開始Ჸ 

 

 

 

台Ĭ～İƷİǰȫȸȗᲷ主ƳЎ᣼ 

 Ĭ自然ȷ動物Ტ᣼鳥ȷଝ虫Უ系 

 ĭ自然ȷౡ物Ტ湖畔ȷ原生花園Უ系 

 Į社会ȷ農業Ტ酪農ȷ林業Უ系 

 į社会ȷ๤業系 

 İ社会ȷ観ή系 

台計ဒ概要ŴЎ᣼別未来像ȷӕǓ組ǈƴƭい

Ưƀ資料Ტ׋面付ᲣƁǛ配付ŵ 

STEP 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȷ手元Ʒ資料説明 

Ĭ濤沸湖Ʊ周辺域ƴƭいƯŴ特性Ტ現状ᲣƱ課

題Ǜ踏ǇえƯŴ各自ƕ最ǋ望ǉあǓ方Ტ未来

像ᲣǛᛅƠƯいƨƩƘŵ 

台Ƃ資料 3-Ĭƃ未来像Ტ理念Ŵ目標Ŵ展開方向Უ 

ĭ濤沸湖Ʊ周辺域Ʒ未来ƴƭいƯŴ課題Ǜ解決

ƠŴ望ǇƠい姿Ǜ実現ƢǔƨǊŴƲƷǑうƳ

展開方向Ტ対策ᲣやӕǓ組ǈƕ必要ƔŴ効果

ƕ期待ưƖǔ進Ǌ方Ʒ意見ǛƱǓǇƱǊǔŵ 

各地Ʒʙ例や濤沸湖Ʊ周辺地域ư進ǉӕǓ組

ǈǛ確認ƠŴ各自ƕ知Ǔうǔ情報Ǜ交換Ơあ

いŴ᣻要ƳӕǓ組ǈƱ担い手Ǜ付箋紙ƴ記入Ƣ

ǔŵ 

台Ƃ資料 3-ĭƃ未来像Ƃʙ例集ƃ 

Į未来像Ǜ確認ƠŴ᣻要ƳӕǓ組ǈŴ各ʙ例Ǜ

Ў᣼Ტ項目Უ別ƴ整理ƠŴ中心ƱƳǔ主体Ŵ

自ЎƨƪƕưƖǔƜƱŴ組織Ʒ支援ƕ必要Ƴ

ƜƱƳƲǛ付箋紙ƴǇƱǊŴ前回Ʊӷ様ƴŴ

ǰȫȸȗƷ大Ɩい׋面Ტ模ᡯ紙Უƴᝳǔŵ 

台Ƃ資料 4-Ĭƃ概要Ƃ資料 4-ĭƃӕǓ組ǈ׋ 

ȷ全体Ʒ意見ƱǓǇƱǊŴ঺果Ǜ確認Ƣǔŵ 

ȷ参考資料 

 

台Ƃ資料 2ƃ濤沸湖Ʊ周辺域Ʒ概要 

 

台Ƃ資料 4-Ĭƃ計ဒƷ概要 

台Ƃ資料 4-ĭƃЎ᣼別ӕǓ組ǈ׋Ǜ活用ƠŴ 

 ᣻視Ƣǔ項目ƸŴ付箋Ʒ添付や線Ǜ引Ƙ 

 

台׋面ƴᛆ当箇所ƴ付箋Ǜᝳǔ 

 

未来像 ӕǓ組ǈ

案 

手法ʙ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台Ƃ資料 3-ĭƃ未来像Ƃʙ例集ƃ 

 

STEP 3 

 

ȷ各ǰȫȸȗƷ׋面Ტ模ᡯ紙ᲣǛȜȸȉƴᝳǓ

ƭƚŴႆ表者ƕ説明Ƣǔŵ 

 

台手短ƴ 4Ўˌ内ưႆ表Ƣǔŵ 

挨拶 

 

ஜ日Ʒ感想ƱǇƱǊ 

挨拶 
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ĭ 参ь者配置׋ 

 

第Ჭ回ワȸǯǷȧȃȗ ȆȸȖȫ配置׋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǢǷǹǿンȈ 小஭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1ǰȫȸȗᲢ銫尾Უ 

伊藤 ɤ七男 

༾山 浩࠳ 

白木 孝行 

馬淵 良子 

ь藤 菊簷 

笹谷 直樹 

2ǰȫȸȗᲢ˱᣼Უ 

鈴木 悌Ӯ 

梅津 征一 

ଔ坂 章 

清水 晶子 

大芝 泰弘 

   

 

ႆ 

表 

用 

白 

ெ 

3ǰȫȸȗᲢ˱藤Უ 

立花 民衛  高橋 賢඙ 

Ӵဋ 静   宮川 大 

深谷 Ң生  大浦 信ٽ郎 

4ǰȫȸȗᲢ国沢Უ 

鈴木 ദ志 

宮津 豊 

長嶋 晟 

園ဋ  武 

須藤 智信 

5ǰȫȸȗᲢɥ஭Უ 

川端 英一 

若槻 忠臣 

浜Ӹ ǈǏƖ 

ɤ品 聡 

秋山 恵美子 

酒ʟ 俊࠳ 

Š配ࠋ資料 

ȷ˰民会議ᲢワȸǯǷȧȃȗᲣȗȭǰȩȠ 

ȷ第Წ回˰民会議Ʒ結果～概要Ƃ資料Ძ-ĬƃŴ整理Ƃ資料 1-ĭƃ 

ȷ濤沸湖ӏƼ周辺地域Ʒ概要～Ƃ資料Წƃ 

ȷ濤沸湖ӏƼ周辺地域Ʒ未来像Ტ理念ȷ目標ȷ展開方向Უ～Ƃ資料Ჭ-Ĭƃ 

ȷ濤沸湖ӏƼ周辺地域Ʒ未来像Ƃʙ例集ƃƂ資料Ჭ-ĭƃ 

ȷ計ဒᲢ原案ᲣᲧ概要～Ƃ資料Ხ-Ĭƃ台概要Ŵ展開方向ƱӕǓ組ǈ׋ 

ȷ計ဒᲢ原案ᲣᲧЎ᣼別Ʒ未来像Ტ目標Ŵ展開方向ᲣŴӕǓ組ǈŴ担い手Ƃ資料 4-ĭƃ 



 - 103 - 

Į 概要報告 

参ь者ƸŴƜǕǇưƷワȸǯǷȧȃȗƳƲư整理ƞǕƨӕǓ組ǈƔǒŴ緊急性Ŵ཯自性Ŵ

総ӳ性ƕあǔƱ考えǒǕǔǋƷǛ選ƼŴ᣻ໜʙ項ƱƠƯӕǓǇƱǊǇƠƨŵˌɦƷ表ƴ記Ơ

ǇƢŵ 

ワȸǯǷȧȃȗƷ写真 

開会挨拶 資料説明 作業風୎ 1班 作業風୎ 2班 

作業風୎ 3班 作業風୎ 4班 作業風୎ 5班 ঺果ႆ表 1班 

঺果ႆ表 2班 ঺果ႆ表 3班 ঺果ႆ表 4班 ঺果ႆ表 5班 

 

概要報告 

ӕǓ組ǈЎ᣼Ʊ課題 
᣻視ƢǂƖӕǓ組ǈ 

Ტ緊急性Ŵ཯自性Ŵ総ӳ性Უ 
効果的Ƴ手法 担い手 

 

 

自 

然 

的 

環 

境 

1.自然୎観Ʒ保全 

2.汽水湖Ʒ維持 

3.๥砂対策 

4.湖Ʒ水質Ŵ底質保全 

5.水環境ƷȢȋǿȪンǰ 

6.河川等Ʒ整備 

 

ȷ周辺環境ƴ配慮Ơƨ水環境Ʒ確保Ტ緊急

性Ŵ཯自性Უ 

 

ȷ保全ƢǂƖ土地Ʒ確保Ʊ管理Ტ緊急性Უ 

 

ȷ୎観意識Ʒ向ɥƴ向ƚƨǤșンȈƷ開催

Ტ緊急性Უ 

 

ȷ流入河川沿いƴƓƚǔౡ生保全Ʒ実施Ტ緊

急性ȷ཯自性Უ 

 

ȷ自然Ʊ調和Ơƨ川ƮƘǓƷਖ਼進Ტ緊急性Ŵ

総ӳ性Უ 

 

ȷ農山๤஭୎観Ʒ保全Ტ཯自性Უ 

 

ȷ๥砂ƳƲƴǑǔ堆積Ʒ防ഥᲢ緊急性Უ 

ȷ˰民Ŵ研究機銫Ʊ連携Ơƨ監視Ტ緊急性Უ

Ტ総ӳ性Უ 

 

 

ȷ流入河川Ʒ水質調査Ʊ改善Ტ緊急性Ŵ཯

自性Უ 

 

ȷ水環境Ʒ簙簚的ƳȢȋǿȪンǰƷ実施Ტ཯

自性Ŵ総ӳ性Უ 

 

ȷ自然୎観資源調査Ʒ実施Ტ緊急性Უ 

 

ȷ保全ƢǂƖ生態Ʒ保全Ʊ再生Ტ཯自性Უ 

 

ȷ底質ƳƲ地形Ʒ経࠰変҄Ʒ調査Ტ緊急性Უ 

ȷ自然Ʊ調和Ơƨ川ƮƘǓƷਖ਼進ŵ 

 

ȷ᣻要Ƴ土地ƴƭいƯƸȊǷȧȊȫȈȩ

ǹȈƳƲƷ手法ƴǑǓӕ得ŵ 

ȷ自然୎観ƴ親Ơǉ環境教育Ʒ場Ʒ創

出ŵ 

 

ȷ多様Ƴ主体Ʒ連携ƴǑǔ湖畔林ƱȨǷ

群落Ʒ保全再生ŵ 

 

ȷ河畔林Ʒ保全Ŵ整備Ŵ落差工ǁƷ魚ᢊ

設置ŵ 

 

ȷ地域Ǜ象ࣉƢǔ୎観保全策検討ŵ 

ȷ原因Ʒ明確҄Ŵ流入対策ƴǑǔ塩Ў濃

度Ʒɥଞ抑制ŵ 

ȷ地域˰民Ǜ含ǉ多様Ƴ主体ư自然環境

Ǜ監視ŵ 

 

 

ȷ調査ƕƳƞǕƯいƳい箇所Ʒ調査Ǜ実

施ƠŴ改善策Ǜ検討ŵ 

 

ȷ˰民Ɣǒ行૎Ǉư連携ƠƯ簙簚的ƴ実

施ŵ 

 

ȷ専門家ƕ調査項目Ǜ検討ƠŴ調査Ƹ地

域˰民Ǜ交えƯ実施ŵ 

ȷ資源調査Ʊ再生目標決定ŵ 

 

 

ȷ専門家Ʊ๤業銫̞者ƕң力ƠŴ原因Ǜ

含Ǌ調査Ǜ実施ŵ 

ȷ˰民ŴNPOŴ๤

組Ŵ行૎Ŵ研究機

銫 

ȷ˰民Ŵ企業Ŵ行

૎ 

 

ȷ˰民Ŵ企業Ŵ行

૎ 

 

ȷ˰民Ŵ๤ңŴ行

૎Ŵ研究機銫 

ȷ˰民Ŵ森林組ӳŴ

行૎Ŵ研究機銫 

ȷ˰民Ŵ企業Ŵ国Ŵ

ᢊŴࠊထ 

ȷ๤ңŴ行૎Ŵ研

究機銫 

ȷ˰民Ŵ๤家Ŵ๤

ңŴ国ŴᢊŴࠊထŴ

研究機銫 

ȷ˰民Ŵ企業Ŵ国Ŵ

ᢊŴࠊထŴ研究機

銫 

ȷ行૎Ŵ研究機銫 

 

ȷ˰民Ŵ研究機銫Ŵ

行૎Ŵ学校 

ȷ˰民Ŵ研究機銫Ŵ

行૎Ŵ学校 

ȷ๤ңŴ研究機銫Ŵ

行૎ 
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生 

物 

的 

環 

境 

7.交流拠ໜƷ整備 

8.観察施設ƱǢǯǻǹƷ整

備 

9.ƾǕあい環境Ʒ改善 

10.既存施設Ʒ改善 

11.ǾȸȋンǰƷ検討 

12.湖畔Ʒ籃衝࠘Ʒ保全 

13.原生花園Ʒౡ生保全 

14.淡水魚Ʒ生息環境Ʒ保

全  

15.自然生物情報Ʒ集積Ʊ

ႆ信 

 

ȷ籃衝࠘Ʒ保全ǁƷӕǓ組ǈᲢ緊急性Ŵ཯

自性Უ 

 

ȷ木ᢊや小屋ƳƲŴ多様Ƴ観察施設Ʒ整備

Ტ཯自性Ŵ総ӳ性Უ 

 

 

ȷ地域ƷఋƱƳǔ拠ໜ施設Ʒ整備Ტ཯自性Ŵ

総ӳ性Უ 

 

ȷ観察施設計ဒƷ策定Ტ཯自性Უ 

 

 

ȷ在来ౡ生Ʒ再生Ტ緊急性Ŵ཯自性Უ 

ȷ多様Ƴ情報Ʒ体制ƮƘǓᲢ཯自性Უ 

 

ȷ自然環境Ʒ調査Ʒ実施Ტ཯自性Უ 

 

 

ȷ原生花園ǛƱǓǇƘෙ岸保全Ტ཯自性Ŵ

総ӳ性Უ 

ȷౡ生調査Ʒ実施ŵ 

ȷ湖岸Ʒౡ生調査Ʒ実施Ŵౡ生ЎࠋƷ定

᣽҄ŵ 

ȷ્牧馬ƕ通行ӧ能Ƴ国ᢊƔǒ฻地Ǉư

Ʒ木ᢊ計ဒŵ 

 

 

ȷ᣼鳥観察施設Ʊ博物館Ʒ機能Ǜ持ƭȍ

ǤȁȣȸǻンǿȸƷ࡫設ƕ必要ŵ 

ȷ自然環境ǁƷ影響Ǜ最小限ƴ抑えǔ施

設整備方法Ʒ検討ŵ 

 

ȷౡ物調査Ʒ実施ƱȍȊǷǫǺȩƷ除

去ŵ 

ȷ情報Ʒ近隣˰民ǁƷ開示ƴǑǔ意識Ʊ

知識Ʒ向ɥǛ׋ǔŵ 

 

ȷ地域Ʒ生物環境Ʒ実態把握ŵ 

 

 

ȷෙ岸侵食対策ŵ 

ȷ˰民ŴNPOŴ行

૎Ŵ研究機銫 

ȷ˰民団体Ŵ企業Ŵ

ʙ業者Ŵ行૎Ŵ研

究機銫 

ȷ˰民Ŵ行૎Ŵ研

究機銫 

 

ȷ˰民ŴNPOŴ国Ŵ

ᢊŴࠊထŴ研究機

銫 

ȷ˰民Ŵ行૎Ŵ研

究機銫 

ȷ˰民ŴNPOŴ企

業Ŵ国ŴᢊŴࠊထ 

ȷ˰民ŴNPOŴᢊŴ

 ထŴ研究機銫ࠊ

ȷ企業Ŵ行૎Ŵ研

究機銫 

 

社 

会 

環 

境 

16.周辺୎観Ʒ保全 

17.公共交通ǢǯǻǹƷ充

実 

18.ȬǯȪǨȸǷȧン機能

Ʒ充実 

19.地場産品Ʒ地域Ȗȩン

ȉ҄ 

20.土砂流出対策 

21.෌҄状況ƷȇȸǿƷ必

要性 

22.๥流ƝǈƷ対策  

23.ƦƷ他ƷƝǈƷ対策 

24.遺跡ȷ史跡Ʒ調査保全 

ȷ流ɦ土砂調査Ʊ抑制対策検討 Ტ緊急性Ŵ

཯自性Უ 

 

ȷ交通手段Ʒ多様҄Ტ཯自性Უ 

 

ȷ特産品Ʒ開ႆᲢ཯自性Უ 

 

ȷ環境保全型農業Ʒ実践Ტ緊急性Უ 

 

 

ȷ環境ƴ配慮Ơƨ開ႆ行ໝᲢ緊急性Უ 

 

ȷ環境ƴ配慮Ơƨ廃水対策Ტ緊急性Უ 

 

ȷ土砂Ʒႆ生源調査Ŵ流出対策Ŵ融雪出

水対策Ŵ風害対策Ŵ森林整備Ŵᝲ用捻

出等Ʒ検討ŵ 

ȷ原生花園中心部Ʊ濤沸湖岸Ǜ結ƿܤ全

Ƴ連結方法Ʒ検討ŵ 

ȷ地元作家Ʒ手ƴǑǔ文҄的ƳƓ土産Ǜ

開ႆŵ 

ȷ籃衝地࠘ƴǑǔ耕地ƔǒƷ土砂流出防

ഥŴ農地Ʒ保水力Ǜ高Ǌǔ土ƮƘǓƷ

実施ŵ 

ȷ土砂流出Ǜ誘ႆƢǔ農地開ႆŴ林地開

ႆ等Ǜ行わƳいŵ 

 

ȷ土砂堆積や水質悪҄Ʒ原因ƱƳǔႆ生

源対策ƴӕǓ組ǉŵ 

ȷ農家Ŵ農ңŴ森

林組ӳŴ企業Ŵ行

૎ 

ȷ行૎ 

 

ȷ˰民Ŵ行૎Ŵ企

業 

ȷ農家Ŵ農ңŴ国Ŵ

ᢊŴࠊထ 

 

ȷ農家Ŵ林家Ŵ農

ңŴ林組Ŵ国ŴᢊŴ

 ထࠊ

ȷ農家Ŵ農ңŴ企

業Ŵ国ŴᢊŴࠊထ 

行

動

環

境 

25.˰民ȷ産業活動ƷӕǓ

組ǈƱ支援 

26.啓ႆƱ୍ӏ 

 

ȷ環境保全Ʒ多様ƳȍȃȈワȸǯƷ形঺Ტ緊

急性Ŵ཯自性Ŵ総ӳ性Უ 

 

ȷ฻原Ʒ価値Ʒ認識Ʊ啓ႆᲢ཯自性Ŵ総ӳ

性Უ 

 

 

ȷ環境学習機会Ʒ場Ʒ創出Ტ緊急性Ŵ総ӳ

性Უ 

 

ȷ濤沸湖ȕǡンǯȩȖや環境保全活動Ʒ

調整機銫設置Ŵ利害調整ƕưƖǔ人஬

育঺ŴȜȩンȆǣǢ活動ǁƷ支援ŵ 

ȷワǤǺȦȸǹǛ᣻ໜ施策ƴƠƨӕǓ組

ǈŴ資金Ʒࣅ環Ŵ฻原Ʒ価値Ʒ評価Ʊ

啓ႆ方法検討Ŵ自然ǬǤȉஜƷႆ行ŵ 

ȷ産学ܫƓǑƼ地域˰民Ʒ連携ƴǑǔ˰

民Ʒ学習機会Ʒ創出ŵ 

 

ȷ˰民Ŵ˰民団体Ŵ

企業Ŵ行૎Ŵ研究

機銫 

 

ȷ˰民Ŵ˰民団体Ŵ

企業Ŵ行૎Ŵ研究

機銫 

 

ȷ˰民Ŵ˰民団体Ŵ

企業Ŵ行૎Ŵ研究

機銫Ŵ学校 

 

 

 

全体Ǜ通ƠƯᲢ感想Უ 

 

 

第 3回目ƷワȸǯǷȧȃȗƸŴʻǇư出ƞǕƯƖƨ意見Ʒ᣻ໜ的Ƴ部ЎǛӕǓɥƛƯŴ誰ƕƲƷǑうƴ進ǊƯいƚƹǑ

いƷƔǛᛅƠӳうƜƱưŴ予想Ǜ越えƯ良い提案等ƕ出ƯƖƨƱ思いǇƢŵƦǕǛ緊急性ƕあǔǋƷƔǒŴ཯自性や長࠰

Ʒ調査ǛƔƚƯӕǓ組ǜưいƘ総ӳ的ƳǋƷǇưŴǵǹȆȊȖȫƴ持簚ƞƤƯいƘ自然保護ƱワǤǺȦȸǹŴƦƠƯ地域

Ʒ活性҄Ǜࣅ環ƞƤƯいƘŴƱいう方向ƴ落ƪ着いƨƷưƸƳいƔƱ思いǇƢŵȍǤȁȣȸǻンǿȸやȕǡンǯȩȖŴ学

校教育Ʊ小中学生Ʒ参ьŴ地域Ʒ人஬Ʒ養঺ŴȈȩǹȈ運動Ŵ資源調査ƳƲഏ々Ʊ᣻要Ƴǭǣȸワȸȉƕ生ǇǕƯƖƨǑ

うƴ感ơǒǕǇƢŵƜǕǒǛƲƷǑうƴਖ਼進ƞƤƯいƘƔŴ皆様ƷƓƔƛưǄǅ保全Ʊ賢明Ƴ利用Ʒ計ဒƷ方向性ƕ見え

ƯƖƨƱ思いǇƢŵ 
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į 第 3回˰民会議Ǜ踏Ǉえƨ結果 

濤沸湖環境保全活用計ဒᲧЎ᣼別Ʒ未来像Ტ目標Ŵ展開方向ᲣŴӕǓ組ǈŴ担い手 
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VI 参考資料ȷ文献 

1 濤沸湖Ʊ周辺地域ư確認ƞǕƨ生物文献ȪǹȈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᳜物 鳥類 魚介類 底生動物 昆虫類

知床博物館研究報告䚷第㻝㻤集䚷別冊

⥙走ᕷ䞉小清水⏫䞉斜里⏫䛻おけ䜛

䜸䝩䞊䝒䜽海沿岸部周辺䛾鳥類

ᖹ成㻥ᖺ 川崎康弘 ○

知床博物館研究報告䚷第㻞㻞集䚷別冊

⥙走支庁管内鳥類目録

－໭海道䞉䜸䝩䞊䝒䜽圏䛷確認さ䜜た鳥類－

ᖹ成㻝㻟ᖺ 川崎康弘 ○

知床博物館研究報告䚷第㻞㻡集䚷別冊

⥙走地方䛻おい䛶近ᖺ記録さ䜜た稀少䜹䝰目鳥類

ᖹ成㻝㻢ᖺ 川崎康弘 ○

濤沸湖周辺䠄除く海域䠅䛷観察さ䜜た鳥類一覧

－᥈鳥䜺䜲䝗䚸⥙走䛾野鳥㻞㻣㻣他－

昭和㻢㻜ᖺ 斎藤喜一郎 ○

䛸うふつ湖䛾野鳥一覧 ᖹ成㻝㻤ᖺ ⥙走ᕷ立郷土博物館 ○

ᖹ成㻡ᖺ度

斜⥙西部地区 濤沸湖漁業影響調査報告書

ᖹ成㻡ᖺ㻝㻞月

社団法人

໭海道栽ᇵ漁業振興公社

○ ○

斜⥙西部地区

漁業影響調査報告書䠄濤沸湖䠅 調査資料編

昭和㻡㻟ᖺ㻞月

社団法人

໭海道水産資源技術開発協会

○ ○

䛸うふつ湖䛾᳜物一覧 ᖹ成㻝㻤ᖺ ⥙走ᕷ立郷土博物館 ○

東京農業大学䚷⥙走農場䛸そ䛾周辺䛾᳜物

－農大᳜物園⥙走分園ᇶ礎資料䛸し䛶－

昭和㻢㻞ᖺ㻠月 東京農業大学᳜物園 ○

東京農業大学䚷続䚷⥙走農場䛸そ䛾周辺䛾᳜物

－東京農大᳜物園⥙走分園ᇶ礎資料㻞－

ᖹ成元ᖺ㻢月 東京農業大学᳜物園 ○

䛸うふつ湖䛾昆虫一覧 ᖹ成㻝㻤ᖺ ⥙走ᕷ立郷土博物館 ○

ᖹ成㻝㻣ᖺ度施行

⥙走管内䛻おけ䜛総合的䛺湖沼環境保全推進業務

ᖹ成㻝㻣ᖺ 財団法人 河川環境管理財団

1
濤沸湖畔䛻おけ䜛᳜生分ᕸ䛻影響す䜛

環境要因䛻つい䛶

ᖹ成㻥ᖺ 中村隆俊䞉小松輝行 ○

2
⥙走ᕷ水産振興ᇶ本計⏬

䠄䜸䝩䞊䝒䜽䞉䝬䝸ン䞉䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜲ン⥙走䠅

ᖹ成元ᖺ ⥙走ᕷ ○

3
⥙走４湖沼䛾底生動物䠄䝬䜽䝻䝧ン䝖䝇䠅䛾分ᕸ

⥙走ᕷ湖沼環境総合調査成果最終報告書

ᖹ成㻝㻞ᖺ 桑原䚷連 ○

䛂絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生生物䛾種䛾䝸䝇䝖䛃

䝺䝑䝗䝸䝇䝖䚷᳜物䊠䠄維管束᳜物䠅

ᖹ成㻝㻥ᖺ 環境省 ○

䛂絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生生物䛾種䛾䝸䝇䝖䛃

䝺䝑䝗䝸䝇䝖䚷䚷鳥類

ᖹ成㻝㻤ᖺ 環境省 ○

䛂絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生生物䛾種䛾䝸䝇䝖䛃

䝺䝑䝗䝸䝇䝖䚷汽水䞉淡水魚類

ᖹ成㻝㻥ᖺ 環境省 ○

䛂絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生生物䛾種䛾䝸䝇䝖䛃

䝺䝑䝗䝸䝇䝖䚷貝類

ᖹ成㻝㻥ᖺ 環境省 ○ ○

䛂絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生生物䛾種䛾䝸䝇䝖䛃

䝺䝑䝗䝸䝇䝖䚷そ䛾他無脊᳝動物

ᖹ成㻝㻤ᖺ 環境省 ○ ○

䛂絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生生物䛾種䛾䝸䝇䝖䛃

䝺䝑䝗䝸䝇䝖䚷昆虫類

ᖹ成㻝㻥ᖺ 環境省 ○ ○

໭海道䛾希少野生生物

໭海道䝺䝑䝗䝕䞊䝍䝤䝑䜽㻞㻜㻜㻝

ᖹ成㻝㻟ᖺ ໭海道 ○ ○ ○ ○ ○

17

18

19

13

14

15

16

4

該当す䜛項目

編者 䞉 発行元発行ᖺ文䚷献䚷名

8

7

6

5

12

11

10

9

3

2

1

№
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科   名 種   名 文献 㻤 文献 㻥 文献 㻝㻜 文献 㻝㻞-㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䝭䝈䝂䜿 䝭䝈䝂䜿属 ○

䝖䜽䝃 䝇䜼䝘 ○ ○

䝖䜽䝃 ○

䝝䝘䝲䝇䝸 䜶䝌䝣䝴䝜䝝䝘ワ䝷䝡 ○ ○

䝊ン䝬䜲 䝲䝬䝗䝸䝊ン䝬䜲 ○ ○ ○

䝁䝞䝜䜲䝅䜹䜾䝬 ワ䝷䝡 ○

䝭䝈ワ䝷䝡 䜽䝆䝱䜽䝅䝎 ○

䜸䝅䝎 䜸䝅䝎 ○ ○

䝠䝯䝅䝎 䝭䝲䝬ワ䝷䝡 ○

䝯䝙䝑䝁䜴䝅䝎 ○

䝠䝯䝅䝎 ○ ○

䝯䝅䝎 䜶䝌䝯䝅䝎 ○

䜽䝃䝋䝔䝒 ○ ○

䝁䜴䝲ワ䝷䝡 ○ ○ ○

䝬䝒 䝖䝗䝬䝒 ○

䝲䝬䝰䝰 䜶䝌䝲䝬䝰䝰 ○

䜽䝹䝭 䜸䝙䜾䝹䝭 ○

䝲䝘䜼 䝗䝻䝜䜻 ○

䝗䝻䝲䝘䜼 ○

䜶䝌䝜䝞䝒䝁䝲䝘䜼 ○ ○

䜸䝜䜶䝲䝘䜼 ○ ○

䝍䝏䝲䝘䜼 ○

䜹䝞䝜䜻 䝝ン䝜䜻 ○

䝲䝏䝝ン䝜䜻 ○

䜴䝎䜲䜹ン䝞 ○

䝅䝷䜹ン䝞 ○ ○

䝤䝘 䜹䝅ワ ○

䝭䝈䝘䝷 ○

䝙䝺 䝝䝹䝙䝺 ○ ○

䜽ワ 䝲䝬䜾ワ ○

䜲䝷䜽䝃 䝩䝋䝞䜲䝷䜽䝃 ○

䜶䝌䜲䝷䜽䝃 ○

䝲䝗䝸䜼 䝲䝗䝸䜼 ○

䝍䝕 䝒䝹䝍䝕 ○

䜶䝌䝜䝭䝈䝍䝕 ○ 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䜸䜸䜲䝚䝍䝕 ○ ○

䜲䝚䝍䝕 ○

䜰䜻䝜䜴䝘䜼䝒䜹䝭 ○ ○

䝭䝌䝋䝞 ○ ○ ○

䜸䜸䝭䝌䝋䝞 ○

䝝䝹䝍䝕 ○ ○

䝝䜲䝭䝏䝲䝘䜼 ○ ○

䝭䝏䝲䝘䜼 ○ ○ ○

䜸䜸䜲䝍䝗䝸 ○ ○

䝠䝯䝇䜲䝞 ○ ○

䝘䜺䝞䜼䝅䜼䝅 ○

䝜䝎䜲䜸䜴 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䜶䝌䝜䜼䝅䜼䝅 ○

䝇䝧䝸䝠䝴 䝇䝧䝸䝠䝴 ○

䝘䝕䝅䝁 䝭䝭䝘䜾䝃 ○

䝘ン䝞ン䝝䝁䝧 ○

䜶䝌䜹ワ䝷䝘䝕䝅䝁 ○

䝅䝻䝞䝘䜶䝌䜹ワ䝷䝘䝕䝅䝁 ○

䝝䝬䝝䝁䝧 ○

䜸䜸䝲䝬䝣䝇䝬 ○

䝃䝪ン䝋䜴 ○

䝠䝻䝝䝜䝬ン䝔䝬 ○

䝮䝅䝖䝸䝘䝕䝅䝁 ○

䝒䜻䝭䝉ン䝜䜴 ○

䜴䝅䜸䝒䝯䜽䝃 ○

䜴䝇䝧䝙䝒䝯䜽䝃 ○

䝜䝭䝜䝣䝇䝬 ○

䜴䝅䝝䝁䝧 ○

䝅䝷䜸䜲䝝䝁䝧 ○

䜹䝷䝣䝖䝩䝋䝞䝝䝁䝧 ○

䜶䝌䝝䝁䝧 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䝝䝁䝧 ○

䜶䝌䜸䜸䝲䝬䝝䝁䝧 ○ ○ ○ ○

䜰䜹䝄 䝩䝋䝞䝜䝝䝬䜰䜹䝄 ○

䝝䝬䜰䜹䝄 ○ ○

䝅䝻䝄 ○ ○

䜰䝑䜿䝅䝋䜴 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䜸䜹䝠䝆䜻 ○

䝠䝴 䜲䝚䝡䝴 ○

䜰䜸䝡䝴 ○

䝰䜽䝺ン 䜻䝍䝁䝤䝅 ○

䝬䝒䝤䝃 䝏䝵䜴䝉ン䝂䝭䝅 ○

䜻ン䝫䜴䝀 䜹䝷䝣䝖䝤䝅 ○

䜶䝌䝖䝸䜹䝤䝖 ○

䜻䝍䝭䝣䜽䝆䝳䝋䜴 ○ 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䝣䜽䝆䝳䝋䜴 ○ 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅
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科   名 種   名 文献 㻤 文献 㻥 文献 㻝㻜 文献 㻝㻞-㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䜻ン䝫䜴䝀 䝣䝍䝬䝍䜲䝏䝀 ○ ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䝙䝸ン䝋䜴 ○

䜰䝈䝬䜲䝏䝀 ○

䜸䝎䝬䜻 ○

䜶ン䝁䜴䝋䜴 ○

䜶䝌䝅䝵䜴䝬 ○

䝅䝁䝍ン䜻ン䝫䜴䝀 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䝞䜲䜹䝰 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䝲䝬䜻䝒䝛䝜䝪䝍ン ○

䜰䜻䜹䝷䝬䝒 ○ ○

䜶䝌䜹䝷䝬䝒 ○

䝯䜼 䝹䜲䝶䜴䝪䝍ン ○

䝉ン䝸䝵䜴 䝠䝖䝸䝅䝈䜹 ○

䝣䝍䝸䝅䝈䜹 ○

䝪䝍ン 䝧䝙䝞䝘䝲䝬䝅䝱䜽䝲䜽 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅 絶滅危惧種䠄Ｅｎ䠅

䝬䝍䝍䝡 䝃䝹䝘䝅 ○

䝭䝲䝬䝬䝍䝍䝡 ○

䜸䝖䜼䝸䝋䜴 䝖䝰䜶䝋䜴 ○ ○ ○

䜸䝖䜼䝸䝋䜴 ○

䝭䝈䜸䝖䜼䝸 ○

䜿䝅 䜽䝃䝜䜸䜴 ○

䜶䝌䜶ン䝂䝃䜽 ○

䝅䝻䝞䝘䜶䝌䜶ン䝂䝃䜽 ○

䜽䝅䝞䜶䝌䜶ン䝂䝃䜽 ○

䝬䝹䝞䜶䝌䜶ン䝂䝃䜽 ○

䜰䝤䝷䝘 䝝䝍䝄䜸 ○

䝲䝬䝝䝍䝄䜸 ○ ○

䝭䝲䝬䝝䝍䝄䜸 ○

䜶䝌䝝䝍䝄䜸 ○

䝝䝬䝝䝍䝄䜸 ○

䝉䜲䝶䜴ワ䝃䝡 ○

䝝䝹䝄䜻䝲䝬䜺䝷䝅 ○ ○

䝘䝈䝘 ○

䝆䝱䝙ン䝆ン ○

䝁ン䝻ン䝋䜴 ○

䝝䝘䝍䝛䝒䜿䝞䝘 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䜸䜸䝞䝍䝛䝒䜿䝞䝘 ○ ○

䜶䝌ワ䝃䝡 ○

䝘䝍䝛䝝䝍䝄䜸 ○

䜽䝆䝷䜾䝃 ○

䝝䝬䝍䜲䝉䜲 ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 絶滅危惧種䠄Ｅｎ䠅

䜴䝻䝁䝘䝈䝘 ○

䝬䝯䜾ン䝞䜲䝘䝈䝘 ○

䜸䝷ン䝎䜺䝷䝅 ○

䜲䝚䜺䝷䝅 ○

䝇䜹䝅䝍䝂䝪䜴 ○ ○

䜻䝺䝝䜲䝚䜺䝷䝅 ○

䝝䝍䝄䜸䜺䝷䝅 ○

䝧ン䜿䜲䝋䜴 䝮䝷䝃䜻䝧ン䜿䜲䝋䜴 ○

䜻䝸ン䝋䜴 ○

䜶䝌䝜䜻䝸ン䝋䜴 ○

䝍䜲䝖䝂䝯 ○

䝒䝹䝬ン䝛ン䜾䝃 ○

䝴䜻䝜䝅䝍 䜶䝌䝛䝁䝜䝯䝋䜴 ○ ○

䝒䝹䝛䝁䝜䝯䝋䜴 ○

䝜䝸䜴䝒䜼 ○ ○

䝒䝹䜰䝆䝃䜲 ○

䜴䝯䝞䝏䝋䜴 ○ ○

䝞䝷 䜻ン䝭䝈䝠䜻 ○ ○

䝲䝬䝤䜻䝅䝵䜴䝬 ○

䜸䝙䝅䝰䝒䜿 ○

䜶䝌䝜䝅䝰䝒䜿䝋䜴 ○

䜸䜸䝎䜲䝁ン䝋䜴 ○ ○

䜹䝷䝣䝖䝎䜲䝁ン䝋䜴 ○

䜶䝌䝜䝁䝸ン䝂 ○

䜶䝌䝒䝹䜻ン䝞䜲 ○

䜻䝆䝮䝅䝻 ○ ○

䝭䝒䝞䝒䝏䜾䝸 ○

䝠䝻䝝䝜䜹ワ䝷䝃䜲䝁 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䜽䝻䝞䝘䝻䜴䝀 ○

䜸䜸䝦䝡䜲䝏䝂 ○

䝒䝹䜻䝆䝮䝅䝻 ○

䝭䝲䝬䝄䜽䝷 ○ ○

䜶䝌䝜䜴ワ䝭䝈䝄䜽䝷 ○

䜶䝌䝲䝬䝄䜽䝷 ○ ○

䝝䝬䝘䝇 ○ ○

䜶䝌䜲䝏䝂 ○ ○

䜹䝘䝲䝬䜲䝏䝂 ○

䝘ワ䝅䝻䜲䝏䝂 ○

䜻䝭䝜䝘ワ䝅䝻䜲䝏䝂 ○

䜶䝡䜺䝷䜲䝏䝂 ○

䝘䜺䝪䝜䝅䝻ワ䝺䝰䝁䜴 ○ ○ ○

䜰䝈䜻䝘䝅 ○

䝘䝘䜹䝬䝗 ○

䝩䝄䜻䝅䝰䝒䜿 ○
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科   名 種   名 文献 㻤 文献 㻥 文献 㻝㻜 文献 㻝㻞-㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䝬䝯 䝲䝤䝬䝯 ○

䝚䝇䝡䝖䝝䜼 ○

䝝䝬䜶ン䝗䜴 ○

䝅䝻䝞䝘䝝䝬䜶ン䝗䜴 ○

䜿䝝䝬䜶ン䝗䜴 ○

䜶䝌䝜䝺ン䝸䝋䜴 ○ ○

䜶䝌䝲䝬䝝䜼 ○

䜲䝚䜶ン䝆䝳 ○ ○

䝅䝻䝞䝘䝅䝘䜺ワ䝝䜼 ○ ○

䝝䝸䜶ン䝆䝳 ○

䝉ン䝎䜲䝝䜼 ○ ○ ○

䜽䝇䝎䝬䝒䝯䜽䝃 ○

䝮䝷䝃䜻䝒䝯䜽䝃 ○

䝉䝑䜹䝒䝯䜽䝃 ○

䝅䝻䝒䝯䜽䝃 ○

䜽䝃䝣䝆 ○

䝅䝻䝞䝘䜽䝃䝣䝆 ○

䝠䝻䝝䜽䝃䝣䝆 ○

䝅䝻䝞䝘䝜䝠䝻䝝䜽䝃䝣䝆 ○

䝶䝒䝞䝝䜼 ○

䝘ン䝔ン䝝䜼 ○

䜹䝍䝞䝭 䜶䝌䝍䝏䜹䝍䝞䝭 ○

䝣䜽䝻䝋䜴 䜲䝏䝀䝣䜴䝻 ○ ○

䝭䝒䝞䝣䜴䝻 ○

䝝䝬䝣䜴䝻 ○

䝖䜴䝎䜲䜾䝃 䝬䝒䝞䝖䜴䝎䜲 ○

䝭䜹ン 䜻䝝䝎 ○

䝠䝻䝝䝜䜻䝝䝎 ○

䜹䜶䝕 䜶䝌䜲䝍䝲 ○

䝒䝸䝣䝛䝋䜴 䜻䝒䝸䝣䝛 ○

䝒䝸䝣䝛䝋䜴 ○

䝙䝅䜻䜼 䝒䝹䜴䝯䝰䝗䜻 ○

䜲䝚䝒䝹䜴䝯䝰䝗䜻 ○

䜸䝙䝒䝹䜴䝯䝰䝗䜻 ○

䝙䝅䜻䜼 ○

䝬䝴䝭 ○ ○

䝒䝀 䝣䝑䜻䝋䜴 ○ ○ ○

䝤䝗䜴 䝲䝬䝤䝗䜴 ○ ○

䜰䜸䜲 䝊䝙䝞䜰䜸䜲 ○

䝇䝭䝺 䜶䝌䝜䝍䝏䝒䝪䝇䝭䝺 ○

䝅䝻䝞䝘䜶䝌䝜䝍䝏䝒䝪䝇䝭䝺 ○

䝍䝏䝒䝪䝇䝭䝺 ○

䜸䜸䝞䝍䝏䝒䝪䝇䝭䝺 ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䝇䝭䝺 ○

䜰䜹䝛䝇䝭䝺 ○

䜰䜲䝚䝍䝏䝒䝪䝇䝭䝺 ○

䝒䝪䝇䝭䝺 ○ ○

䜴䝸 䝂䜻䝓䝹 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝭䝋䝝䜼 䜶䝌䝭䝋䝝䜼 ○ ○

䝭䝈䝇䜼䝘 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅

䜰䜹䝞䝘 䝭䝈䝍䝬䝋䜴 ○

䝲䝘䜼䝷ン ○

䜲ワ䜰䜹䝞䝘 ○

䝅䝻䝞䝘䜲ワ䜰䜹䝞䝘 ○

䜹䝷䝣䝖䜰䜹䝞䝘 ○

䜶䝌䜰䜹䝞䝘 ○

䝩䝋䝞䜰䜹䝞䝘 ○

䜰䝺䝏䝬䝒䝶䜲䜾䝃 ○ ○

䜸䜸䝬䝒䝶䜲䜾䝃 ○

䜰䝸䝜䝖䜴䜾䝃 䝩䝄䜻䝜䝣䝃䝰 ○ ○

䝇䜼䝘䝰 䝇䜼䝘䝰 ○

䜴䝁䜼 䜶䝌䜴䝁䜼 ○

䜴䝗 ○

䝍䝷䝜䜻 ○

䝝䝸䜼䝸 ○ ○

䜻䝺䝝䝝䝸䜼䝸 ○

䝉䝸 䜶䝌䝪䜴䝣䜴 ○

䜶䝌䜸䜸䝞䝉ン䜻䝳䜴 ○

䜸䜸䝞䝉ン䜻䝳䜴 ○

䝁䝆䝱䜽 ○

䝅䝱䜽 ○

䝩䝍䝹䝃䜲䝁 ○

䝗䜽䝊䝸 ○ ○ ○

䜶䝌䝜䝅䝅䜴䝗 ○

䝉䝸 䝭䝲䝬䝉ン䜻䝳䜴 ○

䜹䝷䝣䝖䝙ン䝆ン ○

䝝䝬䝪䜴䝣䜴 ○

䜸䜸䝝䝘䜴䝗 ○

䝬䝹䝞䝖䜴䜻 ○

䝉䝸 ○

䜸䜸䜹䝃䝰䝏 ○ ○

䜴䝬䝜䝭䝒䝞 ○

䝲䝤䝆䝷䝭 ○ ○

䝒䝒䝆 䜶䝌䜲䝋䝒䝒䝆 ○

䜶䝌䝮䝷䝃䜻䝒䝒䝆 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅
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科   名 種   名 文献 㻤 文献 㻥 文献 㻝㻜 文献 㻝㻞-㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䝒䝒䝆 䝒䝹䝁䜿䝰䝰 ○

䝃䜽䝷䝋䜴 䜴䝭䝭䝗䝸 ○

䝲䝘䜼䝖䝷䝜䜸 ○ ○

䜽䝃䝺䝎䝬 ○ ○

䜽䝸ン䝋䜴 ○ 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䝰䜽䝉䜲 䝲䝏䝎䝰 ○ ○

䝸ン䝗䜴 䜶䝌䝸ン䝗䜴 ○ ○ ○

䝣䝕䝸ン䝗䜴 ○

䝅䝻䝞䝘䝣䝕䝸ン䝗䜴 ○

䝭䝒䜺䝅ワ 䝭䝒䜺䝅ワ ○

䜺䜺䜲䝰 䜲䜿䝬 ○ ○

䜺䜺䜲䝰 ○

䜰䜹䝛 䜽䝹䝬䝞䝋䜴 ○

䜸䜸䝞䝜䝲䜶䝮䜾䝷 ○

䝖䝀䝘䝅䝲䜶䝮䜾䝷 ○

䝩䝋䝞䝜䝶䝒䝞䝮䜾䝷 ○ ○

䜶䝌䝜䜹ワ䝷䝬䝒䝞 ○

䝏䝵䜴䝉ン䜹ワ䝷䝬䝒䝞 ○

䜰䜹䝛䝮䜾䝷 ○ ○ ○

䝠䝹䜺䜸 䝠䝹䜺䜸 ○

䝠䝻䝝䝠䝹䜺䜸 ○

䝝䝬䝠䝹䜺䜸 ○

䝛䝘䝅䜹䝈䝷 ○

䝮䝷䝃䜻 䝝䝬䝧ン䜿䜲䝋䜴 ○

䝅䝋 䜹ワ䝭䝗䝸 ○

䜹䜲䝆ン䝗䜴 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䜽䝹䝬䝞䝘 ○

䜲䝚䝖䜴䝞䝘 ○

䝭䝲䝬䝖䜴䝞䝘 ○ ○

䝮䝅䝱䝸ン䝗䜴 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䝘䜼䝘䝍䝁䜴䝆䝳 ○

䝏䝅䝬䜸䝗䝸䝁䝋䜴 ○

䝅䝻䝞䝘䝏䝅䝬䜸䝗䝸䝁䝋䜴 ○

䜸䝗䝸䝁䝋䜴 ○

䝅䝻䝛 ○

䜿䝅䝻䝛 ○

䝠䝯䝅䝻䝛 ○ ○

䜶䝌䝅䝻䝛 ○

䜶䝌䝭䝋䜺ワ䝋䜴 ○

䝠䝯䝘䝭䜻 ○

䝘䝭䜻䝋䜴 ○

䝅䝻䝞䝘䝘䝭䜻䝋䜴 ○

䜶䝌䝘䝭䜻䝋䜴 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䜲䝚䝂䝬 ○ ○

䜶䝌䜲䝚䝂䝬 ○

䝘䝇 䜸䜸䝬䝹䝞䝜䝩䝻䝅 ○ ○ ○

䜲䝚䝩䜸䝈䜻 ○

䝂䝬䝜䝝䜾䝃 䜴ン䝷ン ○

䜰䝊䝘 ○

䝭䝌䝩䜸䝈䜻 ○

䜶䝌䝜䜹ワ䝐䝅䝱 ○

䜸䜸䜲䝚䝜䝣䜾䝸 ○

䝍䝚䜻䝰 䝁䝍䝚䜻䝰 ○

䝝䜶䝗䜽䝋䜴 䝝䜶䝗䜽䝋䜴 ○

䜸䜸䝞䝁 䜸䜸䝞䝁 ○ ○

䜶䝌䜸䜸䝞䝁 ○

䝖䜴䜸䜸䝞䝁 ○

䝦䝷䜸䜸䝞䝁 ○ ○

䜲䝋䜸䜸䝞䝁 ○

䝇䜲䜹䝈䝷 䝛䝮䝻䝤䝅䝎䝬 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䜶䝌䝙ワ䝖䝁 ○ ○

䜻䝭䝜䜶䝌䝙ワ䝖䝁 ○

䜹ン䝪䜽 ○

䝭䝲䝬䜺䝬䝈䝭 ○

䝺ン䝥䜽䝋䜴 䝺ン䝥䜽䝋䜴 ○ ○

䜸䝭䝘䜶䝅 䜸䝭䝘䜶䝅 ○

䜻䜻䝵䜴 䝰䜲ワ䝅䝱䝆ン ○

䝒䝸䜺䝛䝙ン䝆ン ○

䝅䝻䝞䝘䝒䝸䜺䝛䝙ン䝆ン ○

䝒䝹䝙ン䝆ン ○

䝃ワ䜼䜻䝵䜴 ○ ○

䜻䜽 䝜䝁䜼䝸䝋䜴 ○

䜻䝍䝜䝁䜼䝸䝋䜴 ○

䝉䜲䝶䜴䝜䝁䜼䝸䝋䜴 ○ ○

䝲䝬䝝䝝䝁 ○

䝩䝋䝞䝜䝲䝬䝝䝝䝁 ○

䜲ワ䝶䝰䜼 ○

䝝䝬䜸䝖䝁䝶䝰䜼 ○

䝠䝻䝝䜴䝷䝆䝻䝶䝰䜼 ○

䜸䜸䝶䝰䜼 ○ ○

䝅䝻䝶䝰䜼 ○

䜶䝌䜸䜸䝶䝰䜼 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝂䝪䜴 ○

䜶䝌䝂䝬䝘 ○ ○

䜶䝌䝜䝍䜴䝁䜼 ○



 - 123 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   名 種   名 文献 㻤 文献 㻥 文献 㻝㻜 文献 㻝㻞-㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䜻䜽 䝍䜴䝁䜼 ○

䜶䝌䝜䜻䝒䝛䜰䝄䝭 ○

䝭䝭䝁䜴䝰䝸 ○

䝶䝤䝇䝬䝋䜴 ○ ○

䝭䝲䝬䝲䝤䝍䝞䝁 ○

䝖䜻ン䝋䜴 ○

䜻䜽䝙䜺䝘 ○

䜶䝌䝜䝃ワ䜰䝄䝭 ○ ○ ○

䝍䜹䜰䝄䝭 ○

䜰䝯䝸䜹䜸䝙䜰䝄䝭 ○

䝠䝯䝮䜹䝅䝶䝰䜼 ○

䝶䝒䝞䝠䝶䝗䝸 ○

䝠䝯䝏䝏䝁䜾䝃 ○

䝁䜴䝸ン䝍ン䝫䝫 ○

䝲䝘䜼䝍ン䝫䝫 ○

䜸䜾䝹䝬 ○

䜹䝉ン䝋䜴 ○ ○ ○

䝝䝬䝙䜺䝘 ○

䜰䜻䝜䝜䝀䝅 ○

䜶䝌䝮䝷䝃䜻䝙䜺䝘 ○

䝉ン䝪ン䝲䝸 ○

䝁䝅䜹䜼䜽 ○

䝅䜹䜼䜽 ○

䜰䜻䝍䝤䜻 ○

䝁䜴䝌䝸䝘 ○

䜰䝷䝀䝝ン䝂ン䝋䜴 ○

䜸䜸䝝ン䝂ン䝋䜴 ○

䝝ン䝂ン䝋䜴 ○ ○

䝜䝪䝻䜼䜽 ○

䜸䜸䜰ワ䝎䝏䝋䜴 ○

䝭䝲䝬䜰䜻䝜䜻䝸ン䝋䜴 ○

䜸䝙䝜䝀䝅 ○

䝝䝏䝆䝵䜴䝘 ○

䝠䝯䝆䝵䜸ン ○

䜶䝌䝍ン䝫䝫 ○

䝉䜲䝶䜴䝍ン䝫䝫 ○

䜸䝘䝰䝭 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䜸䝰䝎䜹 䝃䝆䜸䝰䝎䜹 ○

䝩䝻䝮䜲䝋䜴 䝅䝞䝘 ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䝩䝋䝞䝜䝅䝞䝘 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䝠䝹䝮䝅䝻 䝉ン䝙ン䝰 ○ ○

䝠䝻䝝䝜䜶䝡䝰 ○

䜹ワ䝒䝹䝰 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䜰䝬䝰 䝁䜰䝬䝰 ○

䝴䝸 䝜䝡䝹 ○

䜶䝌䝛䜼 ○

䝭䝲䝬䝷䝑䜻䝵䜴 ○

䜼䝵䜴䝆䝱䝙ン䝙䜽 ○

䜻䝆䜹䜽䝅 ○

䝇䝈䝷ン ○

䝩䜴䝏䝱䜽䝋䜴 ○

䝏䝂䝴䝸 ○

䜽䝻䝴䝸 ○ ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䜻䝞䝘䝜䜰䝬䝘 ○

䜶䝌䝠䝯䜰䝬䝘 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䜶䝌䜻䝇䝀 ○

䜶䝌䜹ン䝌䜴 ○

䝍䝏䜼䝪䜴䝅 ○

䜸䜸䜴䝞䝴䝸 ○

䜶䝌䝇䜹䝅䝴䝸 ○

䜽䝹䝬䝴䝸 ○ ○

䝬䜲䝓䝹䝋䜴 ○

䝸䝳䜴䝜䝠䝀 ○ ○

䜽䝹䝬䝞䝒䜽䝞䝛䝋䜴 ○

䝠䝯䜲䝈䜲 ○

䝭䝲䝬䝘䝹䝁䝴䝸 ○

䜸䜸䜰䝬䝗䝁䝻 ○

䝴䜻䝄䝃 ○

䜸䜸䝞䝘䝜䜶ン䝺䜲䝋䜴 ○

䜰䝲䝯 䝜䝝䝘䝅䝵䜴䝤 ○ ○

䝠䜸䜴䜼䜰䝲䝯 ○ ○

䝅䝻䝞䝘䝠䜸䜴䜼䜰䝲䝯 ○

䜲䜾䝃 䝠䝯䝁䜴䜺䜲䝊䜻䝅䝵䜴 ○

䜲 ○ ○

䝠䝯䜲 ○

䝗䝻䜲 ○

䝝䝬䜲 ○

䝩䝋䜲 ○

䜽䝃䜲 ○

䝇䝈䝯䝜䝲䝸 ○ ○

䝲䝬䝇䝈䝯䝜䝠䜶 ○

䝒䝴䜽䝃 䝒䝴䜽䝃 ○

䜲䝛 䝝䝛䜺䝲 ○

䝁䝚䜹䜾䝃 ○ ○ ○

䝚䜹䝪 ○
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科   名 種   名 文献 㻤 文献 㻥 文献 㻝㻜 文献 㻝㻞-㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䝁䝚䜹䝪 ○

䜶䝌䝚䜹䝪 ○

䝇䝈䝯䝜䝔䝑䝫䜴 ○

䝝䝹䜺䝲 ○

䝖䝎䝅䝞 ○

䜹䝈䝜䝁䜾䝃 ○

䝲䝬䜰ワ ○ ○

䜲ワ䝜䜺䝸䝲䝇 ○ ○

䝏䝅䝬䜺䝸䝲䝇 ○ ○

䝜䜺䝸䝲䝇属䛾一種 ○

䜹䝰䜺䝲 ○

䜰䜻䝯䝠䝅䝞 ○

䜲䝚䝡䜶 ○

䜿䜲䝚䝡䜶 ○

䝍䜲䝚䝡䜶 ○

䝝䝬䝮䜼 ○

䝝䝬䝙ン䝙䜽 ○

䜸䝙䜴䝅䝜䜿䜾䝃 ○

䜸䜸䜴䝅䝜䜿䜾䝃 ○

䝠䝻䝝䝜䝗䝆䝵䜴䝒䝘䜼 ○

䝁䜴䝪䜴 ○

䝩䝋䝮䜼 ○

䝁䝯䜺䝲 ○

䝇䝇䜻 ○

䜸䜸䝛䝈䝭䜺䝲 ○

䜽䝃䝶䝅 ○

䜸䜸䜰ワ䜺䜶䝸 ○ ○

䝶䝅 ○ ○ ○

䝒䝹䝶䝅 ○

䝇䝈䝯䝜䜹䝍䝡䝷 ○

䝘䜺䝝䜾䝃 ○ ○

䝠䝯䜹䝷䝣䝖䜲䝏䝂䝒䝘䜼 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䜽䝬䜲䝄䝃 ○

䝒䜽䝞䝘ン䝤䝇䝈 ○

䝃䝃属䛾一種 ○

䜰䜻䝜䜶䝜䝁䝻䜾䝃 ○

䜻ン䜶䝜䝁䝻 ○

䝮䝷䝃䜻䜶䝜䝁䝻 ○

䝃䝖䜲䝰 䝁䜴䝷䜲䝔ン䝘ン䝅䝵䜴 ○

䝭䝈䝞䝅䝵䜴 ○

䜺䝬 䜺䝬 ○ ○ ○

䜹䝲䝒䝸䜾䝃 䝅䝵䜴䝆䝵䜴䝇䝀 ○

䝠䝯䜹ワ䝈䝇䝀 ○

䝝䝸䜺䝛䝇䝀 ○

䝆䝵䜴䝻䜴䝇䝀 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䝏䝱䝅䝞䝇䝀 ○

䝠䝯䜹ン䝇䝀 ○

䜹䝃䝇䝀 ○

䜸䜽䝜䜹ン䝇䝀 ○

䝛䝮䝻䝇䝀 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䝁䝝䝸䝇䝀 ○ ○

䝁䜴䝪䜴䝮䜼 ○

䝲䝷䝯䝇䝀 ○ ○ ○

䜶䝌䝜䝁䜴䝪䜴䝮䜼 ○

䝁䜴䝪䜴䝅䝞 ○

䜴䝅䜸䝇䝀 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䜰䝈䝬䝘䝹䝁 ○

䜸䜸䜹ワ䝈䝇䝀 ○ ○

䜰䝊䝇䝀 ○ ○

䜹ワ䝷䝇䜺䝘 ○

䝠䝯䝝䝸䜲 ○

䜽䝻䝝䝸䜲 ○

䝃䜼䝇䝀 ○

䜸䜸䜲䝚䝜䝝䝘䝠䝀 ○

䝅䝈䜲 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䜶䝌䜴䜻䝲䜺䝷 ○

䝣䝖䜲 ○ ○

䜰䝤䝷䜺䝲 ○ ○

䜶䝌䜰䝤䝷䜺䝲 ○

䝷ン 䝃䜲䝝䜲䝷ン ○ ○

䜸䝙䝜䝲䜺䝷 ○

䜸䜸䝭䝈䝖ン䝪 ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䜽䝰䜻䝸䝋䜴 ○

䝇䝈䝮䝅䝋䜴 ○

䝁䜿䜲䝷ン ○

䝭䝈䝏䝗䝸 ○

䝖䜻䝋䜴 ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䝛䝆䝞䝘 ○

䝅䜸䜾䝃 䝆䝳䝈䝰 ○

䚷※ 文献 㻤  㻦 䛸うふつ湖䛾᳜物一覧䚷ᖹ成㻝㻤ᖺ

䚷※ 文献 㻥䚷㻦 東京農業大学䚷⥙走農場䛸そ䛾周辺䛾᳜物－農大᳜物園⥙走分園ᇶ礎資料䛸し䛶－䚷昭和㻢㻞ᖺ㻠月

䚷※ 文献 㻝㻜 㻦 東京農業大学䚷続䚷⥙走農場䛸そ䛾周辺䛾᳜物－東京農大᳜物園⥙走分園ᇶ礎資料㻞－䚷ᖹ成元ᖺ㻢月

䚷※ 文献 㻝㻞-㻝 㻦 濤沸湖畔䛻おけ䜛᳜生分ᕸ䛻影響す䜛環境要因䛻つい䛶䚷ᖹ成㻥ᖺ
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3 鳥類 
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目 科  種䚷䚷䚷䚷䚷名 文献 㻝 文献 㻞 文献 㻟 文献 㻠 文献 㻡

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

備䚷考

䜹䜲䝒䝤䝸 䜹䜲䝒䝤䝸 䜹䜲䝒䝤䝸 ○ ○ ○ ○

䝝䝆䝻䜹䜲䝒䝤䝸 ○ ○

䝭䝭䜹䜲䝒䝤䝸 ○ ○ ○ ○

䜰䜹䜶䝸䜹䜲䝒䝤䝸 ○

䝭䝈䝘䜼䝗䝸 䜴䝭䝒䝞䝯 䝝䜲䜲䝻䜴䝭䝒䝞䝯 ○

䝨䝸䜹ン 䜴 䜹ワ䜴 ○

䜴䝭䜴 ○ ○ ○ ○

䝠䝯䜴 ○ ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅

䝁䜴䝜䝖䝸 䝃䜼 䝃ン䜹䝜䝂䜲 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危惧種䠄㻱㼚䠅

䝶䝅䝂䜲 ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䜰䝬䝃䜼 ○ ○ ○

䝎䜲䝃䜼 ○ ○ ○ ○

䝏䝳䜴䝃䜼 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 希少種䠄R䠅

䝁䝃䜼 ○ ○

䜰䜸䝃䜼 ○ ○ ○ ○

䝁䜴䝜䝖䝸 䝁䜴䝜䝖䝸 ○ ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 絶滅危惧種䠄㻱㼚䠅 特別天然記念物䞉国内希少

䝖䜻 䝦䝷䝃䜼 ○ ○ 情報不足䠄㻰㻰䠅

䜹䝰 䜹䝰 䝅䝆䝳䜴䜹䝷䜺ン ○ ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅 国内希少

䝬䜺ン ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 希少種䠄R䠅 天然記念物

䜹䝸䜺䝛 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䝠䝅䜽䜲 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄R䠅 天然記念物

䜸䜸䝠䝅䜽䜲 ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 希少種䠄R䠅

䝝䜽䜺ン ○ 情報不足䠄㻰㻰䠅 希少種䠄R䠅

䝁䝤䝝䜽䝏䝵䜴 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝝䜽䝏䝵䜴 ○ ○ ○ ○

䝁䝝䜽䝏䝵䜴 ○ ○ ○ ○ 希少種䠄R䠅

䜸䝅䝗䝸 ○ ○ 情報不足䠄㻰㻰䠅 希少種䠄R䠅

䝬䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䜹䝹䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䝁䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䝁䜺䝰䛾亜種間交雑固体 ○

䜰䝯䝸䜹䝁䜺䝰 ○ ○

䝖䝰䜶䜺䝰 ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄R䠅

䝶䝅䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䜸䜹䝶䝅䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䝠䝗䝸䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䜰䝯䝸䜹䝠䝗䝸 ○ ○ ○ ○ ○

䜸䝘䜺䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䝅䝬䜰䝆 ○ ○ ○ ○

䝝䝅䝡䝻䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䝩䝅䝝䝆䝻 ○ ○ ○ ○

䜻ン䜽䝻䝝䝆䝻 ○ ○ ○ ○

䝇䝈䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䜽䝻䜺䝰 ○ ○

䝡䝻䞊䝗䜻ン䜽䝻 ○ ○

䝅䝜䝸䜺䝰 ○ ○ 地域個体群䠄LP䠅 希少種䠄R䠅

䝁䜸䝸䜺䝰 ○ ○

䝩䜸䝆䝻䜺䝰 ○ ○ ○ ○

䝭䝁䜰䜲䝃 ○ ○ ○ ○ 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䜴䝭䜰䜲䝃 ○ ○ ○ ○

䜹ワ䜰䜲䝃 ○ ○ ○ ○

䝍䜹 䝍䜹 䝭䝃䝂 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䝖䝡 ○ ○ ○ ○

䜸䝆䝻ワ䝅 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危惧種䠄㻱㼚䠅 天然記念物䞉国内希少

䜸䜸ワ䝅 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 絶滅危惧種䠄㻱㼚䠅 天然記念物䞉国内希少

䜸䜸䝍䜹 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅 国内希少

䝝䜲䝍䜹 ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䜿䜰䝅䝜䝇䝸 ○ ○ ○ 希少種䠄R䠅

䝜䝇䝸 ○ ○ ○ ○

䝝䜲䜲䝻䝏䝳䜴䝠 ○ ○ ○ 希少種䠄R䠅

䝏䝳䜴䝠 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䝝䝲䝤䝃 䝅䝻䝝䝲䝤䝃 ○ ○ 希少種䠄R䠅

䝝䝲䝤䝃 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅 国内希少

䝏䝂䝝䝲䝤䝃 ○ ○ ○ ○

䝁䝏䝵䜴䝀ン䝪䜴 ○ ○ ○ ○

䝏䝵䜴䝀ン䝪䜴 ○ ○

䜻䝆 䝷䜲䝏䝵䜴 䜶䝌䝷䜲䝏䝵䜴 ○ 情報不足䠄㻰㻰䠅 希少種䠄R䠅

䜻䝆 䜴䝈䝷 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 希少種䠄R䠅

䜻䝆 ○ ○

䝒䝹 䝒䝹 䜽䝻䝓䝹 ○ ○ 情報不足䠄㻰㻰䠅

䝍ン䝏䝵䜴 ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 絶滅危惧種䠄㻱㼚䠅 特別天然記念物䞉国内希少

䝘䝧䝓䝹 ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅

䜽䜲䝘 䜽䜲䝘 ○ ○ ○ ○ 希少種䠄R䠅

䝠䜽䜲䝘 ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄R䠅

䝞ン ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝞ン ○ ○

䝏䝗䝸 䝭䝲䝁䝗䝸 䝭䝲䝁䝗䝸 ○ ○ ○

䝏䝗䝸 䝝䝆䝻䝁䝏䝗䝸 ○ ○ ○ ○

䝁䝏䝗䝸 ○ ○ ○ ○

䜲䜹䝹䝏䝗䝸 ○ ○

䝅䝻䝏䝗䝸 ○ ○

䝯䝎䜲䝏䝗䝸 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝯䝎䜲䝏䝗䝸 ○
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目 科  種䚷䚷䚷䚷䚷名 文献 㻝 文献 㻞 文献 㻟 文献 㻠 文献 㻡

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

備䚷考

䝏䝗䝸 䝏䝗䝸 䝮䝘䜾䝻 ○ ○ ○ ○

䝎䜲䝊ン ○ ○ ○ ○

䝍䝀䝸 ○

䝅䜼 䜻䝵䜴䝆䝵䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝖䜴䝛ン ○ ○ ○ ○

䝠䝞䝸䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜸䝆䝻䝖䜴䝛ン ○ ○ ○ ○

䝠䝯䜴䝈䝷䝅䜼 ○

䜰䝯䝸䜹䜴䝈䝷䝅䜼 ○ ○ ○

䜴䝈䝷䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝏䝅䝬䝅䜼 ○ 情報不足䠄㻰㻰䠅 希少種䠄R䠅

䝝䝬䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝃䝹䝝䝬䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝁䜸䝞䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜸䝞䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝭䝴䝡䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝦䝷䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䜶䝸䝬䜻䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜻䝸䜰䜲 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝝䝅䝅䜼 ○ ○

䝒䝹䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜰䜹䜰䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䝁䜰䜸䜰䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜰䜸䜰䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜹䝷䝣䝖䜰䜸䜰䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅 国内希少

䜽䝃䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝍䜹䝤䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜻䜰䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜲䝋䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝋䝸䝝䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜸䜾䝻䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝋䝸䝝䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝎䜲䝅䝱䜽䝅䜼 ○ ○

䝩䜴䝻䜽䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄R䠅

䝏䝳䜴䝅䝱䜽䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝁䝅䝱䜽䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危急種䠄㼂㼡䠅

䝲䝬䝅䜼 ○ ○

䝍䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝆䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 希少種䠄R䠅

䜰䜸䝅䜼 ○

䝉䜲䝍䜹䝅䜼 䝉䜲䝍䜹䝅䜼 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄R䠅

䝋䝸䝝䝅䝉䜲䝍䜹䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝠䝺䜰䝅䝅䜼 䝝䜲䜲䝻䝠䝺䜰䝅䝅䜼 ○ ○

䜰䜹䜶䝸䝠䝺䜰䝅䝅䜼 ○ ○ ○ ○

䝒䝞䝯䝏䝗䝸 䝒䝞䝯䝏䝗䝸 ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅 希少種䠄R䠅

䜹䝰䝯 䝴䝸䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

䝉䜾䝻䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝉䜾䝻䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

ワ䝅䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

䝅䝻䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

䜴䝭䝛䝁 ○ ○ ○ ○

䝭䝒䝴䝡䜹䝰䝯 ○ ○ ○ ○

䝝䝆䝻䜽䝻䝝䝷䜰䝆䝃䝅 ○ ○ ○

䜰䝆䝃䝅 ○ ○ ○ ○

䝁䜰䝆䝃䝅 ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅

䝝䝖 䝝䝖 䜻䝆䝞䝖 ○ ○ ○ ○

䜰䜸䝞䝖 ○ ○ ○ ○

䜹䝑䝁䜴 䜹䝑䝁䜴 䜹䝑䝁䜴 ○ ○ ○ ○

䝒䝒䝗䝸 ○ ○ ○ ○

䝣䜽䝻䜴 䝣䜽䝻䜴 䝅䝻䝣䜽䝻䜴 ○ ○ 希少種䠄R䠅

䝖䝷䝣䝈䜽 ○ 希少種䠄R䠅

䝁䝭䝭䝈䜽 ○ ○ ○

䝣䜽䝻䜴 ○

䜰䝬䝒䝞䝯 䜰䝬䝒䝞䝯 䝝䝸䜸䜰䝬䝒䝞䝯 ○ ○ ○ ○

䜰䝬䝒䝞䝯 ○ ○ ○ ○

䝤䝑䝫䜴䝋䜴 䜹ワ䝉䝭 䜹ワ䝉䝭 ○ ○ ○ ○

䝲䝒䜺䝅䝷 䝲䝒䜺䝅䝷 ○ ○

䜻䝒䝒䜻 䜻䝒䝒䜻 䜰䝸䝇䜲 ○ ○ ○ ○

䝲䝬䝀䝷 ○ ○ ○ ○

䜰䜹䝀䝷 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䜰䜹䝀䝷 ○ ○ 留意種䠄N䠅

䝁䜰䜹䝀䝷 ○ ○ ○ ○ 希少種䠄R䠅

䝁䝀䝷 ○ ○

䝇䝈䝯 䝠䝞䝸 䝠䝞䝸 ○ ○ ○ ○

䝒䝞䝯 䝅䝵䜴䝗䜴䝒䝞䝯 ○ ○ ○ ○

䝒䝞䝯 ○ ○ ○

䜲ワ䝒䝞䝯 ○ ○

䝉䜻䝺䜲 䝒䝯䝘䜺䝉䜻䝺䜲 ○ ○ ○ 希少種䠄R䠅

䜻䝉䜻䝺䜲 ○ ○

䝝䜽䝉䜻䝺䜲 ○ ○ ○ ○

䝉䜾䝻䝉䜻䝺䜲 ○

䝡ン䝈䜲 ○ ○

䝍䝠䝞䝸 ○ ○ ○ ○

䝠䝶䝗䝸 䝠䝶䝗䝸 ○ ○ ○ ○
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目 科  種䚷䚷䚷䚷䚷名 文献 㻝 文献 㻞 文献 㻟 文献 㻠 文献 㻡

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

備䚷考

䝇䝈䝯 䝰䝈 䝰䝈 ○ ○ ○ ○

䜰䜹䝰䝈 ○ ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 希少種䠄R䠅

䜸䜸䝰䝈 ○ ○ ○

䝺ン䝆䝱䜽 䜻䝺ン䝆䝱䜽 ○ ○

䝠䝺ン䝆䝱䜽 ○

䜹ワ䜺䝷䝇 䜹ワ䜺䝷䝇 ○

䝭䝋䝃䝄䜲 䝭䝋䝃䝄䜲 ○ ○

䝠䝍䜻 䝜䝂䝬 ○ ○ ○ ○

䝁䝹䝸 ○ ○ ○

䝹䝸䝡䝍䜻 ○

䝆䝵䜴䝡䝍䜻 ○ ○

䝜䝡䝍䜻 ○ ○ ○ ○

䝝䝅䜾䝻䝠䝍䜻 ○

䝬䝭䝆䝻 ○

䝖䝷䝒䜾䝭 ○

䜽䝻䝒䜾䝭 ○ ○ ○ ○

䜰䜹䝝䝷 ○ ○ ○ ○

䝅䝻䝝䝷 ○

䝬䝭䝏䝱䝆䝘䜲 ○

䝒䜾䝭 ○ ○ ○ ○

䝲䝤䝃䝯 ○ ○ ○ ○

䜴䜾䜲䝇 ○ ○ ○ ○

䜶䝌䝉ン䝙䝳䜴 ○ ○

䝅䝬䝉ン䝙䝳䜴 ○ ○ ○ ○

䝬䜻䝜䝉ン䝙䝳䜴 ○ ○ ○ ○

䝁䝶䝅䜻䝸 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝶䝅䜻䝸 ○ ○ ○ ○

䝯䝪䝋䝮䝅䜽䜲 ○

䜶䝌䝮䝅䜽䜲 ○ ○

䝉ン䝎䜲䝮䝅䜽䜲 ○ ○ ○ ○

䜻䜽䜲䝍䝎䜻 ○ ○

䜻䝡䝍䜻 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝹䝸 ○ ○

䜶䝌䝡䝍䜻 ○ ○ ○ ○

䝁䝃䝯䝡䝍䜻 ○ ○ ○ ○

䜶䝘䜺 䜶䝘䜺 ○ ○ ○ ○

䝅䝆䝳䜴䜹䝷 䝝䝅䝤䝖䜺䝷 ○ ○ ○ ○

䝁䜺䝷 ○ ○ ○

䝠䜺䝷 ○ ○

䝅䝆䝳䜴䜹䝷 ○ ○ ○ ○

䝂䝆䝳䜴䜹䝷 䝂䝆䝳䜴䜹䝷 ○ ○ ○ ○

䜻䝞䝅䝸 䜻䝞䝅䝸 ○ ○

䝯䝆䝻 䝯䝆䝻 ○ ○ ○ ○

䝩䜸䝆䝻 䝅䝷䜺䝩䜸䝆䝻 ○ ○

䝩䜸䝆䝻 ○ ○

䝩䜸䜰䜹 ○ ○ ○ ○

䜹䝅䝷䝎䜹 ○ ○

䝭䝲䝬䝩䜸䝆䝻 ○ ○ ○

䝅䝬䜰䜸䝆 ○ ○ 絶滅危惧I㻭類䠄㻯R䠅 希少種䠄R䠅

䜰䜸䝆 ○ ○ ○ ○

䜸䜸䝆䝳䝸ン ○ ○ ○ ○

䝒䝯䝘䜺䝩䜸䝆䝻 ○ ○ ○

䝴䜻䝩䜸䝆䝻 ○ ○ ○ ○

䜰䝖䝸 䜰䝖䝸 ○ ○

䜹ワ䝷䝠ワ ○ ○ ○ ○

䝬䝠ワ ○ ○

䝧䝙䝠ワ ○ ○ ○

䝝䜼䝬䝅䝁 ○

䜰䜹䝬䝅䝁 ○ ○

䜸䜸䝬䝅䝁 ○ ○

䜼ン䝄ン䝬䝅䝁 ○ 希少種䠄R䠅

䝧䝙䝬䝅䝁 ○ ○ ○ ○

䜴䝋 ○ ○

䜲䜹䝹 ○ ○

䝅䝯 ○ ○ ○ ○

䝝䝍䜸䝸䝗䝸 䝙䝳䜴䝘䜲䝇䝈䝯 ○ ○ ○ ○

䝇䝈䝯 ○ ○ ○ ○

䝮䜽䝗䝸 䝁䝮䜽䝗䝸 ○ ○

䝩䝅䝮䜽䝗䝸 ○ ○ ○

䝮䜽䝗䝸 ○ ○ ○ ○

䜹䝷䝇 䜹䜿䝇 ○ ○ ○ ○

䝩䝅䜺䝷䝇 ○

䝭䝲䝬䜺䝷䝇 ○ ○

䝝䝅䝪䝋䜺䝷䝇 ○ ○ ○ ○

䝝䝅䝤䝖䜺䝷䝇 ○ ○ ○ ○

ワ䝍䝸䜺䝷䝇 ○

䚷※ 文献 㻝 㻦 知床博物館研究報告䚷第㻝㻤集䚷別冊 ⥙走ᕷ䞉小清水⏫䞉斜里⏫䛻おけ䜛䜸䝩䞊䝒䜽海沿岸部周辺䛾鳥類䚷ᖹ成㻥ᖺ

䚷※ 文献 㻞 㻦 知床博物館研究報告䚷第㻞㻞集䚷別冊 ⥙走支庁管内鳥類目録䚷－໭海道䞉䜸䝩䞊䝒䜽圏䛷確認さ䜜た鳥類－䚷ᖹ成㻝㻟ᖺ

䚷※ 文献 㻟 㻦 知床博物館研究報告䚷第㻞㻡集䚷別冊 ⥙走地方䛻おい䛶近ᖺ記録さ䜜た稀少䜹䝰目鳥類䚷ᖹ成㻝㻢ᖺ

䚷※ 文献 㻠 㻦 濤沸湖周辺䠄除く海域䠅䛷観察さ䜜た鳥類一覧 －᥈鳥䜺䜲䝗䚸⥙走䛾野鳥㻞㻣㻣他－䚷昭和㻢㻜ᖺ

䚷※ 文献 㻡 㻦 䛸うふつ湖䛾野鳥一覧䚷ᖹ成㻝㻤ᖺ

䚷※ 特別天然記念物 㻦 文໬庁 文໬財保護法䚷昭和㻞㻡ᖺ

䚷※ 天然記念物 㻦 文໬庁 文໬財保護法䚷昭和㻞㻡ᖺ

䚷※ 国内希少 㻦 絶滅䛾おそ䜜䛾あ䜛野生動᳜物䛾種䛾保存䛻関す䜛法律䚷ᖹ成㻠ᖺ䚷国内希少野生動᳜物種
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4 魚ʼ類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濤沸湖

内

浦士別

川

濤沸湖

内

丸万川

䜸ン䝛

䝘䜲川

䜴䜹䝹䝅䝳

䝧䝒川

浦士別

川

脊索動物門 硬骨魚類

䝲䝒䝯䜴䝘䜼 䝲䝒䝯䜴䝘䜼 䜹ワ䝲䝒䝯 ○ 絶滅危惧䊡類䠄㼂㼁䠅

䝙䝅ン 䝙䝅ン 䝙䝅ン ○ ○

䝃䜿 䝃䜿 䜲䝖䜴 ○ 絶滅危惧I㻮類䠄㻱N䠅 絶滅危機種䠄㻯r䠅

䜰䝯䝬䝇 ○ ○ ○ ○

䝠䝯䝬䝇

䠄䝧䝙䝄䜿䛾陸封䞉湖沼型䠅

○ 絶滅危機種䠄㻯r䠅

䜹䝷䝣䝖䝬䝇 ○

䝃䜿 ○ ○

䝃䜽䝷䝬䝇䠄䝲䝬䝯含む䠅 ○ ○ ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 留意種䠄N䠅

䜰䝬䝂 ○

䝙䝆䝬䝇 ○ ○

䜻䝳䜴䝸䜴䜸 ワ䜹䝃䜼 ○ ○ ○

䝅䝷䜴䜸 䝅䝷䜴䜸 ○ 希少種䠄R䠅

䝁䜲 䝁䜲 䜴䜾䜲 ○ ○ ○

䝬䝹䝍䜴䜾䜲 ○ ○ 留意種䠄N䠅

䝁䜲 ○

䜼ン䝤䝘 ○

䝣䝘 ○

䝗䝆䝵䜴 䝣䜽䝗䝆䝵䜴 ○

䝎䝒 䝃䝶䝸 䝃䝶䝸 ○

䝖䝀䜴䜸 䝖䝀䜴䜸 䜲䝖䝶 ○ ○ ○

䝖䝭䝶 ○ ○ ○ ○ ○ ○

䝶䜴䝆䜴䜸 䝶䜴䝆䜴䜸 ○

䝪䝷 䝪䝷 䝯䝘䝎 ○

䝇䝈䜻 䝃䝞 䝃䝞 ○

䝝䝊 䝏䝏䝤 ○

䝚䝬䝏䝏䝤 ○ ○

䜰䝅䝅䝻䝝䝊 ○ ○

䜴䜻䝂䝸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

䜲䝃䝄 ○

䝡䝸ン䝂 ○ ○

䝆䝳䝈䜹䜿䝝䝊 ○

䝚䜲䝯䜺䝆 䝚䜲䝯䜺䝆 ○

䜹䝃䝂 䝣䝃䜹䝃䝂 䜽䝻䝋䜲 ○ ○

䜰䜲䝘䝯 䜰䜲䝘䝯 ○ ○

䜿䝮䝅䜹䝆䜹 䜲䝋䝞䝔ン䜾 ○

䜽䝃䜴䜸 䜽䝃䜴䜸 ○

䜹䝺䜲 䜹䝺䜲 䜽䝻䜺䝅䝷䜺䝺䜲 ○

䝚䝬䜺䝺䜲 ○ ○

䝖䜴䜺䝺䜲 ○

䝍䝷 䝍䝷 䝁䝬䜲 ○ ○

節足動物門 軟甲⥘

䜶䝡 䝔䝘䜺䜶䝡 䝇䝆䜶䝡 ○ ○ ○ ○ ○

䜲䝋䝇䝆䜶䝡 ○

䜶䝡䝆䝱䝁 䜶䝡䝆䝱䝁 ○

䜲ワ䜺䝙 䝰䜽䝈䜺二 ○

軟体動物門 腹足⥙

䝙䝘 䜴䝭䝙䝘 䝩䝋䜴䝭䝙䝘 ○

軟体動物門 二枚貝⥙

䝬䝹䝇䝎䝺䜺䜲 䝬䝹䝇䝎䝺䜺䜲 䜰䝃䝸 ○

䝠䝯䜰䝃䝸 ○

䝅䝆䝭 䝲䝬䝖䝅䝆䝭 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䚷※ 文献 㻢 㻦 ᖹ成㻡ᖺ度 斜⥙西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書䚷ᖹ成㻡ᖺ㻝㻞月

䚷※ 文献 㻣 㻦 斜⥙西部地区䚷濤沸湖影響調査報告書䠄濤沸湖䠅調査資料編䚷昭和㻡㻟ᖺ㻞月

䚷※ 過去䛻᥇捕さ䜜た記録があ䜛種䛻つい䛶記載

目  名

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

文献 㻢 文献 㻣

種  名科  名
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5 底生動物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献 6 文献㻝㻞-㻞 文献㻝㻞-㻟

浦士別川 濤沸湖 浦士別川 丸万川

䜸ン䝛

䝘䜲川

濤沸湖 濤沸湖

䚷節足動物門

昆虫⥙ 䜹䝀䝻䜴 䝣䝍䜸䜹䝀䝻䜴 䝬䜶䜾䝻䝠䝯䝣䝍䜸䜹䝀䝻䜴 ○

䝁䜹䝀䝻䜴 䝅䝻䝝䝷䝁䜹䝀䝻䜴 ○ ○ ○

䝁䜹䝀䝻䜴属 ○

䝣䝍䝞䝁䜹䝀䝻䜴属 ○

䝏䝷䜹䝀䝻䜴 䝏䝷䜹䝀䝻䜴 ○

䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴 䝭䝲䝬䝍䝙䜺ワ䜹䝀䝻䜴属 ○ ○

䝍䝙䜺ワ䜹䝀䝻䜴属 ○ ○

䝴䝭䝰ン䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴 ○

䜶䝹䝰ン䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴 ○ ○

䜴䜶䝜䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴 ○

䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴属 ○

䝠䝯䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴 ○ ○ ○

䝠䝯䝠䝷䝍䜹䝀䝻䜴属 ○

䝖䝡䜲䝻䜹䝀䝻䜴 䝘䝭䝖䝡䜲䝻䜹䝀䝻䜴 ○

䝖䝡䜲䝻䜹䝀䝻䜴属 ○ ○ ○

䝰ン䜹䝀䝻䜴 䝣䝍䝇䝆䝰ン䜹䝀䝻䜴 ○

䝰ン䜹䝀䝻䜴属 ○

䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 䜽䝻䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 ○ ○ ○

䝣䝍䝬䝍䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 ○

䝶䝅䝜䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 ○ ○ ○ ○

䝭䝒䝖䝀䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 ○ ○

䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴属 ○ ○ ○ ○

䜽䝅䝀䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 ○

䜰䜹䝬䝎䝷䜹䝀䝻䜴 ○ ○ ○ ○

䝖ン䝪 䝃䝘䜶䝖ン䝪 䝃䝘䜶䝖ン䝪科 ○ ○ ○

䜹ワ䝀䝷 䝭䝆䜹䜸䜹ワ䝀䝷 䝭䝆䜹䜸䜹ワ䝀䝷科䛾数種 ○

䜸䝘䝅䜹ワ䝀䝷 䝣䝃䜸䝘䝅䜹ワ䝀䝷属 ○ ○

䜸䝘䝅䜹ワ䝀䝷属 ○

䝴䝡䜸䝘䝅䜹ワ䝀䝷属 ○ ○ ○

䜸䝘䝅䜹ワ䝀䝷科䛾一種 ○ ○

䜰䝭䝯䜹ワ䝀䝷 䜰䝭䝯䜹ワ䝀䝷䝰䝗䜻属 ○

䜰䝭䝯䜹ワ䝀䝷科 ○ ○ ○

䜹ワ䝀䝷 䝁䜺䝍䝣䝍䝒䝯䜹ワ䝀䝷属 ○

䝖䜴䝂䜴䜹ワ䝀䝷属 ○

䜹ワ䝀䝷属 ○ ○ ○

䝭䝗䝸䜹ワ䝀䝷 䝭䝗䝸䜹ワ䝀䝷科 ○ ○

䝁䜴䝏䝳䜴 䜺䝮䝅 䜺䝮䝅科䛾一種 ○

䝠䝯䝗䝻䝮䝅 䝠䝯䝗䝻䝮䝅科 ○

䝘䜺䝗䝻䝮䝅 䝘䜺䝗䝻䝮䝅属 ○ ○ ○

䝝䜶 䜺䜺ン䝪 㼀i㼜㼡la属䛾一種 ○ ○

䝠䝯䜴䝇䝞䜺䜺ン䝪属 ○ ○ ○ ○

㻰icra㼚㼛㼠a属 ○

䝎䜲䝭䝵䜴䜺䜺ン䝪 ○

䜸䜸䝠䝀䝘䜺䜺䜺ン䝪属 ○

䜺䜺ン䝪科 ○ ○

䜰䝭䜹 䜰䝭䜹科 ○ ○

䝤䝴 䝤䝴科䛾一種 ○ ○ ○ ○

䝚䜹䜹 䝚䜹䜹科䛾一種 ○ ○

䝴䝇䝸䜹 䜸䜸䝴䝇䝸䜹 ○ ○

䝴䝇䝸䜹類 㻝

䝴䝇䝸䜹類 㻞 ○

䝴䝇䝸䜹類 㻟 ○

䝴䝇䝸䜹類 㻠 ○

䝴䝇䝸䜹類 㻡 ○

䝴䝇䝸䜹類 㻢 ○

䝴䝇䝸䜹科 ○ ○ ○ ○

䝭䝈䜰䝤 䝭䝈䜰䝤科 ○

䝅䜼䜰䝤 䝅䜼䜰䝤科䛾一種 ○ ○

䝘䜺䝺䜰䝤 䝘䜺䝺䜰䝤科 ○

䜰䝤 䜰䝤科 ○ ○

䜸䝗䝸䝞䜶 䜸䝗䝸䝞䜶科 ○

䝖䝡䜿䝷 䝲䝬䝖䝡䜿䝷 䝁䝲䝬䝖䝡䜿䝷 ○

䜲䝜䝥䝇䝲䝬䝖䝡䜿䝷 ○ ○ ○

䝲䝬䝖䝡䜿䝷属 ○

䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 䝠䝻䜰䝍䝬䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 ○ ○

䝩䝑䜹䜲䝗䜴䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 ○

䜹ワ䝮䝷䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 ○

䝮䝘䜾䝻䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 ○

䝖䝷ン䝇䜽䜱䝷䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 ○ ○

䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷属 ○ ○

䝒䝯䝘䜺䝘䜺䝺䝖䝡䜿䝷 ○

䝠䝀䝘䜺䜹ワ䝖䝡䜿䝷 䝠䝀䝘䜺䜹ワ䝖䝡䜿䝷 ○ ○ ○ ○

䝅䝬䝖䝡䜿䝷

䜰䝭䝯䝅䝬䝖䝡䜿䝷属

䠄䝅䝻䝣䝒䝲䝖䝡䜿䝷属䠅

○ ○ ○

䝅䝻䝣䝒䝲䝖䝡䜿䝷 ○

䝁䜺䝍䝅䝬䝖䝡䜿䝷 ○ ○ ○

䜴䝹䝬䞊䝅䝬䝖䝡䜿䝷 ○ ○ ○ ○

䝅䝬䝖䝡䜿䝷属 ○

䝭䝲䝬䝅䝬䝖䝡䜿䝷属 ○ ○

門䞉⥙ 科目

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

環境省

䝺䝑䝗䝸䝇䝖

種名

文献 7
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文献 6 文献㻝㻞-㻞 文献㻝㻞-㻟

浦士別川 濤沸湖 浦士別川 丸万川

䜸ン䝛

䝘䜲川

濤沸湖 濤沸湖

昆虫⥙ 䝖䝡䜿䝷 䜶䜾䝸䝖䝡䜿䝷 䝙ン䜼䝵䜴䝖䝡䜿䝷 ○ ○

䝙ン䜼䝵䜴䝖䝡䜿䝷属 ○ ○

䝆䝵䜴䝄ン䜶䜾䝸䝖䝡䜿䝷 ○

䝁䜶䜾䝸䝖䝡䜿䝷属 ○ ○

䜰䝒䝞䜶䜾䝸䝖䝡䜿䝷属 ○

䝖䝡䝰ン䜶䜾䝸䝖䝡䜿䝷 ○ ○ ○ ○

䜶䜾䝸䝖䝡䜿䝷亜科 ○ ○

䜹䜽䝒䝒䝖䝡䜿䝷 䝁䜹䜽䝒䝒䝖䝡䜿䝷属 ○

䜹䜽䝇䜲䝖䝡䜿䝷 䜰䝯䝸䜹䜹䜽䝇䜲䝖䝡䜿䝷 ○

䜹䜽䝇䜲䝖䝡䜿䝷属 ○ ○ ○

䝬䝹䝒䝒䝖䝡䜿䝷属 ○ ○ ○

䝖䝡䜿䝷目 ○ ○

甲殻⥙ ワ䝷䝆䝮䝅 䝁䝒䝤䝮䝅 䜲䝋䝁䝒䝤䝮䝅 ○ ○ ○

䝶䝁䜶䝡 䝴ン䝪䝋䝁䜶䝡 䝙䝩ン䝗䝻䝋䝁䜶䝡 ○ ○

䜻䝍䝶䝁䜶䝡 䝖䝀䜸䝶䝁䜶䝡 ○ ○

䝶䝁䜶䝡類 ○ ○ ○

䚷袋形動物門

無針⥙ 無針⥙ ○

䚷環形動物門

多毛⥙ 多毛⥙ ○

䜲䝖䝂䜹䜲 䝂䜹䜲 䝂䜹䜲 ○

䜲䝖䝂䜹䜲 䜲䝖䝂䜹䜲 ○

貧毛⥙ 貧毛類 ○ ○ ○ ○ ○

䚷扁形動物門

渦虫⥙ 䜴䝈䝮䝅 䝥䝷䝘䝸䜰類 ○ ○

䚷軟体動物門

腹足⥙ 䝙䝘 䜹ワ䝃ン䝅䝵䜴䜺䜲 䜹ワ䝃ン䝅䝵䜴䜺䜲 ○

盤足目 䝍䝬䜻䝡䜺䜲 䝍䝬䜻䝡䜺䜲 ○

䜴䝭䝙䝘 䝩䝋䜴䝭䝙䝘 ○

二枚貝⥙ 䝬䝹䝇䝎䝺䜺䜲 䝬䝹䝇䝎䝺䜺䜲 䝠䝯䜰䝃䝸 ○

䜲䝅䜺䜲 䜹ワ䝅ン䝆䝳䜺䜲 䜹ワ䝅ン䝆䝳䜺䜲 ○ 絶滅危惧II類㻔㼂㼁㻕

䝝䝬䜾䝸 䝬䝯䝅䝆䝭 䝬䝯䝅䝆䝭属 ○

䚷※ 文献 㻢 㻦 ᖹ成㻡ᖺ度 濤沸湖漁業影響調査報告書䚷ᖹ成㻡ᖺ㻝㻞月䚷社団法人 ໭海道栽ᇵ漁業振興公社

䚷※ 文献 㻣 㻦 斜⥙西部地区 漁業影響調査報告書䠄濤沸湖䠅 調査資料編䚷昭和㻡㻟ᖺ㻞月䚷社団法人 ໭海道水産資源技術開発協会

䚷※ 文献㻝㻞-㻞 㻦 ⥙走ᕷ水産振興ᇶ本計⏬䠄䜸䝩䞊䝒䜽䞉䝬䝸ン䞉䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜲ン⥙走䠅䚷ᖹ成元ᖺ

䚷※ 文献㻝㻞-㻟 㻦 ⥙走４湖沼䛾底生動物䠄䝬䜽䝻䝧ン䝖䝇䠅䛾分ᕸ䚷⥙走ᕷ湖沼環境総合調査成果最終報告書䚷ᖹ成㻝㻞ᖺ

門䞉⥙ 目 科 種名

文献 7

環境省

䝺䝑䝗䝸䝇䝖

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ
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目 科 検索種名 文献 㻝㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䝖ン䝪 䜲䝖䝖ン䝪 䜽䝻䜲䝖䝖ン䝪 ○

䝉䝇䝆䜲䝖䝖ン䝪 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䜻䝍䜲䝖䝖ン䝪 ○

䜶䝌䜲䝖䝖ン䝪 ○

䝹䝸䜲䝖䝖ン䝪 ○

䝂䝖䜴䜰䜹䝯䜲䝖䝖ン䝪 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 絶滅危急種䠄Ｖｕ䠅

䜶䝌䝹䝸䜲䝖䝖ン䝪 ○

䜰䜸䜲䝖䝖ン䝪 䜰䜸䜲䝖䝖ン䝪 ○

䜸䝒䝛ン䝖ン䝪 ○

䝲ン䝬 䝹䝸䝪䝅䝲ン䝬 ○

䜸䜸䝹䝸䝪䝅䝲ン䝬 ○

䜼ン䝲ン䝬 ○

䜶䝌䝖ン䝪 䜻䝞䝛䝰䝸䝖ン䝪 ○

䜶䝌䝖ン䝪 ○

䝖ン䝪 䝶䝒䝪䝅䝖ン䝪 ○

䝅䜸䜹䝷䝖ン䝪 ○

䝅䜸䝲䝖ン䝪 ○

䜴䝇䝞䜻䝖ン䝪 ○

䝮䝒䜰䜹䝛 ○

䝘䝒䜰䜹䝛 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝬䝴䝍䝔䜰䜹䝛 ○

䜶䝌䜰䜹䝛 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 希少種䠄Ｒ䠅

䜰䜻䜰䜹䝛 ○

䝜䝅䝯䝖ン䝪 ○

䝭䝲䝬䜰䜹䝛 ○

䝞䝑䝍 䜹䝬䝗䜴䝬 䝬䝎䝷䜹䝬䝗䜴䝬 ○

䜿䝷 䜿䝷 ○

䜹ン䝍ン 䜹ン䝍ン ○

䜻䝸䜼䝸䝇 䜶䝌䝒䝴䝮䝅 ○

䝒䝴䝮䝅 ○

䝝䝛䝘䜺䜻䝸䜼䝸䝇 ○

䜲䝤䜻䝠䝯䜼䝇 ○

䜴䝇䜲䝻䝃䝃䜻䝸 ○

䝠䝯䜽䝃䜻䝸 ○

䜹䝷䝣䝖䜻䝸䜼䝸䝇 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝞䝑䝍 䝠䝘䝞䝑䝍 ○

䝏䝅䝬䝠䝘䝞䝑䝍 ○

䝖䝜䝃䝬䝞䝑䝍 ○

䝣䜻䝞䝑䝍 ○

䝭䝲䝬䝣䜻䝞䝑䝍 ○

䝠䝅䝞䝑䝍 䝠䝅䝞䝑䝍 ○

䝝䝃䝭䝮䝅 䜽䜼䝚䜻䝝䝃䝭䝮䝅 䝁䝤䝝䝃䝭䝮䝅 ○

䜽䜼䝚䜻䝝䝃䝭䝮䝅 ○

䜹䝯䝮䝅 䝉䝭 䜶䝌䝝䝹䝊䝭 ○

䝁䜶䝌䝊䝭 ○

䜰ワ䝣䜻䝮䝅 䝬䝹䜰ワ䝣䜻 ○

䜰䝯ン䝪 䜰䝯ン䝪 ○

䝉䜰䜹䜰䝯ン䝪 ○

䝁䜸䜲䝮䝅 䜸䜸䝁䜸䜲䝮䝅 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝍䜲䝁䜴䝏 䝭䝈䜹䝬䜻䝸 ○

䜹䝇䝭䜹䝯䝮䝅 䝝䝘䜰䜹䜹䝇䝭䜹䝯 ○

䝩䝋䝦䝸䜹䝯䝮䝅 䜻䝧䝸䝦䝸䜹䝯䝮䝅 ○

䝦䝸䜹䝯䝮䝅 䝦䝸䜹䝯䝮䝅 ○

䜹䝯䝮䝅 䜰䜹䝇䝆䜹䝯䝮䝅 ○

䝮䝷䝃䜻䜹䝯䝮䝅 ○

䝤䝏䝠䝀䜹䝯䝮䝅 ○

䝘䜺䝯 ○

䜸䜸䝖䝀䝅䝷䝩䝅䜹䝯䝮䝅 ○

䜶䝌䜰䜸䜹䝯䝮䝅 ○

䝒䝜䜰䜸䜹䝯䝮䝅 ○

䝁䜴䝏䝳䜴 䝝ン䝭䝵䜴 䝙ワ䝝ン䝭䝵䜴 ○

䝭䝲䝬䝝ン䝭䝵䜴 ○

䜸䝃䝮䝅 䜶䝌䜹䝍䝡䝻䜸䝃䝮䝅 ○

䜶䝌䝬䜲䝬䜲䜹䝤䝸 ○

䝉䝇䝆䜰䜹䜺䝛䜸䝃䝮䝅 ○

䜻ン䝘䜺䝂䝭䝮䝅 ○

䜸䜸䜻ン䝘䜺䝂䝭䝮䝅 ○

䜶䝌䜻ン䝘䜺䝂䝭䝮䝅 ○

䝉䝪䝅䝠䝷䝍䝂䝭䝮䝅 ○

䝬䝹䜺䝍䝂䝭䝮䝅 ○

䝂䝭䝮䝅 ○

䝁䝶䝒䝪䝅䝂䝭䝮䝅 ○

䜰䜸䝂䝭䝮䝅 ○

䝁䝒䝤䝀ン䝂䝻䜴 䝁䝒䝤䝀ン䝂䝻䜴 ○

䝀ン䝂䝻䜴 䜹䝷䝣䝖䝅䝬䜿䝅䝀ン䝂䝻䜴 ○

䜽䝻䝈䝬䝯䝀ン䝂䝻䜴 ○

䝬䝯䝀ン䝂䝻䜴 ○

䜻䝧䝸䜽䝻䝠䝯䝀ン䝂䝻䜴 ○

䝶䝒䝪䝅䜽䝻䝠䝯䝀ン䝂䝻䜴 ○
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目 科 検索種名 文献 㻝㻝

環境省

ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀

໭海道

ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ

䝁䜴䝏䝳䜴 䝀ン䝂䝻䜴 䝠䝯䝀ン䝂䝻䜴 ○

䝀ン䝂䝻䜴䝰䝗䜻 ○

䝬䝹䜺䝍䝀ン䝂䝻䜴 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䜹䝷䝣䝖䝬䝹䜺䝍䝀ン䝂䝻䜴 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝅䝬䝀ン䝂䝻䜴 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䝁䝅䝬䝀ン䝂䝻䜴 ○

䝭䝈䝇䝬䝅 䜸䜸䝭䝈䝇䝬䝅 ○

䝭䝈䝇䝬䝅 ○ 希少種䠄Ｒ䠅

䜺䝮䝅 䜶ン䝬䝝䝞䝡䝻䜺䝮䝅 ○

䝇䝆䝠䝯䜺䝮䝅 ○

䜶䝌䝁䜺䝮䝅 ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅 留意種䠄Ｎ䠅

䜺䝮䝅 ○

䝅䝕䝮䝅 䜸䜸䝰䝰䝤䝖䝅䝕䝮䝅 ○

䝶䝒䝪䝅䝠䝷䝍䝅䝕䝮䝅 ○

䝠䝷䝍䝅䝕䝮䝅 ○

䝝䝛䜹䜽䝅 䝅䝷䜸䝡䝅䝕䝮䝅䝰䝗䜻 ○

䜸䜸䝝䝛䜹䜽䝅 ○

䜰䜹䝞䝝䝛䜹䜽䝅 ○

䜽ワ䜺䝍䝮䝅 䝒䝲䝝䝎䜽ワ䜺䝍 ○

䝭䝲䝬䜽ワ䜺䝍 ○

䝁䜽ワ䜺䝍 ○

䝇䝆䜽ワ䜺䝍 ○

䜰䜹䜰䝅䜽ワ䜺䝍 ○

䜸䝙䜽ワ䜺䝍 ○

䝜䝁䜼䝸䜽ワ䜺䝍 ○

䝉ン䝏䝁䜺䝛 䜸䜸䝉ン䝏䝁䜺䝛 ○

䝉ン䝏䝁䜺䝛 ○

䝁䜺䝛䝮䝅 䝬䜶䜹䝗䝁䜶ン䝬䝁䜺䝛 ○

䝒䝜䝁䜺䝛 ○

䝶䝒䝪䝅䝬䜾䝋䝁䜺䝛 ○

䝒䝬䝧䝙䝬䜾䝋䝁䜺䝛 ○

䝬䜾䝋䝁䜺䝛 ○

䝅䝻䝇䝆䝁䜺䝛 ○

䜹䝷䝣䝖䝏䝱䜲䝻䝁䜺䝛 ○

䝗䜴䜺䝛䝤䜲䝤䜲 ○

䝠䝯䝁䜺䝛 ○

䝒䝲䝇䝆䝁䜺䝛 ○

䝠䝯䝇䝆䝁䜺䝛 ○

䜻ン䝇䝆䝁䜺䝛 ○

䝇䝆䝁䜺䝛 ○

䝬䝯䝁䜺䝛 ○

䝖䝷䝝䝘䝮䜾䝸 ○

䜰䜸䝝䝘䝮䜾䝸 ○

䜰䜸䜹䝘䝤ン ○

䜹䝤䝖䝮䝅 ○

䝍䝬䝮䝅 䝣䝍䜸䝍䝬䝮䝅 ○

䝁䝯䝒䜻䝮䝅 䝃䝡䜻䝁䝸 ○

䝧䝙䝁䝯䝒䜻 ○

䜶䝌䝠䝷䝍䝁䝯䝒䜻 ○

䜰䜲䝚䜰䜹䝁䝯䝒䜻 ○

䜹䝞䜲䝻䝁䝯䝒䜻 ○

䝧䝙䝪䝍䝹 䜻䝍䝧䝙䝪䝍䝹 ○

䝩䝋䝧䝙䝪䝍䝹 ○

䝩䝍䝹 䝦䜲䜿䝪䝍䝹 ○
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䜰䜹䝝䝛䝮䝅 䜰䜹䝝䝛䝮䝅 ○
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䜰䜹䝝䝘䜹䝭䜻䝸 ○
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ﾚ䡫䢀ﾞﾘｽ䢀
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ﾚ䡫䢀ﾞ䡿ﾞ䡬ﾀﾌﾞ䡫ｸ
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䝝䝏 䜰䝸 䜰䜹䝲䝬䜰䝸 ○
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䝰ン䝇䝈䝯䝞䝏 ○

䜸䜸䝇䝈䝯䝞䝏 ○
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䝭䝒䝞䝏 䜸䜸䝬䝹䝝䝘䝞䝏 ○

䜶䝌䜸䜸䝬䝹䝝䝘䝞䝏 ○

䝉䜲䝶䜴䜸䜸䝬䝹䝝䝘䝞䝏 ○
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䝝䜶 䜿䝞䜶 䝯䝇䜰䜹䜿䝞䜶 ○

䜰䝤 䝂䝬䝣䜰䝤 ○

䜰䜹䜴䝅䜰䝤 ○

䜴䝅䜰䝤 ○

䝝䝘䜰䝤 䝮䝒䝰ン䝩䝋䝠䝷䝍䜰䝤 ○

䝁䜺䝍䝜䝠䝷䝍䜰䝤 ○

䝲䝬䝖䝠䝀䝘䜺䝝䝘䜰䝤 ○
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䜰䝅䝤䝖䝝䝘䜰䝤 ○

䝣䝍䜺䝍䝝䝘䜰䝤 ○

䝇䝈䜻䝘䜺䝝䝘䜰䝤 ○

䝏䝵䜴 䝉䝉䝸䝏䝵䜴 䝁䜻䝬䝎䝷䝉䝉䝸 ○

䜸䜸䝏䝱䝞䝛䝉䝉䝸 ○

䝁䝏䝱䝞䝛䝉䝉䝸 ○

䜰䝀䝝䝏䝵䜴 䜹䝷䝇䜰䝀䝝 ○

䝭䝲䝬䜹䝷䝇䜰䝀䝝 ○

䜻䜰䝀䝝 ○

䝘䝭䜰䝀䝝 ○

䝠䝯䜴䝇䝞䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䝅䝻䝏䝵䜴 䝒䝬䜻䝏䝵䜴 ○

䜶䝌䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䝰ン䜻䝏䝵䜴 ○

䜶䝌䝠䝯䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䝇䝆䜾䝻䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䜶䝌䝇䝆䜾䝻䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䝰ン䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䜸䜸䝰ン䝅䝻䝏䝵䜴 ○

䝅䝆䝭䝏䝵䜴 䝹䝸䝅䝆䝭 ○

䜰䜲䝜䝭䝗䝸䝅䝆䝭 ○

䝒䝞䝯䝅䝆䝭 ○

䜹䝞䜲䝻䝅䝆䝭 ○

䝧䝙䝅䝆䝭 ○

䝂䝬䝅䝆䝭 ○ 絶滅危惧II類䠄㼂㼁䠅

䝭䝗䝸䝅䝆䝭 ○

䝠䝯䝅䝆䝭 ○

䝮䝰ン䜰䜹䝅䝆䝭 ○

䝍䝔䝝䝏䝵䜴 䝁䝠䜸䝗䝅 ○

䝁䝮䝷䝃䜻 ○

䝃䜹䝝䝏䝏䝵䜴 ○

䜰䜹䝬䝎䝷 ○

䝭䝗䝸䝠䝵䜴䝰ン ○

䜴䝷䜼ン䝇䝆䝠䝵䜴䝰ン ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䝁䝠䝵䜴䝰ン ○

䜹䝷䝣䝖䝠䝵䜴䝰ン ○ 準絶滅危惧䠄N㼀䠅

䜴䝷䜼ン䝠䝵䜴䝰ン ○

䜽䝆䝱䜽䝏䝵䜴 ○

䝣䝍䝇䝆䝏䝵䜴 ○

䝁䝭䝇䝆 ○

䜶䝹䝍䝔䝝 ○

䝅䞊䝍䝔䝝 ○

䜼ン䝪䝅䝠䝵䜴䝰ン ○

䝆䝱䝜䝯䝏䝵䜴 䝅䝻䜸䝡䝠䝯䝠䜹䝀 ○

䜽䝻䝠䜹䝀 ○

䝆䝱䝜䝯䝏䝵䜴 ○

䝃䝖䜻䝬䝎䝷䝠䜹䝀 ○

䜸䜸䝠䜹䝀 ○

䝠䝯䜴䝷䝘䝭䝆䝱䝜䝯 ○

䝲䝬䝬䝴䜺 䜸䜸䝭䝈䜰䜸 ○

䜸䝘䜺䝭䝈䜰䜸 ○

䚷※ 文献 㻝㻝 㻦 䛸うふつ湖䛾昆虫一覧䚷ᖹ成㻝㻤ᖺ
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小学校社会科๪ㄞ本䚷あばし䜚 ᖹ成㻝㻣ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷ教育委員会

第㻥期䚷網走ᕷ農業振興計⏬䚷㻞㻜㻜㻡㻙㻞㻜㻜㻥 ᖹ成㻝㻣ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷ経済部

網走ᕷ観光振興計⏬ ᖹ成㻝㻣ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷ経済部

網走ᕷ環境白書䚷概要䠄第㻝編䠅ᖹ成㻝㻣ᖺᗘ ᖹ成㻝㻤ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷᕷ民部

新網走ᕷ水産振興計⏬䚷㻜㻢 ᖹ成㻝㻤ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷ

網走ᕷ景観䛸緑䛾ᇶ本計⏬䚷概要版 ᖹ成㻝㻤ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷ

網走ᕷ環境白書䚷調査･測定結果䠄第㻞編䠅䚷ᖹ成㻝㻤ᖺᗘ ᖹ成㻝㻥ᖺ㻟᭶ ໭海㐨網走ᕷᕷ民部

ᖹ成㻝㻥ᖺᗘ䚷網走ᕷ予算䛾概要䚷こ䛸し䛾䜎ち䛵く䜚 ᖹ成㻝㻥ᖺ㻠᭶ ໭海㐨網走ᕷ企⏬総務部

ᖹ成㻝㻥ᖺᗘ版䚷ᕷ民生活便利帳䚷あばし䜚䛜い䛹䜆䛳く ᖹ成㻝㻥ᖺ㻠᭶ ໭海㐨網走ᕷ企⏬総務部

ᖹ成㻝㻥ᖺ版䚷あばし䜚䛾農業 ᖹ成㻝㻥ᖺ㻤᭶ ໭海㐨網走ᕷ経済部

㻞㻜㻜㻣䚷網走ᕷ䛾教育 ᖹ成㻝㻥ᖺ㻝㻝᭶ ໭海㐨網走ᕷ教育委員会
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ᖹ成㻝㻥ᖺᗘ版䚷商工労働観光概要 － ໭海㐨網走ᕷ経済部

網走ᕷ勢要覧資料編䚷㻞㻜㻜㻣 － ໭海㐨網走ᕷ企⏬総務部

ᖹ成㻝㻣ᖺᗘ䚷水産統計 － ໭海㐨網走ᕷ水産港‴部

ᖹ成㻝㻥ᖺᗘ䚷網走ᕷ社会教育推進計⏬書 － ໭海㐨網走ᕷ教育委員会

䜏䜣䛺䛾健康䚷元気䛺網走䚷網走ᕷ民健康䛵く䜚䝥䝷ン䊡 － ໭海㐨網走ᕷ保健䝉ン䝍䞊

網走ᕷ地域福祉計⏬䚷概要版䚷㻞㻜㻜㻢ᖺᗘ㻙㻞㻜㻝㻜ᖺᗘ － ໭海㐨網走ᕷ

網走港 － ໭海㐨網走ᕷ

網走䛾都ᕷ計⏬䚷資料編䚷㻞㻜㻜㻣 － ໭海㐨網走ᕷ建設部

網走ᕷ湖἟環境総合調査成果最終報告書 ᖹ成㻝㻞ᖺ ໭海㐨網走ᕷ䞉東京農大

䛸う䜅䛴湖䛾昆虫一覧 ᖹ成㻝㻤ᖺ 網走ᕷ立郷土博物館

䛸う䜅䛴湖䛾㔝鳥一覧 ᖹ成㻝㻤ᖺ 網走ᕷ立郷土博物館

䛸う䜅䛴湖䛾植物一覧 ᖹ成㻝㻤ᖺ 網走ᕷ立郷土博物館

網走港港‴計⏬書䚷軽易䛺変更 ᖹ成㻝㻥ᖺ㻞᭶ 網走港港‴管理者

第㻠次小清水⏫総合計⏬䚷後期ᇶ本計⏬䚷ᖹ成㻝㻤ᖺᗘ～㻞㻞ᖺᗘ ᖹ成㻝㻤ᖺ㻢᭶ ໭海㐨小清水⏫

小清水⏫勢要覧䚷㻞㻜㻜㻣䚷こし䜏䛪䚷資料編 ᖹ成㻝㻥ᖺ㻝㻜᭶ ໭海㐨小清水⏫企⏬㈈政課

小清水⏫勢要覧䚷㻞㻜㻜㻤 ᖹ成㻞㻜ᖺ ໭海㐨小清水⏫

ᖹ成㻝㻥ᖺᗘ䚷農業䛾概要 － ໭海㐨小清水⏫

小清水⏫䚷観光䜺イ䝗䝤䝑䜽 － －

斜網西部地区䚷漁業影響調査報告書䠄濤沸湖䠅 調査資料編 昭和㻡㻟ᖺ㻞᭶ 社団法人䚷໭海㐨水産資源技術開発協会

斜網西部地区䚷漁業影響調査報告書䠄濤沸湖䠅 昭和㻡㻣ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

昭和㻡㻤ᖺᗘ䚷藻琴湖漁業影響調査報告書䠄䝅䝆䝭䜺イ䞉魚類䠅 昭和㻡㻥ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻡ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻡ᖺ㻝㻞᭶ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻢ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻣ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻣ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻤ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻤ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻥ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻥ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻜ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻜ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻝ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻝ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻞ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻞ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻟ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻟ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻠ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻠ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻡ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻡ᖺᗘ䚷斜網西部地区䚷濤沸湖漁業影響調査報告書 ᖹ成㻝㻢ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻜ᖺᗘ䚷藻琴湖環境調査報告書 ᖹ成㻝㻝ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻟ᖺᗘ䚷能取湖水産環境調査報告書 ᖹ成㻝㻠ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻠ᖺᗘ䚷サロ䝬湖生態系䝰䝕䝹作成業務報告書 ᖹ成㻝㻡ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻝㻢ᖺᗘ䚷能取湖漁場環境調査報告書䚷ᖹ成㻝㻟～㻝㻢ᖺᗘ䛾総括 ᖹ成㻝㻣ᖺ 社団法人䚷໭海㐨栽ᇵ漁業振興公社

ᖹ成㻤ᖺ版䚷流域別下水㐨整備総合計⏬調査䚷指針䛸解ㄝ － 社団法人䚷日本下水㐨協会

ᖹ成㻝㻝ᖺ版䚷流域別下水㐨整備総合計⏬調査䚷指針䛸解ㄝ － 社団法人䚷日本下水㐨協会

網走湖䛾流域調査䛻䛴い䛶 － ໭海㐨公害防止研究所

ア䝯䝎䝇観測ᖺ報 － ㈈団法人䚷気象業務支援䝉ン䝍䞊

ᖹ成㻝㻞ᖺ䚷国勢調査䛻関䛩䜛地域䝯䝑䝅䝳統計 ᖹ成㻝㻞ᖺ ㈈団法人䚷統計情報研究開発䝉ン䝍䞊

ᖹ成㻝㻟ᖺ䚷஦業所䞉企業統計調査䝯䝑䝅䝳統計 ᖹ成㻝㻞ᖺ ㈈団法人䚷統計情報研究開発䝉ン䝍䞊

໭海㐨ᕷ⏫村勢要覧 － ໭海㐨統計協会

ᖹ成㻝㻣ᖺᗘ䚷網走管内䛻䛚け䜛総合的䛺湖἟環境保全推進業務 ᖹ成㻝㻣ᖺ ㈈団法人䚷河川環境管理㈈団

一級河川䚸஧級河川ཬ䜃準用河川調書 ᖹ成㻤ᖺ㻡᭶ 社団法人䚷໭海㐨土木協会

໭海㐨䛾湖἟䚷改訂版 ᖹ成㻝㻣ᖺ㻟᭶ ໭海㐨環境科学研究䝉ン䝍䞊

宮島἟保全活用計⏬䠄概要版䠅䚷宮島἟ワイ䝈䝴䞊䝇 ᖹ成㻝㻠ᖺ㻟᭶ ໭海㐨美唄ᕷ

宮島἟保全活用計⏬ ᖹ成㻝㻠ᖺ㻟᭶ ໭海㐨美唄ᕷ

東京農業大学䚷網走農場䛸そ䛾周辺䛾植物

－農大植物園網走分園ᇶ礎資料䛸し䛶－

昭和㻢㻞ᖺ㻠᭶ 東京農業大学植物園

東京農業大学䚷続䚷網走農場䛸そ䛾周辺䛾植物

－東京農大植物園網走分園ᇶ礎資料㻞－

ᖹ成元ᖺ㻢᭶ 東京農業大学植物園

䜸ホ䞊䝒䜽㻝㻜㻜䛾素顔䚷もう䜂䛸䛴䛾䜺イ䝗䝤䝑䜽 ᖹ成㻝㻟ᖺ㻢᭶ 東京農大出版会

大観山䚷第㻝㻤号䚷ワイ䝹䝗䚷䝞䞊䝗䚷濤沸湖 ᖹ成㻝㻤ᖺ㻝㻞᭶ 東京農大䚷農཭会䜸ホ䞊䝒䜽支部

໭䛾大地䛾生物生産䚷㻝㻜㻜䛾挑戦 － 東京農大出版会

藻琴湖調査報告書䠄䝲䝬䝖䝅䝆䝭䞉水質䞉底質調査䠅 昭和㻡㻣ᖺ 網走漁業協ྠ組合

䝷䝮サ䞊䝹䞉䝇䝢䝸䝑䝖䛸‵原䛾ワイ䝈䝴䞊䝇

日本䛻䛚け䜛‵地䛾賢い活用஦例䛸評価ᇶ準試案

ᖹ成㻝㻤ᖺ㻟᭶ 日本国際‵地保全連合

䝷䝮サ䞊䝹条約䚷賢明䛺利用䝝ン䝗䝤䝑䜽䚷第㻞版第㻤巻䚷‵地䛾管理 ᖹ成㻝㻥ᖺ㻟᭶ 日本‵地䝛䝑䝖ワ䞊䜽
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໭海㐨䝅䞊䝙䝑䜽䝞イ䜴䜵イ宣言 －

䝅䞊䝙䝑䜽䝞イ䜴䜵イ໭海㐨サ䝫䞊䝍䞊䝈䜽

䝷䝤

䝅䞊䝙䝑䜽䝞イ䜴䜵イ໭海㐨 －

䝅䞊䝙䝑䜽䝞イ䜴䜵イ໭海㐨推進協議会஦務

局

知床䞉䜸ホ䞊䝒䜽観光立圏行動計⏬䛾概要 －

知床䞉䜸ホ䞊䝒䜽観光立圏行動計⏬策定協

議会

濤沸湖畔䛾ア䝑䜿䝅草群落 － 山田䚷訓஧

㻼roc㻚Ａ㻚S㻚Ｃ㻚㻱 㻥㻤 SA㻞 昭和㻠㻣ᖺ 㻼arker㻘㻰㻚Sほ䛛

水産増殖ྀ書䚷㻞㻥

閉鎖性‴䛾海水交流䚸水産土木஦例䛸計算法䠄䊠䠅

昭和㻡㻡ᖺ 萩㔝静也

水産工学研究所報告䚷㻢号

サロ䝬湖䛾海水交流䛻関䛩䜛研究

昭和㻡㻥ᖺ 萩㔝静也

日本海洋学会ㄅ䚷㻠㻜

海水交換概念䛸海水交換率

昭和㻡㻥ᖺ 柏井誠

濤沸湖周辺䠄除く海域䠅䛷観察さ䜜た鳥類一覧

－探鳥䜺イ䝗䚸網走䛾㔝鳥㻞㻣㻣他－

昭和㻢㻜ᖺ 斎藤喜一郎

河川汚濁䛾䝰䝕䝹解析 ᖹ成元ᖺ 国松孝男䞉村岡浩爾

䝜ン䝫イン䝖汚濁源䛾䝰䝕䝹解析 ᖹ成㻞ᖺ 和田安彦

生物䛸気象䛸䛾䛛䛛わ䜚 ᖹ成㻟ᖺ㻥᭶ 鈴木淳志

網走䛻䛚け䜛漁業䛾現状䛸漁家䛾経営分析 ᖹ成㻢ᖺ㻝᭶ 菊池哲夫

網走䛾湖἟䚷そ䛾特徴䛸役割

ᖹ成㻣ᖺᗘ䚷໭海㐨䝭䝗䝹䜶イ䝆䝉䝭䝘䞊資料

－ 桑原連

知床博物館研究報告䚷第㻝㻤集

網走ᕷ䞉小清水⏫䞉斜㔛⏫䛻䛚け䜛䜸ホ䞊䝒䜽海沿岸部周辺䛾鳥類

ᖹ成㻥ᖺ 川崎康弘

໭海㐨草地研究会報䚷第㻟㻝号

濤沸湖畔䛻䛚け䜛植生分ᕸ䛻影響䛩䜛環境要因䛻䛴い䛶

ᖹ成㻥ᖺ 中村隆俊䞉小松輝行

水産海洋研究䚷㻡㻥䠄㻝䠅

サロ䝬湖䛻䛚け䜛水塊変動

ᖹ成㻣ᖺ 柴἟成一郎ほ䛛

濤沸湖畔䛻䛚け䜛植生分ᕸ䛻影響䛩䜛環境要因䛻䛴い䛶 ᖹ成㻥ᖺ 中村隆俊䞉小松輝行

໭海㐨䜸ホ䞊䝒䜽海沿岸䛻連䛺䜛海跡湖䜢訪䛽䛶䠄続䠅 ᖹ成㻝㻝ᖺ 磯部一洋ほ䛛

網走㻠湖἟䛾水質䛾特徴

網走ᕷ湖἟環境総合調査成果最終報告書

ᖹ成㻝㻞ᖺ 安富亮ᖹほ䛛

環境教育研究䚷第㻟巻䚷第㻝号

能取湖䛾塩‵地䛻䛚け䜛ア䝑䜿䝅ソ䜴䛾分ᕸ

ᖹ成㻝㻞ᖺ㻟᭶ 境博成ほ䛛

網走ᕷ湖἟環境総合調査成果最終報告書

網走４湖἟䛾底生動物䠄䝬䜽ロベン䝖䝇䠅䛾分ᕸ

ᖹ成㻝㻞ᖺ 桑原䚷連

網走ᕷ湖἟環境総合調査成果最終報告書

網走㻠湖἟䛾水生植物

ᖹ成㻝㻞ᖺ 中山薫

ᖹ成㻝㻞ᖺᗘ䚷໭海㐨立網走水産試験場஦業報告書

能取湖漁場環境調査

ᖹ成㻝㻟ᖺ 蔵田護

知床博物館研究報告䚷第㻞㻞集

網走支庁管内鳥類目録䚷－໭海㐨䞉䜸ホ䞊䝒䜽圏䛷確ㄆさ䜜た鳥類－

ᖹ成㻝㻟ᖺ 川崎康弘

環境教育研究䚷第㻠巻䚷第㻝号

網走湖畔女‶別国᭷林䛻分ᕸ䛩䜛䝭䝈䝞䝅䝵䜴群落

ᖹ成㻝㻟ᖺ㻟᭶ 境博成ほ䛛

環境教育研究䚷第㻠巻䚷第㻞号

໭海㐨東部コ䝮䜿湖䛾塩‵地䛻᪊け䜛ア䝑䜿䝅ソ䜴群落

ᖹ成㻝㻟ᖺ㻝㻜᭶ 境博成ほ䛛

䜸ホ䞊䝒䜽海沿岸䛾自然環境䛸そ䛾変貌䚸㻻㻷H㻻TS㻷໭䛾異界䚷ྂ代䜸ホ䞊䝒䜽䛸

氷民文໬䠄東京大学総合研究博物館春季特別展資料䠅

ᖹ成㻝㻠ᖺ ᖹ井幸弘

日本生態学会ㄅ䚷㻝㻣号

窒素過๫䛺冷温帯‵原䛻䛚け䜛く矮小群落䛾特異的䛺発㐩䛻対䛩䜛還元土壌䛾役

割

ᖹ成㻝㻠ᖺ㻝᭶ 中村隆俊ほ䛛

釧路国際䜴䜵䝑䝖䝷ン䝗䝉ン䝍䞊技術委員会調査研究報告書

渡䜚性水鳥䛾生息地保全䛸修復䛻䛴い䛶

ᖹ成㻝㻢ᖺ㻟᭶ 澁谷辰夫

知床博物館研究報告䚷第㻞㻡集

網走地方䛻䛚い䛶近ᖺ記録さ䜜た稀少䜹䝰目鳥類

ᖹ成㻝㻢ᖺ 川崎康弘

知床博物館研究報告䚷第㻞㻡集

網走地方䛻䛚い䛶近ᖺ記録さ䜜た稀少䜹䝰目鳥類

ᖹ成㻝㻢ᖺ 川崎康弘
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VII 用語集 

 

ᲢあᲣ 

ǤンǿȸȗȪǿȸ 

ǤンǿȸȗȪǿȸƱƸŴž自然遺産や文҄遺産Ǜ通訳ƢǔƜƱſǛ表ƠŴ自然Ŵ文҄Ŵ歴史Ტ遺産ᲣƷ価値

ƳƲǛŴ一方的Ƴ解説ưƸƳƘŴ相互ƷǳȟȥȋǱȸǷȧンǛ通ơƯŴわƔǓやƢƘ伝えǔ活動Ǜ行う人ƷƜ

Ʊŵ 

NPOᲢNonProfit OrganizationᲣ 

NPOƱƸŴȜȩンȆǣǢ活動ƳƲƷ社会ᝡ献活動Ǜ行うŴ営利Ǜ目的ƱƠƳい団体Ʒ総称ƷƜƱŵ 

 

ᲢƔᲣ 

 来種ٳ

ƢǔȷƠƳいƴ銫わǒƣŴƦǕǇưƦƷ生Ɩ物ƕ生息ƠƯいƳƔƬƨ׋来種ƱƸŴ人間Ʒ活動ƴ伴ƬƯ意ٳ

場所ƴ持ƪ込ǇǕƨ生物ƷƜƱŵ 

国ٳƔǒ持ƪ込ǇǕ定着Ơƨ生物ƷうƪŴౡ物Ǜ࠙҄ౡ物Ŵ動物Ǜ࠙҄動物Ʊいうŵ 

環境保全型農業 

食料ȷ農業ȷ農஭基ஜ法ƴƓいƯƸŴ঻ƕ国農業Ʒ持簚的Ƴႆ展Ǜ׋ǔƨǊŴ農業Ʒž自然ࣅ環機能Ʒ維持

増進ſƕɧӧഎưあǔƱ記ƞǕƯいǔŵ農業ƸŴ食料供給Ʒ機能ƷǄƔŴ国土や環境Ʒ保全ƱいƬƨ多面的機

能ǛஊƠƯƓǓŴƜƷǑうƳ機能Ǜ将来ƴわƨƬƯႆ揮ƠƯいƘƜƱƕ必要ưあǔƕŴ農業Ʒ生産面ƴƭいƯ

ǈǔƱŴ近࠰Ŵƨい肥等Ʒ施用᣽ƕ著ƠƘ˯ɦƠƯƖƯいǔ等土ƮƘǓƕƓǖƦƔƴƳǔ一方ưŴ҄学肥料ȷ

農薬ǁƷ過度Ʒ依存ƴǑǔ環境Ʒ悪҄ƕǈǒǕǔƳƲŴ環境Ʊ調和ƷƱǕƨ持簚的Ƴ農業生産ƕ立ƪ行ƔƳい

ʙ態ǋ生ơƯƖƯいǔŵǇƨŴ農産物Ʒ消ᝲ面ƴƭいƯǈǔƱŴஊ機農産物等҄学肥料ȷ農薬Ʒ使用Ǜ੘えƨ

農産物ƴ対Ƣǔ消ᝲ者ƷȋȸǺƕ高ǇƬƯƖƯいǔŵ 

ƜうƠƨ状況ƴ対処ƢǔƨǊƴƸŴ家畜排Ƥƭ物等Ʒஊ効利用ƴǑǔƨい肥等Ǜ活用Ơƨ土ƮƘǓƱŴ҄学

肥料ȷ農薬Ʒ使用Ʒ˯減Ǜ行う農業生産方式Ʒේ透Ǜ׋ǔƜƱƕ急務ƱƳƬƯいǔŵ 

ǇƨŴ国際的ƴǋŴ҄学肥料ȷ農薬Ʒ使用Ʒ˯減等Ǜ行う持簚的Ƴ農業Ǜਖ਼進ƢǔƜƱƕ農業૎策ƱƠƯ᣻

視ƞǕƯƖƯいǔŵ 

汽水湖 

地理学ɥƷ定義ưƸŴ塩類Ʒ濃度ƕ 500mg/lᲢ0.0Ჯ％ᲣˌɦƷ場ӳǛ淡水湖Ʊ呼ƿƕŴ岩塩ƕ広ƘЎࠋƠ

Ưいǔ地域ưƸŴ塩水Ʒ湧出ƴǑǔ湖ǋ存在Ƣǔŵ汽水湖ƱƸŴෙ水Ʊ淡水ƕ入Ǔ混ơƬƯいǔ湖ƷƜƱưŴ

日ஜưƸ浜Ӹ湖Ŵܧᢊ湖ƳƲƕあǔŵ 

国定公園 

国定公園ƱƸŴ国立公園ƴ準ơǔ୎勝地ƱƠƯž自然公園法ſᲢ昭和 32 Უƴ基ƮいƯ環境大臣ƕ指定Ơ࠰

ƨ公園ưあǓŴ国立公園ƕ国Ʒ直接管理ƳƷƴ対ƠŴ国定公園Ƹ都ᢊ府県ƕ管理Ƣǔŵ 

 

ᲢƞᲣ 

生物多様性国家戦略 

生物多様性国家戦略ƱƸŴ私ƨƪƷ子孫ƷˊƴƳƬƯǋŴ生物多様性Ʒ恵ǈǛӖƚӕǔƜƱƕ出来ǔǑうƴŴ

生物多様性条約ƴ基ƮƖŴ生物多様性Ʒ保全Ʊ持簚ӧ能Ƴ利用ƴ銫わǔ国Ʒ૎策Ʒ目標ƱӕǓ組ǈƷ方向Ǜ定

ǊƨǋƷưあǔŵ૎府ƸŴ࠯঺ ࠰7 10உƴž生物多様性国家戦略ſǛ決定ƠŴ࠯঺ ƴƸ全面的Ƴ見直࠰14

ƠǛƠƨ第ʚഏƱƳǔž新ȷ生物多様性国家戦略ſǛ決定Ơƨŵ 

資源管理型๤業 

๤業Ʒ主役ưあǔ๤業者ƕ主体ƱƳƬƯ地域や魚種ƝƱƷ資源状態ƴ応ơŴ資源管理Ǜ機動的ƴ行うƱƱǋ

ƴŴ๤獲物Ʒ付ь価値向ɥや経営ǳǹȈƷ˯減ƳƲǛ׋ǔƜƪƴǑǓŴ将来ƴわƨƬƯ๤業経営Ʒܤ定Ŵႆ展

Ǜ目指Ƣ๤業Ǜ言うŵ 

᣺親運動 

簨走ࠊưƸټ都山山᪬Ʒ花壇ǛŴࠊ民やȜȩンȆǣǢ団体ƕ᣺親ƱƳƬƯ育ƯǔžǢȀȗȈȗȭǰȩȠټ都

山ſƱいうӕǓ組ǈǛ行ƬƯいǔŵࠊ民Ʒң力ư美Ơい花園Ǜ誕生ƞƤŴࠊ民Ʒ憩いƷ場ƱƠƯǋŴ新Ơい観

ήǹȝȃȈƱƠƯǋ人気Ǜ博ƠƯいǔŵ 
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 環型社会ࣅ

環型社会ƱƸŴ人間Ʒ社会活動ƕƣƬƱ持簚ƢǔƜƱƕӧ能ƳŴ破簮ƠƳい社会Ʒ概念ưあǔŵƜǕƸŴࣅ

生産→消ᝲ→廃棄→再利用→生産ƱいƬƨŴ資源ƕࣅ環ƠƯ活用ƞǕǔƜƱƕ必要ưあǓŴ廃棄物Ʒႆ生Ǜ抑

制ƠƨǓŴ排出ƞǕƨ廃棄物等ƴƭいƯƸưƖǔƩƚ資源ƱƠƯ適ദƴ利用ƢǔƜƱƕ求ǊǒǕǔŵ言い換え

ǕƹŴټ然資源Ʒ消ᝲƕ抑制ƞǕŴ環境ǁƷ᝟荷ƕ極力˯減ƞǕƨ社会ƷƜƱưあǔŵ 

 

ᲢƨᲣ 

鳥獣保護区 

᣼生鳥獣Ʒ保護繁殖Ʊ生息環境Ʒ保全Ǜ׋ǔƨǊŴž鳥獣Ʒ保護ӏƼ狩猟Ʒ適ദ҄ƴ銫Ƣǔ法ࢷſᲢ࠯঺14

Უƴ基ƮƖ指定ƠƯいǔ区域ƷƜƱŵφ体的ƴƸŴ集団渡来地Ŵ森林鳥獣生息地Ŵ身近Ƴ鳥獣生息地ƳƲư࠰

᣻要Ƴ区域ƕ指定ƞǕƯいǔŵ 

地球温暖҄ 

地球Ʒ࠯均気温ƕɥଞƢǔƜƱư世界ƕ直面ƠƯいǔ深刻Ƴ地球環境問題ƷƻƱƭƱ言わǕŴ࠰間࠯均気温

Ʒ世界࠯均ƕɥଞƢǔƷưŴƦǕƴ伴い降雨ȑǿȸンや気象変҄ȑǿȸンƕ変҄ƠƨǓ異常気象Ʒ᫁度ƕɥƕ

ƬƨǓƱいうŴ深刻Ƴ気候変動ǁƷ影響ƕ懸念ƞǕǔ問題ƷƜƱưあǔŵ 

Ǉƨ地球温暖҄Ʒ原因ƴƸŴ人ໝ的Ƴ原因Ʊ自然的Ƴ原因ƕあǔƱ言わǕƯいǔŵ人ໝ的ƳǋƷƱƠƯƸŴ

҄石燃料Ʒ燃焼ƴǑǔ CO2Ʒ排出Ŵ交通乗Ǔ物ƳƲƔǒ排出ƞǕǔ CO2, NOx等Ʒ増ьŴ工業生産Ʒ排Ǭǹ

ƴǑǔ CO2 Ʒ増ьƳƲƕあƛǒǕǔŵ自然ႆ生的ƳǋƷƴƸŴ火山活動Ŵ生物呼吸Ŵෙ水ƳƲƔǒƷ CO2

Ʒ્出等ƕあǓǇƢŵ 

地産地消 

地産地消ᲢƪƞǜƪƠǐうᲣƱƸŴ地域生産地域消ᝲᲢƪいƖƤいƞǜȷƪいƖƠǐうƻᲣƷ略語ưŴ地域

ư生産ƞǕƨ農産物や水産物ǛƦƷ地域ư消ᝲƢǔƜƱŵ 

DMV(Dual Mode VehicleᲣ 

列車ƕ走ǔƨǊƷ軌ᢊƱŴ自動車ƕ走ǔƨǊƷᢊ路Ʒӑ方Ǜ走行ӧ能Ƴ車両ƷƜƱŵJR҅ෙᢊưƸ࠯঺ 16

࠰ 1உƴDMVƷ開ႆƴ঺ыƠŴ࠯঺19࠰ 4உ～11உƴ浜小清水駅～藻琴駅間ư試験的営業運行ƕ行わǕ

ƨŵ 

 

ᲢƳᲣ 

内水面๤業 

内水面๤業ƱƸŴ河川ȷ湖කȷ池ȷ用水路ƳƲƷ内水面ư行Ƴう๤業ƷƜƱưあǓŴƜǕƴ対ƠƯŴෙưƷ

๤業Ǜෙ面๤業Ʊいうŵ 

ȊǷȧȊȫȈȩǹȈ運動 

ȊǷȧȊȫȈȩǹȈ運動ƱƸŴ貴᣻Ƴ自然環境Ʒ保護や歴史的࡫ᡯ物ƳƲƷ保存ƷƨǊƴŴ広Ƙ一般Ʒ方々

ƔǒƷ支援Ǜ募ƬƯŴ土地や࡫ᡯ物Ǜ買いӕǓ管理ƠƯࢸ世ƴ残ƠƯいƜうƱいう運動ƷƜƱŵ 

農஭୎観整備ʙ業 

国民ƕǏƱǓŴܤǒƗŴ心Ʒ豊ƔƞƳƲƷ価値観Ǜ᣻視ƢǔǑうƴƳƬƯƖƯいǔ中ưŴ農業Ʒ多面的機能

ƕႆ揮ƞǕŴ豊ƔƳ自然環境や美Ơい୎観Ŵ伝統文҄ƴƾǕあうƜƱƷưƖǔ個性的ȷ特ࣉ的Ƴ農஭空間ƴ対

Ƣǔ国民Ʒ理解Ʊ期待ƕ高ǇƬƯいǔŵƜƷǑうƳ状況Ǜ踏ǇえŴ農஭地域ƴƓƚǔ୎観ȷ自然環境Ʒ保全ȷ

形঺等ƴ向ƚƨ地域ƷӕǓ組ǈǛ支援Ơ地域活性҄Ǜ׋ǔƨǊŴ棚ဋや農業用水路Ŵ防風林Ʒ保全ƳƲƴǑǔ

୎観形঺ƴ対Ơ直接支援Ǜ行う農஭୎観ȷ自然環境保全再生ȑǤȭȃȈʙ業Ǜ公募方式ƴǑǓ実施ƠƯいǔŵ 

᣼焼Ɩȷ火入Ǖ 

小清水原生花園ưƸᲦ河川改修Ʒ影響ư砂Ʒ供給᣽ƕ減ǔ一方ưᲦ્牧や᣼火ƱいƬƨ人ໝ的Ƴ攪乱ƕ強Ƙ

ƳǓŴƦƷǑうƳ自然ƴ対Ƣǔ࠮ฏƕȐȩンǹǑƘ存在ƠƯいƨƨǊƴᲦ原生花園୎観ƕ良好Ƴ状態ư維持ƞ

ǕƯいƨƷƩǖうƱ言わǕƯいǔŵƦƷƨǊ実験等Ǜ繰Ǔ返ƠƳƕǒࠊ民ȜȩンȆǣǢƳƲƷ力Ǜ借ǓƯŴ᣼

焼Ɩや火入Ǖƕ現在ǋ簙簚的ƴ行わǕƯいǔŵ  

 

ᲢƸᲣ 

ȓǪȈȸȗ 

ȓǪȈȸȗƱƸŴȉǤȄ語ưȓǪᲢ生Ɩ物ᲣƱȈȸȗᲢ場所ᲣƷӳ঺語Ტӳ঺語ᲣưžƦǕƧǕƷ地域ƷŴ

᣼生生物Ʒ生息空間ſƷƜƱưあǔŵ 
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ȓǸǿȸǻンǿȸ 

䝡䝆䝍䞊䝉ン䝍䞊䛿䚸国立公園䠄自然公園ᲣƳƲǛ訪Ǖǔ方々ƴŴ公園Ʒ自然ǛわƔǓやƢƘ展示ȷ解説ƠŴ自

然ƱƾǕあうƖƬƔƚǛƭƘƬƯいƨƩƘƨǊƷ施設ưあǔŵ例えƹȈȬȃǭンǰやႇ山Ŵ自然観察ƴƭいƯ

ƷǢȉȐǤǹǛ行いŴ自然情報等Ǜ訪問者䛻提供す䜛䛸共䛻䚸観察会や学習䛺䛹も開催し䛶い䜛䚹 

๥砂 

๥砂ᲢƻǐうƞᲣƸ波ǇƨƸෙƴႆ生Ƣǔ様々Ƴ流ǕƴǑƬƯ生ơǔ土砂Ʒ移動ŴǋƠƘƸ移動Ƣǔ土砂Ʒ

ƜƱưŴෙ岸ේ食や堆積ƴ深Ƙ銫わǔǋƷưあǔŵ๥砂᣽Ƹ通常Ŵ方向別ƴҥˮ長ƞあƨǓm3/s/mư表ƢƜ

Ʊƕ多いŵ๥砂Ʒ主Ƴ供給源Ƹ河川ưあǔŵƦǕǏえŴ河川流域ƓǑƼ๥砂Ʒ移動Ƣǔ沿岸域ǛǇƱǊƯž๥

砂系ſƱ呼称ƢǔŵǇƨ浜や崖Ʒഎ潰や沖ӳŴ 隣接ෙ岸ƳƲƔǒ到来Ƣǔෙ中Ʒ石ȷ岩礁༾ȷ๥着固形物ƳƲ

ǋ๥砂Ʊ言うŵ  

保ܤ林 

木஬Ʒ生産Ʊいう経ฎ的Ƴ機能ǑǓǋŴ災害Ʒ防ഥŴ他産業Ʒ保護ƦƷ他公共Ʒ福祉Ʒ増進Ǜ目的ƱƠƯŴ

森林法ƴǑǓ一定Ʒ制限や義務ƕ課ƤǒǕƨ森林Ǜ言うŵ保ܤ林ƴƓいƯƸŴ立木竹Ʒ伐੔等一定Ʒ行ໝǛ行

う際ƴƸŴ都ᢊ府県知ʙƷ許ӧƕ必要ưあǓŴ保ܤ林Ʒ整備ƴƭいƯƸŴ保ܤ林整備臨଺措置法ƴǑǓ行わǕ

ǔŵ 

 

ᲢǇᲣ 

ȢȋǿȪンǰ 

日常的Ɣƭ簙簚的Ƴໜ検ƷƜƱưŴ調査やЎ析Ŵ解析Ǜ行いƳƕǒŴ監視活動等Ǜ簚ƚŴ問題ƳƲƕႆ生Ơ

ƨǒŴ銫̞各ˮŴ機銫等ưң議Ǜ行い対策Ǜ施ƢƜƱưあǔŵ 

木育 

঺࠯ 18 民や児童Ʒ木஬ƴ対Ƣǔ親Ơǈや木Ʒ文҄ǁࠊᲳஉƴ銬議決定ƞǕƨ森林ȷ林業基ஜ計ဒưƸƀ࠰

Ʒ理解Ǜ深ǊǔƨǊŴ多様Ƴ銫̞者ƕ連携ȷң力ƠƳƕǒŴ஬料ƱƠƯƷ木஬Ʒ良ƞやƦƷ利用Ʒ意義Ǜ学ƿŴ

ž木育ſƱǋいうǂƖ木஬利用ƴ銫Ƣǔ教育活動Ǜਖ਼進ƢǔƁƱあǔŵ 

ƜǕǛӖƚƯž木育ſƱƸŴ木஬や森林ƱƷ銫わǓӳいƔǒŴ知育Ŵࣈ育Ŵ体育ƷᲭƭƷ側面Ǜ効果的ƴ育

ǉӕǓ組ǈưあǓŴ社会的ңӷƴǑƬƯǋ効果的ƴ実施ȷ୍ӏƞƤǔ必要ƕあǔƱ考えǒǕƯƓǓŴ木ƮƔい

運動Ʒ一環ƱƠƯ木育Ʒ活動̟進ȷ支援ʙ業ƕ展開ƞǕƯいǔŵ 

 

ᲢǒᲣ 

ȩȠǵȸȫ条約 

ȩȠǵȸȫ条約ƱƸŴ1971࠰ƴǤȩンƷȩȠǵȸȫư開催ƞǕƨž฻地ӏƼ水鳥Ʒ保全ƷƨǊƷ国際会議ſ

ƴƓいƯž特ƴ水鳥Ʒ生息地ƱƠƯ国際的ƴ᣻要Ƴ฻地ƴ銫Ƣǔ条約ſƕ੔択ƞǕƨŵƜƷ条約Ƹ開催地Ʒ地

ӸƴƪƳǈŴ一般ƴžȩȠǵȸȫ条約ſƱ呼ƹǕƯいǔŵ 

ஜ条約ưƸŴ産業や地域Ʒ人々Ʒ生活ƱȐȩンǹƷƱǕƨ保全Ǜ進ǊǔƨǊƴŴ฻地Ʒž賢明Ƴ利用ᲢWise 

Use:ワǤǺȦȸǹᲣǛ提唱ƠƯいǔŵ賢明Ƴ利用ƱƸŴ฻地Ʒ生態系Ǜ維持ƠƭƭƦƜƔǒ得ǒǕǔ恵ǈǛ持

簚的ƴ活用ƢǔƜƱưあǔŵ 

ȬȃȉȇȸǿȖȃǯ 

᣼生生物Ʒ保全ƷƨǊƴƸŴ絶滅ƷƓƦǕƷあǔ種Ǜ的確ƴ把握ƠŴ一般ǁƷ理解Ǜ広Ǌǔ必要ƕあǔƜƱ

ƔǒŴ環境省ưƸŴȬȃȉȪǹȈᲢ日ஜƷ絶滅ƷƓƦǕƷあǔ᣼生生物Ʒ種ƷȪǹȈᲣǛ作঺ȷ公表ƢǔƱƱ

ǋƴŴƜǕǛ基ƴƠƨȬȃȉȇȸǿȖȃǯᲢ日ஜƷ絶滅ƷƓƦǕƷあǔ᣼生生物Ʒ種ƴƭいƯƦǕǒƷ生息状

況等ǛӕǓǇƱǊƨǋƷᲣǛ刊行ƠƯいǔŵ 

᣼生生物Ʒ生息状況Ƹ常ƴ変҄ƠƯいǔƨǊŴȬȃȉȪǹȈȷȬȃȉȇȸǿȖȃǯƴƓƚǔ評価ƸŴ定期的

ƴ見直ƢƜƱƕɧӧഎưあǓŴ環境省ưƸŴ昭和 61 度ǑǓž緊急ƴ保護Ǜ要Ƣǔ動ౡ物Ʒ種Ʒ選定調査ſ࠰

Ǜ行いŴƦƷ結果Ǜ踏ǇえƯ࠯঺Ჭ࠰ƴŴ環境省༿ȬȃȉȇȸǿȖȃǯž日ஜƷ絶滅ƷƓƦǕƷあǔ᣼生生物

Ყ脊ౢ動物籂ſƓǑƼž日ஜƷ絶滅ƷƓƦǕƷあǔ᣼生生物Ყ無脊ౢ動物籂ſǛ作঺Ơƨŵ 
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ȬȃȉȪǹȈ 

度ǑǓȬȃȉȇȸǿȖȃǯƷ第一ഏ見直Ơ作業ƕ開始ƞǕŴЎ類群ƝƱƴȬȃȉȪǹȈǛ作঺ȷ公࠰঺Ჱ࠯

表ƢǔƱƱǋƴŴƜǕǛ基ƴȬȃȉȇȸǿȖȃǯǛ籂纂ƠƯいǔŵƜƷ見直ƠƴƓいƯƸŴ࠯঺Ჰ࠰ƴＩＵᲽ

ＮᲢ国際自然保護連ӳᲣƕ੔択ƠƨŴ減少率等Ʒ数値ƴǑǔܲ観的Ƴ評価基準ƴ基ƮƘ新ƠいǫȆǴȪȸƴ従

うƜƱƱƠƨƕŴ঻ƕ国ưƸ数値的ƴ評価ƕӧ能ƱƳǔǑうƳȇȸǿƕ得ǒǕƳい種ǋ多いƜƱ等Ʒ理ဌƔǒŴ

定性的要件Ʊ定᣽的要件Ǜ組ǈӳわƤƨ新ƨƳǫȆǴȪȸǛ策定ƠƨŵƳƓŴ無脊ౢ動物Ŵ維管束ౡ物ˌٳƷ

ౡ物ƴƭいƯƸŴ絶滅危惧Ｉ᲻類Ŵ絶滅危惧Ｉ᲼類Ǜ区別ƤƣŴ絶滅危惧Ｉ類ƱƠƯいǔŵ࠯঺ᲫᲬ࠰ᲮஉǇ

ưƴŴ動ౡ物全ƯƷЎ類群ƴƭいƯȬȃȉȪǹȈƷ見直ƠǛܦ了ƠƯ公表ƠŴȬȃȉȇȸǿȖȃǯƴƭいƯǋŴ

 ᲲஉǇưƴ全ƯǛ刊行Ơƨŵ࠰঺ᲫᲲ࠯

Ǉƨ࠯঺ ࠰18 12உƴƸŴ鳥類Ŵ爬虫類Ŵ両生類ƓǑƼƦƷ他無脊ౢ動物ƷᲮЎ類群Ʒ新ƨƳȬȃȉȪǹ

ȈǛӕǓǇƱǊƯ公表Ŵ࠯঺ 19 ᲲஉƴƸŴ残ǓƷ哺乳類Ŵ汽水ȷ淡水魚類Ŵଝ虫類Ŵ貝類Ŵౡ物号ƓǑƼ࠰

ౡ物司ƷᲰЎ類群ƴƭいƯŴ新ƨƳȬȃȉȪǹȈƕ公表ƞǕƯいǔŵ 
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